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　　　序　章







　こんな事を言うと意外かもしれねえが、座ざ敷しき童わらしのヤツは結構簡単に泣く。

　主に趣しゆ味みとか娯楽とかを奪われるとな。例えばほら、ルーターの不調で家のネット関係が全滅した時やら、父ちゃんに怒られてゲームソフト全部没収されて表の蔵にぶち込まれたりした時やら、まあ色々だ。

　ただ、そんな中でも一つ印象的な事がある。

　あれは、そう、俺が小学校の四年か五年くらいの時だったかな。

　あのぐーたら妖怪と本格的な口ゲンカになったんだ。いや、今にして思えば、俺があいつの言い分を聞かずに一方的に怒鳴り散らしたのに近かったのかもしれねえな。

　ケンカのきっかけ自体は単純なもんで、学校から帰ってきたらオモチャのロボットが胴体真っ二つになっていたんだ。母ちゃんとか婆ばあちゃんとかあれこれ話を聞いてみるに座敷童のヤツが棚から落としたに決まっているんだけど、あいつは頑として認めなかった。でもって、俺はインドア妖怪の言う事を聞かずにぎゃあぎゃあと大おお騒さわぎした。まあ長くても三〇分くらいかな。その時だ。

　泣いたんだ。

　そう、真っ赤な浴衣のグラマラスな妖怪が。

　背丈は俺の二倍……とまではいかずとも、確実に頭二つは差があった『姉ちゃん』が。

　それこそ知らない街で置き去りにされたガキみてえに、顔をくしゃくしゃにして、大口を開けて、両手の甲で赤くなった目元をごしごし擦こすって、わんわんとさ。パトカーとか消防車だってもう少し大人しいだろってくらいの大声で、屋敷中に響ひびき渡るような感じでだ。

　そいつを見た時に、俺はこう思ったんだ。

　俺が生まれる前から、いいや何百年も前から生きているだろう座敷童ってのは、でも実は完成された『大人』じゃなかったんじゃねえかなって。

　大人になりたかった、大人として見てほしかった、俺達たちと同じガキだったんじゃねえかって。

　だから、こんな風に泣かすのはもうやめよう、とは思った。涙にもいろんな種類があるけど、こいつは駄目だ。……まあ結局やっぱりオモチャのロボットぶっ壊こわした犯人はぐーたら妖怪だったんだけど、でもこれはなんか違うなって。

「ああ……」

　ぺたりと地面に尻しり餅もちをついて、壁かべに背中を預けたまま、俺はゆっくりと息を吸って吐いた。

　天を仰ぐ。

　チラチラと綿毛のような雪を降らす重苦しい雲を見上げて、思わず笑っていた。

　何でこんな事を思い出したんだろう。

　でもまあ良いか、たまにはこんな事があったって。

　息を吸い込めば肺まで爛ただれ落ちそうなくらい濃のう密みつな鉄てつ錆さびの匂い。それとは別に胆汁を煮詰めたようなどうしようもない臭気が混ざる。視線なんかもう二度と下には下げたくもねえ。地上は三六〇度本物の地獄絵図で、どこを見回したって心が休まるものなんか何もねえ。壁かべだの地面だのにこびりついているのはどれもこれも、赤とか黒とか紫とか、救いようのない極彩色ばっかりだ。おかげで胃の中にゃあ吐くものだって残っちゃいねえ。

　だったら、ちょっとくらい許してくれよ。

　今この瞬しゆん間かんを生き残ったご褒ほう美びに、少しだけ思い出に耽たん溺できする許可をくれよ。

　なあ、×××。




　……本当に、どうして。世界はこんな真っ赤になっちまったんだ……？
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　　　　　１




　一一月。

　せっかくの週末だっていうのに、その日はのんびり昼まで寝ている事もできなかった。

「うう、ん……」

　布団の中から猛烈な違和感。

　もぞもぞと蠢うごめく滑らかな肌触り。学校のクラスメイト達たちとは違う、シャンプーやコンディショナーなんていうケミカルな花の香りよりも、古い香を焚たきしめたようなうっすらとした甘い匂い。自分以外のぬくもりを掛布団の奥から感じた途端、横向きに寝転がっていた俺の中でぼんやりしていた意識が急速にギュッと集束されていくのが分かる。

「ちょっ、ばっ、またかグータラ座ざ敷しき童わらし！　人の布団に勝手に潜もぐり込んで……!?」

　いや別にあいつのおっぱい揉もめるものなら揉んでみてえし、裸をご覧になるのは大変結構な事ですっていうか拝み倒して見られるんなら即土下座モノなんだけど、でもほらあるじゃん！　こっちとしても心構えってもんが!!　こういう不意打ちはとにかく心臓に悪いんだよドキドキーン!!

　瞬しゆん間かん的てきに頭へ血液が集まっていくのを感じ、そのカッとした熱に突き動かされるように、俺は掛布団の中で手を動かす。とにかく手探りで細い肩を摑つかんで外へ放り出そうとしたんだけど、

「痛いって！　何だこりゃ!?」

　デカい裁ちバサミの先端に触れたような鋭するどい痛みを感じ、慌てて手を引っ込める。

　そしてゾッと冷たい感覚が背筋を撫なでた。

　え、なに？　ハサミ？　それって……刃物？　そんなもの持ち込んで布団に入ってくるなんて流石さすがに前代未聞だぞ。いや、いいや、ほんとに相手は座敷童……なのか？　刃物と言えば真っ先にあいつが、そう世界三大ヤンデレの一角、狂った幼おさな馴な染じみのＮＡＧＩＳＡちゃんが頭に浮かぶんだけど!!　何だ、おい、まさかあいつ、『再発』でもしやがったか!?

「待ってよ待って『あの』渚を相手に二〇センチ以内とか俺もう三回くらいは死んでるじゃんよー!?」

　ぐあばっ!!　と慌てて掛布団を大きくめくってみる。まるでスズメバチの巣でも抱えて眠っていた事に遅れて気づかされたような気分。

　だが違った。

　今の今まで横向きの俺の胸板へすぐ隣となりから顔を摺すり寄せるようにして眠っていたのは、赤い浴衣のインドア妖怪でもなければ三万四〇〇〇通りの殺害方法を持つと噂うわさされる地獄の幼おさな馴な染じみなどでもなく、

「あ」

「うーん……むにゃむにゃ……あふぁ、どうしたんだよ、ぱぱぁ？」

「青あお行灯あんどん!?」

　白しろ無む垢くにも似た和装の少女。艶つややかな黒髪を割り裂くように額から伸びるナイフのような一本角。見た目は可か憐れんで（だが胸はある）清らかな少女だが、その実態は一〇〇の怪談を吞のみ込んで一つの存在へと昇華した人工的な妖怪。そして掛け値なしに日本転てん覆ぷくを謀はかり、業界最強と目されるオカルト組織百鬼夜行を壊かい滅めつ寸前まで追い詰めた真正の悪鬼。

　ふわりと香る甘い匂いの正体がぐーたら妖怪とは違うものだと気づかされて、俺の中での体温のギアが一段上がる。そう、『いつものルーチン』でクールダウンできなくなってるう!!

「何してんの!?　全体的に!!」

「そりゃあボクは陣じん内ない忍しのぶを含む幾人かの質問と回答の集合体だからねえ。言い換えれば親と子の関係にも近しい。ほら、製作者と成果物では味気ないじゃないか。何だい何だい、キミは生後数ヶ月の赤子が保護者に甘える行為さえ禁じるとでも言うのかい？」

　う……。

　確かにこいつの動機は世界を知らずに世界を語りたがった、人を知らずに人の声に応えようとした、モンスターベビー的な部分が多々ある。生み出すだけ生み出しておいてそのまま広い世の中に放置しちまった『俺達たち』にも責任の一端はあるんだろうけど……。

　と、依然として敷しき布ぶ団とんの上で体を丸めたまま、高校生が娘と呼びかけるにしちゃ発育の良過ぎる青行灯はくすくすと笑っていた。

「……こうでも言っておけばキミはボクを突き放はなせないのは分かっているんだ」

「あん？」

「今のボクは『意識のストッパー』が発生したせいで、直接的な破壊行為は実行不能だ。甘える子猫を踏ふみ潰つぶす事に合理性のない躊ちゆう躇ちよが生じるように。でも逆に言えば、間接的であれば出力できる。そう、例えば思いも寄らない事故だった、とかいう形に整えれば」

　すい、と娘というより恋人が甘えるように、青行灯は俺の胸板へ細い人差し指の腹をなぞらせてくる。

　ていうか……今まで感じてこなかった鉄てつ錆さびみてえなこの匂いは何だ……？

「いやあ仕方がないよね☆　ほらボクは額にナイフみたいな角がある訳だからさ。子が親に甘えるためにすりすりやったら胸板がズタズタになっちゃいましたーなんてこんなのは事故だよ事故事故。邪念なんてないない」

「うわあー!!」

　目線を落として思わず絶叫した。な、ちょ、これ、格好つけて大型剃刀かみそり片手に鏡を見ながら格かく闘とうしたヒゲソリ大失敗の時よりは派手に血が出ていますけどーっ!?

　こっちのうろたえぶりを見てコロコロと笑う青あお行灯あんどん。

　こいつ駄目だ、子猫を踏ふめない妖怪にはなったけど、別段和解をした訳でもねえ。凶悪性はなりを潜ひそめているだけで、ゼロまで奇き麗れいに消滅したんじゃねえんだ!!

　ガチの致命誘発体の所業に恐れおののいて横向きから距きよ離りを取ろうとする俺だったが、そこでお次は真後ろ、背中に寄り添うような格好でズドンと別の体重がのしかかってきた。

　今度こそ座ざ敷しき童わらしか!?　とも思ったが、どうにも肌の感触が枯れ木めいている。そしてほのかに香る加か齢れい臭しゆう。いや、待てよ、これひょっとして、待てよ……!!

　そして背後の何者かが言った。




「むにゃむにゃ……ううん、あなた様ぁ……」

「いやあー!!　出オチ要員になってんじゃねえぞジジィー!!!!!!」




　片や百物語のラストに現れる災いの象徴、そして片や子殺し専門という分野ではある種青行灯以上に尖とがりきった、農夫の格好をした伝統なき恐怖の象徴、油取り。

　今日も今日とてインテリビレッジの朝は絶好調なのだった。




　　　　　２




　……痛いてて。

　青行灯のヤツ、朝っぱらからやってくれたな。

　胸板はちょいと血まみれだが、実は見た目ほど酷ひどくもない。放っておけば何とかなりそうなくらい。なのでじくじくと痛む体を引きずりながらもとりあえず顔を洗うために脱衣所兼洗面所へ。

　まずは冷たい水を両手ですくってバシャバシャ頰ほおを叩たたき、それからお湯を混ぜた温水に。洗顔クリームをにゅるりと搾って泡立てると、円の動きで顔全体に馴な染じませていく。これ、サッパリはするんだけどちょっとまぶたに沁みるんだよな。肌との相性は良くないのかもしれん。でもとりあえずチューブ一本分は使い切らなきゃだし。

　でもって泡を温水で落として顔を上げると、正面の鏡に赤い浴衣の座敷童が映っていた。

　ていうか救急箱持ってる。

「あん？　どうしたぐーたら妖怪」

「こっちの台詞せりふよ」

　座敷童は呆あきれたように言いながら、救急箱を傍らの洗せん濯たく機きの上に置いて蓋を開ける。

「朝っぱらから一体どうしたの、その傷？　とにかく診せてみなさい。そのままにはしておけないでしょう」

　お、おおう。

　何となく為なすがままになってしまう。こっちとしては見た目は派手だけど薄うす皮かわ一枚っていうか、所詮は『剃刀かみそり傷きずと同じレベル』くらいのもんだと思って放っておく事にしていたんだけど……。『血』って当人より周りが引く時あるけど、あのパターンか？

「ふうん」

　座ざ敷しき童わらしのほっそりした指が人様の胸板へ伸びてくる。

　青あお行灯あんどんのせいですっかりボロボロになったパジャマの奥、傷口からはわずかに離はなれた辺り、血で汚れてはいるけど無事な場所に柔らかい指の腹を当て、ゆっくりとなぞるように拭いながら、

「そこまで深手ではないのね。消毒と包帯くらいで何とかなるかしら」

「おいこらインドア妖怪、微妙に恥ずかしい」

「黙だまって。包帯巻くから上着を脱いで両手を挙げなさい、ほらばんざーい」

　……ほんとにガキンチョが着替えを手伝ってもらっているみてえだな、このテンション。

　消毒液はじくじくと刺すような痛みを発してきたけど、個人的にはその後の包帯の方が色々きつい。なんていうか、その、くすぐったい！　安物の毛羽立ったセーターで直接胸板を薄く撫なでられているようなこの感じ!!　決して甘酸っぱいだけじゃねえぞこれ!!

　当の座敷童はこっちの胸板を包帯でぐるぐる巻きにすると、金属製の小さなクリップみてえなもので包帯の先端を留めながら、

「はいおしまい」

「なんつーか、唐突にお姉ちゃんみたいな事するのな」

　何気なく言うと、間近にいた座敷童の肩がわずかにピクンと動いた。

　……、おや？

「何だ、まさかインドアとかぐーたらとかじゃなくて姉ちゃんって呼んでほしかったのか？　回りくどい野郎だな。だったらそういう風に言ってくれりゃあ良かったのに」

「な、何の事だか私にはサッパリ分からないのだけれど……」

「別に減るもんじゃないからこっちは呼び方なんてどうだって良いんだけど。ぷっくく、ねーえちゃーん」

　……まあ、これが一月前だったら絶対に信じられない心の動きではあるんだが、青行灯の一件、特に一〇年前に跳ちよう躍やくした辺りでこっちも色々吹っ切れたからな。この辺の変な抵抗感っていうか、しこりみたいなもんは消えちまった。

　と、座敷童は座敷童で、胸板の傷に温かい息が吹きかかるくらいの位置をキープしながらも、何やら黒髪の頭がわなわなと震ふるえている。

「くっ、悔しい……！　こんな風に今ではすっかり黒ずんでしまった忍しのぶの口から出た言葉であっても、姉ちゃんという一言で心を揺さぶられている自分を否定できないだなんて……!!」

「人を散々使い込んだナニみたいに言うんじゃねえよ。あと別に姉ちゃんとは呼んでも良いが、変な上下関係があるとか考えるんじゃねえぞ」

「はあ？」

「それだよ！　その語尾上げのアァハァーン完全に上からだろ!!　つーか勉強とか運動とか社交性とか諸もろ々もろ含めた人間力で言ったら絶対俺の方が上だかんな！」

「忍」

　やれやれと、座ざ敷しき童わらしは呆あきれ返ったように首を横に振りながら、

「お互いの上下関係を分かりやすくテストする方法が一つあるのだけれど。試しに私の頭をぽんぽん撫なでて良い子良い子してみなさい？」

「……、」

　ぽんぽん。

　良い子良い子。

「……あれ、何だろう、あれ……？　この状況に眩暈めまいがする、ちょっと吐きたい……」

「ほら見なさい、死ぬほど嚙かみ合っていないでしょう？　これは私が目上である証あかし、あなたの魂が私を見下ろす事を拒んでいるのよ」

　ぬうう！

　このまま座敷童に良いように丸められてしまうのは気に喰くわん。そんな勝ち逃げ（？）で終わらせてたまるか。何としても引き分け（？？？）に持ち込んでみせなければ……!!

「忍。それはそうといつまで人の頭をナデナデしているの……って、きゃっ!?」

　頭頂部の辺りに乗せていた掌てのひらを、艶つややかな髪の流れに沿って後頭部に回す。そのままぐいっと手前に引くと、腕の中にすっぽりと座敷童の頭が収まった。ちょうど、こいつに手当てしてもらった包帯だらけの胸板におでこが触れる感じだ。

　顔の他にそっと掌も当てたまま、座敷童は何だか沈ちん黙もくしている。

　頭頂部に鼻を押し付ける。ほほう、このぐーたら何か良い匂いがするぞ。

「上から頭撫でるくらいならこっちの方がまだしもしっくりくるな。うーん、これだと上下じゃなくて対等になっちまうから面白くもねえけど」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「おやあ、座敷童さん？　おんやあ!?」

「っ!?」

　一いつ瞬しゆんの思考の空白を勘付かれた事がよほど気になるのか、座敷童の肩がビクゥ!!　と大きく跳ねる。

　抱き寄せられたまま顔を上げる座ざ敷しき童わらしに向けて、俺はすっとぼけて言う。

「どうしましたかなお嬢じようさん。いつもいつも弟のように扱ってきた男の子が意外なほどにたくましく成長しているのを実感して驚おどろきを禁じ得ないと？」

「く、黒ずんだ邪悪な忍しのぶめ……!!　どこで育て方を間違えたというの……!?」

　多分アンタが毎日一緒にお風呂に入って添い寝してくれたからグルメになったんだと思うよ。

　そしてふはーはー!!　一体どこに勝ち負けの線引きがあるかもう自分でも分かりゃしねえけど、何となく優位に立ってる！　山の頂に立ってるよう俺え!!　少なくとも座敷童勝ち逃げふふんの空気は吹っ飛んだ!!

　と、

「……ずるいです……」

　地獄の底で吹きすさぶ冷たい風のような声が、重く低く響ひびき渡ってきた。

　見れば、脱衣所の戸に手を当てて顔を半分だけ出し、ヤンデレモードでこちらをじっと見据えてくるぺったんこな雪女が。

「……傷の手当てが何だと言うのですか。そんなもの私にだってできるじゃないですか。知っていますか、患部を瞬しゆん間かん冷却する事で出血を止め、細胞の壊え死しを防ぎ、神経伝達信号を遮断して麻酔効果まで得られる画期的な治ち療りよう法ほうを。つまり私の方が良くできるんです、さあ試しましょうさあさあナデナデしましょうさあさあさあ……」

「いやその治療法は凍結と解凍のやり取りで細胞壊こわれそうだし、心臓の上からダイレクトにやっちゃまずいと思うよ？　絶対死ぬと思うよ!!　そしていつの間にか腕の中からするりと逃げた座敷童よどこへ行く!?　いやあ！　置いて行かないでねえちゃーん!!」

　最後の一言でピクンと肩を震ふるわせ、赤い浴衣のグラマラス妖怪はそっと息を吐いた。

　脱衣所の小さな窓から脱出を図ろうとしていた座敷童は方向転換し、何な故ぜだか俺の背中に張り付いてくる。

　二人羽織りスタイルというか、腹話術の人形スタイルというか。なんか背中にむにゅりと柔らかいものが当たっていますが、ここ茶化さない方が良いですよね？

　無理に作った低い声で、座敷童はこんな風に耳打ちしてきた。

『まずは雪女の細い肩を両手でそっと摑つかんで壁かべ際ぎわへ誘導』

「？」

　何となく指示に従ってみる。

「うふふ患部冷却なんてマイナス八〇度もあればいとも容た易やすく……ひゃん!?」

『壁に、そう顔の横の辺りに手を当てなさい忍。そして上から覆おおい被かぶさるよう、威圧感を持って雪女と目を合わせる。有無など言わさずに！』

「なっ、ななななななんなななんなんなんん……」

『さらにもう片方の手で雪女の顎あごを親指と人差し指でそっと摑つかむ。そう、くいっと感で！』

「（ぱくぱく）……!!」

『仕上げにもうおでこコツンくらいやっちゃって！』

「……っっっ!!!???」

『最後にこう囁ささやきなさい───』

「───あまり俺に迷惑を掛けてくれるなよ、雪女。な？」

「きっ」

　何やらおめめをぐるぐるさせている雪女。

　彼女は顔全体を真っ赤にさせると、

「きゅうううううううううううううううううううううううううううううううううん……」

　ずるずるずるずるーっ、とそのまま腰が砕けてへたり込んでしまった。なんか気を失っている。あと雪女のぺったんこボディが若干溶けてる。

　ていうか、え？

　俺……今、何やった？？？

「何だ今のーっ!?　自分が気持ち悪い、こんなのはお笑い芸人のモテる方枠を狙う俺の理屈に合わない！　少女マンガの壁かべドンだか床ドンだか天井ドンだか知らねえがあんなテンプレがリアル世界で通じる訳がねえ！　訳がねえのに何とかなってるこの不思議ーっっっ!?」

「ふっ。ベタというのは全力でやり切れば大きな力を呼び込むものなのよ。何な故ぜならそれは王道なのだから。ただブレーキを掛けずに助走を続けるのがとてつもなく困難なだけで」

　何やら勝ち誇った顔で、ひょっこり俺の背後から横へ出てくる座ざ敷しき童わらし。

　うーん。何というか、

「……お前、あんなのが理想なの？　やだよ、全力全開のパーフェクト姉ちゃんが実は毎日お風呂タイムでまつ毛モリモリおめめお星様の八頭身みたいなの想像して悶もだえているだなんて」

「ぶふっ!?　い、いきなり奇怪な事を言わないでちょうだい忍しのぶ!!」
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　かやぶき屋根のお屋敷も随分と賑にぎやかになってきた。

　元々居着いていたのは赤い浴衣の座敷童だけど、そこからぺったんこな雪女、ふらりとやってきた猫又、西洋のサキュバス、オーストラリアの件で引き取った古ふる椿つばき（小）、全ぜん滅めつ村むらの青あお行灯あんどん、致命誘発体からカエシガミへと変じた油取り、大だい悪あく魔まツェリカに魂を幽閉されていた魔ま女じよのマルグリット＝スタインホルスが続々と追加。

　ここから、さらに妖怪好きの母ちゃんがどこかから引っ張ってきた小豆洗い、ケセランパサラン、古椿（大）なんかも加わっている訳だから、やっぱりかなりの数だとは思う。

　そうなると当然困った事態になる事もある訳で、

「おい座ざ敷しき童わらし」

「何よ」

「あと他のみんなも。ちょっとしゅうごーう！」

　朝飯を食べた後のタイミングで、我が家の問題児達たちを仏間の方に集めてみる。……というか、妖怪達に混じってさらっと人間のマルグリットもオカルト枠に入ってんだけど、あれ、大丈夫なのか？　ビザとか絶対切れてるだろうし、不法滞在とかにならねえの？？？

　天下の百鬼夜行サマがきっと何とかしてくださっているんだろうと心に念じて、ひとまず本題に入る事にした。

「叔父さんの事は大体知ってるな？　内うち幕まく隼はやぶさ、東京で刑事をやってる人だ」

「……ああ、若さ溢あふれる女子中学生達と接点を持ちたいが故に田舎を飛び出して大都会東京を命いのち懸がけで駆け抜けている人ですね。そういうアグレッシブな姿勢は悪くありません……」

　……一部で大変な誤解が発生しているようだが、いちいちツッコミを入れていると話が一向に進みゃしねえ。

「今日明日にでも叔父さんが仕事でこっちに来るらしくて、その時は宿を使わずに家に泊まるって電話があった。ただ叔父さんは極度の妖怪嫌われ体質だ。きっと自分が生まれ育った家に致命誘発体がすし詰めになっているなんて話も知らねえ。……妖怪にも妖怪の習性とか伝統とか色々あるんだろうけど、絶対に叔父さんを殺すな。約束してくれるな？」

　うんうん、と古ふる椿つばきの大小コンビが揃そろって頷うなずいていた。だけど安やす請うけ合いっぽくていまいち信用ならねえんだよなあ。念押ししておいた方が良いかも。

「叔父さんは襲おそわない。みんな復唱っ！」

「「「叔父さんは襲わない」」」

「はいっ！　叔父さんは食べ物じゃないっ！」

「「「叔父さんは食べ物じゃない……むすう」」」

「何でそう元気がないっていうか不服っぽいのか気になるけど、ひとまずこれで……ってオイ座敷童！　どうして早速割わり箸ばしと輪ゴムでゴム鉄砲作りに勤いそしんでいるんだ!?　しかもその俺様改造はキウイフルーツをぐしゃって潰つぶすくらいの威力に恐れおののいて俺とお前で固く封印したはずだろう!!」

　すると赤い浴衣の座敷童は日本の美しい正座をキープしたまま、片手を頰ほおに当てつつお上品に首を傾かしげて、

「……どうしてかしら。隼当人の来訪にまるで興味がないのに、襲しゆう撃げき準備を固める自分の中に滾たぎる何かを感じているのよね」

「不安!!」

「じゃあもう話は終わったんならコタツの方に行こうかね」（猫又）

「……一一月、それは冬。私の季節!!　は、はあはあ、これは例年より一足早い初雪がやってきそうな予感です。ぶるるっ、わ、私の、私の処女雪を思う存分踏ふみ荒らし蹂じゆう躙りんしてください……っっっ!!!!!!」（雪女）

「あー肩凝こる話でしたねえ。じゃあマルグリット、引き続き屋根裏部屋で秘密の儀ぎ式しきと洒落しやれ込みましょう。ふははとてもじゃないが表に出せないような魔ま女じよと悪あく魔まの儀式をなー!!」（サキュバス）

　しれっとした顔の猫又とか浴衣の帯に挑戦しようとしたけど途中で投げてコルセットにしたマルグリットとかも、なんかみんな三々五々って感じで散らばっちゃうし！　ここで有う耶や無む耶やになると叔父さんが人生的な山場を迎えそうで怖いんだけど!?

　そして残念ながら、俺は俺で予定があるのだ。

「ああもう、油取り！　後は任せるぞ、ヤツらに叔父さんをフルボッコさせるな。ちょっとした神様ランクの力があれば押さえ込めるだろ！」

「……一応私は子供達たちの守護神なんだがねえ……？」

「首をひねるなジジイ！　そんなに難しいロジックじゃない、叔父さんだってかつては子供だった！　それで良いじゃねえか!!」

　何だかさっきからバタバタしているが、こっちも出かける準備をしなくちゃならねえ。

　インテリビレッジは農産物の超高級ブランド化を促すため意図して再整備されたハイテクな田舎だけど、そうなると弊へい害がいだって出てくる。例えば買い物は全てネット通販頼だのみだったり、電車は上下線合わせて一日五本っていう絶望ぶりだったり。

　隣となり街まちまで出かけてちょっと買い物するだけで大イベントだ。冗談抜きに、電車一本逃したらその日の予定が全部狂っちまう。一一月ってのがまた微妙な寒さだよな。とりあえず重ね着したシャツの上から白い防寒ジャケットを羽織って、

「それじゃあ行ってくる。……くそ、それにしてもケータイの機種変なんて今年だけで何度目だ……？」

「まったく忍しのぶの使う不人気センスゼロ機種だけピンポイントでバッテリー発熱騒そう動どうなんてどういう事なのかしらねくすくす」

「お前、今年だけで何度目か覚えちゃいねえほど確認するけど、ほんとに座ざ敷しき童わらしなんだよな？」
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　インテリビレッジ納のう骨こつ村むらは、四方を山に囲まれた立地だ。でもって隣街はその山々の向こう側にある。墓ぼ前ぜん市しとかって名前だったかな。普段はネット通販の配送基地ってイメージだけど、そこそこ発達しているから電車の数の少なささえ目を瞑つむれば便利な街だ。もちろん山の麓ふもとにある街だから本気の平野部とか湾に寄り添った大都市なんかと比べるとどうしても手狭な印象はあるが、それでも田舎暮らしの俺にとっては十分に都会な感じがする。

　路上喫煙禁止の看板の横を通り過ぎる。

　なんだかんだでインテリビレッジは村社会っていうか、人の噂うわさも七五日っていうか……ええはい認めます、恋愛関係でポカやって変な噂が広まっちまうと色々やりにくい！　学校恋愛とかタイミング的に無理！　そういう時に、ほとぼり冷めるまでこっちの地方都市でナンパとかするのは悪くないのです!!　今日のメインイベントは不具合起こしたケータイの機種変だし、ほらショップのお姉さんって大抵美人が揃そろっているじゃない!!

　そこで真後ろから楔くさびでも打ち込むように、じっとりとした声が飛んできた。

「……うふふ。忍しのぶちゃんどうしたの？　迷子にでもなっちゃった？」

「ッッッ!!!???」

　その一言だけで呼吸困難になり、金魚みてえに口をパクパクさせたまま振り返る。

　栗くり色いろのゆるふわな髪、線の細い肩に色白の肌。胸がやや残念なのはアレだけど、すらりと伸びた柔らかい脚からお尻にかけてのラインがたまりません。家事が得意で勉強もできて何より男に尽くす！　……だがその全てを台無しにするぐるぐるどんより眼まなこ。さあだーれだ？

「なっ、なななななななんなっ渚なぎささん!?」

「おはよう忍ちゃん。寒くなってきたけど風邪とか引いたりしていない……？　そのお手て、ハーハーして温めてあげようか」

　今にもドカ雪でも降ってきそうな鉛色の空よりも重苦しい瞳ひとみの色を湛たたえつつ、渚はそんな風に笑いかけてきた。今日は私服なのか、桜色のニットのワンピースの上から白いカーディガンを羽織り、頭には被かぶるというよりピンで留めるタイプの帽子、猫ニーソにはストッキングみたいな透けが、腰の後ろにはクリップで猫の尻尾みたいな長いアクセサリを取りつけたにゃんこナース仕様!!　ああうん、ここまでコケティッシュなのに胸の内に秘める忍ゲージがちっとも反応いたしません。極限状況に立つと生存本能が刺激されて男のメーターがフルブーストするって話は迷信だったって事で良いね!?

　というか、おかしいな。

　あの恋愛狂いＮＡＧＩＳＡちゃんが休日に恋人の明あけ智ち君と一緒にいないだなんて。……こいつだったらそれこそ特に約束なんかなくたって、愛する人の家の床下や壁かべの中なんかに一日中潜もぐり込んでいたって不思議じゃねえはずなんだけど……。

　何か。

　この小さな違和感は、とてつもない結末に繫つながっている気がする。俺の知ってる世界の常識を根底からひっくり返しかねないような。

　知るのは怖いけど、知らないままなのもそれはそれで疑念に潰つぶされそうになっちまう。

　恐る恐る尋ねてみた。

「あ、あのう、渚さん？　明智のヤツとはどっかで待ち合わせでもしてんのかなー？」

　すると渚なぎさはにっこりと微笑ほほえんだままこう言った。

　即答で。




「別れた」




　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あ。

「ヴぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!???」

「待って忍しのぶちゃん……。どうして全力の泣き顔であらぬ方向へ走り出そうとするの？　うふふ、意地悪して気を引こうとしてる……？」

　思考はほとんど真っ白に塗り潰つぶされていたけど、気がつけば万力みたいな握力で渚に手首を摑つかまれていた。ギリギリメキメキ、と。

[image: ]

　だけど当然、痛みに顔をしかめている場合なんかじゃねえ。

　だって。だってだってだってだって!!

　知らなかったんだ、渚と明あけ智ちが別れていただなんて、あの世界三大ヤンデレがフリーになっているなんて知らなかったんだー知らなかったんだようーまずいまずいまずい渚は『敵』『味方』『興味なし』『超絶ラブ』の四種類でしか七〇億人を区別できねえんだ今までは明智のヤツが『超絶ラブ』枠を埋めていたから何とかなったんだ折り合いがついていたんだでもフリーだとしたらその枠が空いているとしたら渚の前に男子が立つっていうのはつまり『超絶ラブ』枠に収まっちまうリスクが浮上しているんであって渚は確かにヤンデレだけどフリーの時が一番おっかねえんだよお何だこの激甘の殺人椅子取りゲームはクッション代わりに対戦車地雷でも置いてあるんじゃねえのかちくしょうちくしょうちくしょう俺はひょっとしてケツで今踏ふんだのはもしかしてえ……ッッッ!!!!!!

「忍ちゃん……」

　うっすらと目を細め。砂糖と蜂蜜と生クリームでできた底なし沼みたいに甘ったるい声で、渚はゆっくりゆっくり話しかけてくる。

　俺達たちの頭上をゆっくり旋回しているのは、ええと、あれは、そう、パラグライダーだろうか。どうにも俺には死肉を貪るハゲタカにロックオンされているように見えてくる。

「私ね、忍ちゃんと別れた後に色んな人とお付き合いしたよ。でも一月保もつ男の子さえ珍しかった。初恋に勝るものはなかったなあ……。やっぱりね、私、やっぱり、色々考えたんだけどね……」

「あまり一つの事をぐるぐるねばねば考え過ぎるのは良くないです！　ゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしますから!!」

「ひょっとしたら今までの恋は忍しのぶちゃんの影かげを追い駆けていただけだったんじゃないかなあ、なんて……」

「錯さつ覚かくですっ!!　つーかお前は誰だれにでもそう言うだろ!?　今までの失敗はあなたと出会うために必要な事だったとかだ！　言っておくけど御大層な理由をつけたところでテメェの恋愛遍歴は帳消しにゃできねえからな!!　無理矢理一本道でまとめたって毎日が初めての恋になんかならねえんだよ!!」

「……うふふ、ねえ忍ちゃん。運命の赤い糸って信じる……？　やっぱり人と人は繫つながるべくして繫がるものなのかもしれないね☆」

　うおおおおおおおあああああああああああっ!!　渚なぎさが人の話を聞かないモードになってる！　ロックオンが完了しかかってるう!?　はっ、ははっは、はははははは歯の根がっ、歯の根が合わなくなってきてっ、る……！

「と、ととととというとととというか明あけ智ちのヤツはどうなった？　どうした!?」

「知らない。もう興味ない、好きな人じゃないし顔とか覚えている意味が分からない」

　ヤバい。鉈なたでバラバラにされてドラム缶の中でぐつぐつ煮えてる可能性さえ頭をよぎる。可能性はゼロとは言えない、もうありえないなんかどこにもない！　そう、こちらはフランス人シェフが七時間くらいかけて丹精込めて作ったトロットロのビーフシチューです的な……!!

　もう、天の神様とスポーツマン明あけ智ち君の逃走スキルの高さに祈るしかねえ。かつての俺だってどうにかこうにか乗り越えられたんだ。お前だって大丈夫だよな、明智!?

「一体、一体何があったんだ、明智……!!　あんなにイチャイチャラブラブだったはずなのに!?」

「……聞きたいの？」

　と。

　やけにドロリとした瞳ひとみで、渚なぎさは口元に薄うすら笑いすら浮かべて言う。

「だってあの人酷ひどいんだよ、もう顔も覚えていないし何人目の男の子だったのかも思い出せないけどとにかく酷いの。ハンカチ臭いし寝ね癖ぐせがついているしなんか汗かくし手を握る時は私が左側で彼が右側って決まっているのに三回も間違えてくれたし待ち合わせに一二〇秒以上遅れる事が五回もあったしお味み噌そ汁しるは炒いり子こで出だ汁しを取らなきゃいけないのに鰹かつお節ぶしとか昆布とかで作った泥水だって美お味いしそうにごくごく飲んでる始末だしメールを送っても一分以上返信がないしそう一日にたった九七通しか送っていないのに一〇〇通超えないように毎日毎日頑張ってきたのに他にも他にも」

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああん!!」

　渚のヤンデレイリュージョンに魂を引きずられる前に、全力の大絶叫でこの話を打ち切る。うおお、あの頃から変わらんヤツじゃのう、ゆんゆん過ぎるぜ渚ちゃああ────ん!!

　と、思い出しゆんゆんでややおめめをぐるんぐるんにさせている渚は、

「くすくす、ねえ忍しのぶちゃん、今日はどちらにお出かけ……？」

「い、いやあははは結構大きな買い物になるし時間もかかるから渚は渚の予定通り……」

「大丈夫、ゼッタイついていくから。どこまでも」

　あ。

　これ、下手に押し問答したら『どうして私の言う事が聞こえないのかな？　お耳の問題なのかも。大丈夫だよ忍ちゃん、今、風通しを良くしてあげるからね。ほら、ひ・ざ・ま・く・ら☆』とか可愛かわいらしく囁ささやいて人の耳の穴を耳かきで鼓膜の奥まで丹念に丹念にほじくり返すパターンだ……。

「……忍ちゃん」

　言いながら渚は俺の手を握り、五本指を絡めて、さらには俺の腕を両腕全体で挟んで横から体重を預けてきた。ふわりとした女の子の匂いにぬくもり、柔らかな感触。吐息の熱にサラサラ髪の手触り。でもそれは全部向こうの勝手な先払いだ。知らない内にツバメの巣とかフカヒレとかを人の家の玄関へ置いていき、後になってから莫ばく大だいな金を請せい求きゆうするのと何も変わらねえ!!

　喫煙ＮＧのベンチで煙草タバコをふかしているじいさんだのそれを見て煙草はダメだぞと叱しかりに行くガキンチョだのはこの緊きん急きゆう事態、命のやり取り、タマの取り合いに一ミリも気づいてくれません。だから美人は怖いんだよ!!　にこにこ笑っているだけで全てを味方につけやがる!!

「今日はどちらまでお出かけ？」

「け」

　俺は今、泣いているのか？　それとも一周回って笑っているのか？

　それすら把握できねえまま、生クリームを絞るように俺は言葉を吐き出していた。

「……ケータイ、ショップ、です」




　　　　　５




　駅前から少し離はなれた、それでも大通りにある雑居ビルの一つ。件くだんのケータイショップは一階部分を埋めていた。全面ガラス張りの明るい店内は家電量販店というよりは郵便局とか銀行とかのロビーに似ている。とはいえ、ブラインドが下りているから外の様子は見えねえんだけど。ソファの数が多いのは、やっぱり諸もろ々もろの手続きで『待ち』の時間が多いからか。雑誌スタンドには大型の電子書しよ籍せきリーダーが刺さり、テレビ放送の代わりにネット配信のゾンビ映画が流れているのはキャリア会社の宣伝の意味でもあるのかね。

　電子書籍リーダーにデフォルトで入っていたＪＢＰの新機種紹介パンフレットを見ながら、肩を寄せ合うようにして渚なぎさがこんな風に言ってくる。

「……見て忍しのぶちゃん。火車ちゃんストラップですって」

「あん？　火車？？？」

「ご当地マスコットとコラボしているんだ。へえ、そういえばもうすぐ冬のお祭りだったかな……。今年は仲良く二人で行けると良いね☆」

　薄うす型がた画面の中では、確かに平安時代の牛車みたいなのを引いている二足歩行の黒猫っぽいストラップが紹介されていた。うーん、火車。どんな妖怪だったっけ？

『番号札七番の鳴なき砂すな送おくり様。繰くり返します、番号札七番の鳴砂送様。ご用意ができましたのでカウンターまでどうぞ』

「おっ、やっと来た来た。俺だよ俺」

　オレンジの派手なダウンジャケットやジーンズはともかく、ニット帽にサングラスっていう、店によっては強盗と勘違いされそうなヒゲの兄ちゃんがソファから立ち上がっていた。禁煙ロビーもなんのその、例の火車ちゃん関係の携帯灰皿に吸い殻を押し込んでいる。開店直後とはいえ番号が若い。待っている人達たちもまばらだ。これならすぐに俺の番になるかも。まあ現在進行形でフリーの渚に絡まれている時点で順風満帆もクソもないんですけどね！

『番号札八番の陣じん内ない忍しのぶ様。繰くり返します、番号札八番の陣内忍様。ご用意ができましたのでカウンターまでどうぞ』

「うふふ、忍ちゃん頑張って……」

　意味不明な声に背中を押されて俺は横一列のカウンターへ向かう。

　待っていたのは……バイトの子なのかな。ヘアピンで前髪留めたショートヘアで背の小さい女の子。レースクイーンみたいにキャリア名をデカデカとプリントした、スーツ風の淡い緑色のジャケットにタイトスカート。そんなショップの制服をピシッと着こなしているけど、学校の制服に着替えたら普通に廊下を歩いていても違和感なさそうな感じだ。ただまあ、流石さすがに先せん輩ぱい枠だとは思うけど。

　慎ましい胸の所に取りつけられた名札を見ると、野の崎ざき春はるとあった。

「えと、本日はどのようなご用件でしょう？」

「ああ、俺も詳しい話は分かんないんですけど。ほら、ホームページとか、あとテレビのニュースでもやってたかな。Ｄ５１２のバッテリーの発熱トラブルっていうの、思いっきり型番が当てはまっちまったみたいで」

　ポケットから取り出したケータイをカウンターの上へ置くと、野崎さんはわたわたと両手を振っていた。どうやら事前にマニュアルは渡されていたようだが、上う手まく頭から出てこねえらしい。うーむ、小動物系ですな。

　そこで真後ろからの凍える声。

「……忍ちゃん……？」

　ビッビクウウ!?　やっヤバい、迂う闊かつにほのぼの世の女性を愛めでていると渚なぎさセンサーが反応してショップの店員さんが山に埋められちゃう!!

　オドオドしている割に危機感の乏しい野崎さんはこちらのやり取りに気づいていないようで、

「ええと、ええと、はい、承っておりますっ、じゃない、把握しております！　それではバッテリー交換という事でよろしいですね？」

「はい？　あれ、ホームページだと無料で同じスペックの別機種に替えてくれるって話だったような」

「いえ、その、ええと、方針が変わって……じゃない……こちらの対応が最新版で、機種変をしなくても対応可能である事が判明したんです。ほら、データの移行とかにもお手間をおかけしてしまいますし、ですからこちらの方がお客様のご負担も」

「まあ何でも良いんですけど」

　さして深く考えもしないで俺は言った。

「ただ、新しいバッテリーってのは充電済みなんですかね。それとも家に帰って満タンにしないと駄目なのかな。その辺ってどうなってます？」

「ひゃい!?　ええと、ええと……すっ、すみません！　少々お待ちいただけますか!?」

「え、あ？　まあ分かんないなら分かんないで別に」

「かっ、紙かみ巻まきさん！　すみませんっ、こちらのお客様のご質問なのですが……!!」

　バタバタバタ！　とカウンターの奥で右往左往して他の男性店員さんにほとんど涙目でヘルプをお願いする野の崎ざきさん。せ、責任感が強い人、なのかな……？　見ていて飽きないと思ってしまうのは……うん、口には出さんでおこう。

　泣きつかれた紙巻さんっていうのは大学生くらいの歳だった。黒髪を真ん中で分けた、なんていうかさわやか系の人だ。うーむ、ケータイショップの店員って採用基準に『顔』でもあるのか？　でも男の制服はあんまりピンとこないな。

「野崎さん、お客様の前でわたわたするのは良くないよ。僕達たち店員に求められているのは『安心』だ、具体的な商品でなくともその提供を怠ってはいけない。良いね？」

「は、はい。それでこちらのお客様の件なのですが……」

　と、ふと隣となりのブースの方から視線を感じた。

　とはいえ見られているのは俺じゃねえ。隣の客の応対をしていた別のグラマラスな女性店員さんが、振り返ったところで体を強こわ張ばらせ、手を宙に泳がせていたのだ。不ふ謹きん慎しんだけど、濃こい目の口紅をつけた年上のお姉さんの困り顔ってちょっと可愛かわいい。

「ちょっと紙巻さ……ああもう、またか」

　こっちもこっちで軽いトラブルか？　相談役っていうのも色々大変そうだな。

　でもって客も客で待っているだけとは限らねえ。カウンターに肘を突いて体全体を預けながら、ニット帽にサングラスの誰だれ々だれさんがこんな風に言っていた。

「良いじゃん良いじゃん、イライラしなくたって。待ちが必要ならトークで間を持たせてよ明あけ原はらチャーン。そのピアス、ニアエルフっしょ？　この辺だと北通りの方を普段から見て回ってるのかなあ」

　店員さんのピアス……そう、耳たぶに付けるだけじゃなくて、細い細い金細工の『側』でもって耳のシルエット全体を鋭するどくしたそれをイジって、ヒゲ男は何かニヤニヤしてる。

　……こいつはこいつで、店員さん目当てっぽいな。クレームのカードをちらつかせつつプライバシーとか生活半径とかを探ろうとしている辺り、本気でオトす気あんのかって疑いたくなるような腕だけど。

　いや、栗くり色いろの長髪を頭の後ろで束ねたお姉さんの愛想笑いがやや硬いのは、タイミングを見るに鳴なき砂すなとやらの口とかダウンジャケットから溢あふれる煙草タバコの残り香のせいかもな。こういうの、過敏な人はとことん過敏だって聞くし。

　店員さんの間でもギスギス。

　お客さんとの間でもドロドロ。

　まったく人生ってのは悲喜こもごもだなと遠い目をするけど、でも多分やっぱり今一番この空間でホットなのは渚なぎさにロックオンされた俺なんだろうなあ！　これ以上のどん詰まりなんてちょっと想像が追い着かねえぐらいだしい!!

　とか何とか考えていた時だった。

　唐突に『それ』はやってきた。




　ドガシャアアアアア!!　と。

　ガラス張りのウインドウもブラインドも全てをメチャクチャに破は壊かいして、一〇トン以上ものサイズの黄色いダンプカーが勢い良く店内に突っ込んできたんだ。
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　音っていうか、ほとんど衝しよう撃げき波はに近かった。

　横殴りのガラスの雨と、あまりにも巨大な鋼の塊が俺の真後ろを突き抜ける。整然と並んだソファを一斉に薙なぎ倒し、反対側の壁かべに激突し、何かの配線が千切れたのか照明全体が不安定に瞬またたいた。

「うおおおおあっ!?　いっ、痛いてえっ、いてっ、何だこりゃあ!?」

　鳴なき砂すなさんだったか。ニット帽にサングラスのヒゲ男が何か叫んでいたが、ダンプの直撃を受けた訳じゃない。真横に弾はじかれたソファの一つに腰をぶつけたらしい。どうでも良いのでひとまず無視してメチャクチャになった店内を見回すと、幸い、すぐに見知った顔を発見した。

「忍しのぶちゃん……、大丈夫だった？」

「いや、渚なぎさこそ……。つか、巻き込まれた人とかっていねえよな？」

「うふふ、忍ちゃんに心配してもらっちゃった……」

　客足がまばらだったのは救いだったのかもしれねえな。

　その客達たちの注目は、壁に激突したダンプの運転席の辺りだった。恐る恐るって感じでみんなそっちを見てる。……とはいえ、無事、なのか？　とりあえず、踏ふんづけた空き缶みたいに押し潰つぶされている訳じゃあなさそうだけど……。

　流石さすがにこんな事態までは想定されていないのか、ショップの店員さん達は完全に固まっていた。

　そんな中で、ぎい、という音が響ひびく。

　運転席のドアが、ゆっくりと開く。そこからごろりと何かが転がり出た。一いつ瞬しゆん、ゴミ袋でも放り投げたのかと思ったけど、そうじゃねえ。あれは……人間だ。作業服を着た中年のおっさんだった。

　いや……本当に中年？　あのバサバサの髪は何だ？　ほとんど白髪じゃねえか。それに濁にごった瞳ひとみに、赤っつーか紫っつーか、びっしりと変色した肌。あれ……内出血？　怪け我がでもしているんだろうか。少なくともここから見た限り、衣服が真っ赤に汚れていたり、手足が変な方向に曲がっていたりはしてねえみたいだけど。

　最初、誰だれも動けなかった。

　……ひょっとしたら、あいつが加害者なのか被害者なのか分類できずに宙ぶらりんになってるせいかもしれねえけど。

　だけど、次第に硬直した空気が弛し緩かんする。行動の自由度を得る。そうして一番最初に解放されたのは、例の鳴なき砂すなとかいう男性客だった。

「てめっ、ふざけんなよコラ……」

　片手で腰の後ろの辺りを押さえながら、鳴砂はのろのろと起き上がった運転手の方へと怒気も露あらわに近づいていく。

「人殺してもスミマセンは言うなって教えられたクチか？　まさかここまでやって自分は被害者ですとか言い張るつもりじゃねえだろうなオイ。聞いてんのか、頭下げるなり何なりするのが筋ってもんじゃねえのかよテメェ!!」

「ちょ、ちょっとお客様!?」

　いよいよ鳴砂が運転手の襟えり首くびに摑つかみかかる段になって、ようやく男性店員紙かみ巻まきさんが慌てたようにカウンターを乗り越えようとした。

　ただし。

　直後に生じた鉄てつ錆さび臭い匂いの出所は、きっと誰にも予想できなかったと思う。




　ぞふり、と。

　いやに生々しい音と共に、運転手のおっさんが鳴砂の手首へと思い切り嚙かみ付いたんだ。




「え、あ……？」

　最初、ニット帽にサングラスの男はむしろキョトンとした顔になっていた。

　その間にもゴリゴリゴリゴリっていう、鳥の軟骨を嚙み砕くような音は続いている。

　じわじわと現実を思い出すように、痛覚と恐怖がぶり返してきたんだろう。

「ち、ちょお、まっ、てめっ、待ァ!?　ああああああああああああああああ!?」

　そこで思わず手を引いたのは、果たして正解だったのか、間違っていたのか。

　バランスを崩した鳴砂へ追いすがるように、中年の運転手は逆に覆おおい被かぶさった。空港で古い友人を出迎える抱ほう擁ようにも似た仕草。

　だけど直後に、凄すさまじい絶叫が炸さく裂れつした。

　肩というより首。そこの肉を丸ごともぎ取ろうとするかの勢いで、運転手が喰くらい付いちまったんだ。舞まい上がるダウンジャケットの羽が、赤く染まっていく。

　鳴砂は叫びながら必死に手足を振り回すがどうにもならねえ。ただポケットから火車ちゃんの携帯灰皿や財布なんかがバラバラと落ちていくだけ。

「ばっばふあっ!?　あばばばばばっ!!　ばばばっ！　ばっばかっ、バッカ、ばばばばばばばばばばばばばばっばばばっばばっばばばばばばばば!?」

　もう、人間の言葉なんてどこにもなかった。

　鳴なき砂すなだけじゃねえ。

　あちこちで悲鳴や絶叫が響ひびいていやがる。誰だれかが尻しり餅もちをつき、そんなのいちいち手を差し伸べたりしないで、我先にと店の外へと逃げ出して行っちまう。

「だっ、だじゅっ!?　だじゅげでぐれよっ！　何なんだよこおれえ!?」

　涙と鼻水まみれの声が放たれたが、バイト店員の野の崎ざきさんは青い顔をしたままゆっくりと首を横に振っていた。先ほどまで隣となりのカウンターで鳴砂の相手をしていた年上店員の明あけ原はらさんが男性店員の背中を叩たたいたが、やはり動かないのを見ると舌打ちし、ストッキングに覆おおわれた細い足を動かして自ら前へ出る。

　それでようやく、俺の方も人間カメラ状態から思考が復帰した。

　早く助けなきゃ、っていうより、見殺しにする罪悪感を背負うのが嫌だって感じで突き動かされる。パンプスを履はいた肉感的な女の店員さんと一緒になって、中年の運転手の腕を摑つかんだり腰に手を回したりして強引に引き剝がそうとする。

　……んだけど。

　まず始めに、べちょりとした不快でぬめった感触に眉をひそめた。

　でも、すぐにそれどころじゃねえのが分かってくる。

「ちょ、これ……なんだっ!?　びくともしねえぞ!!」

「冗談、でしょ？　ちょっと、あなた、離はなれなさい！　離れなさいってば!!」

　なんつーか、フォークリフトとかパワーショベルと綱引きをしているような感じだ。こっちが頭の血管千切れそうになるくらい踏ふん張っているのに、向こうは一ミリも動きゃしねえ!?

　ぐんっ!!　と逆に大きく引っ張られる。

　全てを無視して、前へ一歩。

「うわっ!?」

「きゃあ!!」

　俺と明原さんは一緒になって運転手の男に振り回される。完全に腰が砕け、もみくちゃになって床を引きずられた。そうこうしている間にも、運転手の男は仰向けに倒れた鳴砂へとのしかかっていく。

　ぐしゃりしゃくり、と。

　湿っぽい音と共に、血臭がきつくなってきた。

　あれだけ騒さわがしかった鳴砂は、もう何も言わねえ。両手足は不自然なくらい震ふるえているけど、きっと自分の意思で動かしている訳じゃねえ。

　おい。

　これ、ちょっと、本当にヤバいんじゃないのか……!?

　今度は胴じゃなくてバサバサの髪を摑つかむ。と、一気にすっぽ抜けた。ぞっとする。ごっそり抜け落ちたんだ。

「っ、この!!」

　倒れたまま、傍らに落ちていたノートサイズの電子書しよ籍せきリーダーを摑んで、一心不乱に口を動かす運転手の後頭部を引っ叩ぱたいた。派手な音が聞こえたけど、反応がない。さらにもう一発。平らな面じゃなくて角を使って本気で殴りかかっても、完全にこっちを無視している。

　なん、なんだ……こいつ……!?

　普通の大学ノートだって、角を使って思い切り後頭部引っ叩いたら目の前がちらつくくらいの激痛に襲おそわれるもんだろ!?　しかもこっちは硬くて重たい電子機器だぞ!!

「忍しのぶちゃん……」

　と、その時だった。

　場違いなくらいふわりとした女の子の声が耳に入ってきた。

「ねーえ忍ちゃん、何だか良く分からないんだけど、私もお手伝いした方が良いの？　愛する二人の共同作業……なぁーんて」

「そう思うなら何とかしてくれっ!!　こいつ、何だっ？　ほんとに人間なのか!?　そういう形の妖怪とかじゃなくて……!?」

　ひょっとしたら。

　俺は一番簡単な基本を忘れちまっていたのかもしれねえ。

　人が人の肉を喰くう。その異質極まる光景を前に、頭の中が真っ白になっていたのかも。

　そうでもなけりゃ、渚なぎさのヤツに手伝えなんて言わなかったはずだ。

　そして渚の手にはシャベルが握られていた。ケータイショップには不釣り合いなものだから、土とか砂利とかを運ぶためにダンプの方に備わっていたものかもしれねえ。

　直後の出来事だった。




　ゴドンッッッ!!!!!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。

　ゴルフのようにスイングしたシャベルの重たい先端が、運転手の首を切断した音だった。




　もう。

　足元がふわふわしていた。

　重たいシャベルのグリップを手に、バトンみてえにくるくる回して。頭の上や背中に回した手でも器用に操って。そういやネトゲの武器の中に、石ころを遠心力で飛ばすために、棒の先にカップを付けたのがあったななんて考えた途端。たっぷりと力を蓄えた『それ』が唸うなりを上げて。

　あまりの光景を前に現実感が追い着かねえ。それまでの力が噓うそのようになくなり、俺と明あけ原はらさんは綱引きのロープが千切れたように後ろへ転がっていた。直後にガラスを割るより甲高い悲鳴が炸さく裂れつする。

　だけどそれは渚なぎさが人の首を落としたからじゃない。

　転んだ拍子に首なし死体にのしかかられたからでもない。

「……あ……？」

　首なし死体ごと俺達たちはひっくり返って。

　胴体から切り離はなされても、まだ残ったそいつの頭部は鳴なき砂すなの首へと嚙かみ付いていた。

　がじがじと、がじがじと。鈍い音の連続は、もはや血肉ではなく骨にまで歯が喰くい込んでいる事を示唆していた。こいつ……本当に何なんだ？　考えてみればいやに出血は少なく、俺達も真っ赤な噴ふん水すいでずぶ濡ぬれになったりはしちゃいねえ。

　やがて、ぶちんっ！　という一際鈍い音が響ひびき渡った。

　完全に鳴砂の肉を嚙み千切ると、生者の真っ赤な奔流に押し流されるように、残った頭部もまた床へと落ちた。てんっ、てんっ、とバスケットボールか何かのように隅へと転がった頭部がいつまで動き続けるのかは……もう確認する気も起きなかった。

「ふ、ふざけんなよ」

　渚の異常性さえかき消されちまうような『何か』。ぐにゃりと倒れたままピクリとも動かなくなった鳴砂さえ霞かすんじまうような『何か』。それが目の前にあった。

「冗談じゃねえ。一体何が起きてん……!?」

　少しでも異常から遠ざかるため、ようやく俺は徹てつ底てい的てきに砕けたウインドウの向こうに広がる『外』の世界へ目をやった。一足先に、他の客達がそうして出て行ったのと同じように。

　そこで、目もく撃げきした。

　赤と黒。極彩色の地獄を。

　……結論から言えば、外に出た連中は誰だれも残っていなかった。別の言い方をすれば、異様なバケモノはあの運転手一人だけじゃなかった。両方合わせると、つまりこんな感じだ。

　複数の影かげに押し倒されているヤツがいた。

　ゴリゴリという奥歯で鳥の軟骨を嚙み砕くような音が続いていた。

　何か柔らかいものを生きたまま引きずり出されているヤツもいた。

　悲鳴や絶叫なんてものじゃなかった。

　慌てて屋内に戻ろうとして、でも手足を摑つかまれるヤツばかりだった。

　濁にごった瞳ひとみに、爛ただれたような赤や紫に変色した肌、バサバサに傷んで退色した白髪。その乱らん舞ぶ。

　街全体が、おかしい。割れていない窓がないっていうくらい。あちこちで車が電柱や信号機にぶつかっていて、やっぱりそこから泣き叫ぶ人がたくさんの手に引きずり出されている。化け物になっているのは、何もムキムキマッチョばかりじゃねえ。さっきまでその辺を走り回っていたガキンチョだの、ベンチに腰掛けていたじいさんだの、そんな当たり前の人達たちが決して鋭するどくもない、だからこそかえってえげつない歯を大きく剝むき出しにしている。

『中身』が入っているのかいないのか、街のご当地マスコットらしい火車ちゃん人形の着ぐるみがボロボロに裂かれて道端に転がっていた。そんなものさえ踏ふみつけにされている事が、何となく、モラルの終しゆう焉えんを見たような気分にさせられる。

　助けに行こうとか、どうしようとか、いちいち考えている余裕もなかった。

　そんな余裕がないくらい、もう終わっていた。

　飛び込んでも助けられないのが、一目で分かっちまうくらい。

　そして。

　いくつもの目が、口元や衣服を真っ赤に染めた感情のない影かげが、複数ギョロリとこっちを見た。明あけ原はらさんはのしかかるような首なし運転手を両手でどかし、一方でどこかに引っ込んでいた野の崎ざきさんは、わたわたと両手でシューズや巾着なんかを抱えながら、

「かっ、紙かみ巻まきさん、レジの鍵かぎはどうしましょう!?」

「アンタ何そのババ臭い巾着……それ私物!?　しかも自分の事よりまず戸と締じまりが先でしょ！　シャッターは……」

「どっちも後で良い！　思考を切り替えるんだ、もう営業モードなんて構っていたらすぐやられるぞ!!」

　すぐ近くでの店員達の叫び合いが、どこまでも遠い。

　無意識の内に、携帯電話に手が伸びる。

　ようやっと、ここまで来て『警察』という当たり前の言葉が脳裏をよぎる。

　だけど、

「おい、逃げよう……」

　ぐいっと、肩を摑つかまれて思考が寸断した。

　客と店員の垣根を超えた口振りで、男性店員の紙巻さんがそう言ってきた。

「通報なんか後でも良い!!　警官待ってる間にヤツらが殺到して食い殺されるぞ！　金属製のシャッターなんて言うほど硬くない。何十人もの人間が本気で潰つぶしにかかったら脆もろいもんだ。ここにいてもやられる！　とにかく安全な場所まで行かないと!!」

「安全な場所ってどこ!?」

　叫びながらも俺は震ふるえる指で携帯電話を操作していた。

　一番簡単な三ケタのナンバー。

　だけど……あれ、おかしいな。

　繫つながらない。全く全然これっぽっちも繫がらねえ……!?

「知るか。とにかくこんな狭いビルに籠ろう城じようしたってどん詰まりだ。幸いこっちにはこのダンプがある。これで街の外まで逃げた方がまだマシだとは思わないか!?」

　頭の中で、常識って文字がガラガラと崩れていく。

　だけど、取り残されれば表に出た連中と同じ末路を辿たどるのは明らかだ。

「それで行こう。車の運転は!?」

「ようはデカいマニュアル車だろ。やらずに諦あきらめるよりは挑戦した方が良いと思うよ！」

　その声と共に時間が再び動き出した。

　ダンプカーってのは図体はでかいけど乗れる人間の数はかなり少ない。せいぜい三人くらいだろう。そっちはショップの店員さん達たちに譲ゆずって、俺と渚なぎさは後ろのバケットに乗り込む事にした。普段は砂利とか土とか積んでいるあの部分だ。

「渚!!　お前もとにかくそれで良いな？　早くしないと外の連中が雪な崩だれ込んできちまう！　だから急いで……!!」

　言いかけた時だった。

　傍らで、もぞりと何かが起き上がった。

　首の血肉どころか白っぽい骨まで見えている……はずの、鳴なき砂すなだった。

「な、え？」

　思考が真っ白になる。

　至近、数十センチの位置で、そいつは身を起こしている。染めているせいか髪の色は分かりにくいけど、瞳ひとみは濁にごり、肌はずぶずぶと変色して。駄々をこねる子供みたいに、俺の足に両腕でしがみついている。『あれ』と同じだとしたら、俺は今、ヒグマとかグリズリーとかと同じ膂りよ力りよくを持った何かに体を摑つかまれている事になる。鳴砂自身がどんな方法で殺されたのかを思い出す事に、頭の奥が強烈な拒否反応を示していた。

　が、直後に渚のシャベルが唸うなった。

　元から骨の見えていた首に、その継ぎ目に、シャベルの先端を突き刺す。足を乗せ、蹴け倒たおす。さらにシャベルにつけた踵かかとに全体重をかけていく。

　ブチン!!　という鈍い音と共に、ボールのように生首が転がってく。

　残った胴体部分から力が抜ける。投げ出される。

　渚はいつもと変わらない顔でこう言った。

「忍しのぶちゃん、早くしよう……？」

「……、」

　改めて思う。狂っている、壊こわれている、終わっている。

　渚なぎさの言動が、じゃない。

　こんな渚が頼たのもしく思えてしまう、今の状況の方が、だ。




　　　　　７（3rd person）




　陣じん内ない家けの蔵の中からコタツが引っ張り出された時点で、ここは猫又の独立国になる事は決まったようなものだった。

　……にも拘かかわらず、現在その猫又はコタツから少し離はなれた場所で不機嫌そうにあくびをして、耳の後ろを自分の後ろ脚で搔かいている。

　理由は簡単。

　古ふる椿つばき（小）がコタツの布団の中で籠ろう城じようを始めてしまったからだ。

　妖怪好きで知られる忍しのぶの母が根気良く事情を尋ねてみると、古椿（小）は頭だけをコタツの中から出して、しかし頰ほおを膨ふくらませたまま全力で叫んでいた。

「あいつが私のプリン食べた!!　ちゃんと『ふるつばき』って油性ペンで書いていたのに!!」

「うーん……でもこの家には古椿は二人いるからねえ」

「クッキーの時も、チョコレートの時も、雪見アイスの時もそうだった!!　絶対わざと間違えてる。いつもあいつばかりバクバク食べて!!」

「じゃあ今度からは古椿（小）って書いておきましょうよ」

「大体小さいって何だ、小さいって!!　背か、胸か!?　そこが大事!!」

　ぎゃんぎゃん喚わめく甲高い声にも、忍の母はさして動じない。

「プリンなら大丈夫よ、何なら私が作ってあげるから」

「……作れるのか？」

　と、何かの琴線に触れたのか、コタツ要塞古椿（小）がピクリと反応する。

「プリンを、あれを!?　どうやってだ！」

「ふふふ実家の料亭飛び出した反動で洋食ばっかり突き詰めてきたおかげでね」

　とはいえ、忍の母は京都の老舗しにせ高級料亭の技を一通り吸収した上での洋食偏重であるので、その腕はかなりのものと見て良い。おまけに駆け落ち同然で陣内家に嫁いでからは、忍の祖母の技まで吸収しているときた。

「プリン、プリンが作れる、だと……？」

　一方、古椿（小）は衝しよう撃げきの事実に心をやられているのか、もぞもぞとコタツの中から体を伸ばしつつあった。

　が、途中で我に返ったようで、

「ハッ!?　違う違う、私が怒っているのはプリンを食べられない事じゃなくてあいつが私のプリンを横取りした事！　あいつに罰がないのが気に喰くわん!!」

「もー、そんなのどうでも良いでしょう？」

「良くない！　ちっとも良くない!!」

「ほらほら、あんまりコタツに籠こもるとせっかくのオシャレが台無しになっちゃうわよ？　その髪飾り、忍しのぶが帰ってきた時にもよれよれで良いの？　着物だって皺しわになっちゃうし」

「……、」

　ようやっと、沈ちん黙もくする古ふる椿つばき（小）がもぞもぞとコタツから這はい出てくる。

　ただし、

「怒りが消えた訳ではない！　あいつ懲こらしめるまでここは動かないぞ!!」

「はいはい」

　結局コタツの周りは古椿（小）の領土になりそうな雰囲気だ。伝説の古椿マイスター忍がいれば、ほとんど見分けのつかない大小コンビのそれぞれ良い所を一〇〇個くらい並べてさっさと有頂天にできたものを。辟へき易えきした猫又は、しばし部屋を出る事にした。

　一一月の縁えん側がわは丸くなるには少々床板が冷たすぎる。しかもそちらはそちらで、庭先の方では別の騒さわぎが起きていた。

　雪女が両手を真上に上げてぴょんぴょんと飛び跳ねている。

「……来た。ついに私の季節がやってきました……!!　初冠雪、私の処女雪……!!　ふ、うふふ、うふふふふふふ!!」

「マジかよ。道理で今日は朝から寒い訳だ、積雪なんて面倒臭い……」

　うんざりムードの猫又だが、雪女は人の話など聞いていない。

「……くふふ、ああ、ああ、パワーが漲みなぎってきました……。そう、これでなければ雪女ではない。今までは夏の暑さが私の魅み力りよくを半減させていたに過ぎないのです。さあ陣じん内ない忍、見なさいこれが真の雪女です……っっっ!!」

「本領？　勢い余ってお姉さんにでもなるってのかい？」

　いぱーっ、と雪女の小柄なボディが発光したかと思ったら、その輝かがやきが爆ばく発はつ的てきに増す。小さな太陽みたいな閃せん光こうがしばし数秒。
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　そして後に残っていたのは、

「……おい」

「はふう……」

　さらに幼くなった雪女であった。

　多分陣内忍が見たら両手で顔を覆おおってめそめそする。

　着物も袖の辺りが切り絵で作った雪の結晶を連ねたように、華美になっていた。

　騒さわぎを聞きつけてきた座ざ敷しき童わらしが、目を細めて総評していた。

「あなた、一体どっち方向へ行こうとしているの？」

「言われてみりゃあ夏頃にはあんた多少は胸があったような気がするけど……まさか天候に合わせて本領を発揮すればするほど小さくなるとはねえ」

「でも湯あたりして弱体化した時も小さくなっていなかった？　ちょっと溶けたりして」

「あれをすれば縮むしこれをしても縮む。あの煩悩丸出しのガキが頭を抱えるサマが目に浮かぶねこりゃ」

　一応そもそも雪女の白装束は処女性を意味しているので、力が増せば増すほどより一層処女っぽくなるというのはあながち間違ってもいなかったりする。

　ついでに言うと、雪女と知らずに旅人に熱いお風呂を勧めたら湯船に氷柱が一本浮かんでいた、という話もあるにはある。

　つまりどっちに舵かじを切っても『小さく』なりかねない訳だ。

「当人が喜んでいるならこれで良いのかしら」

「傍はたから見ればどう考えたって呪いの一種なんだがね」

　そんな風に言い合っていた時だった。

「……？」

　ふと。

　ピクンと座ざ敷しき童わらしはその視線を跳ね上げた。




　　　　　８




　チラホラと雪が降り始めていた。

　ガタンゴトンと重たい振動を不規則に鳴らしながら、大型のダンプカーは死臭だらけの街を走っていた。言ってみれば金属製の大きなバケツの中に渚なぎさと二人で収まっている状態なんだから、俺達たちの位置からじゃ外の様子は良く見えなかった。だけど、それで良かったのかもしれねえ。

　水平方向の様子は分からなくても、視線を上げればある程度の視界は開ける。

　ビルの屋上で横断幕を燃やして助けを求めているおっさんがいた。冬のお祭りを知らせるもので、例の火車ちゃんが精しよう霊りよう市しだの供く物もつ市しだのの提携都市と全国で一斉にお祭り騒さわぎをする旨をにこにこ笑顔で発表している。

　内側が汚れているのか、真っ赤に染まった窓がいくつもあった。

　時折窓が割れて滝のように凶暴極まる白髪の人ひと影かげが一塊になって落下する事もあった。

　そもそも何かに絶望して自分から飛び降りるヤツだって……。

　……『ほんの一部』でこれだけなんだ。視界を全部確保しちまったら、それだけで俺の中の細い線が切れちまうかもしれねえ。

『まるでゾンビ映画だよ……』

　携帯電話からそんな声が聞こえてきた。

　運転席側の紙かみ巻まきさんからだ。ダンプの中と外じゃ直じかに声のやり取りはできないため、今はこの電話をトランシーバー代わりにしている。普通の基地局を経由した通話じゃなくて、ケータイ同士を直接繫つなぐ方式らしい。ケータイとプリンタなんかを無線で繫ぐサービスを利用したヤツだったかな。そう、大おお百足むかでの件で蘭らん園ぞの幸さちなんかが使っていたような……。

　何でそんな仕組みを利用しているのかは単純明快。

　いつの間にか、普通の通話もメールも、警察や消防への通報も、とにかく基地局を使った通信は全部できなくなっちまったからだ。結局ゴタゴタのせいで機種変もバッテリー交換もしてねえから発熱トラブルが怖いけど、背に腹は代えられねえ。

『あっちもこっちも死人だらけだ。喰くい散らかされているのもいるし、喰われた後で起き上がっているヤツもいる。何が起きているか知らないけど、どうやら死んだらヤツらの仲間入りって事らしい』

　ゾンビ。

　耳に入ってきた単語に、思わず笑いさえ込み上げる。そんな言葉を持ち出さなきゃ自分の命を繫ぐ算段も立てられなくなっている時点で、もうこの小さな世界の常識は完全にぶっ壊こわれちまってるんだ……。

「原因なんかどうでも良いよ、仕組みなんか誰だれかが調べるよ。そういうのは警察に任せて、とにかく街の外まで逃げようぜ。絶対ヤバいってこれ」

『そうだね。でもこれ、こんなに普通じゃないの、やっぱり妖怪絡みの「パッケージ」とかだったりするのかな……』

　ガタガタン!!　という振動が再び響ひびいた。

　顔をくしゃくしゃにして、巨大なバケットの壁かべに背中を預ける。

　吐き気を抑える。

　いくら田舎の地方都市だからって、アスファルトの道がこうもボコボコしている訳がねえ。だったら、さっきから響いているこの振動の正体は何か。信号の流れなんか誰も彼も気にしちゃいない、ただ獲え物ものを求めてゾンビ野郎達たちが徘はい徊かいしている中、一体ダンプのタイヤは何に乗り上げているのか。

　ちょっと考えればすぐに分かる。

　ああ、ああ。

　いきなり死人が起き上がったとか、ゾンビで街が溢あふれたとか、人の形をしたものが人の肉を喰くってるとか、そういう異常な事態についてあれこれ頭を回しているけどさ。

　ひょっとしたら、この街で一番殺しているのは俺達の方なんじゃないのか……？

「どうしたの、忍しのぶちゃん……？」

「……渚なぎさ？」

「顔色が悪いよ。何か困った事があるなら相談に乗るけど。……くす、夫婦は苦楽を共にするものだものね……」

　ぬいぐるみのように血塗られたシャベルを両手で抱えてぺたりと座り込んでいる渚は、とにかく平常運転だった。

　こいつがこうなった原因は何だったか。

　渚との関係は中学時代に一度完かん璧ぺきに砕けちまったけど、こいつが壊こわれた直接の原因は……。

『そんなに肩落とすなよ、別におめえが悪いって訳じゃねえ。何だ、ひょっとして俺に殴ってほしかったのか』

　そういう風に言っていたのは、渚の爺じいちゃんだったか。

　そう、そうだ。

　……いつも渚と一緒にいたセントバーナード。俺にとっての座ざ敷しき童わらしと一緒で、あいつが生まれる前から家にいたパートナー。だけど妖怪とペットは事情が違う。インテリビレッジの美う味まいメシを食って普通よりとびきり長生きしたって、一〇年、一五年と時を経れば老犬になって、場合によっては色んな病気にかかる。運動機能の低下、内臓の疾患、痴ち呆ほうやアルツハイマーなんかにだって。

　セントバーナードの最期は酷ひどいもんで、赤の他人と一〇年以上連れ添った飼い主の見分けもつかなくなっていたらしい。ろくに体も動かないくせに誰だれ彼かれ構わず牙を剝むいて吼え続け、餌えさを与える時は家族だって気をつけないと嚙かみ付かれる。そんな状態がずっと続いていたんだとか。

　ある夜の事だった。

　ケージの中で起き上がる事もできず、それでいて涎よだれを垂らしながら延々吼え続けるセントバーナードの下へ、渚なぎさはふらりと近づいていったらしい。

　そして。

　ぎゃんっ、という絞るような鳴き声が、いつまでも爺じいちゃんの耳にこびりついていたんだとか。

　戻ってきた渚は血まみれになっていた。人の顔の区別もつかなくなったセントバーナードを、ずっとずっと、長い間抱き締しめ続けてきたせいだろう。あちこち嚙み付かれてボロボロになったまま、それでも氷のように表情を変えず、彼女はこんな風に報告したんだそうだ。

　───終わったよ、と。

　それは一体どんな気持ちだったんだろう。

　相手は人間じゃないとか、そんなのは慰なぐさめにならねえ。生まれた時から、いいや生まれる前からずっと一緒にいた、当たり前過ぎる存在。言葉は通じなくても心を持つ家族。そんな一個の命がどんどん衰えて、苦しむだけになって、最後の最後に自らの手で命を刈り取った、その感覚。他の家族の誰にも取れなかった責任を一人で負って壊こわれちまった女の子。

　言ってみりゃあ。

　俺の手で、あのぐーたら妖怪の首をへし折るような所業。

『だからおめえのせいじゃねえ。渚のヤツが「永遠の愛」だの「不滅の絆きずな」だの、カルトの謳うたい文句みてえな訳の分かんねえもんを追い駆け始めたのは俺達たちのせいだ。今の渚とまともに付き合ったら本当に命を削っちまう。身を退ひいたとしても責めはしねえさ……』

　……そこまで考えて、俺はゆっくりと首を横に振った。

　思考が現実から逃げている。今この極限状況から生き延びるのに必要な知識は、渚との思い出の中には存在しない。そうと分かっていて思い出に耽たん溺できしているのは、きっと俺が目の前のリアルを受け入れたくねえからだろう。

「……これからどうなるんだ」

　この街にはいたくない。外へ出るのには大賛成だ。でも、本当に街の外へ出たからって安全は確保できるのか？　そもそも『街一個分の災厄』だなんて枠組みは誰が決めた？

　しかも山を一個挟んだ隣となりは、俺達の暮らすインテリビレッジだ。もしもそっちにまで問題が飛び火しているとしたら、まさしく最悪の一言に尽きる。

　電話はあってもどこにも繫つながらねえ。

　座ざ敷しき童わらしのスマホと連絡を取れれば、無事を確認できれば、それだけで心の重荷を一つ取り除けるかもしれないのに。

　と、そこで思考が途切れた。

　金属のぶつかる派手な音が響ひびいた。ダンプが急停車し、ごごんっ!!　と巨大なバケットの中で俺と渚なぎさの体が大きく揺さぶられる。二人一緒に揉もみくちゃになった。渚の体の柔らかい感触を腕の中に感じながら、俺は携帯電話に向けてこう叫んだ。

「何があったんだ!?」

『の、野の崎ざきです！　えと、事故車に阻まれて……。あっちこっちで事故を起こしたまま乗り捨てられている車がいっぱいになっていて、ダンプのパワーで強引に押し出そうとしたんですけど、でも、思うようにいかなくて……』

「最悪だ……」

　いったんダンプはバックすると、別の道へと進んでいく。

　だけど次第に事情が分かってくる。

「……忍しのぶちゃん、あっちこっちの道で渋滞が起きているみたいだね」

「当たり前だ、道端で車が一台動かなくなっちまえば、後続はみんな足止めされちまうんだから……」

「うふ、でも私達たちなら大丈夫。遊園地の行列でケンカするような仲じゃないもの……」

　渋滞っつっても静かなものだった。苛いら立だったクラクションも、掛けっ放しのエンジンの排気音も聞こえてこない。死の静寂だけが一面を覆おおっている。

　それもそのはず、立ち往生してしまったドライバー達が表のゾンビどもの手でどんな目に遭わされるかは言うに及ばずじゃねえか。犠ぎ牲せい者しやが増えれば増えるほど乗り捨てられる車の数は増える。当然、この状況じゃ誰だれだって街の出口を目指すはずだから、そういうルートが優先して放置自動車に塞がれちまう事になる。橋とかトンネルなんかは絶望的だろう。

　いくら重たいダンプだって、あらかじめ用意された道順には逆らえない。道を逸それて街を壊こわしながら進める訳じゃない。

『どうするのよ！　渋滞避さけるのは良いけど、さっきから同じような道をぐるぐる回っていないかしら!?』

『でも立ち止まってもいられない！　表はゾンビだらけなんだ。走っていないと車に取りつかれるよ!!』

『が、ガソリンだって無限にある訳じゃないんですから、ど、どうしましょう……？』

　向こうも向こうで揉めているらしい。

　でも確かに、ここからどうする？　渋滞だの放置自動車だのを避けて進めば、自然と街の出口から遠ざかっちまう。かと言って無理に出口を目指したって、いくらダンプでも全ての車を薙なぎ払って進み続けられる訳じゃねえ。どこかで限界が来て足止めされちまえば、洩もれなくゾンビの群れに取り囲まれる。無意味にあちこち走り回ってガソリンが底を尽きても結末は同じだ。

「ねえ忍ちゃん、ガソリンが切れる前にどこか籠ろう城じようできる場所を探した方が良いのかなあ？」

「具体的にどこだよ!?　学校だって病院だって一面びっしり窓だらけ。立て籠こもろうとしたってどこからでもゾンビは入ってくるぞ！」

　そういう意味では動く箱、それ自体が走る凶器と化すダンプやトラックは籠ろう城じよう先さきとしても悪くはなかったんだ。

　だが、それも無限には続けられねえ。

　街の外へ出るルートは塞がれている。内側を走り回るだけではガソリン切れを待つばかり。

　焦る俺だったが、そこでふと視線を真上に上げた。

　待てよ……？

「なあ、墓ぼ前ぜん市しって時々、何だっけ？　パラシュートみたいなのにデッカいプロペラつけて空飛んだりするスポーツとかやってなかったっけ!?　パラ、ええと、パラ、何だっけ？　ああくそ、さっきまで普通に頭に出てたのに」

「パラグライダー」

「そうそれだ！　パラグライダー！　細かい区分は知らねえけど!!」

『ああ、山頂の方に何かあったわね。ドッグスクエア、だったかしら。一〇〇匹とか二〇〇匹とか血統書付きの犬を飼う設備が整っているんだとか。確かそっちがパラグライダーの飛行場代わりになっていたはず』

「それって機材は自前？　それともレンタルあり？」

　わずかに全員が沈ちん黙もくした。

　そうなんだ。たとえ外には出られなくても、街の内側を自由に移動できるなら、山の峠道を進んで山頂を目指した方が良い。空から脱出を図ればゾンビ達たちに嚙かみ付かれる心配もないはずだよな。

『……分からないけど、このままガス欠を待つよりはまともな賭かけになりそうだね』

　ギャリギャリギャリ！　と大型タイヤが路面を嚙む音が響ひびき、ダンプが大きく進路を変える。

　目的は大空ルート。

　……これでダメなら状況はかなり厳しくなるぞ。




　　　　　９




　ダンプは山道に入っていった。

　曲がりくねった道はやたら巨大なダンプにとってヒヤヒヤものだ。しかもちらほらと雪が降り始めている状況で、こっちはタイヤチェーンもスタッドレスもねえ。

　人里から離はなれた事で、あのゾンビ野郎達がもたらす血肉の地獄も遠ざかった。俺は巨大なバケットの中から立ち上がり、塀の上から覗のぞく格好で外の世界へ目をやっていた。

『この天気……決断が三〇分遅れていたら終わっていたかもね』

　運転している紙かみ巻まきさんがそんな風に言っていた。

　インテリビレッジと違って整備されていない山の中だ。てっきり鬱うつ蒼そうと茂る木々しかねえもんだと思っていたけど……ちょっと事情が違うらしい。あちこちの斜面に、ちらほらと屋根があるのが分かる。

「家があるな……。何でまたこんな不便そうなトコに……」

『えと、本来はこっちが墓ぼ前ぜん市しの本体らしいですけど』

「？」

『というより、古い時代だと墓前市は高さが偉さに直結していたみたいで。階級順に山頂から麓ふもとに居を構えていたようなんです。今では交通やサービスの面で麓の方が発達しているんですけど、でも、不動産とか銀行とか、そういう大事なお店はまだまだ山の方にあるんです』

　その言葉を聞いただけで気が滅入りそうになった。

　……たくさんの人がいる、って事は、山の中にもゾンビがいる可能性があるのか。

　そんな風に思う俺だが、渚なぎさは渚で別の事を考えていたらしい。

「……でもそうなると、何でてっぺんにドッグスクエアがあるんだろうね。忍しのぶちゃん」

「あん？」

「だって山の頂上が一番偉いんでしょう？　だったらお城やお屋や敷しきでもありそうなものなのに……」

　まあ、言われてみれば不思議なものだけど、でも今は隣となり街まちの郷土資料なんてどうでも良い。あのゾンビどもからどうやって生き延びるかの方が重要なんだ。

『何にしたって、本格的に積もる前に山頂に辿たどり着きたいものだけど……』

　そんな風に言い合っている内に、ダンプは谷にかかる鉄橋へと差しかかった。

「忍ちゃん、パラグライダーってどうやるか知ってるの……？」

「……考えたくない。一輪車よりは簡単だって祈るしかねえな」

「うふふ、どうせなら二人乗りが良いなあ。タンデムって言うんだっけ。忍ちゃんが下で私が上、こう、こうして、膝ひざの上に乗って……」

　もう何でもかんでも色恋沙汰に絡められれば満足らしい。

　全体的に幸せそうな渚を見ながら重たいため息をついている、その時だった。




　ドゴア!!　と。

　唐突に、鉄橋の橋げたの根元辺りが次々に勢い良く爆ばく発はつした。

　後ろの方から順じゆん繰ぐりに橋が落ちていく。




　この短い間に分かった事がある。

　たとえどれだけ理不尽な状況だろうが、元凶がどこの誰だれだか分からなくても、それでもやっぱり文句ってのは言いたくなるものなんだって。

「ぶああ!?　なっ、くそっ、ふざっけんな！　何なんだよもう!!」

　がくんがくんとダンプが揺さぶられる。

　おそらくロープで吊つるした爆ばく薬やくに接着剤でも塗って貼り付けたんだろう。爆破されたのは橋の後方で、引きずられるように橋全体がボコボコと段差がつく。落ちる。谷底に吞のみ込まれる。そこでもう一度、ダンプががくんっと揺さぶられた。アクセルを底まで踏ふみ込んだのか。エンジンを焼き付かせるような音と共に、一〇トン以上の巨体が強引に勾配のついた橋の上を突っ走る。

　間一髪だった。

　ダンプが谷の向こう側へ到着すると同時に、鉄橋が完全に谷底へと落ちていく。

『どう思う、今の!?』

「俺達たち狙いなら橋げたじゃなくて道のど真ん中に爆弾置くだろ。だとすると城門を閉じたって感じじゃねえのか。麓ふもとの街からゾンビどもが入ってこねえように」

「ふうん。だとすると、忍しのぶちゃん……」

「ヤツらが『どこから』湧き出てきたのかは未いまだに分かんねえけど。でも、ひょっとすると上の方はまだ無事なのかもな」

　そうでも思わねえと心の帳尻が合わねえ、ってのもあるけどさ。

『信号無視してダンプを勝手に乗り回している私達に言えた事じゃないかもしれないけど……でも、もうそんな事になってしまっているのね』

　明あけ原はらさんがそんな風に言っていた。

『生き残るためなら爆薬でも使う。後続なんて気にしないでルートを塞ぐ……。これ、危ないのはゾンビの連中だけとは限らないじゃない。早く何とかしないと、人型の生き物はみんな信用できなくな』

　その言葉が途切れる。

　大型ダンプが山道の途中で緩ゆるやかにブレーキをかけていた。

　ちょうど、緑の中に埋もれるように建つかやぶき屋根の大きな家に差し掛かった辺りだ。

　バケットの壁かべから覗のぞき込めば外の様子は分かるけど、運転席部分は一段高いため、ここからだと真正面だけは見えねえ。

「どうして止まるんだよ」

『ドラム缶だ。いくつか道の前に転がっている。……さっきみたいな爆弾、じゃないよな？』

『いや、待ってください、これ、待って!!　紙かみ巻まきさん、早くバックして!!』

『え、あ、野の崎ざきさん？』

『爆弾なんかじゃない、これ、ああもう、車を停とめるのが目的なんじゃ……!!』

　言い終える前に、次の動きがあった。

　ドパン!!　と。

　空気を割るような轟ごう音おんと共に、バケットの真横の壁かべにオレンジ色の火花が散った。

　最初、間近の落雷のように意味が分からず、続いてじわじわと頭の理解が追い着いていき、最後に身も凍るような感情が押し寄せてくる。

　猟、銃!?

「死にたくなければ全員降りろ！　車を明け渡せば命までは取らない!!」

「やった、やっと通りかかった。これで俺達たちも助かる……！　これで山頂のパラグライダーに手が届く。蜘く蛛もの糸は俺達のものだ!!」

　ぞろぞろと出てきたのは四、五人の男女だった。みんなで同じ箱から分け合ったのか、似たような煙草タバコを口に咥くわえている。斜面沿いのガードレールの向こう、かなりの急勾配の、丘っていうかほとんど崖みたいな所に身を潜ひそめて、車が通りかかるのを待っていたらしい。

　横合いの家の人間か？　それとも全然関係ない連中か？

「荷台にいるそこの金髪!!　お前も降りろ。撃うたれて道に捨てられるよりは未来があるぞ」

　ウッドストックの猟銃を向けられ、俺は思わず両手を上げていた。

　それでいて、迂う闊かつに視線は投げたりせず、頭の中だけで静かに考える。

　渚なぎさ。

　巨大なバケットの中。立ち上がっている俺の足に正座を横に崩してすり寄り、太ふと股ももの辺りに頰ほおずりしているニット系にゃんこナース渚は外からは完全に死角にいる。ド級のヤンデレ女の存在はまだ誰だれにも気づかれちゃいねえ。

「……、」

　と、人様の足に這はわせていた指先を離はなして近くに置いていたシャベルを摑つかみ直そうとする渚。そのシャベルの柄に俺は片足を乗せた。見えない位置で制止を促してから、俺は指示に従ってダンプのバケットから降りていく。

　運転席や助手席からも、ショップ店員の明あけ原はらさん、紙かみ巻まきさん、野の崎ざきさんらが降りてくるところだった。襲しゆう撃げき者しやの目的は金目のものじゃなさそうだ。例えば明原さんの耳のピアスや野崎さんの巾着なんかが注目される事もねえ。

　不思議なもので、目の前の猟銃よりもお仲間が持っている金属バットに有刺鉄線を巻いた手製の鈍器の方が重苦しい存在感を放っていた。

　ごくりと喉を鳴らして、俺は言う。

「アンタ達は何なんだ……？」

「鏡を見ろよ、それで分かる。生き残るために必要な手立てを全部試したか、試さなかったか。違いなんてそんなもんさ」

「ゾンビについてはどこまで知ってる？　ありゃ一体何なんだ!?」

「それについてもこう言ってやるよ、立場が逆ならいちいち答えていたか？」

　口の端を痙けい攣れんさせるようにして、それでも声を絞り出したのは黒髪を真ん中で分けた紙かみ巻まきさんだ。

「ま、待ってくれよ。後ろのバケットなら一〇人以上乗るはずだ。鍵かぎは預ける、ハンドルは誰だれが握ったって良い。だけど僕達たちを降ろす理由は特にないだろう!?」

「アンタ達が今までどこをどう進んできたのかは知らない。だけどその間に、一人でも追加で生き残りを拾ってきたか？」

「……、」

「同じ事さ。何人乗せられるかなんて問題じゃない。このゾンビパニックはどれだけ続く？　水や食料は？　武器や盾は？　人の数が多いって事は、しくじってゾンビになるヤツが増えるって事だ。山頂のパラグライダーだってユニットがいくつあるか分かったもんじゃない。……そうまでして、まだ生きている人間を拾う理由がどこにある？」

　理由。

　そんなものでしか人の命の重さを量れなくなっちまった世界。

　赤信号で立ち止まって青信号で横断歩道を渡るのが酷ひどく遠くに思えちまう。

「……そんな訳さ。アンタ達は置いていくが、殺したりはしない。女だけを連れていく、とかいう下げ衆すな真ま似ねもしない。別に良心が残っている訳じゃない、そういう寄り道しているほどこっちも余裕はないんだ。なあに、車がなくたって山頂は目指せるさ。俺達全員がパラグライダーで逃げた後もユニットが余っていれば、空から脱出だってできるかもな」

　と、その時だった。

　俺は視界の端に、とんでもなく嫌なものを見つけた。

　渚なぎさ。

　塀の上から覗のぞき込むように、バケットの壁かべからひょっこりと頭を出している少女が一人。

　あいつ、何を……？

　そこまで考えて、思考が散り散りに弾はじけちまうかと思った。

　まずい。

　渚は今まで相手がゾンビだからシャベルを振るって首を落としてきた訳じゃねえ。

『敵』『味方』『興味なし』『超絶ラブ』……あいつはこの四つでしか七〇億人を区別できない。ゾンビは渚にとって『敵』だった。じゃあ、今こうしてダンプを奪おうとしている、いいや、『陣じん内ない忍しのぶ』に武器を向けているこいつらは……？

　ドバッと、全身から大量の汗が噴ふき出すのが分かる。

　でも、それは。

　今までだってセーフだったところなんか一個もない。だけど、それをやっちまったら流石さすがに完全に足を踏ふみ外しちまうだろ……!?

　ところが、状況は呼吸を荒くする俺の予想なんか完全に超えていた。

　渚なぎさはくすくすと微笑ほほえんだまま、ただ細い指でついっと遠くを指差しただけだった。

　直後の出来事だった。




　ぞぶりっっっ!!　と。

　鈍い音が炸さく裂れつしたかと思ったら、猟銃男の肩口の肉がいきなり嚙かみ千切られた。




「あ、え？」

　いきなりの激痛に、そいつは限界まで両目を見開いていた。そうこうしている間にも時間は進む。ぐちゃぐちゃという湿っぽい音は続いていく。白髪、濁にごった瞳ひとみ、紫に変色した全身。脇腹や太ふと股ももの肉をごっそりと失った怪物の口で、同じように嚙み砕かれていく。

　ゾンビ。

　壁かべのような斜面側、近くの茂みから唐突に割り込んできた五、六人分の肉塊。いいや、まだだ。奥からガサゴソ鳴ってやがる。

　……ん？　斜面側、だって……？

「あぐふわ!?　な、なんれ？　はっ、ははは橋は爆ばく、こっちまではまだゾンビは入って来てないぶごえ!!」

　声が途中でひずんだのは、ゾンビが喉笛を嚙み千切ったから、じゃねえ。

　傍らにいた、あいつの仲間。

　有刺鉄線を巻いた金属バットでもって、嚙み付かれた男の頭を思い切り叩たたき潰つぶしたからだ。

「ゾンビ確定野郎なんかに構ってられるか」

　吐き捨て、

「それより猟銃だ!!　早くこいつら押し返さないと……!!」

　言いかけたその声もまた、途絶えてしまった。

　がつんっ、と。

　それこそ映画やドラマに出てくるように、道に落ちた猟銃を遠くへ蹴け飛とばす別の足があったからだ。

「な、ん……？」

　バット男は顔を上げる。あんぐりと開けた口から煙草タバコが落ちる。

　爽やか系の紙かみ巻まきさんだった。彼はガタガタと震ふるえたまま、ほとんどへたり込むようにして後ろへ下がる。少しでも一センチでも距きよ離りを取ろうとする。

　何から？

　決まっている、白髪のゾンビ達たちからだ。

　そして空白の数秒で、動いた者と動かなかった者、どちらが標的にされるかが決まった。

「あぼっ!?　がうあ!!　てめっ、てめげへえ!!」

　群がる紫の肉塊、吞のみ込まれる人ひと影かげ、咀そ嚼しやくの音、宙を泳ぐ一本の腕。ガタガタと震ふるえたまま、なおも下がりながら、何かの呪文のように紙かみ巻まきさんは何度も何度も呟つぶやいていた。

「僕が殺したんじゃない、僕が殺したんじゃない……!!」

　猟銃を拾えば助かる。押し返せる。それだけしか考えていなかったバット男は、いちいち退路なんて考えていなかった。だから。

　後は悲鳴と絶叫の地獄絵図だった。本当に一体どこからやってきたのか、次から次へと白髪のゾンビ達たちは待ち伏せ組へと飛びかかっていく。なまじ、下手に武器を持っていたのがまずかったのか。『逃げる』『戦う』なんて悩んでいる暇があったら、迷わず背を向けて全力疾走すれば嚙かまれずに済む道もあったかもしれねえのに。

「はっ、はやく、早く逃げよう!!　車に乗って、早く!!」

　叫びながら、紙巻さんはダンプの運転席のドアへと取りついた。

　ガギンッ！　という硬い音が返る。

「え？」

　わずかな疑問の声。

　直後に、ドアを開ける事なく紙巻さんがバサバサ髪のゾンビの一人に抱き着かれた。悲鳴を発する暇もなく、肩口からやられた。機械的な刃とも獣けものの牙とも違う、最も身近な人の歯が生々しく肉を引き裂き、濃のう密みつな血臭がばら撒まかれる。

「ばはっ!!　ばはあ!?」

「わっ、わあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　マニキュアを塗った奇き麗れいな五指で有刺鉄線金属バットを拾い上げ、栗くり色いろの髪を頭の後ろで束ねた明あけ原はらさんが思い切り振り回す。一発目はゾンビの右腕に落ち、二発目は勢い余って紙巻さんの肩を強打し、三発目がゾンビの頭へ叩たたき込まれた。

　腐ったスイカを潰つぶすような音と共に、形状が大きく変わる。白髪がパッと散らばる。紫色した顎あごの形もまとめて崩れて、紙巻さんの肩口からようやく外れる。

　それでもよたよたと動き続けるゾンビから、どうにかこうにか淡い緑の制服を真っ赤にした紙巻さんを引きずり出して遠ざける。

　ダンプはもう駄目だ。

「どこでも良い!!　とにかく逃げよう、渚なぎさ!!」

「くす、忍しのぶちゃんが言うなら何だって……」

　ひらりとダンプのバケットから飛び降りる影かげが一つ。

　いくつかのゾンビが渚の存在に気づいたようだったが、そこから先は早かった。

　ガンゴンギン!!　と。

　シャベルが唸うなりを上げたかと思ったら、立て続けの轟ごう音おん。あるいは、わざと目の前でシャベルを揺らし、嚙みついたところで両足を刈るように足で払い、後頭部をフルスイングで地面に叩たたき付けて割り。あるいは、シャベルのスイングで膝ひざを砕き、転がったゾンビの首に金属の先端を押し付け、踵かかとで全体重を掛けて切断したり。呆あつ気けに取られたように、両手でぎゅっと巾着を抱き寄せる野の崎ざきさんがこんな風に言っていた。

「あ、あそこまでできるなら、もう全部任せちゃえば……」

　ゴキンッ!!　という何か太いものが折れる音が響ひびいたのはその時だった。

　シャベルの柄の先端部分がへし折れ、金属製のパーツごとどこか遠くへ飛んでいった音だった。

　渚なぎさは折れた断面へ目をやり、それから残ざん骸がいを適当に放り捨てた。

「取れちゃった。ここまでみたいね……」

「にっ、逃げろお!!」
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　もうメチャクチャだった。

　肩口の肉を嚙かみ千切られてボロボロになっている紙かみ巻まきさんを支える格好で、とにかく全力で走る。近場にあって籠ろう城じようできる場所なんて、横合いにあったかやぶき屋根の家くらいしかない。不幸中の幸いだったのは、ほとんど全てのゾンビが待ち伏せ組の血肉へ覆おおい被かぶさっていた事か。兎とにも角かくにも渚や明あけ原はらさんと一緒に古民家の中へと飛び込んでいく。人の家とか、靴を脱ごうとか、そんな余裕はなかった。

　慌てて内うち鍵かぎをかけたけど、どこまで通用するか。

　マンションなんかのドアと違って、横に引く戸ってのがまた厳しい。鍵の云うん々ぬん以前に、体当たり一発でレールから外れちまいそうだ。

「こんなっ、こんなの……どうしろって言うんだ……？」

　ここは煉れん瓦がでできたお城じゃない。紙の障子に外窓はガラス、雨戸だって木の板だ。ゾンビじゃなくても、俺だって本気で蹴け飛とばしたら外せそうなくらいだし。

　路面に散らばっている血肉がなくなれば、あいつらは絶対にこっちへ来る。それまでの間にやれる事は……？

「……やだもう☆　忍しのぶちゃん、あちこちに猟具があるみたいだね」

　と、渚が廊下の壁かべに引っ掛けてある物を眺めながらそんな風に言ってきた。

　笠かさとか蓑みのとかの他に……言われてみれば、縄なわや背負しよい子このようなものも並べられていた。さらに調べてみると、一五〇センチ四方の檻おりみたいなものも見つかった。入口は大きく、ギロチンみたいに落とす仕組みのものだ。

　熊取り籠かご。

「だとすると、熊を仕留めるレベルの猟具を揃そろえているっていうのか……？」

　あいつらが持っていた猟銃の出所も、やっぱりこの家なんだろうか。

　そんな風に考えていると、渚なぎさは渚でウインドウショッピングを楽しむような調子で壁かべ際ぎわの一振りを手に取っていた。

「あっ、これなんか可愛かわいい。忍しのぶちゃん、どーお？　似合ってるかなあ、くすくす……」

　牛斬り、包丁。

　その名の通り、巨大な牛を解体して部位ごとに切り分けるための分厚い刃物。普通の鉈なたが三〇～四〇センチくらいなのに対し、こいつはほとんど日本刀と同じ長さを誇る。刃の分厚さを考えれば、重さは刀よりもあるだろう。

　根元にある銘は『腥なまぐさ』。古い言葉で殺生と肉食を意味するもの。ゾンビキラーとしてはなかなか皮肉が効いてやがる。

　シャベルだけでああだったんだ。専門の牛斬り包丁なんぞ振り回したらどうなるか。

　やっぱりゾンビだけじゃねえ。渚の動向そのものにも気を配る必要はありそうだった。

「それより、救急箱とか見かけなかった？」

　心を鎮しずめるための癖くせなのか、耳のピアスに指先で触れながらグラマラスな明あけ原はらさんが横から口を挟んできた。

「紙かみ巻まきさんの怪け我が、思ったよりも血が出ているの！　早く止血をしないと!!」

　それでひとまずの行動指針が決まった。

　根本的な籠ろう城じようや脱出の手立てが見つからない以上、こんなの部屋の掃除をしている間に見つけた漫画を読みふけるようなものかもしれねえけど。

　居間やお茶の間なんかの戸棚を調べるけどそれっぽいものは見つからなかった。ひょっとしたらさっきの待ち伏せ組が救急箱も持ち出しちまったのかもしれねえ。途中で妥協して、とにかくタオルや布きれ、古い和紙の束なんかを摑つかんで紙巻さんを寝かせてある方へと向かった。

「はあ、はあ……」

　思ったよりも血が出ている。

　明原さんの言う通りだった。

　土気色、ってのが具体的にどんなものか分からねえんだけど、ひょっとしたらこれがそうなんだろうか。青白い肌の奥から濁にごった黄色が滲にじみ出ているような色彩。髪の色もおかしい。何だか急速にバサバサしてきて、色味も白っぽくなってる。呼吸も浅く、瞳ひとみの動きもぼんやりとしているのに、噴ふき出す汗の勢いだけがとても強かった。

「とっ、とにかくっ、とにかく今から血を止めるから！　紙巻さん、気を強く持って、絶対眠ったりしたら駄目だからね!!」

　何度も強く呼びかけながら、明原さんがタオルや布きれなんかを肩口……っていうか、ほとんど首元へと押し付けていく。あっという間に真っ赤に染まっていく。まずいかもしれない。傷口を消毒する、絆ばん創そう膏こうとか包帯とかで傷口を塞ぐ。それくらいなら分かるけど、逆にそれ以上になるとお手上げだ。糸で縫ぬうとか何とかが必要だったら、俺達たちの手でどうすりゃ良いって言うんだ……？

「……して、くれ」

　額ひたいから汗を噴ふき出す紙かみ巻まきさんは、もう痛みを感じている風でもなかった。

　ぼんやりとした目をさまよわせ、熱病に浮かされたように弱々しい声を、誰だれにともなく放っている。

「……怖いんだ。あんな風になるのも、それに脅おびえて自分の心が恐怖に潰つぶれていくのも。どっちにしても、怪物になるのは同じだ。だったら……」

「ダメよ!!　絶対にダメ！　そんなの許さないんだから!!」

　叫びで押し潰すような格好で、傷口を押さえ続ける明あけ原はらさんが大声を放った。あまりに興奮しているのか、セットした髪がほつれ始めていた。

　一方の渚なぎさは傍らにあった電気ポットの中身を勝手に急須へ移していた。

　彼女は吞のん気きに畳の上の紙を指差しつつ、

「忍しのぶちゃん、これ」

「あっ、ああ!?　こんな時に一体何を……」

「……でもここ、気になる事が書いてある」

　渚が言っているのは、包帯代わりになるものとして片っ端から集めてきたものの中の一つ。俺が適当に摑つかんだ和紙の束だった。

　蛇のようにのたくる文字は読みにくいけど、中でも極々一部だけはかろうじて読み取れる部分があった。

「火車って書いてあるね、忍ちゃん……」

「火車……？」

　真っ先に思い浮かんだのは、麓ふもとの街で見たストラップやボロボロの着ぐるみ、冬のお祭りを教える横断幕なんかだ。街のご当地マスコットの火車ちゃん人形。

　でも……元々どんな妖怪だったっけ。

　うーん。

「？」

　首を巡らせて思考に没入しようとしたが、そうしている内に気づいた。

　渚が指差した古い紙だけじゃねえ。

　壁かべに掛けてある掛け軸、部屋の隅に立ててあった屛びよう風ぶ、壁沿いの梁はりを使って掛けてある額がく縁ぶち付きの書しよ。どれもこれもが火車のものばかり。

　俺が適当に摑んできたのも、元は和わ綴とじの本だったようだ。表紙の硬い紙を目で追えば……何だ？　火か車しや忌いみ籠ごもり祭さい祀し書しよ目もく……で良いのかな。全ぜん滅めつ村むらの一件で古い漢字の読み書きに難なん儀ぎしたのがきっかけで、ちょっとだけ勉強していたんだ。何かのマニュアルみてえだけど、でも流石さすがに中は読めたもんじゃない。

　掛け軸や屛びよう風ぶに目を移す。

　西洋風の遠近法とはまた違う、のっぺりした筆遣いで描かれているのは、炎、突風、骸がい骨こつに丸い桶おけ。そして屋根の上で踊る、黒い影かげ？　なんていうか、見ていて不気味な感じのする図画だった。歴史の教科書とかで見る、ヨーロッパの疫病の蔓まん延えんを死神とかの風刺画で表現したっていう、あの感じに近い。

　そして眺めている内に、少しずつ頭の奥が刺激されていく。

　知識の引き出しが、開く。

　確か……そう、確か……葬式とか墓場から死体を盗み出す妖怪、だったっけ。いや死体に取りついて、あれ、死体を操って動かす……？　細部はうろ覚えだな。とにかく死体に悪さをするヤツで……でも死体なら何でも良しっていうんじゃなくて、罪人の死体だけを選んで奪っていく感じだ。だから火車に死体を盗まれるっていうのは遺族からすれば恥ずべき事で、葬式を台無しにされないためのおまじないなんかもあったはず。燃え盛る猫って感じのビジュアルだったような気もするけど、どうだったっけかな……。

「でも」

　死体を盗む。

　死体を動かす。

「……まさか、ゾンビってのはそっちの妖怪絡みだっていうのか……？」

「もう一個……」

　と、渚なぎさは夫婦めおと湯ゆ吞のみにお茶を注つぎながら言ってきた。

「『御み口くち様さま』っていうのがあるよ。なんかの地名みたいなんだけどね。……うえ、これ二番茶か。まあインテリビレッジの外じゃあこれでもマシな方なのかもしれないけど……でもコーヒーをブラックで飲める忍しのぶちゃんなら大丈夫かもね、うふふ」

「……みくちさま？」

　そっちは妖怪、じゃねえよな。流石に聞いた試しはねえし。

　渚の目線を追って散らばった和紙の中から一枚を選ぶ。やっぱり筆と墨汁で描かれた古い資料だった。墓ぼ前ぜん市しの山の断面に、何か地下水脈みたいなのがのたくっている。それ自体は何百年も前からって感じだったけど、上に透明なフィルムみたいなものが張りつけてあった。新たに書き込まれた文字は随分と現代的で、中には『火車』っていう単語も混ざっている。

　いや、待てよ。

　これ、地下水脈なんかじゃなくて、手掘りのトンネルなんかだとしたら……？

　ゾンビの連中が『最初に、どこから』出てきたのかは謎なぞが多かった。てっきり麓ふもとの街で発生して徐々に山の上へ上へ侵しん蝕しよくしてくるのかと思っていたけど、鉄橋爆ばく破はの後もゾンビ達たちは平然と山の中を歩いていたし。

　でも、これが出所だとしたら……？

　元凶は山の奥深くにあった。そのアリの巣みてえに伸びる無数のトンネルから、最初のゾンビ達たちがあちこちへ溢あふれ出てきたとしたら……？

　そう、さっきだって壁かべのように聳そびえる斜面側の茂みからゾンビ達は来た。もしかしたら、背の高い草に隠れる形であそこにも洞窟の出入口があったんじゃねえのか。

　何だ。

『御み口くち様さま』っていうのは何なんだ？

「……そんなのどうでも良いでしょ」

　呪うような女の声が、全てを遮った。

　ほつれた髪を数本咥くわえている、明あけ原はらさんだった。

「ここに！　今ここに!!　助かるかどうかギリギリの人が苦しんでいるのよ!!　だったらそれ以外はどうでも良いじゃない！　早くあなた達も手伝いなさいよ!!」

　ガラリ、と襖ふすまの開く音が聞こえた。

　やってきたのは野の崎ざきさんだった。

　まるで通常運転のように明原さんは嚙かみついていく。

「アンタもそこで何やってんのよ!!　普段からあれだけ散々紙かみ巻まきさんを振り回して、私達に迷惑振りまいて！　やる事と言ったらババ臭い巾着抱えてウロウロするだけ!?　少しは恩を返そうとは思わない訳!?」

　対して。

　野崎さんの反応はわずかだが遅れていた。ネット動画で〇・何秒か音声が途切れるみたいに、ほんの些さ細さいな違いが何な故ぜだか俺の神経を危険に炙あぶっていた。

　そして。

　瞳ひとみにどろりとした光を湛たたえながら、野崎春はるはこう言った。




「何だ。まだ生きていたんですか、お二人とも」




　口をパクパクさせる明原さんだったが、野崎さんが臆おくする様子はねえ。それどころか、巾着から何かを取り出すと、明原さんの頭の上へと中身を振りかけていく。

　火車ちゃんのマーク……の、携帯灰皿……？

「それじゃざざーっと。醜みにくいくせに着飾るのはこの辺にして、もっともらしい格好になったらいかがです？」

「ぶえっ！　げほ、ごほっ!!　ふざけ……!!」

　明原さんの爆ばく発はつが待っているかと思っていた。

　でも違った。

　直後に、ドォ!!　という人の波が生み出す膨ぼう大だいなエネルギーが襲おそいかかった。野の崎ざき春はる。彼女がいた方の壁かべ……いや一面の襖ふすまが一斉に破られ、赤や紫の大量の手が飛び出してきたんだ!!

「うっ、うわっ、うわああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　叫ぶ俺の手を、馬鹿デカい牛斬り包丁『腥なまぐさ』を手にした渚なぎさが摑つかむ。

　もちろん、一番虚を突かれたのは野崎春に摑みかかろうとした明あけ原はらさんだった。

「あ、待」

　摑む、摑む、摑む、喰くい込む、喰い込む、喰い込む、爪、爪、爪。

「ばはらばぐえっ!?　だばっ!?　ばん！　何でえっ！　アンタ、ばごげぶえあっっっ!?」

　とっさに野崎さんに摑みかかろうとしたようだったけど、前髪のヘアピン一つ弾はじくのが精一杯だったみてえだ。

　容赦も何もなかった。

　まとめた髪も、耳のピアスも、細い足を覆おおうストッキングも、全て台無しになっていく。まず最初に大量の手に囚とらわれた明原さんが肉の群れに押し倒され、消えていった。畳の上に寝かされていた紙かみ巻まきさんはろくに身動きが取れず、大量の捕食者を前にしてどんな末路を辿たどったかは自明の理。悲鳴や絶叫がないのはきっと、喉笛をやられたからだ。後にはもう咀そ嚼しやくの音しか残らねえ。

　ただ一人。

　赤や紫の地獄の中、まるでイソギンチャクと共生するクマノミって魚みてえに、ばさりと前髪を垂らす野崎春だけがゾンビの群れの中で薄うすい薄い笑みを浮かべている。

　俺はきっと、信じられないものを見るような目をしていたはずだ。

「アンタ……自ら招き寄せたっていうのか!?　このゾンビ達たちを!!」

「あら。そんなに不思議ですか？　これくらい、明原さんだってやっていたじゃないですか」

　巾着を手にした野崎春は、意味の分からない事を言っていた。

　いいや、

「紙巻さんが嚙かまれた時の事を思い出してくださいよ。運転席のドアを開けようとしたところで、何かが引っかかったように動きを止めてから襲われていたでしょう？　そして今時、車のドアは鍵かぎを差さなくてもロックできる。鍵についたスイッチ一つでね」

「ま、さか」

「どさくさに紛れてこっそりロックを掛けていた人がいた。明原さんは首なし運転手の体をまさぐっていましたし、スペアキーがあったのなら可能です。まあ、猟銃男とかは完全なイレギュラーだったでしょうけど、チャンスだと思ったんじゃないですか？」

　でも、それだとおかしい。

　紙巻さんをゾンビに嚙ませようとしていたのなら、その後の明原律りつの言動はどうだ？　紙巻さんの血を止めたがっていたあれが演技だったとは思えねえんだが……。

「発想を逆転させれば良いんですよ」

「？」

「女二人に男一人。バンドだってルームシェアだって、絶対にケンカを起こすパターンですよねえ？　そして明あけ原はらさんの気持ちが紙かみ巻まきさんに向いていたのは簡単に分かります。でも、紙巻さんにその気がなかったら？　そんな折、とっても美お味いしいゾンビパニックがやってきた。さて、何としても紙巻さんを手に入れたい明原さんはどうするでしょうか？」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………うそ、だろう？」

　それが、動機。

　それが、まだ生きている人間をゾンビの群れに投じた理由。

　わざと嚙かませた上で止血を急ぐ、なんていう矛盾した言動も、そのため？

　損傷の少ない安定したゾンビを作って、自分の手で飼い慣らしたかったから……。

「……くす。そういえば、救急箱を探す時にあの人はこう言っていたよね、忍しのぶちゃん」

　日本刀みてえな牛斬り包丁を提げたまま、恋愛モンスターの渚なぎさはさらりと言ってのけた。

「思ったよりも血が出ている、って。本当はどれくらいを想定していたのかなあ？」

　くっ……。

「狂ってる!!」

「そう、狂ってる。愛だの恋だの頭の沸いてる連中に板挟みにされて、いつもいつもいっつも店の裏で淫売だの泥棒猫だの言われ続けてきた私の気持ちが分かります？　紙巻さん？　知らねえわそんなの。明原さん？　年増の化粧崩れが何吼ほえてやがるってんだ!!　ぎゃんぎゃんぎゃんぎゃんサカリのついた動物みてえに騒さわぎ立てて！　何でもかんでも恋愛に絡めなくちゃ理解が追い着かねえのか、クソ安いラブソングみてえな頭しやがって！　狭い世界に生きるのは勝手だけど私を巻き込むんじゃねえよ!!　それ以外にだって大切な物はたくさんあるんだ。この巾着だって、今はもういないおばあちゃんの宝物だったんだ！　それを毎日毎日せせら笑って!!　何様なんだあの野郎!!」

　明原律りつは明原律で、狂っていた。

　だがそれを裁いた野の崎ざき春はるは？

　鉄橋の爆ばく破はやダンプの強奪と同じかもしれない。誰だれも彼もが少しずつ鬱うつ憤ぷんを溜ためていて、ゾンビパニックなんていう破格のトラブルが心の堰せきをぶっ壊こわしちまったのかもしれない。

　とにかく、今こいつの頭を占めているのは……、

「アンタの復ふく讐しゆうは……終わっちまった。俺達たちについてはどうするつもりなんだ？」

「さあ？」

　一線を越えた。

　歯車の壊こわれた野の崎ざき春はるは前髪を虚うつろに垂らし、ゾンビの群れの中、傷一つなく小首を傾かしげていた。

「正直、私としてはどうでも良いんですけど、ほら、この子達たちって勝手に暴れて捕まえてバリボリやっちゃうから。私の手で制御できるものじゃないんですよねえ？」

「っ!?　そ、そもそもお前はどうやって……!?」

「くす、教えると思います？」

　拒絶の返答。その直後だった。

　一斉に、血に塗まみれた真っ赤なバケモノ達がこちらを見据えた。
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　座ざ敷しき童わらしの趣しゆ味みに付き合ってネットレンタルでワンクリック。ゾンビものの映画を観みる時に、野暮だと分かっていてもいつも不思議に思う事がある。

　当然ながらゾンビには知性はない。

　だけどあいつらは、一体どうやって生身の人間と同類のゾンビを見分けているんだろう。

　見分けがつかないなら、ゾンビパニックなんて呆あつ気けないものだ。しばらくじっと隠れていれば、ゾンビになったヤツ同士が勝手に共食いして自滅してくれる。ゾンビはゾンビで身を隠す方法なんて知らないんだから、道の真ん中で棒立ちになっているゾンビの方からむしろ喰くわれていくはずだ。

　ところが実際にはそうならねえ。

　一人の犠ぎ牲せい者しやをゾンビ達が取り囲んで貪り尽くすシーンでも、集まったゾンビ達が視線を交わした途端に共食いを始める事はない。

　きっと何かがあるんだろう。

　言葉は通じない、文字も読めない、足跡や折れた木の枝を見て獲え物ものの足取りを推測するような頭なんて期待できない。だけど物陰に隠れた人ひと影かげや死体に紛れて一緒に倒れ伏している生存者を的確に探り当てて引きずり出す。そんな何かが。

　ゾンビなんて実際にはいねえ。

　ハイチだのブードゥーだので知られる『本当の伝説』を完全再現したって、映画の中にしかいないゾンビなんか作れないだろう。あれはもはや完全に別物だ。

　だから『もしもの話』なんて、今いる生き物の話を参考にするしかない。

　あの時、ポップコーンと炭酸飲料を手にして座敷童と一緒に寝転がりながらああでもないこうでもないと言い合っていたのは何だっけ。

　そう、そうだ。

　あれは確か……。




　　　　　12




　がんっ!!　という鈍い音が響ひびき渡った。

　無数のゾンビ達たちが大波のように襲おそいかかってくる、まさにその直前で。俺は足元にあった夫婦めおと湯ゆ吞のみを思い切り前方へ蹴け飛とばしていた。そう、渚なぎさのヤツが生きるか死ぬか瀬せ戸と際ぎわの応急手当の中、吞のん気きにお茶を入れていたあれだ。

「熱つ……!?」

　とっさに野の崎ざきは両手で顔を庇かばったようだけど、液体相手じゃ意味はねえ。ほとんど頭から被かぶる格好で、思わずといった風に叫んでいた。

　垂らした前髪の奥で、その瞳ひとみが怒りで灼しやく熱ねつする。

「でも、この程度で何だっていうんですか!?　今さら何も変わらな───!!」

　言いかけた野崎春はるの言葉が、途切れる。

　うぞうぞと、もぞもぞと。

　彼女の周囲で蠢うごめいていたバサバサ白髪のゾンビ達の動きが、おかしい。俺と渚。明確な標的がいるにも拘かかわらず、まるで迷まよい箸ばしのように狙いがあっちこっちに揺れているのが分かる。

　上う手まくいった、か。

「ああ、熱湯じゃ何も変わらねえかもな。だけどこいつはちょっと違う。タンニン強めの二番茶は渚の舌には合わなかったようだけど!!」

「ま、さか」

　そして叫ぶ。

「匂いだ!!」

　全ての答え合わせを。

「多くの獣は匂いを嗅いで食べ物を探す!!　アンタはどこかでその確認作業をしていたんだ。腐臭を被った肉はゾンビのお仲間扱いされるか、あるいは専門外と捨て置かれるか。いずれにしても手出ししねえって事を!!」

　タイミングを考えれば、このかやぶき屋根の家へ来た後。俺達が救急箱を捜している間、野崎春の消息は分からなくなっていたから、あの時くらいか。おそらく前々から疑問に思っていた事を頭の中でまとめておいて、待ち伏せ組を貪り食っていたゾンビ達を使って最初で最後の実験をしたんだろう。

　ここが昨日まで当たり前のように人が生活していた民家なら、生ゴミなんかの腐敗物にも事欠かないだろうし。

　……加えて言うなら、腐敗臭がブレーキなら煙草タバコの吸殻がアクセルか。明あけ原はらさんの頭に被せた煙草の灰、単に挑発するためじゃなかったんだと思う。赤ちゃんが煙草を誤飲するのは形や大きさだけじゃなくて、興奮物質に反応しているって説もあるみてえだし。

　バット男と紙かみ巻まきさんのやり取りの中じゃ、煙草タバコを吸っていたバット男の方へゾンビ達たちが群がった。一番最初に襲おそわれた鳴なき砂すなだって、禁煙ロビーで唯一煙草をふかしていた。距きよ離りや攻こう撃げき性せいの問題じゃない、ゾンビ達は匂いにつられて優先設定をしていたんだ。生身の人間なら誰だれでも襲うけど、そんな中でも興奮物質である煙草の匂いを放つ者を真っ先に。

　あの時には、野の崎ざきの頭の中ではもう仮説がゆっくりと固まりつつあったってのか。

　火車ちゃんの携帯灰皿……よくよく見れば鳴砂が持っていたヤツだしな。

　ショップを出る直前で、明あけ原はらさんにどやしつけられていた時に、シューズも履はき替えていたっけ。

　でも。

　だけど。

「アクセルとブレーキじゃ、ブレーキの方が優先らしい。その『匂い』が消えたらお前はどうなる？　おあつらえ向きにお茶には消臭効果がある。渚なぎさの嫌いな二番茶ならタンニンだって濃こい。アンタを守ってきた最適のバランスはいつ崩れたっておかしくはねえんだぜ!!」

「あ、あ」

　ぐるりと、一斉にゾンビ達が中心へ振り返っていた。

　一番近くに寄り添っていた獲え物もの、野崎春はるへと。

　彼女は宝物の巾着から香水の瓶のようなものを取り出したが、もう遅かった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　赤や紫に、濁にごった白。狂気の光景の中へと、華きや奢しやで小柄な体が吞のみ込まれていった。

　溺れる者が藁わらを摑つかむようにその手が宙を泳ぎ、香水の瓶が落ちる。転がっていく。

　あれさえ手に入れられれば……!!

「渚なぎさ!!」

　轟ごう!!　と疾風が渦を巻いた。

　重たい牛斬り包丁『腥なまぐさ』はまず畳に落ちた。とんっ、とゾンビの足の指を突いて落とし、バランスを崩したところで持ち手の底で顎あごに打撃。元から踏ふん張りの利かねえゾンビがもんどり打つと、後続の群れにぶつかって動きを止める。そう、ゾンビは共食いしない。そして稼かせいだ時間で渚は目一杯大上段に牛斬り包丁を構え、胴を無防備に曝さらしてでも高低差の激しい一撃を狙いに行く。長い尻尾が揺れる。惨劇のその隙間をかいくぐるように身を低くしたまま俺は走り、畳の上にあった香水の瓶へと飛びかかる。

　倒れたまま振り返ると、渚の体がゾンビの群れに吞み込まれそうになっていた。

　たとえ首を落としても、ゾンビの胴体はよたよたと歩き続ける。主格は頭の方にあるようだけど、胴体も胴体で邪じや魔まだ。それを蹴け倒たおしている間に、五体満足の別のゾンビ達たちが雪な崩だれ込んだらしい。

　やっぱり、流石さすがの渚なぎさでも一〇人以上のゾンビは押し返せねえか……!!

　こうなると、いちいち安全策なんか取っている暇はない。

　ぎゅっと心臓が縮まる。

　決断するなら今しかない。

「ちくしょう!!　受け取れ渚!!」

　そのまま、香水の瓶を投げた。

　蜘く蛛もの糸が手元から離はなれていく感覚を、確かに感じていた。

　俺もまた、白髪のゾンビの群れの中。

　野の崎ざき春はるが見つけた『匂いの解決策』を失えば、どうなるかは分かりきっている。

「来るなら来い!!　俺が全員ぶっ殺してやる!!」

　武器らしい武器は何もない。手を伸ばして電気式のポットを摑つかみながら俺は吼ほえた。もう助からないと分かって、せめて渚に向かうゾンビの数を少しでも減らすために。

　はは、元カノってのは不思議なもんだな。

　もう絶対にお互いの道が交差する事はない。友達にも戻れない。ただの他人以外に関係性はない。過去を繰くり返せるとしても、もう一回付き合ってみようなんて絶対に考えない。

　ただ。

　それでも幸せになってほしいって、無責任にそんな事を思っちまうんだから……!!

　時間が止まる。

　いくつもの濁にごった視線が狂気を帯びて突き刺さってくる。

　来る。

　来る！

　来るッッッ!!!!!!




　そして、鈍い音が辺り一面へ炸さく裂れつした。
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　肺の奥まで爛ただれるような血の匂い。

　赤どころか、黒や紫まで入り交じる極彩色。

　死の先まで侵しん蝕しよくする暴力。

　その圧倒的な光景を、ただただ俺は倒れたまま呆ぼう然ぜんと見据えていた。

　あまりにも唐突に訪れた、それ。

　名前を叫ぶ。

「座ざ敷しき童わらし!?」

　ドォ!!　という赤い暴風が応じていた。

　手にしているのはステンレスの長い棒の先端に開閉式の刃物を取りつけた、高枝切りバサミか。まるで薙刀なぎなたのように振るわれるそれらが、ゾンビの胸や頭の真ん中を突き刺し、内部を切り取り、抉えぐって、次々に操り人形の糸を切断していく。渚なぎさのヤツのシャベルや牛斬り包丁もすごかったけど、この座敷童はさらに段階が一個先へ進んでいる。

　何より、

「……、」

　座敷童の腕に嚙かみ付くゾンビが一人。

　だがぐーたら妖怪の細腕から血が滲にじむ様子はない。妖怪に物理攻撃は通用しない。そのまま座敷童は腕を振り回し、手近な柱へゾンビの頭を叩たたきつけて果物のように割ってしまう。バサバサ白髪が一面に散らばる。

　文字通り人間離ばなれした桁違いの膂りよ力りよくに、一切傷を負わない不死の肉体。

　ゾンビ達たちの天敵。

　時間にして、その赤い暴風は一〇分もなかったと思う。たったそれだけで、あれだけ絶望的だったゾンビの群れはそこかしこに倒れ、もう二度と動かなくなっていた。

「まあ、こんなところかしらね」

　高枝切りバサミを肩に担いで、座敷童はそんな風に呟つぶやいていた。

　俺はもう意味が分からねえ。

「おまっ、どうして、ここ、どうやって……？」

「二本の足でここまで。山を挟んでいると言っても、たかだか隣となり街まちよ？」

「そうじゃないっ！　そもそもゾンビパニックにどこまで気づいていたんだ？　気づいていたとして、俺達がこの家に籠ろう城じようしているなんてどこで知ったんだ!?」

「青あお行灯あんどんの件で、歴史を改ざんしてでも私の力を取り戻したのはどこの誰だれだったかしら。百鬼夜行試製三九式座敷童……その力を万全に振るえるのであれば、家人の危機を察知する事も、その危機を取り除く事も不可能ではないのよ。誠に遺い憾かんな事に、座敷童とは家人の幸福を守る妖怪なのだから」

「い、『今まで』は、座敷童としての歯車が外れていたから、事件にゃ関わらなかったっていうのか……？」

「忍しのぶ、ズレた時間軸の話をしても不毛ではないかしら。まあ、ぶっちゃけ、そっちの方が楽ができて良かったんだけどね」

　本当にうんざりしたように座敷童は言っていた。

　だけど、ようやくほっと息を吐く。

　床に落ちていた巾着を、ふと拾う。おばあちゃんの宝物。野の崎ざきが手放したため、血で汚れなかったのはせめてもの救いなのか。

　確かにゾンビの群れはおっかない。こんな街は一秒でも早く抜け出したい。でも、風向きは大分変わってきたんじゃないのか。こっちには扱いの難しい牛斬り包丁持ちの渚なぎさと、さらに反則技の塊みたいな妖怪、座ざ敷しき童わらしがついている。追われるばかりだったゾンビ映画の中で無限に使えるガトリングガンや火炎放射器を投げ込まれるようなもんだ。いいや、ナイフや鉄砲でしかゾンビの群れに立ち向かえなかった状況で、魔ま道どう書しよの召しよう喚かん獣じゆうが出てくるようなもんか。

　ひょっとしたら冗談抜きに、全てのゾンビを蹴け散ちらして前へ進む、なんていう選択肢だって出てくるかもしれねえ。

「渚、お前の方は大丈夫か？　さっきので怪け我がとかしなかったか？」

　ふと座敷童から視線を外して渚の方へ話しかけた、その時だった。

　本当に。

　どうしてそんな事を考えちまったのかは、俺にも分からなかった。

　……だけど。

　そもそも俺達たちは、どういう方法で人がゾンビになるのか分かってない。嚙かみ付かれた人間、ゾンビに殺された人間がゾンビになる、って程度の曖あい昧まいなルールくらいか。

　事件に絡んでいるらしい火車って妖怪は、罪人の死体を盗む、あるいは取りついて死体を動かし、葬式の会場や墓場から死体を消してしまうとかって言われている。細かいルールまでは流石さすがに覚えてねえけど。

　もしも。

　死人が動く、っていうルールが最優先だとしたら。ゾンビに嚙まれた嚙まれなかったよりも前に、まず『死人』っていうファクターの方が重要なのだとしたら。

　座敷童って妖怪は、どんな種族だったっけ？

　間引きや口減らしのため、親の手で殺された赤子の集合体。

　だと、したら。

『死人』っていうファクターを元々抱えているんだとしたら。

　セキュリティホールのように、ゾンビに嚙まれなくても火車に操られる条件を揃そろえていたとしたら……？

「ざ、しき、わらし……？」

　振り返れない。

　後ろを振り返れない。

　だって、だってそんなの最悪だ。仮に『そう』だとしたら最悪の中の最悪だ!!　人間がゾンビになっただけでも十分以上のバケモノなのに、刃物も銃弾も通らねえ、幸運だの不運だの人間の運命さえ自由自在に操っちまう、そんな存在がゾンビの枠組みに組み込まれちまったらもうお手上げだ。誰だれにも手を出せなくなる。こいつは最大最悪の怪物になっちまう!!

　だから噓うそであってくれ。

　取り越し苦労であってくれ。

　もはや神様にでもお祈りするように強く強く強く願う俺の耳元に、甘い匂いの吐息が吹きかけられた。

　直後に、『それ』が聞こえていた。




　ぐる……という。

　大型の獣けものが唸うなるような、その声が……。













　　　第二章　座ざ敷しき牢ろうにて再び疑問をｂｙ内うち幕まく隼はやぶさ
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　地方空港から予約していたレンタカーに乗り込んでどんより鉛色の空の下を走っている内に、ちらほらと雪が降り始めていた。まだ路面が白く隠れるほどではなく、透明なシャーベットって感じだけど、さて。パック詰めされたみたいに均一装備なレンタカーってタイヤチェーンとかあったかな、と少々不安な気分にさせられる。最初から冬タイヤのスタッドレスだったら嬉うれしいんだけど、確認を怠ったな。

「はー……。そんな事よりサンタ艶えん美びちゃんは寒いトコとあったかいトコを交互に出入りしたせいでちょっとおトイレに行きたい気分だよ。ああモジモジする……」

「……お前、何だってこんなトコにいるの？」

「何でって、そりゃあ道端で投げキッスかましてヒッチハイクに挑戦していた女子中学生を刑事さんがお持ち帰りしたからに決まっているじゃない。やだー、積極的ー☆」

「あんなムチャクチャな格好であれをこうしてたくし上げて表に立っていたらそれだけで要保護対象だわ!!　大体外雪降っているんだぞ！　ミニスカビキニサンタとか死ぬ気か!?　南半球で波乗りでもするサンタなのか!?」

「いやいやあそこまであからさまだったら逆に何かの罠わなだと勘かん繰ぐってナンパ男とかは近づいてこないって。変なふるいがかかるから、刑事さんみたいな善良な小市民だけが声を掛けてくれるって訳」

　頭からたれ耳を大きく伸ばしたようなトナカイのマフラーキャップとサンタ帽子をハイブリッドで装着する推理マニアは危機感ゼロで言う。

　ハンドルを握って危険な雪道を時速四〇キロで走っていなければ両手で顔を覆おおっていた意見だった。こんなのと年中無休で向き合っている生活安全部の刑事にだけは頭が上がらない。

「何だよもー。大体、サンタを選んだのは刑事さんを想おもっての事なんだよ？　体中にサンオイルみたいに保温ジェル塗りまくって頑張ったんだからちょっとは労ねぎらってよねー」

「あん？　俺のためだと？」

「ほら刑事さんの自宅のパソコン、検索履り歴れきのてっぺんに燦さん然ぜんと輝かがやく───」

「おわあーァァァあああああああああああああああ!!　げふんげふん！　うおっほん!!」

　衝しよう動どう的てきに急ブレーキをかけて危うく後輪が横滑りしかけた。細かいハンドル捌さばきで挙動を回復させつつ、横目で助手席の悪あく魔まを睨にらみつける。

「ば、馬鹿な……あれはブラウザを閉じるとどこに格納されているんだか分かりゃしない余計なデータを全部まとめて勝手に消してくれる安全安心設定だったはず……!?」

「そんなもんで痕跡全部を何とかできると思っているなら情弱だよ刑事さん。モラルなき大企業のビッグデータ収集時代を舐なめんな」

　まあ別に良いけどさ。内うち幕まく隼はやぶさは大人の男であるからして、オトナの娯楽に勤いそしんでいたって誰だれを憚はばかる事もないんだし!!　ただ死にたい死にたくないなら死にたい方向だけどな！　割と本気でだ!!

「それより問題はお前だ。まさかと思うが地方都市なら大都会より治安が良くて事件も起こらない、なんて迷信にすがっている訳じゃないだろうな」

「まさかそんな。結局犯罪なんてものは衝しよう動どう的てきであれ計画的であれ、心のガス抜きに失敗して色々破綻するから起こるもんだし。その点で言えば娯楽は少ない、施設から施設への距きよ離りが遠くて陸地で孤立する地方都市なんて不発弾の宝庫じゃない」

「なら何で半裸っていうか四分の三裸くらいの格好で道端に立ってた？」

「そりゃもちろん、刑事さんが私を守ってくれるからだぜ？」

　はあ、と俺は思わず重たい息を吐いていた。

「本当に気をつけろ。ここ最近じゃトンネルを掘って銀行の大金庫に迫る強盗団だって珍しくない。地方銀行を中心にあっちこっちでやられているくらいだし」

「後は、これから向かう墓ぼ前ぜん市し関連だと、割と頻ひん繁ぱんに旅行者が行方不明になっている事件とか？」

「……、」

「すごい話だよね。警視庁の事件記録保管庫を移動させるにあたって改めて資料の山に触れてみたら、全く手を付けずに忘れられた事件がゴロンゴロン出てくるだなんて。年賀状を配るの面倒臭くなってロッカーに隠しちゃうバイトの配達員じゃないんだから」

　……どうして推理マニアがこんな情報を握っているのかは気になるが、内部情報なので俺には何も話せない。

　そうこうしている内に、推理マニアは勝手に話を先に進めてしまう。

「結局、どれだけ効率的なシステムを組んでも運用するのは人間って事なのかな。でも、このタイミングでゴソッと出てきたのはちょっと気になる。まるで何かの堰せきが崩れたようにも見えるんだけどねー？」

　東京の治安を守る警視庁所属の俺がレンタカーを乗り回して地方を巡っているのも、そういう事。俺の管かん轄かつは東京都内だが、東京都民が県境の外で事件に巻き込まれれば、やはり確認作業のために出張る必要が出てくる訳だ。いつものスーツじゃなくてカーディガンなんか着ちゃっているのも、『どうもバリバリの警視庁から出向してきた殿様デカです。みんなよろしくう！』と大手を振ってやってきてほしくないから。書類の不備が元になった事件の再調査なんて、週刊誌なんかに張り付かれたら困る訳だ。

「でも刑事さん、本当に大丈夫？」

「何が？」

「今回新たに判明した行方不明者の数は、三〇人強。その全員が一〇年以上前の話。書類上で死亡扱いする失しつ踪そう宣告は大体七年くらいだから法的には色々シビアなラインだけど、さて。これってさ、東京から墓ぼ前ぜん市しに向かって消えた人間の数だけでしょ？　日本全国の警察署にある事件記録を総ざらいしたら、もっともーっと怪しい行方不明者が出てくるかもしれないよ」

　ようやく俺にも話せるラインに、話題が事件の核心から離はなれたか。あるいは推理マニアがわざと距きよ離り感かんを調整したのかもしれないけど。

「流石さすがにそこまでは俺の関知するところじゃない。大体、相手が一〇人消していようが一〇〇人消していようが、事件性があるなら逮捕して話を聞けば良い」

「そりゃそうだけど、敵の規模を測る前から暗い巣穴に飛び込むのってリスクデカくない？」

「別に俺一人でやる訳じゃない」

「あら刑事さん、私の事認めてくれた？」

「地方警察が主体になって捜査活動を行い、俺は東京の警視庁とのパイプ役だって言っているんだ要保護者!!」

　ぎゃあぎゃあ言い合っている内にレンタカーは鉄橋を越えて墓前市に。今日は隣となりのインテリビレッジ納のう骨こつ村むらの実家に泊まる予定だけど、まずは仕事が優先。荷物をトランクに収めたまま、仕事場である地方警察署へ向かう事に。ついでにこの推理バカの身柄を預かってもらおう。

　……という流れのはずだったんだけど。

「ねえ刑事さん、あれ見て。あのショッピングセンター」

「何だよ、さっきトイレの話をしていたな、それか？」

「それもあるんだけど、ほら」

　と推理マニアは窓の外を指差しながら、

「駐ちゆう車しや場じよう、おかしくない？　なんか黒焦げの車が停とまっているんだけど」

「はあ!?」

　慌てたようにそちらを確認すると、確かにある。地方都市らしい、無駄なくらいだだっ広い駐車場の一角に、焼け落ちてシャーシやフレームだけになったワゴン車が一台。元が何色だったのかも分からないほど真っ黒になっている。

　急きゆう遽きよ予定を変更して駐車場の中へ車を回し、問題の車両から少し離れた場所へ停める。ドアを開けて外へ出ると、切り裂くような冬の風が頰ほおに当たった。

　一緒になって助手席側から外へ出た推理マニアが内股になって呻うめいている。腰回りに引っ掛けた、プレゼントみたいなケースに収めたスマホがふらふら揺れていた。

「う、うおおおおお……か、寒暖の差が……。け、刑事さん、ちょっとここ任せても良い……？　わたくし少々化粧室に……」

「勝手にしろ」

　サンタ艶えん美びといったん別れて、俺は黒焦げの車へと近づいていく。

　地元の制服警官はいない。黄色いテープなどで封ふう鎖さもされていない。現場検証を行った形跡もない。おいおい、一体いつからこうだった？　推理マニアの言葉じゃないが、年賀状届けるのが面倒になったバイト配達員じゃないんだぞ。

　とりあえず外から運転席の辺りを覗のぞき込み、誰だれも乗っていない事だけ確認してから、俺は携帯電話を取り出した。

　が、

「……圏外？」

　小さな画面の端に表示されたそれを眺め、俺は思わず呟つぶやいていた。いくら山間の地方だからって、ここはまだ平地の都市部だぞ。それに、俺が東京に出る前遊びに来ていた頃だって、普通にどこでもケータイは通じていたはずなんだけどな。アンテナ基地とか通話可能エリアって、増える事はあっても減る事はないと思うんだが……。

　ともあれ、通じないものは仕方がない。

　ショッピングセンターの中には公衆電話だってあるだろう。まずはそっちから地方警察の方に連絡させてもらうか。

　そう考えて、透明なシャーベット状の雪を踏ふんで駐ちゆう車しや場じようを横断する。

　だからだろうか。ジャリジャリという音の正体を、最初勘違いしていた。

「……？」

　怪け訝げんに思い、足元へ目をやる。

　透明な氷の粒に混じって、赤やオレンジ色をしたプラスチックの鋭するどい破片があった。しかも一つ二つではなく、かなりの数だ。さらに視線を遠くへ投げてみればサイドミラーのようなパーツが転がっていたり、駐車場を照らす街灯の柱が大きくへこんでいたり、車の塗料痕がべったりとこびりついている。タイヤの跡も多い。

　何だ？

　まるで駐車場に停とまっていた車が一斉に動き出して、あちこちぶつけながら移動したような。あるいは停まっていた車を巡って激しい争奪戦でもやったような、この感じ……？

「刑事さーん」

　ショッピングセンターの出入口の辺りでは、ミニスカビキニサンタの艶美がマフラーキャップをごしごし擦こすって暖を取りつつ、手を振っていた。

　そっちに行く前から、すでに異変の片へん鱗りんは見え隠れしていた。

　……ガラスのドアは全てバキバキに割れて、辺り一面がガラスの破片の海になっている。ご当地マスコットの火車ちゃん人形を模した看板は胴体真っ二つにされて転がっていた。

「何なんだこりゃ」

「トイレ行く途中であちこち見て回ったんだけどさ、中も結構酷ひどいよ」

　腰の袋から虫眼鏡を取り出しながら推理マニアが言う。

　踏ふみ込んでみる。

　客にしても従業員にしても、人らしい人は誰だれもいない。柔らかい照明や温かい暖房だけが取り残されたようで、録音された女性の声で淡々とセール情報を繰くり返しているのがいやに寒々しかった。

　そして。

「……あちこちの棚が倒れているな」

「ところによっては赤黒い液体がべっとり。成分を詳しく調べた訳じゃないけど、わざわざペンキとか鶏にわとりの血なんかで偽装していない限りは、あれがああなっちゃってるよね、これ」

　何だ、暴動でも起きたっていうのか？

　しかしそれにしては、レジ周りの機材が壊こわされている様子はない。食料品とかが乱雑に床へこぼれていたり、明らかに歯抜けになっている所はあるんだけど、金目のものに手を出していないのは気になるな。

「困ったな……書類確認だけだと思っていたから、拳銃なんて持ってきてないぞ……」

　あるのは警察手帳と携帯電話にメモとステンレスのボールペンくらいか。頭の沸ふつ騰とうした暴徒の群れが本当にいるとしたら、なんて頼たよりないんだ。

　そして生せい鮮せん食品コーナーには、Ａ４のコピー用紙がテープか何かで棚に張りつけてあった。

　そこにはこうあった。

『さんちゃんへ。

　お母さんは無事です。また明日、同じ時間にここへ来ます。どこかに隠れている場合は、ここに場所を書き込んでもらえると助かります』

「……、何だ、これ？」

「インクは新しい、溶剤の匂いがする……。でもって明日もここへ来るって書いているんだから、明日までこの紙を張りっ放しにしておけるって考えているんだろうねえ」

　推理マニアは頭のトナカイの角を揺らしつつ、すんすんと紙の匂いを嗅いでいた。

　でもって、そんなのは分かっている。そして当然、普通なら店員さんが剝がしてしまう。

　剝がすような店員がいないと判断した上での書き置き……？

　それに、『無事』だとか『どこかに隠れている』だとかいうのはどういう事だ。……隠れなければ無事である事を保障できないような事態が進行しているとでも……？

「刑事さん」

「とにかく電話だ。ケータイは駄目だから、公衆電話を探そう」

　ひたすら広大な店てん舗ぽをゆっくりと見て回る。

　あちこちに書き置きがあったが、一際異彩を放っていたのは日曜大工などのコーナーだ。

『ガソリンをそのまま使うのは危ない。金属石せつ鹼けん、合成洗剤、後は砂なんかと一緒にかき混ぜると安定する。ただしガソリンそのものは揮発性が高い。作業中に吸い込まないよう注意しろ』

『斧おのや鉈なたを選ぶのは良いが、重要なのはタオルと砥と石いしだ。血はともかく脂肪がこびりつくのはまずい。一つの刃物を長持ちさせる術すべを覚えた方がゼッタイ長生きできる』

『大丈夫。人間は、あんなヤツらには負けない』

　どんどん内容が不ふ穏おんなものになっていく。

　文章そのものもそうだが、紙がくしゃくしゃになっていたり、赤黒い汚れがべっとりとこびりついているものも珍しくない。

　このショッピングセンターに来た人達たちが、書き置きを残したり読んだりしている人達が、『何か』に対して酷ひどく脅おびえている様子は伝わってくる。

　だけど、本当に危ないのはどっちだ？

　この書き置きを全て真に受けたとすると、『脅えた人達』は火炎瓶や斧おの、鉈なたなんかを持って表を徘はい徊かいしている事になる。しかも書き置きの筆跡はどれもバラバラで、それこそ暴動を起こせる規模の人達がこんな『流れ』に乗っかってしまっているのが窺うかがえるし……。

　公衆電話を探している内に、推理マニアと一緒になって緩ゆるやかにカーブを描く階段を上っていく。

　ガラス張りのウインドウから鉛色の街へ目をやって、今度こそ絶句した。

「……何だ、こりゃあ……？」

「ただの火事って訳でもなさそうだけど」

　高い場所から見渡した街並みのあちこちから、黒々とした煙が立ち上っていた。双眼鏡がないから詳しくは分からないが、道路上でもかなりの数の車が潰つぶれ、放置されている。雪道でのスリップとは違うらしい。街の一点に染みのような事件現場があるんじゃなくて、街全体がずぶずぶに染まっているような印象だ。

　何より奇怪なのが、これだけの騒さわぎがあってサイレンの真っ赤な輝かがやきや大だい音おん響きようが全くない事。

　救急車、消防車、そしてパトカー。

　そうした緊きん急きゆう車両が出張っている雰囲気が一切感じられない。

　この墓ぼ前ぜん市しで、一体何があった？

　というか、そもそも。この街はまだ機能しているのか……？

　騒そう乱らん罪ざい。

　そんな単語が脳裏に浮かぶだなんて、どうかしている。あんな古い法律が今のインテリビレッジの時代に顔を出してくるだなんて、冗談だろ……。

「おい推理マニア、いったん車に戻るぞ。これは何かまずい。警察署から応援を寄越してもらえば問題解決かと思ったけど、そういうレベルじゃないかもしれない。街の枠組みの、もっと外から応援を呼んだ方が確実だ。……くそ、俺は今何を考えた？　警察署はまだ無事かなんて考えてしまったのか……!?」

　そう言って、来た道を振り返った時だった。




　ゴギン!!　と鼻っ柱に金属質の重たい衝しよう撃げきが走った。

　何かを思う暇もなく、俺の意識は暗い闇やみへと引きずり込まれていく……。




　　　　　２




　ガタゴトと体が揺れていた。

　背中の痛みを不快に感じ、それから自分の意識が本格的に覚かく醒せいしていくのを自覚する。

　目が覚めた途端、思い出したように鼻の頭にズキズキとした痛みが走った。

「……気がついた？」

　すぐ近くから一〇代の少女らしい、柔らかい声が聞こえてきた。だけど推理マニアのものではない。身をよじり、両手の親指を後ろ手に戒められているのに気づく。この感じは……結束バンドか。傍らにイカれた服装の推理マニアが転がされていたが、彼女はまだ意識を失ったままらしい。

　倒れたまま首をぐるりと回して、ようやく大体の事が摑つかめてきた。

　軽トラックの荷台の上、か？

　誰だれが運転しているのかは分からない。そして今、四角い荷台の角にすっぽり収まるように座り込んでいるのは、高校生くらいの少女だった。

　ふわふわした栗くり色いろの髪。

　整った顔立ちに不釣り合いなほどドロリとした、その瞳ひとみの輝かがやき。

　桜色のニットのワンピースと白いカーディガン、ピンで留める帽子に腰の後ろの尻尾のようなアクセサリ。お洒落しやれというより仮装のような格好をしたその少女。

　何より異質なのが……まるで小さな子供が大切なトランペットを抱えるように両手で持った、血みどろの長大な牛斬り包丁。根元の銘は……『腥なまぐさ』？　つい、凶器の特定に使えるヒントを目で追い駆けてしまう。

「……なぎさ、ちゃん……なのか？」

「うふふ、お久しぶりです。忍しのぶちゃんの叔父さん。やっぱり最初の印象って大事よね……」

　挨拶自体はサラリとしたもので、ここが喫茶店のテーブルなら思わず笑顔を返していたかもしれない。だけど、逆に言えばそれが異質か。忍の同級生、渚なぎさちゃんにとっては『今の、この状況』がすでに当たり前の日々の一部となってしまっているのか……？

　そういえば、電話でたびたび忍しのぶのヤツから、渚なぎさちゃんの話を耳にした事があった。

　あいつは変わったとか、世界三大ヤンデレとか。

　俺は忍達たちが中学に上がる前に上京してしまったから、てっきり忍が大おお袈げ裟さに言っているものだと思っていたけど、まさか……？

「何をした……？　というか、何が起きたんだ……？？？」

「すごいね、聡そう明めいな人。てっきり私達を諸悪の根源とみなして大暴れするかと思っていたのに。これなら、わざわざ両手を縛しばる必要はなかったかもしれないね……」

　渚ちゃんは赤黒い血や髪の毛のこびりついた刃物に寄り添いながら、くすくすと笑う。

「……私達がやったのは、まあ、保護かな。うん、大人しい子で良かった。もちろんボランティアじゃなくてギブアンドテイクなんだけど。こんな状況じゃいがみ合っている余裕もないからね」

「保護……？　何から……？」

　ショッピングセンターの書き置き……食料品や武器になるものを蓄えていた人達の痕跡にも、『何か』に脅おびえての行動といった毛色があった。自分から銀行や宝石店を襲おそって金品を奪っちまおうぜ！　みたいなニュアンスの戦力確保とは違う気がする。

　攻こう撃げきではなく、守備。

　侵略ではなく、防衛。

　前進ではなく、後退。

　……でも、墓ぼ前ぜん市しの人達は一体何をそこまで脅えているんだ？

　疑問に対して、渚ちゃんは昏くらい瞳ひとみをこちらに向けたまま、唇の端からするりと言葉を滑り出した。




「『ゾンビ』だよ」




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　俺は。

　相手が同じ人間の形をしていて、同じ人間の言葉を放つからって、勘違いしていたのかもしれない。

　目の前の誰だれか。渚ちゃんとまともなコンタクトが取れるだなんて。

　だって、ゾンビ？

　何を言っているんだ。この子は一体何を口走っているんだ!?

　拳銃を持ってきていなかった事にそっと安あん堵どしている自分がいた。今のこんな渚ちゃんに銃を奪われていたとしたら破滅的だ。

「とは言っても、私達たちが暫ざん定てい的てきに名付けただけのものだから、『そのもの』とは限らないんだけど……。オリジナルのブードゥー教は関係ないし、映画やドラマに出てくる感染症パターンなんかでもないと思う。忍しのぶちゃんとは火車なんていう妖怪さんが絡んでいるって話もしていたんだけど」

「……忍？」

　それでも、必死になって自分でも理解できる単語を拾っていく。

　文字化けしてしまった文書ファイルの中に残る、短い数列を目で追い駆けるように。

「忍も一緒なのか!?　あいつは無事なんだろうな……!!」

　言いかけた、その時だった。

　ガッギン!!　という金属質な轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　渚なぎさちゃんが、手にした牛斬り包丁の先端を軽トラの荷台の床へ叩たたきつけた音だった。

　ドロリとした瞳ひとみで、彼女は言う。

「……今は忍ちゃんの話を広げるのはやめてもらえる？　お願いだから」

　まず、い……。

　冷たい冬空の下で、ドッと緊きん張ちようの汗が噴ふき出す。こっちの得物はステンレスのボールペンだけ、しかも両手を戒められたこの状態で、大きな刃物を手にした渚ちゃんを怒らせるのは得策じゃない。間違いなく一方的にやられる。俺はもちろん、同じように囚とらわれた推理マニアにまで危害が及びかねない。

　そしてじわじわと現状を知る。俺達がいるのは軽トラの荷台。つまり渚ちゃんの他に、最低でも運転手がいる。この狂気は……一人きりのものじゃない……!?

「そうだ、忘れてた」

　パン、と顔の前で二つの掌てのひらを合わせると、渚ちゃんはなんていう事のない顔でごそごそと傍らのバッグを漁あさっていた。恐怖と緊張で心臓を鷲わし摑づかみにされているこっちの気持ちなんてお構いなし。出てきたのは銀イオンとかいうのを使っている消臭スプレーの缶で、渚ちゃんはそれを片手にこちらへと近づいてくる。

　喉が干上がる俺に向けて、ぶしゃぶしゃ!!　と消臭スプレーを噴き付けてくる。

「そう、動かないで、うん、すごいね。ゾンビは犬とかハイエナと一緒で、匂いで獲え物ものを探すの……。まあ、気休めっていうか、おまじないみたいなものだと考えて」

「……、」

「匂いの件を考えると、本当はこういう荷台じゃなくて完全密閉された車の方が良いんだけどね……。ほら、背に腹は代えられないし、まあ車は走り続けている限りゾンビに襲おそわれるリスクも少ないから。……街中で下手に停とまったら死を覚悟しなくちゃならないけど」

　何も答えられない俺など放っておいて、渚ちゃんは寝転がったまま動かない推理マニアの体にも消臭スプレーを噴ふん射しやしていく。

　やがて自分のやりたい事を終えると、彼女はぼんやりと遠くへ目をやった。

「街はもうゾンビだらけ。というか、街の中だけに留とどまっている理由も特にない……。あのままうろうろしていたら、叔父さん達たちだって危なかったんだよ、かなり。私達が助けなかったら、そのまま群れの餌え食じきになっていたと思うし」

「……街の中も、外もダメ。だったら俺達をどこに連れていく気だ？」

「すごいね、良く頭が回る人……。それはもちろん、安全な隠れ家に」

　街並みはメチャクチャだった。街路樹は折れ、ビルのガラスは割れていない方が珍しく、あちこちで車が火を噴ふいている。ボロボロに破れた火車ちゃん人形の着ぐるみが路上に散らばり、冬のお祭りを知らせる横断幕が力なく風に揺れていた。しかもそれでいて、この街は死んでいる。人気らしい人気が全くない。人の住んでいる家と空き家、昼と夜の校舎は全く雰囲気が違うと思うが、ここは街全体が深夜の病院みたいになっているんだ。

「……みんな息を潜ひそめているの。生き残りも、ゾンビ達も」

　渚なぎさちゃんがそう言った時だった。

　俺達を乗せた軽トラックは山間の都市部を抜けて山道に入っていく。人里を離はなれた事で、緊きん張ちようの密度がさらに増す。さらわれている、という事実がのしかかる。冬枯れの木々のアーチを潜くぐり抜けると、車は道から逸それて手掘りのトンネルのような場所へ入っていった。

「『御み口くち様さま』の一部みたいなのよね」

「みくちさま……？」

「そう。アリの巣みたいに広がっている洞窟で、最初のゾンビはきっとここから這はい出てきた……。途中の鉄橋が落ちちゃったから、今は私達にとっても便利な脇道なんだけど」

　どこかで聞いた事があるな。

　そう、そうだ。学生時代、隣となりの墓ぼ前ぜん市しでやっていたお祭りに出かけた時とかに、そんな名前を聞いたような。冬のお祭りの主役が火車で、夏のお祭りの主役が『御口様』。……だけどあれ、確か大元のルーツの話だとあんまり縁えん起ぎの良い話でもなかった気がする。罪人が、ええと、何だったかな……？

　整備されたトンネルと違って照明はない。塗り潰つぶしたような闇やみの中を、ヘッドライトの明かりだけを頼たよりにガタゴトと進んでいく。全体的には急な坂道で、山を登っているのが分かる。

　やがて洞窟を抜けると、木々の間に埋もれるように、小さな集落が見えてきた。

　一つ一つの屋や敷しきは大きい。そして銀行や不動産などのビルが場違いに揃そろっていた。富裕層エリア、か。ひょっとしたら、山を上へ上へ登っていくほど階級が上がるのかもしれない。学生時代、たまの買い物やお祭りくらいでしか利用していなかったから、隣街の事情なんてそう分かるものでもなかった。

　軽トラックが向かったのは、そんな中の一角。

「銀行、か」

「学校とか病院とかも考えたけど、窓の数が多過ぎてどうにもならなくてね……」

　苦労話のように渚なぎさちゃんはゾンビの妄想を話す。

「峠道から離はなれた場所に地熱発電所がある、って地図で知った時は小こ躍おどりしたんだけど、実際に行ってみると規模の小さな実験用で壁かべも薄うすいし、何より『御み口くち様さま』のトンネルと直結しているのか中はゾンビだらけ。手の施しようがなかったよ……」

「……、」

「そう、すごいね。ちゃんと思い至ったんだ。そんな訳で、ここ、この銀行が一番出入口の数が限られていて、守りを構築しやすかったの」

　地元の隣となり街まちだが、銀行には馴な染じみはなかった。

　でも因いん縁ねんならありそうだ。

　入り口近くにある、上は二重、下は一部が欠けた菱ひし形がたの印。

　菱神紋。

　メガバンクには見えない。資本協力の名目で買収でもされたのか。

　とはいえ、無事って訳でもないらしい。金属製のシャッターは斜めにめくれ上がり、壁も一部が崩れている。まるで戦争フィルムの爆ばく撃げきで取り残された廃屋だ。ゾンビなんて話は荒こう唐とう無む稽けいだが、どうやったら人の手であんな事ができるんだ。

　駐ちゆう車しや場じようには二〇人くらいが乗れるマイクロバスが一台停とまっていた。……けど、あれは本当に動くのか？　窓という窓がバキバキに割られ、気味の悪い染みがあちこちにこびりついている。ここから見える座席もほとんど綿が飛び出ていて、タイヤもパンクしているのか、車体全体が斜めに傾かしいでいるように見える。

　そんな駐車場に軽トラが停まると、渚ちゃんは刃物片手にゆっくりと立ち上がった。胃袋にギリギリとした重圧がのしかかるが、彼女は柔らかい仕草で推理マニアの肩を摑つかんで揺さぶっただけだった。呻うめき声ごえと共に、ミニスカビキニサンタの艶えん美びがゆっくりと目を覚ます。

「ついてきて。そう、すごいね」

「……、」

　逆らえない。両手を後ろ手に縛しばられた状態では武器を持って反撃に出るのはもちろん、全力疾走で逃げ出すのも叶かなわない。何な故ぜなら人間は二本の腕を振ってバランスを取るからだ。そして相手は『腥なまぐさ』とかいう刀のように大きな牛斬り包丁持ちの渚ちゃんに軽トラックは走る凶器。こんな誰だれもいない山道で追い駆けっこになったら一〇〇％殺される。

　例外中の例外であっても、推理マニアはやっぱり民間人なんだ。

　どうあっても、こいつに危害が及ぶ選択だけは避さけなくてはならない。

　推理マニアと二人して荷台から降りると、軽トラックの運転席と助手席から、それぞれ人が出てくるところだった。

　運転席の方からは白髪交じりの男、助手席の方からは若い女。

「紹介するね。みんなの顔合わせは緊きん張ちようしちゃう……。こっちのおじいさんは佐さ田だ調しらべさん。なんとびっくりお医者さんなんだよ。おかげで私達たちはかなり助かっている……」

　ふん、と鼻から息を吐いたのは、四〇代後半くらいの中年、いやそろそろ初老に入る男か。セーターにスラックス、その上から白衣を纏まとっているが……あまり身なりに気を配るタイプじゃなさそうだな。髪は黒と白髪が雑に交ざり合い、セーターも首回りがよれている。白衣やズボンも裾の辺りに泥が跳ねていた。メガネについても度が合っていればそれで良い、くらいの感覚のようだった。

「で、こっちが天あも羽う猫ねこさん。消防隊員なんですって……。まあ、今はその技術を逆手にとって火炎瓶を作ってもらったり、ドア破りとか高所の窓から抜け出す方法とかで役に立ってもらっているんだけど。はい、すごいね。じっとしてたお礼にキャラメルあげる……」

　もう片方は二〇代に入ったばかりといった感じの女性だった。多分俺より若い。ヘアゴムを使って頭の後ろで束ねたふわふわの髪に、健康的でグラマラスなスタイル。でもそれだけじゃない、きっと女性らしい皮下脂肪の下にしなやかな筋肉を備えている。服装は動きやすさ重視なのかスポーツブランドの明るいイエローのジャージだったが、不思議と医者の佐田と違って、雑ではあるが不潔な印象はなかった。知らずに崩れているのと、ファッションを理解した上で崩しているのの違いかもしれないが。首から細い鎖くさりでオイルライターを下げていたり、ショルダーバッグやウエストポーチなんかをごてごて身に付けているのは……さっきの『紹介』と何か関係があるのか？

　とりあえず、ここにいるだけで三人。さらに銀行の中にはお仲間がどれだけいるんだ？

「（……ねえ刑事さん、今目が覚めたトコなんだけど全体的にどうなってんの？）」

「（……後で説明する。準備もなく抵抗してもろくな事にならないってだけ覚えておけ）」

「は、早く入ってよ！　いつまでも外にいたくないし……」

「まあ、バリケードの『知恵の輪』まで入ってしまえばゾンビ達から身を守れる。知性が低いのは救いかもしれんがね」

　当たり前って顔の安心材料が、何に対して払ったコストなのかサッパリ見えない。まるで知らない国のお金が行き交っているようだ。

　正面からではなく、裏手の鋼鉄の扉から中に入っていく。

　すぐに、長椅子やテーブルなどを天井までみっちり詰めたゴミの壁かべが待っていた。脇には二階に続く階段があるが、渚なぎさちゃん達は体を折ってゴミの壁の隙間を潜くぐっていった。

「ゾンビはこういう頭脳労働ができないからね……」

　渚ちゃんの後に続くと、危うくニットのワンピースから突き出された腰の辺りで下着が見えそうになっていた。

「私達の姿や匂いを捕捉されても、楽な方へ楽な方へ、壁に沿って進んでいくの……。そうすると、ゾンビはバリケードを壁かべと認識して、二階に続く階段の方へ向かっちゃう。壁沿いに歩いて別の階段から一階に下りて、そのまま外へ。ぐるぐるぐるぐる、私達たちの生活圏には永遠に辿たどり着けない……」

「まあ、ゾンビは匂いを辿るから、二階の方からわしらの生活臭が伝わるようにダクトを利用したりもしているがな。元々はガス兵器対策だったものらしくて、かなり強力な設備が組み込まれている。カーテンなどを丸めて詰め込めば空気の流れを変えられるから、外へ逃がすはずだった空気を二階へ流すのも難しくはない。後は匂いに釣られたヤツらが興味を失うまで、延々歩かせれば良い」

「そ、それに、いざ一階に突入されたら、最後の手段よ。壁を発破して緊きん急きゆう脱出。車まで一直線でショートカットできるようになっているんだから」

　何やら自慢げな三人だが……どこまで本気だ、これ？

　発破って爆ばく薬やくじゃないだろうな。

　安心を得るための癖くせなのか知らないが、天あも羽うが首から下げたオイルライターの蓋をカチカチ開閉するのがすごく気になる。

　大きなフロアに出た。屋内は昼間から蛍光灯が点ついていた。所々、窓やシャッターが破は壊かいされているが、そちらにはゴミの壁で塞いである他に化粧室から取り外してきたのか、大きな鏡が置いてあった。外から見るとどんな効果があるのかはちょっと分からない。

「この銀行も、三分の一くらいはわざと崩してあるの……。その上で、瓦が礫れきを積んで鏡を駆使して外から隙間を覗のぞくと全部丸見えになっている『ように』細工してる。実際には、私達が暮らす生活圏は外からは見えないし、入れないようにしてあるんだけどね」

「手品というより、ジョークグッズの鏡の箱みたいなものだな」

　メガネのつるを指先でいじりながら、医者を名乗る佐さ田だがそんな風に付け足していた。

　渚なぎさちゃんは頷うなずきつつ、

「ゾンビ相手に、無理に『押し留とどめよう』としてもダメ……。大きな密室を用意すると、かえってヤツらの興味を引く。それで集中攻こう撃げきを受けた役場とかも見てきたしね。というか、連中の『嚙かむ』って、食べるんじゃなくて確認作業みたいなんだよね。赤ちゃんが何でも口に入れるのと一緒なんだけど、ただ筋力が馬鹿げているから人死にが出るっていうか。逃げる人を追い駆けて嚙かみ付くのも多分同じ。抵抗すればするほど興味を持たれちゃう。これは覚えておいて。キャラメル渡してすごいねって言ってあげるから」

「……、」

「だから食い止めるより受け流した方が効果的なのね。興味のガス抜き。そういう意味でも、窓や扉の数が制限された銀行っていうのは、ルートを構築しやすい場所なんだ……。自由に中を闊かつ歩ぽさせつつ、でも私達の生活圏とは微妙に交差させない、そんな騙だまし絵を作るにはね」

　広い空間の中心に立つと、渚ちゃんは刃物片手に大きく伸びをしていた。

　そんな話を聞きながら、頭に浮かぶものがいくつかある。

「（刑事さん……）」

「（魚の習性を利用した追い込み漁に似ているな。渦巻き状に網の壁かべを作っておくと、壁に沿って移動する習性から魚を一ヵ所に閉じ込める事ができるっていうヤツ）」

　魚の低知能をゾンビにも当てはめたって訳か。

　何ともインテリビレッジ出身らしい妄想だ。俺と同じで、川遊びが趣しゆ味みだったのかな。

　と、医者の佐さ田だがこんな風に言ってきた。

「わしはもう行って良いか？」

「うん」

「わ、わたしも……。こっちの武器は使い捨てだから、早く補充しておきたいし」

「火炎瓶お願いね」

　理解不能な価値観で社会は回り、仕事が割り振られ、バラバラと人は散らばっていく。手近なドアが開き、思い思いのスペースに入っていく。あちこちに視線を投げる俺達たちに、渚なぎさちゃんは大きな牛斬り包丁で軽く床をつつきながら話しかけてきた。

「あなた達はこっちね。ごー、ごー……」

「……どこに連れていく気だ？　両手もずっとこのままなのか？」

「そんなのすぐ分かるよ」

　そして渚ちゃんに連れて行かれたのは、銀行のカウンターの奥にあった円形の分厚い扉だった。冗談抜きに厚さは一メートルくらいあり、固定用のボルトが二〇本以上用意されている。

　中央に菱ひし神がみ紋を刻んだ鉄てつ塊かい。

　銀行の……大金庫……!?

「なあ、おい。何もこんな所に閉じ込める必要はないだろう？　アンタは俺達を保護するって言ったじゃないか！　これじゃまるで牢ろう屋やだぞ！」

「ダメ。実は前にも街のあちこちから人を拾ってきたの。表のマイクロバスを使って」

「それが何の関係が……！」

「騒さわいでも聞いてあげないよ、間違った学習になっちゃうもの……。銀行に入れば安全だった。ゾンビは頭を使う『知恵の輪』バリケードの中には入れず、分かりやすい二階から別の出口に向かうだけだったから。でも、彼らが指示を聞かずにもたついたせいで、安全地帯に入る前にゾンビ達から横よこ槍やりが入ったの。後はもう酷ひどかった。バスから離はなれていた私達は銀行側に避ひ難なんするしかなかったし、バスの方に取り残された人達は逃げ場もなくて……手の施しようがなかった」

　……それは渚ちゃんの狂ったフィルターを通して見た世界の話だ。

　実際には、何があった？

　少なくとも、マイクロバスが壊こわれた状態で放置してあるのは見た。でも、実際にはそこに何人の人が乗っていた？　あるいは、本当に一人でも乗っていたのか？？？

「だから生き残りは保護するし、食事も与える。必要なら武器を持って一緒にゾンビと戦ってもらう。だけど行動の自由はダメ。安心して眠れる場所があるだけでも感謝して。そこが一番安全な所だってきちんと覚えたら、すごいねって言ってあげるから」

　ぐいっと肩を押されて、息が詰まる密室の中へと放り込まれる。

　金庫、と言っても中は意外と広い。トンネルのようにオレンジ色の照明に照らされた空間は、学校の教室二つ分くらいある。そして完全に一つの空間ではなく、鉄格子によっていくつかのセクションに分かれていた。紙し幣へいの束がブロックのように積まれている場所、同じく金塊が積まれている場所、コインロッカーみたいなのは貸金庫か、あるいは債券なんかを管理する場所か。全体としては広いが、一つ一つだとそうでもない。一番狭い場所だとシティホテルのシングルルームよりも小さいくらいだ。

　渚なぎさちゃんはうっすらと笑いながら言ってきた。

「選ばせてあげる。二人一緒が良い？　それともバラバラが良い……？」

「一緒で」

　即答したのは推理マニアだった。

　渚ちゃんは艶えん美びの腕を取って、壁かべ際ぎわに引き出しの並ぶ一角へと放り込んだ。続いて俺も。ぎい……という軋きしんだ音が胸に刺さる。それから、ガチガチン、という音と共に鉄格子の扉が施せ錠じようされるのが分かった。

「後ろを向いて、両手をこっちに出して。親指を縛しばっている結束バンドを切ってあげる」

「……、」

「はい、すごいね。キャラメルあげる」

　指示に従うしかなかった。

　腕の戒めが解けるが、解放感はまるでない。

　こちらはもう完全に鉄格子の内。そして鍵かぎを持つ渚ちゃんはカツコツと足音を鳴らして、ゆっくりと大金庫の外へ向かってしまう。息が詰まる。苦しい。そんなこっちの想おもいなど露つゆ知らず、完全に自由な世界へ飛び出した彼女はゆっくりと振り返った。

「……それじゃあまたね、お二人さん。ゾンビは受け流した方が良いって言ったけど、ここまで堅ければ話も変わるだろうし。外に興味あるかもだけど、新しい縄なわ張ばり作った方がお互いのためだからね、くす」

　ゴウンゴウンゴウンゴウン!!　という機械音が響ひびいていた。

　少しずつ、滑らかに……一メートル以上の厚さを誇る円形の扉が動く。

　菱ひし神がみ紋を刻んだ封が、閉じていく。

　当たり前に思ってきた自由。自分の頭で考えて二本の足でどこにでも行ける権利。そんなものが、まさに目の前で奪われていく。それが分かっていて、どうにもならない。

　たっぷり三〇秒もかけて、完全な密室は完成した。

　大金庫は閉じた。

　きっと推理マニアが横にいなければ、俺は絶叫していたと思う。
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　できる事は少ない。かと言って、ただ黙だまって座して待つ訳にもいかない。

　菱ひし神がみ紋の扉は閉じた。言い換えれば渚なぎさちゃん達たちの監かん視しの目も消えた。途端に、俺と推理マニアは鉄格子の中でバッ!!　と顔を見合わせる。互いのポケットから携帯電話とスマートフォンを取り出す。当然ながら両方とも圏外。だけど他にも使い道はある。

「どこまで調べた!?」

「目が覚めてからは一通りこっそり録画済み。銀行内部については任せておいて。だけど寝てた間は流石さすがにノーチェック。刑事さん、一体何が起きているの？」

「こっちもこっちで、軽トラの上での渚ちゃんとの会話はケータイで録音してある。まずはこれを聞いてくれ。情報を共有しよう」

　一体いつまで監禁状態が続くかは分かったものではない。考えるだけでゾッとするが、最悪の可能性を考こう慮りよすると、ケータイのバッテリーについても無駄遣いはできない。

「電池はどれくらい残ってる？」

「満タンに近いけど、そもそもスマホだからあんまりあてにならないかな。でもデカい急速チャージャーがあるから、当面は問題なさそう。刑事さんは？」

「充電ケーブルはあるけどコンセントがない。こっちはどんなに節約しても限りがある。じきに使えなくなるものと考えて、今の内に中のデータ全部に目を通してくれ」

「りょーかい、刑事さん」

　答えながら、推理マニアは俺の携帯電話から流れてくる録音音声に集中している。やはり肌寒いのか、時折肩を抱いたり、両足を擦こすり合わせたり、たれ耳を大きく伸ばしたようなマフラーキャップを頰ほおに当てたりしながら。

　俺はゆっくりと息を吐き、鉄格子に背中を預け、片手で前髪をグシャグシャにした。

　そのまま呟つぶやく。

「済まなかった」

「何が？　艶えん美びちゃんのサンタコスを見ても奇き麗れいだねって言ってくれなかった事が？」

「……お前の身を危険にさらした。状況が状況だ。連中の構成は見えてこないけど、未成年の女の子に付き合わせるような事態じゃない」

「じゃあ頭のイカれた誘拐グループの前で『この子だけは助けてくれ』って懇こん願がんした方が正しかった？　変な注目を浴びて余計に危ないよ、そんなの。昏くらい娯楽と嫌がらせの意味を込めて、開始早々手足を押さえつけられて裸に剝むかれていたかもね」

「……、」

「ダメージゼロの道なんかない。残念ながらそれが現実。だとすれば、やっぱり刑事さんは最低尽くしの中ではまともな一手を選んだんだよ。少なくとも私が今無事に生きているのは、吞のん気きに気絶している間に刑事さんが守ってくれたからでしょ？」

「だけど俺は警察官だ」

「理由になってない。私は警察官だって人間なんだよってくらいは分かるオトナだと自覚していますけど？　全身タイツのマッチョじゃないんだから気にしなさんなって」

　ややあって、艶えん美びは携帯電話の中に残っていた渚なぎさちゃんとの会話を聞き終えた。

　ため息をついて推理マニアは口を開く。

「ペットの飼い方……だね」

「やっぱりお前もそう思うか？」

「犬猫を中心に他にも小動物がいくつか。何ならスマホに電子書しよ籍せき入ってるけど見てみる？」

「いや……『すごいね』っていう決まった褒ほめ方、キャラメルのご褒ほう美びは特別なエサ、牛斬り包丁ガンガン叩たたいてたのも、苦手な金属音使ったアメとムチだろ。大体分かる……」

　あれもあれで問題だが、根っこは他にある。

「……それにしても、ゾンビパニックねえ？」

「どうしてこんな流れになったのか理由が分からん」

　少なくとも、俺達たちは死体が起き上がるところなんて見ていないし、徘はい徊かいする腐肉の集団に襲おそわれた事もない。街は不自然なくらい静まり返り、あちこちから黒煙が立ち上っても消防車の一台も出てこないような異常事態なのは確かだが、それとこれとは話が別なのだ。

　だとすると……、

「ゾンビの存在が信じられているのは事実かもしれない」

「だけど、本当にゾンビがいるかどうかは分からない、ってトコかな？」

　そうだ。

　というか、常識的に考えればそれ以外の答えなんかないじゃないか。

　得体のしれないオカルト技術で悪あく霊りようが死体を乗っ取った、あるいは謎なぞの病原菌が蔓まん延えんして死体が起き上がった。そんな風に考えるより、集団ヒステリーでも起きて墓ぼ前ぜん市しにいた人達がみんなゾンビの幻覚に振り回されている、と見た方が自然なのだ。

　街は壊こわれていた。

　でも、あれは本当にゾンビの群れがやった事なのか？

　それよりも、ゾンビの妄想を振り払うために手製の武器を振り回した人間の群集が起こした破は壊かい活動の結果、と見る方が納得できないか？

　例えば、彼らは自分で起こした事件を自分で正しく覚えていない、とか。

「気づいているか？　その仮説だとしても、極めて短期間の内に集団ヒステリーが蔓まん延えんしたみたいだな」

「その根拠は？」

「ショッピングセンターの生せい鮮せん食品は腐っていなかった。それにそもそも、一つの街が暴動で機能不全に陥れば、その情報は外に洩もれる。そんな暇も与えないくらいだったんだ。せいぜい数時間程度って見るべきじゃないのか？」

「政府の謎なぞの機関が情報封ふう鎖さをしていたりって線は？」

「……馬鹿馬鹿しい仮説だが、一応反論するぞ。だとすれば俺達たちが墓ぼ前ぜん市しにすんなり入れたのは何な故ぜだ？　隠いん蔽ぺいなら人の流れだって堰せき止めるのが自然だと思うが」

「ま、だよね。政府にとっても寝耳に水で急ごしらえの封鎖態勢はグズグズだった、なーんてアクシデントでもない限り、その線は薄うすいか」

　ゾンビなんかいない。

　それが分かってもらえればすぐにでも監かん禁きん状態から解放してもらえる。何故ならこれは『保護』という名目なんだから。だけど、一つの常識が完全に壊こわれた街で『少数派』の意見なんてどれだけ通る？

「……アメリカ辺りだと、ＵＦＯ村とかでこういう事案があったりするよね。宇宙人の侵略に脅おびえる村人達が、気に入った旅行者を善意の心でシェルターに押し込んで『保護』してしまうって話」

「ちなみにそれ、仮に旅行者が村人の気分を害したらどうなるんだ……？」

「お前実は人間の皮を被かぶった宇宙人だろう。その後はまあ、ケースバイケースかな。広場で公開処刑か、あるいは後学のために解剖台へ乗せられるか。というか、村の掟おきてを破ったヤツとか派閥争いに負けたリーダーなんかもみーんな宇宙人扱いされるんだけどね」

　頭の痛くなる話だった。

　例えば、人類滅亡に脅える人は、でも同時に人類滅亡を信じている。それを否定される事を嫌う。呪じゆ縛ばくから解き放たれたいと願っていながら、実は誰だれよりも縛しばられたがっている。ゾンビの脅威と戦う渚なぎさちゃん達にゾンビなんかいないと言い張る事は危険かもしれない。お前人間のふりしたゾンビだろう以下略になるのは流石さすがに嫌過ぎる。それから、暴徒達の社会性も気になるな。裏街道や刑務所のルールは恐怖の象徴だが、幹部に上り詰めれば旨うま味みも出てくる。そんな縛しばりや独自ルールでもできつつあるのか。

　ともあれ。

「……情報の共有はできたな。次はお前のスマホの映像の方を見せてくれ」

　単純に俺の携帯を推理マニアに、推理マニアのスマホを俺に、と交換しなかったのは、やっぱりバッテリーのためだった。一人一人同じ映像を眺めるより、二人で一緒に眺めた方が節約になる。サンタらしくプレゼントの包みを模したケースのスマホを借りる事に。

　冷たい肩を寄せ合って小さな画面に目をやる。

　映像は頻ひん繁ぱんにブレていた。後ろ手で操作して水着の腰回りに引っ掛けたまま撮さつ影えいしていたのだから無理もない。あまり凝ぎよう視ししていると乗り物酔いになりそうだが、今は気にしていられない。

　まずは軽トラックを降りた辺り、うっすらと雪に覆おおわれつつある銀行の外観から。シャッターや壁かべの一部はわざと人の手で崩してあるって話だったが、まあ爆ばく薬やくや重機を使えばできない事もないだろう。他に注目すべきは、

「壊こわれたマイクロバスが気になるね」

「渚なぎさちゃんの話では、街の中から生き残りを見つけて銀行に運び込むつもりだったみたいだけどな。結局、マイクロバスから銀行に移すわずかな間にゾンビに襲おそわれて、大失敗に終わったとか」

「でも、仲間の数ってどれくらいなんだろね。銀行の中にあいつら三人以外に誰だれかいる様子でもなかったし」

「何がどこまで正しいのか分からないな」

　裏手の分厚い鋼鉄の扉を抜け、知恵の輪みたいなゴミの壁を潜くぐり抜けて、銀行の中へ。

　ロビーの辺りで、渚ちゃん、医者の佐さ田だ調しらべ、消防隊員の天あも羽う猫ねこがこんな風に言い合っていた。

『わしはもう行って良いか？』

『うん』

『わ、わたしも……。こっちの武器は使い捨てだから、早く補充しておきたいし』

『火炎瓶お願いね』

「ストップ」

　推理マニアが横から手を伸ばし、動画ファイルを一時停止させる。

「気がついた、刑事さん？」

「……佐田も天羽も、渚ちゃんの許可を取ってから行動しているな。歳で言えば渚ちゃんは一番下で、未成年だ。車の運転もできない。普通だったら序列は逆になると思うんだけど」

「それも気になるけど、今はこっち」

　と、寒さでもじもじしながら艶えん美びは画面の一角を指差す。

「佐田が消えていくドアが、画面の奥の方に映ってる。消防隊員の天羽の方は完全に画面の外だけど、こいつだけは確認できるかも。注意して、コマ送りで再生するよ」

　ゆっくり、カクカクと動く映像の中で、佐田調が奥のドアへと歩いていく。

　何が出る？

　少しでも情報を拾うために注目する俺達たちの前で、じわじわとドアが開いていく。その中にあるものが開陳されていく。

　外国為替取引など、上得意の顧こ客きやくと相談するための個室を利用しているのだろう。

　そんな中に、何かテーブルとは違う、それでいて脚で支えられた四角い何かが鎮ちん座ざしていた。あれは……何だ？　診察台か、あるいはストレッチャー？？？

　佐さ田だ調しらべは医者と紹介されていた。ひょっとしたら、怪け我が人にんの応急手当をするための診察室のようなものかもしれない。

　そうした甘い考えは、ある一点に気づいた瞬しゆん間かんに砕け散った。

「刑事さん、これ……」

「……、」

　診察台から少し離はなれた場所に、錆さびついたドラム缶が置いてあった。ここから見えるだけで二つ。いくら即席の診察室とはいえ、わざわざ不潔なものを持ち込む理由がない。

　言い換えれば、あれは診察室ではない。

　では何だ？　何のために医い療りよう器具をかき集めている部屋なんだ？

　その答えは、やはりドラム缶にある。缶詰のように上部を切り取られ、古いドラマに出てくるお風呂みたいになっているそのドラム缶。

　まず、縁ふちが赤黒く汚れていた。

　さらに、ドラム缶の中から折れた枝のように飛び出ているのは……何だ？

　いや、噓うそだろ、ひょっとして……。




「……人の、腕……？」




　推理マニアがコマ送りの映像を一時停止する。動画ファイルの一点を拡大させる。画像処理ソフトがないためドットが単純に広がり、まるでモザイクのように不ふ鮮せん明めいだ。ただ、どう考えてもマネキンや球体関節人形の腕とは違う。この、赤や紫が斑まだらに入り乱れた色彩。なんていうか、汚れ方が無機質ではない。内から変色していくあの感じは、塗料を塗って再現できるものでもない。

「刑事さん、まさかと思うんだけどさ。これまさかと思うんだけどさ」

「言ってみろ」

「……このお医者さん、疑わしきは解剖して調べてみるタイプだったりする？　ＵＦＯ村の狂人と同じように」

　どうにもならなかった。

　営利目的の誘拐とはまた違う、極彩色の綱渡りが始まる……。
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　ひうひう、ヒウヒウ。

　ヒウヒウ、ひうひう。

　隙間風の音がうるさい。あちこちを乾いた風が吹いている。耳の穴から頭の奥に入り込んだその風が、脳の皺しわの中にまで潜もぐり込んでくるようで気持ち悪い。風は俺の脳みそを少しずつ乾かしていって、骨抜きの人形にしようとしているのだ……。

「うっ……!?」

「刑事さん？　刑事さん!?　どうしたの、体が震ふるえているけど」

「なん、だ。くそ……風が……？　推理マニア、どこかから隙間風が入っていないか……？？？」

「完全密閉の大金庫の中にそんなの流れる余地なんかないよ。ほんとに大丈夫？　ほら、ゆっくりと深呼吸して、辛つらいだろうけどここがどこだか思い出して……」

　次第に状況が分かってきた。

　まず大前提として、話すべき事、精査すべき情報が出尽くした段階で俺も艶えん美びも沈ちん黙もくせざるを得なくなった。そこでウトウトと微睡まどろんで、夢でも見たんだろう。

　入眠時幻覚。

　いいや違うか。今の環かん境きようを考えると、こいつは……。

「拘禁反応でも出始めているっていうのか。厄介だな」

　拘禁反応は一種独特の精神状態で、長期にわたって体の動きを封じられた時に起こる精神の変化を指す。手て錠じようや拘束具で肉体を直接戒められたり、狭い一室に閉じ込められたり、特殊な場合だと常に監かん視しを受けていたりＧＰＳ発信機の装着を強いられたりでも発生するらしい。

　変化の内容は多岐にわたる。幻覚や幻げん聴ちようから始まり、各種の妄想、思考の制限、感情の爆ばく発はつなどなど。

　取り調べと勾留の関係で、一通りの知識は詰め込まされていたはずだけど……。

　まずいな。

　拘禁反応の特効薬は単純明快。肉体の拘束を解けば良い。本当にほとんど人格崩ほう壊かいに近い状態の対象者でも、部屋から出た途端に数時間で復調に向かうケースもあるほどだ。例えば刑務所に運動場が作られているのも、こうした症状の発生を未然に防ぐためなのだ。

　ただし逆に言えば、いったん症状が出れば監禁が続く限り延々と悪化していく。部屋の中にいながらにして乗り越えるとなると、実現はかなり難しくなってくる。仕組みは全然違うが、車の中で乗り物酔いを何とかしようと不毛な努力を繰くり返すのと感覚的には似ている。

　……となると、くそ。

「推理マニア。何か縛しばるものはないか？」

「？」

「これからどこまで悪化するか分からない！　被害妄想だの感情の爆発だのになれば、根拠のない疑心暗鬼に陥った俺がお前を傷つけるかもしれないんだ。その前に俺の自由を奪ってくれ。実際に暴れてから縛ろうとしてももう遅いんだ!!」

「刑事さん、仮にマジで拘禁反応だとしたら、自由を奪えば奪うほど症状は悪化する。そんな方法は取れないよ！」

「お前は今、猛もう獣じゆうと同じ檻おりに入っているようなものなんだ。頼たのむから、最後まで俺を警察官でいさせてくれ!!」

　推理マニアはゆっくりと首を横に振った。

　……こいつの協力は期待できない。でも絶対に俺の手で推理マニアを傷つける訳にはいかない。症状が重くなってきたら、そうだな。充電ケーブルじゃ強度が足りないから、上着のカーディガンとかズボンのベルトとかを使うしかないか。

　ゆっくりと息を吐く。

　気を抜くと、すぐにでもあの隙間風の音がぶり返してきそうだ……。







　しばらく経たって、俺は鉄格子に背中を預けたまま、自分の膝ひざを抱えていた。

　頭の後ろの方からヒソヒソ声が聞こえる。気がする。

　常識で考えればこの大金庫には俺と推理マニアしかいない。そんな事は分かっている。だけど、どうしても後ろを振り返ってしまう、確認作業をしてしまう。何度も、何度も。まるで重度の潔けつ癖ぺき症しようの人が、何かに追い詰められて延々と手を洗い続けるように。

　五分前の自分の行動を思い返してその異常さに震ふるえる。

　なのに五分後の自分は全く同じ事をやっている。

　くそ、本格的に頭がどうにかなりそうだ。あるいは、もうそっち側に片足を突っ込んでいるのか。渚なぎさちゃんを中心とした、ゾンビを信じるあいつらと同じように。

「……、」

「おい、推理マニア？」

　ふと視線を投げて、そこで異変に気づいた。

　艶えん美びの反応がひどく鈍い。声を掛けても返事がなく、目の前で手を振っても瞬まばたきもしない。その冷たい肩を摑つかんで、ようやくのろのろと彼女は顔を上げた。

　ぼんやりとしたその瞳ひとみを見て、ようやく気づいた。

　拘禁反応。……こいつも同じ!?

「おい、しっかりしろ。何を見たんだ、推理マニア」

「え、あ……？　だいじょうぶ、だいじょうぶ。私は、刑事さんに重荷なんか押し付けない……。自分で何とかするから……」

「吐き出せ！　抱えてもろくな事にならないぞ、自家生産の妄想は短期記き憶おくの内なら何でもない。だけど長期記憶にこびりつくと厄介になる!!」

「へ、えへへ……。サイレンが聞こえるんだ」

「……サイレン？」

「分厚い壁かべの向こうから、ぴーぽー、ぴーぽー、って……。ああもう！　分かってる、分かってるんだよ!!　音漏れするような壁じゃないって。だけど息苦しいの。ねえ大丈夫だよね、これ本当に大丈夫だよね？　実は銀行はごうごう燃えていて、私達たちはでっかい竈かまどの中で取り残されているんじゃないよね……!?」

　……俺と推理マニアは同じ道を進んでいる。

　ただちょっと、程度に違いがあるだけで。何しろ菱ひし神がみ紋を刻んだ大扉に閉じ込められているんだ。そのプレッシャーは段違いだろう。

「良いか、推理マニア。拘禁反応には個人差があるけど、重要なのは閉じ込められている時間だ。あれからどれくらい経たった？　少なくとも食事は運ばれてきていない。まだあれから一日も経っていないはずなんだ」

「分かんないよ、分かんないよそんなのさあ！　だって窓もドアもなくて、外の様子なんか見えなくって、今が昼か夜かも判断できないじゃない!!　あいつがっ、あの男達が!!　ニヤニヤ笑ってもう一度私を殺そうとしたら……!!」

　頰ほおを叩たたかれるような言葉に、こっちの心までぐらつきそうになる。

　パニックが伝染するように、引きずられそうになる。

　時間……そう、必要なのは正しい時間だ。

　今にもひっくり返りそうになる意識の小舟を必死に押さえつけながら、俺はこう言った。

「見ろ、推理マニア」

「何を……」

「俺のケータイだ！　時計の数字を見てみろ。あれからまだ数時間しか経っていない。大丈夫だ、まだそんなに深刻な拘禁反応が出るようなタイミングじゃない！　お前のそれは思い込みだ!!」

　どこまで役に立つのかは分からない。

　だけど俺の言葉に耳を傾け、画面に目をやった推理マニアの瞳ひとみの動きが、徐々に滑らかさを取り戻していく。緩かん慢まんな妄想の世界から、外へと目を向け直していくのが分かる。

　……傍はた目めに見れば、俺達はひどく滑こつ稽けいなのかもしれない。

　こればかりは、実際に明日も知れない、いいや一時間先の運命さえ分からない状況で息が詰まるほどの監かん禁きん生活を強いられなければ実感なんて湧かないかもしれない。

　だけどこれは、掛け値なしにギリギリだった。自分の心が、魂が、時間の経過と共に塩の塊みたいにポロポロと剝はく離りしていくのが分かる。

　こんな小細工だって、いつまでもは通じない。

　携帯電話やスマートフォンのバッテリーには限りがある。人は刺激に慣れるから、デジタル数字を眺めても落ち着く効果だって薄うすれてくる。数字の方が間違っている、なんて妄想が始まったらもうアウトだ。そして何より、拘禁反応は時間の経過と共に酷ひどくなっていく。

　命綱が消えたら、俺達たちはどうなる？

　支えを失って、心が押し潰つぶされたら、本当にどうなってしまうんだ……？







　ベッドどころか毛布の一枚もない状況なのに、不定期に微睡まどろみと覚かく醒せいを繰くり返している自分に気づく。

　焦しよう燥そうが酷い。現実から思考が逃げ始めている。

「……刑事さん、今何考えてる？」

　そう言ったミニスカビキニサンタの艶えん美びが、現実の少女か夢の住人かの区別もつかなくなってきていた。

「初めてお前と会った時の事を思い出してた」

「ははっ、やめてよ。流石さすがに恥ずかしい」

「そう言えば、あの時も半ば監かん禁きん状態だったな……。とはいえ、館の中を自由に出歩くくらいはできたけど……」

　透とう輝き館かん、という名前を思い浮かべる。

　山奥で暮らすイカれた一族の屋や敷しきだった。家族に隠し事は不要、だとかいう家訓をダイレクトに体現するため、屋敷の内ない壁へき、床、天井なんかが全部透明な強化ガラスで作られたプライバシーゼロの狂った居住空間だった。

　まるで磁石で吸い寄せられるように業の深い人間ばかりが集まって。

　そして、起こるべくして殺人事件が起こった。

　そんな中に、『たまたま』と呼ぶにはあまりに強固な見えない線を辿たどって、俺と推理マニアはそれぞれバラバラな方向からやってきて、同時にこの事件を目もく撃げきしていた。

「……考えてみれば、あの頃のお前は水着なんか着てなかったな」

「誰だれのためにカラダ張ってると思ってんの？　さっさと押し倒してくれても構わないんだよ？」

　初めて出会った菱ひし神がみ艶美は、まさしく死神だった。

　髪型はツインテールじゃない。可愛かわいらしい水着も纏まとっていない。ザラリと流れるロングヘアに、体全体どころか口元まで覆おおう漆黒のコート。同色のズボンはあちこち飾りのファスナーがついていたけど、そこから覗のぞく太股の色は眩まばゆいというより危うい方が近かった。何より錆さびた刃物のように痛々しいその瞳ひとみの光。放つ言葉の全てが相手から必要な情報を最短で引き出し、代わりにあらゆる信しん頼らいを根こそぎ失っていくような、そんな死神。

　事件の解決のためなら何でもする女だった。

　───例えば、『真犯人』を示すダイイングメッセージを書き換える事で容疑者全員の言動がどう変わるのかを観察したり。

　───例えば、『真犯人』が狙っていた二人目の標的を先んじて死なない程度に襲しゆう撃げきし、全員の注目を集める事で容易に手出しできない環かん境きようを整えたり。

　───例えば、『真犯人』を追い詰めて自白を促すため、そいつから最も近しい人間に疑いがかかるように仕向けたり。

　そう。

　いきなり拳銃とかバズーカとかを取り出す訳じゃなかったけど、感じとしては舞まいのヤツに近かったかもしれない……。

「……にしても、あれは酷ひどいロケーションだった」

「何言ってんの。メイドさんの着替えを覗のぞきまくった件はまだしこりがあるからね」

「全面ガラス張りの透とう輝き館かん。でもガラスは見る角度によって光を跳ね返すから鏡のような効果を生み出す。つまり条件次第ではブラックボックスを構築できる。分かってみれば簡単な話だったな……」

「そうだね。でも大抵のトリックなんてそんなものだよ」

　そこまで聞いて。

　俺は傍らの推理マニアに向けてこう言い放った。




「あれはそんなトリックじゃなかったよ」




　ぐわんと眩暈めまいが襲おそう。

　胃袋の底を平べったいヘラやしゃもじでこそぎ落とされるような不快感と共に、ようやく俺は意識のピントを現実に合わせる事ができた。

「どうしたの、刑事さん？」

　目の前にいる少女は、何でも肯定してくれる都合の良いお人形じゃなかった。

　きちんとした一人の人間だ。

「何でもない、乗り切った……」

　額の冷たい汗を拭って俺はそう答えた。

　こんなのが、いつまで続く？　今の俺達たちは、渚なぎさちゃん達を笑えるような状況なのか……？
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　自家生産の悪夢の連続は、唐突に終わりを告げた。

　ゴウンゴウンゴウンゴウン!!　という重たい機械音と共に、大金庫の丸い扉がゆっくりと開いていったのだ。念のために携帯電話やスマートフォンをポケットの中へ隠しておく。向こうからやってきたのは、渚なぎさちゃんだった。

　……実際には鉄格子に阻まれているのに、それでもこうまで違うのか。

　まるで丸い穴の向こうから清浄な空気が流れ込んで、大金庫の中にわだかまっていた淀よどんだ空気と一緒に粘ついた妄想をまとめて追い出してしまうようだった。

　拘禁反応は外へ出た途端に復調に向かう。

　その片へん鱗りんが出ているのかもしれない。菱ひし神がみ紋の威圧からの、解放……。

「ふふ、ご飯だよ……」

　そんな風に言った渚ちゃんの手には、いくつかのバターロールと、パックに入ったサラダが二つ。後はペットボトルの水があった。鉄格子の隙間からそれらをねじ込んでくる。

「ショッピングセンターから奪ってきたものか……」

「すごいね、手に嚙かみ付かなかった」

「……やってたらどうしてた？」

「うーん、ちょっと可哀かわい想そうだけど、オスの凶暴性を抑えるなら去勢とか……？」

「……、」

「そうそう、奪ってきた、か。最初はレジにお金を置いておこうかと思ったんだけど、ごっこ遊びは虚むなしくてね」

　もう、誰だれも戻ってこない。

　レジに何を置いても取りに来る人はいない。商品を勝手に取っても咎とがめる人はいない。お金を払って商品を受け取るという当たり前の仕組みが存在しない。

　少なくとも、彼女は……いや暴徒達たちはそう信じている訳か。

　現実と妄想のラインに気を配りながら、俺は渚ちゃんの目を見た。少なくとも、新しい情報が入らない限りはどうにもならない。いつかここから抜け出すためにも、一つでも多くの材料が欲しい。

「君は……」

「？」

「渚ちゃんはどうして、この街から出ないんだ」

　色々考えたが、俺はそんな質問を発していた。

「ショッピングセンターは墓ぼ前ぜん市しの境のすぐ近くだった。軽トラがあればそのまま脱出だってできたはずだ。なのにどうして山奥の銀行に留とどまる？　ここに籠ろう城じようするだけじゃじり貧になるのは渚ちゃんも分かっているんじゃないのか」

「そう。すごいね、ちゃんと考えてる……」

　当の女子高生は簡単に頷うなずいた。

　ついでにキャラメルを一つ。

「もしもあの時点で、叔父さん達がやってきた方にはまだゾンビがいないって分かっていたら、そのまま脱出していたかもしれないね……」

「……？」

「ゾンビが街の中だけに留とどまるなんて、誰だれが決めたの……？　さっきは大丈夫でも、この数時間でゾンビの支配地域が拡大している可能性は？　闇やみ雲くもにゴールを定めて全力を出しても、そこもゾンビで埋まっていたら私達たちはそこまで、はいさよなら。……だとすると、確実に私達を保護してくれる場所まで行けるかどうかを考えないといけない。分かるよね？」

「確実に、保護？」

　サンタ帽子の推理マニアが怪け訝げんな声を出すと、渚なぎさちゃんはくすりと笑った。

「警察や消防じゃもうダメかな……。ひとまずは一番近い自衛隊か在日米軍基地まで。結構遠くて困っているんだ、地図で調べたらざっと一〇〇キロ以上あるんだもの。ほんとに車で高速を飛ばせば一時間もかからないだろうけど、騒さわぎの中じゃ絶対そんな簡単にいかないし。アクシデント込みののろのろ移動でそこまで出かけようとすると、これが大変なんだよ」

　……言いたい事は分かってきた。

　彼女達が蓄えるべき水、食料、燃料、そして武器。想定される量が大き過ぎるのだ。だから全部集まるまで渚ちゃん達は動けない。

　いもしないゾンビに脅おびえ、世界の果てへ旅立つための準備を永遠に続ける亡者達。

「……忍しのぶちゃん達は山頂のパラグライダーを使って街の外へ脱出する案を練っていたけど、あれは飛行機と違って『飛び続けられる』訳じゃない。着陸した先がゾンビで埋まっていたら大変だし、そういう行き当たりばったりなのはもう良いかなって」

「それは、叶かなうのか？」

「どういう意味」

「準備をするのはそっちの自由だ。だけど、本当に終わるのか？　日々生活するだけでも食事や燃料はいる。水や食べ物は黙だまっていたって腐っていく。底に穴の空いたバケツと一緒で、かき集めている内から失っている状態なんじゃないのか」

「……分かんない」

　意外と素直に渚ちゃんは認めた。

「私はただ、自分が思い浮かべた中で一番現実的な道を選んでいるだけ。でもそれが本当に正しい事かはやってみないと分からない……。これから大洪水が起こるっていうのに、大仰な箱舟なんて作っていたら間に合わないかもしれない。でも何もしないで水に吞のまれるなんて論外。そう考えているだけ」

「……、」

「あるいは、そう考える事で目的が欲しいだけなのかもしれないね……。何しろ、こんな状況じゃ黙っているだけで息苦しい。何かに集中していないと、頭がどうにかなりそうで」

　会話はそれだけだった。

　こっちが拒絶した訳じゃない。向こうが一方的に、気分の問題で打ち切ってしまった。

　結局同じ空気を吸っていても、こっちは内で向こうは外。

　全ての権限は渚なぎさちゃんが握っている。

　すっと立ち去ろうとする女子高生に、未練がましく俺は叫んでいた。

「待ってくれ！　どっちみち、この鉄格子があるだろう。だったら表の扉は閉めなくても良いはずだ！」

「ダメ。応えちゃったら騒さわげば言う事聞くって学習しちゃうから」

　聞く耳を持たない、といった調子だった。

　続けて、肌を大きく見せる推理マニアがこんな風に言った。

「で、でも、これ、お風呂とかトイレとかどうするの……？　ここ、インターフォンもないし、大声で呼んだら来てくれるようにしてもらった方が良いんだけど」

　すると渚ちゃんは小さく首を傾かしげる。

「来てくれるって何……？」

「だから！　どうしても必要な時は、外に出してくれるっていうか……」

「……、」

「まさか、何があっても出さないつもりじゃないよね？　ここがどんな場所か分かってる!?　ただの四角い箱だよ、水回りなんか何もない!!　同じ女の子なら分かるよね!?」

「……水は渡してあるし、後は各自の工夫で何とかして。ちゃんとできたら、すごいねって言ってキャラメルあげるから」

　にべもなかった。

　口をパクパクと動かす推理マニアを放って、渚ちゃんは今度こそ丸い扉の向こうへと消えていく。

　ゴウンゴウンゴウンゴウン!!　という重苦しい機械音と共に、再び俺達たちは二重の密室へと閉じ込められてしまう。
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　ひうひう、ヒウヒウ。

　ヒウヒウ、ひうひう。

　隙間風の幻げん聴ちように苛さいなまれていると、再び大金庫の円形の扉が開いていくのが分かった。次の食事にはいくらなんでも早すぎる。ミニスカビキニサンタの推理マニアなどは先ほどの衝しよう撃げきが尾を引いているのか、ほとんど口にしていないくらいだし。

　やってきたのは消防隊員とかいう……天あも羽う猫ねこ、だったか。

　ジャージの若い女はこっちの鉄格子に近づいてきながら、

「……やっと話す事ができた」

「？」

「結構まいっているようね。渚なぎさちゃんのご褒ほう美びキャラメル」

「……、」

「私も佐さ田ださんもやられたから大体分かる。待て、座れ、戻れ。基本なんだって。屈辱だけど、でもあの子には勝てないしなあ」

　彼女はあちこち気にする素振りを見せていた。豊満な胸元に手をやり、首から下げたオイルライターをせわしなく弄んでいる。渚ちゃんには内緒で来たのか？

「ねえ、あなた達たちは『外』からやってきたのよね？　同じ墓ぼ前ぜん市しの中で身を潜ひそめていたんじゃなくて、『外』からやってきた」

　外。

　鉄格子の中からそんな言葉を聞かされると、状況を無視して笑いが込み上げそうになる。

「……それが……？」

「教えてくれない、『外』がどうなっているのか。ゾンビの事は知らないって口振りだったわよね？　『外』はどうなってるの。ゾンビの支配地域って実はそんなに広がってないの!?」

　……なんて答えれば良いんだ。

　答えはもちろん一つだけど、ここがＵＦＯ村みたいになっている場合は選択次第で未来が決まる。イエス、外はゾンビだらけですと答えれば永遠に監かん禁きん続行。ノー、外にゾンビはいませんと答えれば噓うそをつくなと逆上される。他にまともな答えはないのか……？

　知らない国の言葉でびっしり埋め尽くされた契約書とペンを押し付けられるような、理不尽な緊きん張ちよう感かん。そもそも彼女達はどうやって同じ妄想を共有しているんだ？

　少し考え、俺は言った。

「こっちは東京から来たんだ」

「？」

「地方空港からレンタカーに乗って、途中の道でこいつを拾って、後は墓前市まで一直線だった。だからゾンビは見てない。でも車の外がどうなっているかは分からない。実は家とか店とかの中にゾンビが潜ひそんでいて、徒歩で街を歩いていたら襲おそわれていたかもって言われても、まあ否定はできないな」

「……やっぱり」

　天あも羽う猫ねこは自分の顎あごをさすりながらそう言った。

　何がやっぱりなのか、一ミリも理解できなかった。理解できなければ、話を合わせられなければ殺される、と分かっていても。

　こいつらが同じ妄想を共有している以上どこかに『入口』があるのかもしれないが、深みにはまるのはまずい。あくまでも心の中で突き放し、分析に徹てつするべきだ。

「街の外までゾンビがいるかもしれないっていうのを考えると、やっぱり楽観はできないんだ。備える必要があるわね……。そう、そうよ。渚なぎさちゃんの牛斬り包丁だけじゃ限りがある。密集したゾンビの壁かべを一網打尽にするためには、火の力が必要なのよ……」

　カッチン、と。オイルライターの蓋を開閉する音が大きく響ひびく。

　ブツブツと呟つぶやく天羽の瞳ひとみには、何か喜びのような色があった。

　ゾンビがいる、と言われて目を輝かがやかせる。一見するとあべこべに思えるが、でも違う。渚ちゃんも言っていたじゃないか。何か目的がないと頭がおかしくなりそうだ、と。

　天あも羽う猫ねこの場合は、それが火炎瓶とか火炎放射器とか、そういう武器の確保にあるんだろう。ゾンビの群れとでも渡り合える火を得る事で安心しようとしている。だからゾンビがいるのは嫌だが、いないと安心に繫つながる行動へ移れない。

　……何が正解でどこに地雷が埋まっているか。

　わずかでも読み違えれば、命はないかもしれない。

「大丈夫、わたし達たちはきっと大丈夫……。きちんと火力を揃そろえれば、一〇〇キロ先の基地にだって辿たどり着けるはず……」

　対面していながらも目の前の俺達ではなく、どこか別の場所を眺めているような天羽猫。

『ある仮説』が脳裏に浮かぶが、今ここで言及すべきはそこじゃない。

「アンタ達は大丈夫なのか？」

「だいじょ……何ですって」

「いや」

　オイルライターをいじる指先が、止まる。

　危険なサイン、か？　俺は両手の掌てのひらをジャージの消防隊員の方へ向けながら、

「こう言っちゃなんだけど、火炎瓶ってデリケートだろ。足元に落としたらまずいし、リュックに詰めたら派手な動きで瓶が割れて背中一面ガソリンまみれになるかもしれない。しかも重たい。たくさん用意したって、一度に投げられるのは一本きりだ。両手持ちで二刀流なんかできる得物じゃない」

「……、」

「せっせと準備するのは良いけど、きちんと使い方のレクチャーもみんなに行き届かせた方が良いんじゃないのか。じゃないと自分達の不注意で銀行を丸焼きにする羽目になるぞ」

「その時が来たら、そうするわよ……。あなた達にもゾンビと戦ってもらうんだから」

　……？

　他の仲間についての言及がなかったな。

　ひょっとして、いや、確かに大金庫に閉じ込められるまでの間、俺達はこの三人以外に誰だれも見かけていないけど……。

「……それに、火力が必要なのはゾンビと戦うためだけじゃない。サンプルの件もあるし……」

「サンプル？」

「佐さ田ださんのよ」

　言われて、心臓がギリギリと痛みを発するのが分かった。

　佐田調しらべ。診察室。部屋の中に置かれた錆さびついたドラム缶と、そこからはみ出た人間の腕らしき何か。こいつらの罪に最も近しい存在。

「ゾンビの仕組みを理解して弱点を見つければ今よりずっと戦いが楽になるだなんて息巻いているけど、勘弁してほしいわ。人は死んでも起き上がるの。目は濁にごって、肌はずぶずぶに、髪もバサバサに傷んで。ここはそういう場所なの。だから結局、外まで出して野焼きする羽目になるんだから。無駄遣いだわ」

「……、」

　ここは本当に日本か？

　全員で狂っている。色んな意見はあってもついていけるのが一つもないなんて。

「しかもあの人、自分を大きく見せたいのか、何かって言うと大おお袈げ裟さな話にしたがるし。ちょっとしたかすり傷の手当てで感染症だの何だのって……。きっと、自分を必要と思ってほしいのね。だからあの人の報告はあてにならない。何をやっているんだかねって感じよ」

　一方的にやってきた天あも羽う猫ねこは、やはり自分だけ満足すると一方的に大金庫から立ち去ってしまう。この辺りは渚なぎさちゃんと同じ、鉄格子の内と外の関係性が良く分かる。

　そして二人きりになると、今の今まで会話に加わる気もなかったサンタ帽子にトナカイのマフラーキャップの推理マニアがこんな風に言ってきた。

「……刑事さん、気づいてる？」

「ああ。もちろん専門の学者じゃないから当てずっぽうでしかないけど」

　俺はごくりと喉を鳴らした後に、こう告げた。




「あいつらもあいつらで、拘禁反応が出ているんじゃないか？」




　馬鹿馬鹿しい仮説だった。

　閉じ込められている俺達たちならともかく、閉じ込めている側のはずの渚ちゃん達が被害者の枠に入るなんてどうかしている。

　ただし、

「……渚ちゃん達は自分の意思で銀行に居座っているんじゃない。周りがゾンビだらけだから、ここしか居場所がないと思い込んでいる。つまり、銀行に閉じ込められている状態に近い」

「まったく、自家生産の妄想もここまで来ると笑えないね」

「元々、立てこもり事件なんかは被害者、加害者問わず特殊な精神状態に陥る事で有名だ。ストックホルムとかリマとか、あの辺りが代表的だけど。渚ちゃん達もそんな風に少しずつ歯車がずれていったのかもしれない」

「でも拘禁反応って、『外』へ出れば劇的に回復するんじゃなかったっけ？」

「彼女達たちにとっての『外』の定義によるな。銀行の外まで出ても墓ぼ前ぜん市し全体がゾンビだらけ。街の外もゾンビだらけ。だらけだらけだらけ。そういう風に思っているとしたら、缶詰をスーツケースに入れて、スーツケースを金庫に入れて、金庫を屋や敷しきの地下室に置くのと同じだ。一回り大きな密室に閉じ込められているだけで、解放感は得られない」

　ともあれ、これでまた一段階リスクのギアが跳ね上がった。

　ただでさえいもしないゾンビの話に振り回され、その上、拘禁反応まで出ているとしたら。正常な判断とやらも、ますますあてにならなくなってくるんじゃないのか……？




　　　　　７




　次にやってきたのは、医者を名乗る初老の男、佐さ田だ調しらべだった。

　入ってきた途端に、匂いが刺さる。単なる血とも違う、イメージするならクリーム色に濁にごった緑を足したような粘液の匂い。大金庫の中は空気の流れがないせいか、わずかな違和感があっという間に場を支配していく。

　自分の分か、俺達の躾しつけに使う分か。例によってこいつもいくつかのキャラメルを手にしていたが、気の毒そうな目をするだけだった。

　鉄格子の前に立ち、メガネの男はジロリとこちらを見据えてきた。

「……最初の通過儀ぎ礼れいは超えたみたいだな。反応が理性的だ」

「通過儀礼？」

「条件が揃そろってしまっていたら、そろそろゾンビになっている頃合いだ。まあ、こちらとしてはサンプルが増えた方が好ましくはあったんだがね」

「……、」

　ドラム缶。そこから伸びた人間らしき腕。

　俺の中での緊きん張ちようの密度が増す。暴徒の群れなら、こいつ一人が捻ねじれている訳でもなさそうだけど。

「アンタは、人間とゾンビの区別がつくのか？」

「さてね。瞳ひとみ、肌、髪、いくつか特徴はあるが、それが全てとも限らん。外見上区別のつかない変種の可能性もゼロとは言えん。それを明確に定義づけるためにも、サンプルは多い方がありがたいんだが」

　ゆっくりと首を横に振って、佐田は息を吐いた。メガネのつるを指先でなぞりながら、

「これが色々と難しい。ゾンビは頭を潰つぶしても心臓を貫いても動きを止めん。今では暫ざん定てい的てきに首を飛ばして『嚙かまれない』ように処置する、という方法を取っているが、これも抜本的とは言い難い」

　……こいつの目には、世界がどんな風に映っているんだ？

「かと言って、天あも羽うのように火炎瓶で丸焼きにしてしまってはサンプルを解剖しても得られるデータはまるでない。できるだけ新しん鮮せんなのが良いんだが、加減をできる相手でもない。これがジレンマというヤツだな」

「火を使えば、ゾンビは死ぬのか？」

「さあ？　とりあえず全身の筋組織が熱で破は壊かいされるから見た目には動かなくなるが、活動が停止したかどうかは話が別だ。わしはたとえ黒焦げのゾンビのしゃれこうべを見ても、口元に指を伸ばしてみようとは思わんね」

　徹てつ頭とう徹てつ尾びイカれたものの言い方だが、何となく分かってきた事もある。

　この狂気には社会性がある。彼らのリーダーは渚なぎさちゃんだ。最年少で未成年、車の運転や応急手当などの特殊技術もないのに何な故ぜ？　疑問に思っていたが、どうやらこの辺りに理由があるらしい。

　医者の佐さ田だは新鮮なサンプルが欲しい。そのためには火炎瓶の天羽より牛斬り包丁の渚ちゃんの方が好ましい。そして天羽の口振りを見るに、銀行内にはあの三人しかいない。後は多数決だ。佐田は渚ちゃんが刃物を放り捨てるのを嫌がるから、何かと言えば彼女の支持に回る。天羽の意見はないがしろにされ、渚ちゃんがトップに躍おどり出る。そういう構図か。

　もちろん現実のサンプルとやらがどんなものかは想像もしたくないが。

　……だとすると、こいつら、意外と一枚岩じゃないかもしれないな。今年で四〇代最後って感じの佐田からすれば娘どころかそろそろ孫に届きそうな歳の渚ちゃんの機嫌を取ってはキャラメルをもらう生活なんて面白くないだろうし、いつでも意見を軽視される天羽だってフラストレーションは溜たまっているはずだ。

　何かのきっかけで瓦解する事も、ありえる。

　ただし当然、鉄格子の俺達たちを放って全員共倒れになってしまっては何の意味もないけど。その場合は世話を忘れた虫かごの中身のような末路が待っている。

　イグニッションは見出した。だけど使い方を間違えれば道連れにされる。

「渚ちゃんは自衛隊とか米軍とかの基地まで助けを求めに行くって言っていたよな。最短で一〇〇キロだっけ？　アンタはどう思っているんだ。現実的だと思うか」

「ゾンビの支配地域の広がりと、総数によるな。ただしそれも、ゾンビの特性や弱点を摑つかめるかどうかで劇的に変化する。どこかに急所があったり、ガスや酸などの化学物質系で一網打尽にできたりすれば言う事なしなんだが……」

　そこまで言って、佐田は重たい息を吐いた。それなりに力のある言葉が、前提のズレたまま放たれる。

「だが相手の詳しい生態も分からぬ内から、闇やみ雲くもに外へ出るのには反対だ。あの子が武器や食料調達の合間に何をしているか知っているか？」

「どっちだ？　渚なぎさちゃん、それとも天あも羽う？」

「高校生の娘の方だ」

　渚ちゃんか。

「ダクトテープを道路に張りつけて巨大な文字を描いたり、紙箱やトイレットペーパーなんかを積んでキャンプファイアの真ま似ね事ごとをしたり。どうやら大空に向けてメッセージを送っているつもりらしい。ヘリにでも伝われば助けてくれるとな。どう思うね？」

「……、」

　得体の知れない儀ぎ式しき……とは正直に言わない方が良いだろう。

「どこにゾンビの群れが潜ひそんでいるか分からないのに注意散漫、しかも大々的に火を点つければヤツらの注目を浴びる。仮にヘリにメッセージが伝わっても、その場に長く留とどまる事はできん。古き良きピンポンダッシュと変わらんよ、これでは。一見理性的に見えて、あの子の行動からは合理性を感じない。いつまでも振り回されるのは危険だと考えているくらいだ」

　渚ちゃんが、理性的。

　思わず状況を忘れて眩暈めまいを覚えるような言葉だった。知らない国のお金どころじゃない。それは、いくら何でもハードルを下げ過ぎてはいないか……？

「かと言って、天羽も天羽で問題だ。あいつがやっているのは、ようは病原菌の正体が分かりませんからみんな燃やしてしまえば安心です、と言っているのと同じだ。まさしく非効率。しかも本当に安心できるかどうかも分かったものではない。大体、あいつが今何をしているか知っているか。アルコールの醸じよう造ぞうだとさ」

「アル、コール……？」

　実家が実家なだけに、思わず眉をひそめてしまう。

「まさかと思うが、こんな時に酒盛りでもしたいっていうのか？？？」

「流石さすがにそこまで能天気ではない。今は街のあちこちからガソリンを入手して兵器化しているが、それもいつか限界が来る事くらいは分かっているらしい。だから代用品として、ジャガイモやトウモロコシから燃料が作れないか試しているそうだ」

　一見すれば、理に適かなっているような気がする。

　ただし、

「……それ、いつになったら完成するんだ？」

「さあ。酒など口にしないから分からん。しかし天羽のヤツは樽たると一緒に年単位でここに留まるつもりかね。闇やみ雲くもに出ていくのは得策でない、という意見に賛成だが、それはそれでじり貧に陥るだろう」

　佐さ田だ調しらべは言うだけ言うと、一度メガネのつるに触れ、鉄格子から離はなれた。

　いい加減にニュアンスだけで分かってくる。大金庫から出ていく動きだ。

「ともあれ、お前達たちがゾンビにならないなら、追加のサンプルはよそから確保するしかないか」

「っ」

「それから、話し相手が増えるのは悪くない。特に同じ男はな。……正直に言って、今までは結構息苦しかったんだ」

　そこまでだった。

　今度こそ佐さ田だは大金庫の外へと出て行ってしまう。

　目の前に危険人物がいる。すでに複数人の遺体を（元々死亡している人間を運び込んだのか、解剖のためにわざわざ人を殺したのかは知らないが）解体し、さらにこれからも続けようとしている人間がすぐそこにいるのに、何もできない。

　まるで世界の終わりだった。

　あれはもう、人の形をした別のものへと変わりつつあるんじゃないのか。

　そう、例えば。

　新しん鮮せんな血肉を求めて徘はい徊かいする、理性なきゾンビのように……。




　　　　　８（3rd person）




　初めてその刑事を目にした時、この人はどうやって今まで生き残ってこられたんだろうと、黒装束にツギハギのような飾りのファスナーをたくさんつけた少女、菱ひし神がみ艶えん美びは素直に疑問を抱いていた。

　世の中には生まれてから死ぬまでたった一度も事件に巻き込まれない人間もいるらしい。だがその刑事は違う。自ら望んで血なまぐさい現場を渡り歩く仕事を選んでいる以上、常の人より命を落とすリスクだって当然上がっていて然しかるべきなのに……。

　透とう輝き館かん。

　家族に隠し事は不要であるとして、あらゆる内ない壁へきや床、天井などが透明な強化ガラスで構成された巨大な屋や敷しき。まるでアリの巣の構造を視覚化するために用意されたガラスケースのようなその大豪邸で発生した、死角なき舞ぶ台たいでの起きてはならない密室殺人事件。

　山間の閉ざされた屋敷で謎なぞを解いて生せい還かんするため、菱神艶美はありとあらゆる罠わなを張って『真犯人』を揺さぶった。

　いいや、操ったのは『真犯人』に留とどまらない。あるいは言葉で、あるいは情報で、あるいは証拠で、あるいは虚飾で。それこそ屋敷に留まる人物全員を徹てつ底てい的てきに脅迫し、恫どう喝かつし、誘惑し、交渉し、協力し、情に訴え、涙を誘い、正義感を湧き出させた。

　遠からずして、『真犯人』は炙あぶり出されるはずだった。

　その過程でたとえ誰だれがどれだけ窮きゆう地ちに立たされようが、自分が崖に向かって突っ走っている事に自覚がなかろうが、それでもこれが最短最速の解決コースのはずだった。

　そんな折。

　いつ死んでもおかしくない、いいや、死んでいなければおかしい男が言ったのだ。

『いいか、よく聞けクソガキ……』

『真犯人』を追い詰める、最後の最後の一手、といったところであった。

　その事件の中で唯一、菱ひし神がみ艶えん美びの予測と制御から離はなれた行動を取って、その刑事は言ったのだ。

『……俺達たち警察はな、別に謎なぞ解ときごっこがやりたくて現場に向かっている訳じゃないんだ。目の前の人を助けるために必要だから、仕方なく犯人探しに付き合っているんだよ。お前のやり方は、そういう意味じゃ〇点だ。お前の答えは、誰だれも守れやしないんだから』

　これが平時であれば鼻で笑う事すらしなかっただろう。

　世の中の残酷な仕組みを何も知らずに老化を続ける大人とやらが、上から目線で何を語ったところで菱神艶美には届かなかっただろう。

　だが、その刑事はぺたりと床に座り込み、透明な壁かべに背中を預けていた。

　脇腹には一本の矢が突き刺さり、ワイシャツを通り越してスーツの方まで赤黒い液体が滲にじみ出ていた。

　簡単な賭かけだった。

　その刑事には『真犯人』とかち合うように設定した。ただし刑事が菱神艶美を売って難を逃れれば無事に終わるはずだった。菱神艶美は最初の最初から自分が裏切られる前提で計画を組んでいたが、その刑事は少女の呪じゆ縛ばくを断ち切った。

　つまり、彼は最後の最後まで少女を信じる側に回り、庇かばい続けた訳だ。

　馬鹿なのではない。

　騙だまされていると、分かった上で。

『無意味な行動だね』

　当時の菱神艶美からは、そんな言葉しか絞り出す事はできなかった。
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　その程度で人間を知ったつもりになっていた少女に、刑事は言った。

『かもしれない』

　うっすらと笑って。

　この結果に満足するような口振りで。




『でも、おかげで一人、こうして助けられた』




　そこが限界だった。

　その刑事はぐらりと体を横に揺らすと、透明な床の上に倒れてしまう。失血のショックなのか、もう彼は目を開けない。そして透とう輝き館かんは全ての出入口が封ふう鎖さされ、外へ出る事は叶かなわない。その手で封ふう鎖さを行った『真犯人』が持つ鍵かぎ束たばを手に入れない限りは。

『……、』

　だから。

　あらゆる難事件に立ち向かい、そのことごとくを冷れい徹てつに解決してきた菱ひし神がみ艶えん美びは、その日、生まれて初めて全く異なるプロセスへと思考を分岐させた。

　つまり、自分以外の誰だれかのために事件を解く。




　罠わなと知っても少女を信じ続けてくれた、内うち幕まく隼はやぶさ刑事を必ず助ける。

　想おもいに応える。

　決意を胸に、『菱神の女』は改めて透輝館を歩んでいく。
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　銀行の大金庫に閉じ込められて、どれくらい経過しただろうか。

　ほんの数分のようにも感じられるし、何日も放置されているようにも思う。

　緩かん慢まんな時間感覚の消失。

　巨大な湖に落とした一滴のインクのようにどこまでも希釈されていく意識。

　そんな緩ゆるやかな腐敗を断ち切ったのは、推理マニアの動きだった。

「……？」

　最初、寒いのかと思った。

　カーディガンを貸そうとも思ったが、何かおかしい。ガクガクという震ふるえは止まらない。加速度的に大きくなっていく。そして気がついた時には、膝ひざを抱えてうずくまる姿勢さえ崩れていた。冷たい床に体を横倒しにし、手足の先どころか背骨全体がうねるような格好で蠕ぜん動どうしている。

「おい、推理マニア？　どうなってる、くそ!!」

　口の端からは泡のようなものが浮かんでいた。食道と気管の切り替えができず、唾液なり胃液なりと空気が混ざり合っているためだろう。

　一いつ瞬しゆん、渚なぎさちゃんから渡された食事に毒が入っていた可能性を考こう慮りよしたが、すぐに否定した。推理マニアはほとんど食事を口にしていない。劇物なら一グラムの一％で人を殺すものもあるし、遅行性の毒もあるにはある。だけど鉄格子の中に閉じ込められた俺達たちに遅行性の毒を使う意味がない。何だったら直接牛斬り包丁で殺してしまっても構わないはずだ。

　だとすると、

「拘禁反応が悪化して、自律神経がおかしくなったのか……!?」

　がくんがくんっ!!　と推理マニアの腰が不自然に跳ねる。たれ耳を伸ばしたようなマフラーキャップが躍おどる。口元の泡の量がさらに増える。まずい、呼吸が詰まってる……!!

「聞こえるか、おい、聞こえるか！　吐き出せ!!　気道を確保しないと死ぬぞ!!」

「……、」

　ぐっ、と不気味に蠢うごめいていた推理マニアの喉がわずかに動きを止めた。

　聞こえていない訳じゃない。何だ、ひょっとして男の前で醜しゆう態たいをさらすのを躊躇ためらっているっていうのか。この状況で!?

「馬鹿野郎!!」

　もういちいち同意を取っている暇はない。暴れ回る艶えん美びの体の上へのしかかり、右手の人差し指と中指を立てて小さな唇へと強引に滑り込ませる。無理矢理にでもこじ開け、気道を確保しようとする。

　ガリリ!!　という硬い痛みが指に走ったのはその時だった。

　艶美の意思があるかどうかは分からない。そして痛みの有無なんてどうでも良い。肉どころか骨まで届いていそうな怖気おぞけを誘う感覚を渾こん身しんの力で無視して、さらに指を動かす。口を大きく開き、中に溜たまっていたものを搔かき出す。

「がはあ!?　がはごほ……!!」

　粘ついた音と共に艶美が咳せき込んだ。ひゅーひゅーという壊こわれた笛のような音ではあるが、呼吸が戻っていくのが分かる。

　ただし、拘禁反応そのものがなくなった訳ではない。

　半ばのしかかられた状態で、推理マニアは奇妙に弛し緩かんした笑みを浮かべていた。

　その目は本当に俺を見ているのか……？

「そう、そうだよ……刑事さん。私はね、こんな極限状況なら誰だれだってこうするだろう、って考えに逃げて、自分の行動を正当化していた。だから刑事さんを見た時に気づかされたんだ。人間っていうのはさ、努力次第でどんな時だって『自分』を見失わなくて済むんだって」

「……？」

　何を言っている。

　いや、これは『いつ』の艶えん美びだ……？

「……今までの自分を一つ一つ精査した。髪を縛しばって、お洋服も可愛かわいらしいのを選んで、今は本当に言葉の裏を取る必要がある場面なのかって考え直して。ああ、私が解決装置から女の子になれたのはね、刑事さんのおかげだったんだ」

　ぼんやりとした瞳ひとみは、どこか遠い時代にピントが合っているような気がした。

　現在の俺を置いてきぼりにして、間近の艶美はこう言った。

「でも、駄目だった……」

「何がだ」

　ろくに聞こえていないと分かっていても、思わずそう質問していた。

　うわ言のようなその言葉は、俺ではない誰だれかに謝っていた。

「……ごめん、ごめんね刑事さん。結局私は、誰かのために問題を解決するなんて当たり前の事はできなかった。そんなふりをしているだけで、本質からはどんどん遠ざかった。結局、『菱ひし神がみの女』は『菱神の女』だった、ってだけなのかな……。何かを壊こわすだけで、作れない。誰かを奪うだけで、守れない。本家の人間が私達たちを忌み嫌うのも、良く分かる……」

　……そんな話は知らない。

「でも、刑事さんは私を生き物として扱ってくれた……」

『菱神の女』なんかどうでも良い。

「私は最低最悪のタナトスで、生まれてくるべきじゃなかったかもしれなかったけど、そこだけは嬉うれしかったんだ。生きていて良かったって思えたんだ。だから、刑事さんには感謝してる。感謝してるけど、私は刑事さんが思っているような人間にはなれなかった……」

　厄介な殺人事件の現場に出没する不ふ謹きん慎しんさなんて問題にならない。どこからともなく情報をかき集め、常識外れの方法で犯人を追い詰め、常に死の匂いの傍らに寄り添っていたって一ミリも関係ない。

　だってお前はちゃんと気づいてやれただろう。

　理不尽な事件に巻き込まれて闇やみの奥に引きずり込まれそうになっている人々との最後の接点に。必死でつけた爪痕に。あるいは警察官である俺達よりも。お前がいなかったら、俺達警察が手を伸ばしても届かなかった事件だっていくつもあったんだ!!

　菱ひし神がみ本家。風の噂うわさで耳にした彼らの家訓を頭に浮かべる。

　菱神の女は凶事を招く。

「いいか、よく聞け」

　ぐわんと俺の方も眩暈めまいが襲おそってきた。

　パニックが伝染するように、俺の見ている世界が狂う。ひうひうヒウヒウと、冷たい隙間風のような音が広がっていく。

　歯を食いしばり、無視して、俺は必死になって叫んでいた。

「少なくともお前は、息を吸って吐くだけで凶事を招く存在だからという理由で、生まれてきたその瞬しゆん間かんに殺されても良いような存在じゃない……!!　もしもお前をそんな風に扱うヤツがいたら、そいつは俺が何とかする。それを担うのが警察官だ!!　忘れるな!!」

　感情を昂たかぶらせたのはかえってまずかったか。

　いよいよ頭の中を隙間風の音が埋め尽くしていく。眩暈めまいが酷ひどくなり、ぐらりと体が揺らいだ。推理マニアの上にのしかかる訳にもいかず、俺も俺で横倒しに倒れていく。

　……ここまでなのか。

　こんなのでおしまいなのか。外には特別脅威がある訳でもない。渚なぎさちゃん達たちも俺達を殺すつもりもない。だけど、世話を怠った虫かごの中身みたいに、こんな所で腹を見せて干からびるしかないっていうのか……？

　幻げん聴ちようが爆ばく発はつ的てきに広がる。

　まるで見えない軍隊アリにでもたかられているかのように、音という音が世界の認識を塗り潰つぶしていく。

「……、？」

　しばしその音に身を委ね、そして、いや、やがて……俺は何かに気づいた。

　改めて、冷たい床に耳を当ててみる。今度こそ自分の意思でその音を聞き取ってみる。

　……噓うそだろ。

「聞こえるぞ」

「どう、したの……刑事さん」

「風の音だ!!　床の下から聞こえてくる。でも何でだ!?」

　叫び、それから懐ふところへ手を伸ばした。メモと一緒に挟んであったステンレス製のボールペンを手に取ると、グーで握って分厚い大金庫の床へガツガツと突き立てる。

　傍はた目めに見れば、とうとう本格的に気が狂ったかと思われて当然かもしれない。

　だが結果は伴った。

「……崩れる」

　最初、呟つぶやいた自分自身が信じられなかった。

「床が崩れる!!　どこかに繫つながっているぞ、これ!!」

　爆ばく発はつ的てきに思考が連結していく。

　墓ぼ前ぜん市しに来るまでの間、レンタカーの中で俺自身が言ったじゃないか。地方でも犯罪発生率は高くなっていて、トンネルを掘って銀行の金庫を狙う強盗とかも暴れ回っているって。

　ここもそうだったのか。

　隙間風の音は幻げん聴ちようなんかじゃなかった。本当に、薄うす皮かわ一枚まで肉にく薄はくしていた手掘りのトンネルの向こうで吹きすさんでいたんだとしたら……!!

「起きろ、推理マニア」

「……うん……？」

「出口だ！　俺達たちは出られる!!　だから見ろ、推理マニア!!」

　実際に開いているのはまだ握り拳くらいのサイズの穴でしかない。だけどそこから冷たい空気が流れてくるのが分かる。大金庫の中の淀よどんだそれとは違う、切り裂くような冷気を帯びた外の空気だ。

　拘禁反応は、束そく縛ばくから解放された途端に劇的に快方へ向かうケースがある。

　ミニスカビキニサンタの推理マニアもまた、明確な出口の存在が頭へじわじわと浸透していくにつれて、瞳ひとみのピントが現実に戻りつつあるようだった。

　だが。




　ゴウンゴウンゴウンゴウンゴウン!!　という重苦しい金属音が響ひびいてきた。

　大金庫の丸い扉が、ゆっくり、ゆっくりと開いていくのが分かる。




「……っ!!」

　喉が干上がっていく。

　こんな時ばかり……!!　あの菱ひし神がみ紋は、望んだ時には絶対開かないのに!!

　この穴の存在が渚なぎさちゃんや天あも羽う、佐さ田だなんかに見つかるのはまずい。彼らは俺達を『保護』しているつもりのようだが、同時にいもしないゾンビに脅おびえている。追い込み漁の罠わなみたいな『順路』を無視して外と繫つながる穴を空けているなんて話を知られたら、どこまで逆上するか分かったものではない。

　逆に、だ。

　もうゴールはあるんだ。たった一度でもやり過ごして彼らが大金庫の外へ出てしまえば、すぐにでも出口を掘り進めて脱出できる。

　扉が完全に開き切るまではあと三〇秒。

　もはや一刻の猶予もなかった。俺は上着のカーディガンを脱ぐと握り拳大の穴の上へと被かぶせ、そこへさらに弱った推理マニアの体を横たわらせた。

　その時が迫る。

「明日からフィールドワークに参加してもらうから、事前のミーティングをしておきたいんだけど。初めての子は外で迷子になるのは命取りだしね……」

「ほんと、運が良いわよ。というか、何かしらこれ。ちょっと臭うわね……」

「胃酸に近いな。診る必要はありそうか？」

　……よりにもよって、三人全員。

　その内の誰だれかがほんの少しでも疑問を抱けば、鉄格子の中を調べられたら、穴の存在は簡単に露ろ見けんする。そうなった場合はここで殺される可能性さえ否定できない。

　だから打てる手は全て打つ。

　思い出せ。渚なぎさちゃん達たちは一枚岩じゃない。そして彼女達三人の言葉は彼ら自身が語りたがらなかった箇所をお互いに補い合っている。全てを見渡せば、大金庫の中に閉じ込められていた俺にだって、三人が抱えている問題は推測できるはずだ。

　致命的な亀裂。

　ここで起きていた事。

　露ろ見けんしてしまえば、仮初の協力関係の維持すら難しくなる何か。

　あのイカれた透とう輝き館かんを思い出せ。手品の一番の胆は大仰なカラクリ細工じゃない。注意の引き付けだ。魔ま法ほうのように大脱出するため、カードを揃そろえる必要があるんだ。

　その上で、レギュレーションを線引きしろ。

　俺が一番にやりたい事は何だ。ここで起きていた事件を解く事か。サンプルとやらを切り刻んでいた犯人を捕まえる事か。ゾンビの妄想に取りつかれた渚ちゃん達を正気に戻す事か。

　どれもこれも違う。

　……菱ひし神がみ艶えん美び。例外中の例外だけど、それでも未成年の民間人である彼女を無事にここから生せい還かんさせる事だ。

　それ以外は切り捨てろ。犯人の逮捕なんて後回しで良い。妄想の話はカウンセラーにでも任せれば良い。武器はいらない、誰も倒す必要はない。俺は博愛主義者じゃないが、艶美の安全を考えればむしろ大立ち回りにしない方が良い。だから誰も死なない道を選んでやる。

　もちろん、適当なハッタリで煙けむに巻こうとしてもダメだ。手品で注意の引き付けに失敗すれば、カード捌きも仕掛け箱も全て台無しになる。あっという間に床の穴の秘密に辿たどり着かれてしまう。たった一つの真実でなければ誰も喰くい付かない。

　かと言って、頭ごなしにゾンビはいないと言い張るのも違う。そもそも渚ちゃん達はゾンビがいる前提でものを考えて、そこから行動に移っている。つまり、たとえゾンビはいなくても、ゾンビがいるものとしてシミュレートしなくてはどんなアクションでも興味を引けない。

　ゾンビがいる、いないが論点なんじゃない。

　ゾンビの存在が信じられた世界で、何を基準に彼女達が行動を続けたのかを考えろ。

　その上で、解き明かせ。

　渚なぎさちゃんに天あも羽う猫ねこに佐さ田だ調しらべ。彼女達たち三人の関係はとっくの昔に崩ほう壊かいしていて、その痛みにまだ気づいていないだけだと思い知らせろ。多分それが一番効く。

　やる事は分かったな。

　成功すれば何を得て、失敗すれば何を失うかも理解したな。

　じゃあショーの時間だ。命を賭かけた、一世一代の大勝負の。
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　冷たい鉄格子を挟んで、俺は渚ちゃんと向かい合う。

　その左右には天羽猫と佐田調。

　どう考えたってこっちが不利。そもそも向こうは鉄格子を開ける必要さえない。火炎瓶の一本でも投げ込まれたら、炎と煙に巻かれて終わってしまう。

　完全に命を握られたまま、俺はそれでも口を開く。

「渚ちゃん」

「なあに……」

「ゾンビなんてものが本当にいるなら、確かにそいつはまずいと思う。みんなで協力して戦った方が良い。俺達もただ守られているばかりじゃなくて、何か仕事をするべきだ。けどさ」

「？」

「……本当に悠長に構えていて良いのかな？　敵は外にいるだけとは限らないと思うけど」

　ガチリと、空気が緊きん張ちようで凍りつくのが分かった。

　最初に嚙かみ付いてきたのは消防隊員の天羽猫だ。

「わたし達が渚ちゃんの敵に回る、つまり裏切るとでも？　そんなの！　メリットがない。むしろ人手はもっと欲しいくらいなのに」

「そんな話をしているんじゃない」

　俺は遮るように言う。

「なあ、渚ちゃん。君の持っている大振りの牛斬り包丁を使えば人間の手足や首を切り落とす事だってできると思う。だけど同時に、牛斬り包丁はどうしてもゾンビに近づく必要があるから、一対一ならともかく一対多数になると実力を発揮できない。そうだよな？」

「すごいね。キャラメルあげる。まあ、ゾンビって大体熊と同じくらいの膂りよ力りよくがあるからね……。武器を使って有利な状況から振り切れば何とかなるけど、大勢に摑つかみかかられて押し倒されたらどうにもならないし」

「そこで一網打尽にするためには、天羽猫の火炎瓶が有効になってくる。だけど当然、そうなるとゾンビの死体……いや残ざん骸がいか？　とにかく真っ黒焦げになってしまう」

「それが何だって言うのよ……？」

　ジャージの天あも羽うが胸元のオイルライターを握り込みながら、怪け訝げんな声を出す。

　俺はゆっくりと息を吐いて、そして言った。

「なら、診察室で解剖されてきたサンプルは誰だれだ？」

「……、」

　佐さ田だ調しらべは沈ちん黙もくしていた。

　皺しわの目立つその肌から、わずかに汗が噴ふき出してくるのが分かる。

「アンタ達たちの口振りからすると、解剖したゾンビは一人……一体？　とにかくそんなものじゃないらしい。複数のゾンビを安定的に手に入れて解剖しているようだった。でも、渚なぎさちゃんは一対多数の戦せん闘とうに向かない。火炎瓶を使うと黒焦げになるからサンプルにならない。なら、どこからどうやって？」

　思い当たる節はもちろん一つ。

「……だとすると、怪しいのは俺達が閉じ込められた理由、原因の方だ。確か前々から街で孤立していた人達を助けようとしたけど、下手に自由を与えた結果、マイクロバスから銀行に人を移す段階でもたついてゾンビに横よこ槍やりを入れられて全滅した、だから俺達からは自由を奪うって話だったな。つまり、その時にはたくさんのゾンビが出たんだ。いいや、ゾンビ候補って言うべきか」

　渚ちゃん達の頭の中で、ゾンビに嚙かまれてからどれくらいの時間で人間がゾンビに切り替わるのかは分からない。あるいは死者だけがゾンビになるのか、生者も嚙まれればゾンビになるのかも。

　ただし、ありえそうな妄想なら。全員で共有できる安易なイメージなら。

　以前、佐田調も俺達を見て『そろそろ』と言っていたし。

「完全なゾンビを倒すのは大変でも、『なりかけ』ならそうでもないんじゃないか？　渚ちゃん……いいや、佐田調にとってはこのアクシデントは絶好のチャンスでもあった。普段なら絶対に手に入らない大量のサンプルを苦もなく確保できるんだからな」

　しかし『現実』には何が起きていたのやら。人間同士のグループ抗争でマイクロバスが襲しゆう撃げきされた？　その理性なき瞳ひとみの群れが渚ちゃん達にはゾンビにでも見えたっていうのか。あんなのは人間の所業じゃないと。

「それがどうかしたの……？」

　と平淡に言ったのは渚ちゃんだ。

「確かに佐田さんはたくさんのサンプルを手に入れて、向こうの部屋でバラバラにした。だから？　私達は、ゾンビの体をどうするかについていちいち躊躇ためらったりしないもの。あれはもう命を持たない、人間なんかじゃない。別にガンガン音を鳴らして糾弾されるようないわれはないと思うけど……」

「でも、佐さ田だ調しらべは未いまだにゾンビの弱点や急所を探し出せないでいる」

　ビクリと初老の男の肩が震ふるえた。

「わざわざ大金庫までやってきて、俺達たちがゾンビになってないか確かめるくらい焦っている。だって、成果を出せないと居場所がなくなるもんな。今は渚なぎさちゃんの下について天あも羽うを牽けん制せいしているように見えるけど、別にずっと腰巾着をやっていたい訳でもないだろう」

　だから、

「佐田調にはサンプルが必要なんだ。少しでも多く。そして新しく手に入らないなら、せめて今ある在庫を切らしたくない。新車が手に入らないなら中古を手入れして乗り回すように」

「こ……っ!!」

「要点を言って」

　激げつ昂こうしかけた佐田の声に被かぶせるようにして、渚ちゃんが先を促した。

　ひどく、とてもひどく、どろりとした声色で。

「……解剖の終わったサンプルは、天羽猫ねこの手で外に出して燃やされる手はずになっている。ゾンビが何回蘇よみがえるのかは知らないけど、解剖台に乗せていたヤツがむくりと起き上がっても困るからだ」

「それが、それが一体何なのよ？」

　オイルライターをいじくる天羽の言葉を受けて、俺はゆっくりとした声でこう答えた。

「ほ　ん　と　う　に？」

「……、」

「さっきも言ったが、佐田調はサンプルを欠く事ができない。新しく手に入らないなら、古いものを使い回すしかない。だとしたら、本当にサンプルは申告通りの数なのか？　直せばまだ乗れるかもしれない中古車を、すんなりスクラップに回せるのか？」

「デタラメだ!!」

　と、ついに佐田調が吼ほえた。

「そんなっ、そんな事をしたら順路を無視してゾンビが銀行の中から生活圏に溢あふれてしまうではないか！　何のために追い込み漁の順路でヤツらの興味を受け流して安全地帯を手に入れたのか分からんぞ!!」

「だから」

　俺は気にせず、傍らに手を伸ばした。

　摑つかんだのは推理マニアのスマートフォン。その画面を、彼女達へとかざす。

「アンタはそんなリスクを負ってでも、小娘達に顎あごで使われる生活を逆転しようとしたんだろう？」

　映っているのは、佐田調がドアを開けて診察室に入るところだった。

　そしてドラム缶の中から人間の腕らしきものが飛び出ている映像。少なくともそれは、高い熱で黒焦げにされているようには見えない。いくらある程度は風通しを良くしているとはいえ、銀行の中でそんな事をやれば自分達たちまで煙けむに巻かれるだろうから当然だ。

「少なくとも、今。診察室にはナマの腕がある」

　小さな子供に言い聞かせるように、俺は告げた。

「……だったら調べてみた方が良いんじゃないか？　仮に腕の持ち主がノーマークだとしたら、いつ動き出すか分かったものじゃないぞ」

　ゾンビの恐怖は、渚なぎさちゃん達にとって最も優先すべき事項のはずだ。

　分かりやすい、みんなで共有できる危機感、あるいは集団の妄想。

　だから動く。

　たとえ同じ仲間を疑う事になったとしても。ほんの些さ細さいな疑念であったとしても。〇・一％を完全な〇にできない限り、絶対に安心できない。

　空気の流れが変わるのを自覚した。

　良いぞ、手品の仕上げだ。注目が五分でも一〇分でも大金庫から離はなれてくれれば、俺達は床の穴を広げられる。抜け出して、外へ逃げられる。それで誰だれも死なせずに艶えん美びを助けられる。

「すごいね、やっぱり忍しのぶちゃんの叔父さんだ。それじゃあ一応、ね……」

「ちょ」

「まあ、一応なら」

　最初に渚ちゃんが出口へ振り返り、佐さ田だ調しらべがオロオロとうろたえ、天あも羽う猫ねこも彼を庇かばう素振りを見せず、とにかく部屋を改めるべく動き出す。

　その。

　一いつ瞬しゆん前の出来事だった。

「……、……」

　掠かすれた声が聞こえた。

　今まで床に寝転がされていた推理マニアの口が、小さく動いていた。

「……そう、佐田調はサンプルの数を増やしたかった……」

　艶、美？

　彼女が何をしようとしているのか分からない。この場面で渚ちゃん達を呼び止めてどうする。

「それは、真っ先にゾンビの弱点を見つけ出して一番貢献すれば、自分の立場は安泰だから。だとすると、サンプルの供給は偶然任せになんかしていられない……」

　大体。

　そもそもだ。

「ゾンビは匂いで標的を捜す。全部窓を閉め切ったバスの中にいる標的は探れない……誰かが空調のスイッチを入れて、車内の空気、匂いを外に出さない限りは」

　それ以上追い詰める合理的な理由はないはずだ……!!




「もしも軽トラと一緒でマイクロバスのハンドルも佐さ田だが握っていたとすれば、傍らの空調スイッチに触れるのは難しくない。わざと車内に人がいると匂いでゾンビ達たちにヒントを残し、自分達は銀行側の扉を開けるとしてバスから離はなれてしまえば、安全な場所で生存者達が襲おそわれるのを眺めていられる。大量のサンプルを、『なりかけ』を、安定して確保するために」




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎちぎちぎちぎち、と。

　渚なぎさちゃんの首が、回る。静かに見据えられた佐田調しらべの顔から、今度こそどうしようもない量の汗が噴ふき出す。『菱ひし神がみの女』が差し出した死の箱の蓋が、開く。

「ちっ、違う……」

「何が？」

「言いがかりだ!!　わしはそんなっ、そんな事はやってない！　大体、何の根拠もない憶おく測そくではないか!?　何か証拠でもあるのかね!?」

　……そんなのは関係ないんだ。

　これは社会性を持つ妄想の話。現役の警察官の目の前で凶器をぶら提げ、最低でも人の遺体を無許可で解体していた事を堂々と語っていたアンタ達なら分かっているだろう。今、この場において、まともな捜査活動や取り調べなんてものが機能しない事くらい。

　そして、イカれた世界のルールでは、ゾンビをどう扱っても構わないとされていたが、まだ生きている人間についてはどうだ。渚ちゃんが俺や推理マニアを『保護』したのと同じように、そこまでのタブーは振り切っていないんじゃないか？

　だとすると。

　たった三人しかいなかった小さな小さなルールの中では……佐田調はどう扱われる？

　ジャッジは誰だれが下す？

　渚ちゃんは鉄格子の隙間からキャラメルを放り込む。

「これは……ひょっとすると、『追放』かなあ？」

　ぽん、と。渚ちゃんの手が初老の男の肩に乗った。喚わめき散らして振り払おうとしたようだが、万力で締しめ上げられるようにびくともしない。反対の手にある『腥なまぐさ』とかいう長大な牛斬り包丁がギラリと光を照り返していた。そして流れに乗っかるように、天あも羽う猫ねこもまた、片手で胸元のオイルライターを握り込み、もう片方の手で佐田調の腕を摑つかむ。左右を固められ、半ば引きずられるようにして大金庫の外へと連れ出されていく。

　渚ちゃんは一度だけこちらを振り返った。

　自分達たちの不備を指摘してくれた、親切な隣りん人じんに向けるような笑顔で。

「……ちょっと待っててね」

　絶叫があった。

　ゴウンゴウンゴウンゴウン!!　という機械音と共に丸い扉が閉じていき、そんな言葉さえも封じられてしまった。

　呆ぼう然ぜんとしたまま、俺は推理マニアの方へ目をやった。

「……何であそこまでした？　誰だれも死なずに済んだのに……」

「……、……」

「ここから逃げ出すだけなら!!　あそこまで追い詰める必要はなかったはずだ!!」

　耳元で叫ぶと、艶えん美びはどこか緩かん慢まんな動きでこちらへ目をやった。

　まさか……？

「だって……私は、『菱ひし神がみの女』で、どんな手を使ってでも、事件の謎なぞを……」

　拘禁、反応。

　……どこか別の時間と場所を眺めていた推理マニアは、善悪なんて考える余裕もなく、ただ反応を返すように不備を指摘してしまったって訳なのか……。

　いくら鉄格子を摑つかんで揺さぶろうとしても、びくともしない。それにたとえ鉄格子を壊こわせたとしても、厚さ一メートルを超えるあの菱神紋の扉を破るなんて絶対に無理だ。

　もう、佐さ田だ調しらべは救えない。

　そして渚なぎさちゃん達が再び戻ってきたら、何もかもが水の泡だ。

　最初の目的は何だった？　このままこいつをこんな所で死なせても良いのか。

「……ッッッ!!!!!!」

　何かを振り切るようにして、次の行動に移る。

　推理マニアと広げた上着をどけて、元からボロボロになっていた床へと改めてステンレスのボールペンを振り下ろしていく。穴の周りを壊して、広げて、何とか人が通れるくらいのものにしていく。

　真っ暗な穴だった。

　携帯電話のバックライトをかざすと、深さはそれほどでもない。

　最初に俺が降りて、のろのろと従う推理マニアの体を下から支える。元から肌を大きく見せる格好だったからか、随分と体は冷え切っていた。

　むせ返るような土の匂いに、切り裂くような冷たい空気。

　それでも俺達は外に出た。一〇〇点満点とは言い難い状況だったけど、最低限、監かん禁きん状態を脱するという目的だけは果たす事ができた。

　空気を吸って吐くだけで、頭の奥まで染み込んでいた黒い汚れが洗い流されるような気分だった。

　拘禁反応が少しずつ解け始めている。

「私達たち……助かるのかな……？」

「助かるさ。疑問を持たなきゃならない理由なんかない」

　肩を貸すようにしながら、俺は推理マニアにそう言った。

　彼女はいやに冷たい体を引きずりながら、だからこそ俺の体温をゆっくり味わうように体重を預けてくる。ゆるゆると吐き出すように洩もらしていた。

「帰ったら何しよっか」

「とりあえず熱いシャワーでも浴びて三日くらいぶっ通しで寝ていたい……」

「若者だっていうのに元気が足りないね」

「なら何だったら模も範はん解答だっていうんだ」

「そりゃあ、こんなに可愛かわいい女の子と肩を組んでいるんだよ。遊園地でデートの一つでも思い浮かべたって良いんじゃない。もしもそんな話になったなら、たとえ世界が滅んでも墓ぼ前ぜん市しの外まで出てやるって思えるのにさ」

　……。

　ちょっと考えて、俺は答えた。

「良いよ」

「えっ!?」

「そんな事くらいでお前がこの地獄を乗り越える希望を持てるって言うなら、どこかに逃とう避ひしないできちんと地獄と向き合う覚悟を決められるのなら。一回くらい付き合ってやっても良いよ」

「ばっ、ばう!!　ばばばばうばがわたええとわたしそん嬉うれしいけど心の準備とか色々……!!」

　何な故ぜだかろれつが回らなくなっている推理マニア。至近で肩を貸しているため、いまいちその表情までは捉えられなかった。

「言っておくが、あくまでも健全な休日の過ごし方程度のもんだからな」

「刑事さん愛してるうむちゅーっっっ!!!!!!」

「馬鹿野郎！　それがもう不健全だって言っているんだ！　無意味に全力で抱き着いてくるんじゃない!!」

　意外に元気が有り余っている推理マニアを全力で引き剝がしながら俺は叫ぶ。

　とにかくこれで終わり。

　ようやく、渚なぎさちゃん達が作り上げた四角い地獄にさよならを言えるんだ。
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　……。

　……。

　……。

　様子がおかしい。

　そんな風に気づいたのは、しばらく手掘りのトンネルの中を歩き続けてきた時だった。

　そう。

　しばらく。

「……刑事さん、ここどこ？　もう三〇分くらいは歩き続けているような気がするんだけど」

「俺に聞かれても……」

　トンネルは平へい坦たんではなく、上ったり下ったりしながらも、全体としては緩ゆるやかな坂道を下っているような印象があった。光が一切届かない、地の底へと延々向かっていく。どこかで何かを間違えた。そんな風に思うのだが、今さら後には退ひけない。ひょっとしたら小さな脇道が別にあったのかもしれないが……下手に元来た道を戻ると、渚なぎさちゃん達たちがこちらを追ってきている場合は鉢合わせしてしまうリスクもあった。

　ここは、どこだ？

　俺達は、どこに迷い込んだ？

　ごくりと喉を鳴らした時、ふと俺の頭の中でいくつかの情報がランダムに連結した。本当に、どうして、そんな風に繫つながったのかは俺にも分からなかった。

　───そもそも、俺達が墓ぼ前ぜん市しにやってきたのは一〇年以上前の連続行方不明事件を追っていたからだった。

　───渚ちゃん達は『御み口くち様さま』と呼ばれるトンネルを一部利用して中腹の銀行と麓ふもとの街並みを行き来していた。『御口様』自体はアリの巣のように張り巡らされているらしい。

「刑事さん……あの銀行を狙っていた強盗達ってさ、本当に一から自前のトンネルを掘っていたのかな。ひょっとしたら……」

「元からあった『御口様』のトンネルを利用して、楽をしようとしていたかもしれないっていうのか……？」

　───『御口様』の名前は、俺が学生時代に行った祭りの時なんかに出てきた。ただし大元のルーツはあまり良い由来のものではない。

「ああ……」

　気づいたのは、匂いだった。

　放ったらかしの空き家などには絶対にない、特有の臭気。時間を掛けて大量の汗が乾いたような……つまり人間の匂い。それがケータイのバックライトも届かない闇やみの向こうから静かに流れてきているのが分かる。

　ふしゅうふしゅる、と。

　奇妙な音を耳にしながら、俺は思い出していた。

　お祭りの大元、ルーツとなった話の断片を……。

　───『御み口くち様さま』とは山のてっぺんに開いている、罪人を投じるための大穴だ。だけど人々の心が廃れると、大穴に封じたはずの災厄が一斉に飛び出してくるらしい。

「ちくしょう」

　───過去の行方不明者達たちはどこに消えた？

　───というより、今、闇やみの奥で蠢うごめいているものの正体は……？




「……ゾンビは、本当にいたのか……」




　どうにも、ならなかった。

　ギン!!　と。

　闇の奥から、バックライトの光を照り返す無数の濁にごった瞳ひとみがこちらを見据えて……。













　　　第三章　天を仰ぎ開く奈落の口ｂｙ菱ひし神がみ舞まい
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　高度三〇〇〇メートル。

　墓ぼ前ぜん市し上空、百鬼夜行が所有するくの字に似た全ぜん翼よく機きの内部にて。

「んー……？」

　私は自分の腰をひねったり腕を軽く回したりして調子を確かめていた。うむ、やっぱり肌にちょっと張り付く感じがするかな。

　今こうして身に着けているのは菱神生化学工業製『夜桜弐式』をベースに、要所を舞ちゃん仕様にカスタムしたもの。ほら、介護用として伸縮性のテープを織り込んだスーツを着せて背筋を伸ばしたりするのがあるじゃん。あれと同じ技術を使っているんだけど、見た目にはスパッツみたいなピッチリ素材で肩口から鼠そ蹊けい部ぶまでを覆おおって、襟えりや前垂れに似たパーツをアタッチメントで貼り付けてくノ一っぽく整えているって感じかな。基本は黒とベージュ、後は紫の花弁をあしらった配色。他にも肘や膝ひざなんかも部分的に覆っているよ。……あと合理性を無視した好みの問題で、胸クソ悪い右胸の菱神紋は毟むしり取ってるけど。

　防御力ゼロ、ビキニアーマーもびっくりの装飾過多。

　……なんだけど、私に限って言えば効率的。何な故ぜなら元となるベースの人体そのものに手を加えているからね。だから欲しいのは外から来る攻こう撃げきを弾はじく硬さじゃなくて、『本気出すと自分の関節をぶっ壊こわしてしまう』問題を解決してくれる補強手段って訳。

　何でまたこんな装備を自前で新調したかと言えば、理由は大きく分けて二つ。

　一つ目は、今回の仕事は潜せん入にゆうや諜ちよう報ほうとは違う。よって民間人のふりをする必要はない。

　そして二つ目が、

「呪まじなグループが一枚嚙かんでいる以上、菱神樒しきみが待っている、か」

　菱神筋の始祖。

　冗談抜きに軽く一〇〇〇年以上を生きてなお現役というあの女。

　不老の術法があまりにも効果が高過ぎて、逆に年々その肉体が若返り続けているらしい規格外の反則。

　一度は完全に敗北した。軽くあしらわれた。だけど困った事に、あいつには敵かなわないから許してくださいが通るような業界でもないんだよね。

　殺せる手段がないのなら、新たな手段の調達も含めてプロの仕事。

　傍らで人様のおみ足に頰ほおをすりすりしている小型犬に似た妖怪、すねこすりが恐る恐るこんな風に言ってくる。

「ほ、本当に、その、呪まじな様は今回の騒そう動どうに関わっているんでしょうかね……？」

「十中八九。まあ仮にヤツらが関わっていなかったとしても、どっちみち強行突入して早期決着を図る必要があるんだけどさ」

　ひょっとしたら、墓ぼ前ぜん市しでゾンビパニックに襲おそわれている人達たちはこんな風に思っているかもしれない。誰だれでも良い、早く外から助けに来てくれ。警察でも軍隊でも良いから、この街で起きているイカれた騒さわぎにケリをつけてくれ、って。

　でもそれは通らない。

　理由は簡単で、

「……何しろ、最初の墓前市を皮切りに、五つの地方一三の街でゾンビパニックが起きている。ある一線を越えれば封ふう鎖さも歯止めも利かなくなって日本全土を覆おおい尽くす。百鬼夜行だって馬鹿じゃない。普通ならこんな流れになる前に『五本指』辺りが検知して対抗策を講じている。こうまで出遅れた時点で、同じ『百鬼夜行のやり方』を熟知しているヤツが策を練った可能性は高くなる」

「そして全ての中心が……墓前市ですか……」

「何もかも後手後手で、警察だの自衛隊だのはもちろん私達の業界だって対応は遅れている。コップの水は今にも溢あふれそう。でもここを叩たたけば全部終わる。まあ間違ってはいないだろうけど、でも同時にあからさま過ぎる。おそらくお嬢じようちゃんを中心とした現百鬼夜行が突入しても何とかできる自信があるんだろうねえ」

　確かに火力だけで言えば、現百鬼夜行は国内最強クラスだ。

　街を一個消し飛ばす方法なんてごまんとあるだろうし、『五本指』が本気で動けば一人で一つの大陸が沈むレベルだ。

　だけど、そこで問題になってくるのが菱ひし神がみ樒しきみ。

　私と同じ、あるいは私よりも尖とがった、最大最悪の『菱神の女』。

　……安定した巨大組織や社会システムを破は壊かいする事をその存在意義とする樒にとって、百鬼夜行なんて格好の餌えさよ。

　生死不明の大だい爆ばく発はつなんてやらかしたら絶対に死んだふり作戦を経てカムバックする。

　馬鹿正直な大火力の『五本指』を投入したって、手玉に取られて自滅を誘われる。

　そもそも今の百鬼夜行は呪ちちと祝むすめの間で揺れている。どちらに着くべきか。正攻法なんて使ったら絶対に切り崩される。

　菱神舞まいでさえそう思うんだから、菱神樒の頭の中はもっともーっとエグい方策で埋め尽くされているはずじゃないかな。

「呪様は……どうして……どのようなお考えで……」

「さあね。一〇年も歴史の裏に隠れて、つまり自分の暗殺に成功したと思い込んでるアホをのうのうとさせて、嫁さんの仇かたきも取れなかった男の心がどれだけ煮えているかなんて私には分かんないよ。百鬼夜行をお嬢じようちゃんから取り上げる、だなんて言っていたようだけど、それがこのゾンビパニックとどう繫つながっているのか。そもそも、どうして今になって百鬼夜行を欲しがり始めたのかも良く分かんないし。でも」

「でも？」

「片想いの相手にモジモジする中学生じゃないんだ。相手の本音なんて、直接出向いて本人の口から聞けば良い」

　簡単に言い切る。

　敵が何だろうがやる事は一緒。特別な敵に特別な対応をしましょうなんて考える時点ですでに吞のまれつつあると言っても良い。何があってもブレないってのは一つの強さなのだよ。

「まずは同じ『菱ひし神がみの女』の手で菱神樒しきみを撃げき破はする」

　私は歌うように確認を取った。

「『五本指』の投入は搦からめ手ての名手を潰つぶしてから。そうすりゃ後は正攻法の大火力がものを言う。呪まじなグループも物量戦術で押し流せる公算が高くなるって訳よ」

　……とはいえ。

　最後の最後に出てきた、百鬼夜行極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらし、ってのまでは流石さすがに未知数だけど。

「そ、それで、その呪様達たちが拠点にしているであろう場所が……」

「墓ぼ前ぜん市しに面した山の一つ、墓ぼ石せき山やま。厳密にはその内部に迷路のように張り巡らされている、休火山を利用したトンネル網……『御み口くち様さま』、かな」

　こちらの準備は終わった。

　最後の挨拶を済ませるため、私とすねこすりは古都の邸宅のような内装の機内を歩き、百鬼夜行リーダーのお嬢ちゃんの元へと向かっていく。

　香の匂いの立ちこめる一室では、重厚な喪服を着た小さな女の子がゆるりと正座で佇たたずんでいて、その向かいにはすねこすりをさらに小さく……そう、五センチくらいにした小さな犬の妖怪がいた。

　というか、小皿に入った鶏とり肉にくにがっついている。

「美う味まい!!　祝はふり様のササミはすぐなくなっちゃう！　がつがつ!!」

「ふふ、別にササミは逃げたりしません。お代わりもありますから、ゆっくりと召し上がりなさい」

　それを見て全身を総毛立たせたのはすねこすりだ。

「わあー!!　ぎ、儀ぎ助すけ!?　百鬼夜行の最高トップである祝様の前でなんていう無礼を……!?」

「あっ、父ちゃん。祝様はご飯の達人！　もしゃもしゃ、父ちゃんも食べてみれば分かる！　こっちに父ちゃんの分を分けておいたから、がつがつ!!」

「口の中のものを吞のみ込んでから話しなさい。というか申し訳ありません祝はふり様！　すぐによそへ移しますので何なに卒とぞご容赦を……!!」

「構いませんよ。楽にしていただいた方が私も興が乗りますので」

「あっ、祝様、そろそろすりすりしたい！」

「はいはい、正座を崩してあげましょう。こちらへいらっしゃい、儀ぎ助すけ」

　ふーむ。

　お嬢じようちゃんもお嬢ちゃんで、周りの護衛達たちから頭をポンポンされる立場に不満があるのかな？　自分が『お姉さん』になれる相手を見つけてガス抜きしているのかも。……ふうむ！　愛ういヤツめ!!　時間さえあれば死ぬほどポンポンしてやりたい!!!!!!　（←悪あく循じゆん環かん）

　一見して和みパワー全開の空間だけど、実はそいつをぎっちり戒める特大な違和感がこの部屋にはあった。

　お嬢ちゃんの真後ろ。普段なら時価何なん億おくになるかも分からない、純金でできた二メートルオーバーの巨大な家紋。




　それが刀か何かを使って一刀両断されているのだ。




　百鬼夜行は血統主義。父であり純血の呪まじなと、娘でありハーフの祝。両者がいがみ合えば、組織を構成する多くの者がどう傾いていくかは自明の理。

　そのはずだったんだ。

　だけどお嬢ちゃんは流れを変えた。『五本指』の一角が用意した妖刀を携え、皆の前で百鬼夜行の象徴を一息に叩たたき切った事で。

『この身が混血であるのは、私自身も知り得なかった事。隠す意図など毛頭ない』

　言って。

　絶大な切れ味を持つ刃を逆さにして、その切っ先を摑つかんで、柄つかの方を皆に差し向けながら。

　わずかでも刃が引かれれば、指を全て失うと知って。

『そして半端なこの身が長に収まり続ける事を嫌う者がいるならば、今ここで私を半分に切り分けて神棚にでも飾りなさい。この家紋と同じように。それで狭い業界の秩序が保たれるなら、これ以上呪達に荒らされずに済むのなら、私は全く構いません』

　血や家を振りかざすだけのお飾りだったら、混乱は収まらなかったでしょう。百鬼夜行は空中分解し、呪の狙い通りの大混乱が起こっていたでしょう。

　でも、実際にはそうはならなかった。

　ま、お嬢ちゃんも青あお行灯あんどんとの闘とう争そうを経て、おんぶにだっこから脱する程度の凄すご味みを身に着けたってトコかね。

　だから今、この場にいる全ての者が纏まとう印は、お月様みたいに欠けている。

　呪まじなグループを完全に排した時、再び完全な家紋を背負うと誓って。

　……と言ってももちろん万事解決じゃない。巨大組織を作る大小無数の家臣達たちは、じっと見据えている。もしもお嬢じようちゃんの選択が失敗し、結果を出せなければリーダーの資質なしとして、今度こそ彼らは呪に合流する。大たい勢せいは雪な崩だれ込む。

　つまり、ここが踏ふん張りどころって訳。

「そちらの準備も終わったようですね」

「まあーね」

　標的は墓ぼ前ぜん市しにある墓ぼ石せき山やま、その最深部たる大穴『御み口くち様さま』。ゾンビで溢あふれた街の中を突破して山へ向かうのは相当に困難だろうけど、私達にはご覧の通り、全ぜん翼よく機きがある。

　順路なんてしち面倒臭い。パラシュート一つ背負って直接山頂の大穴を目指せば良い。

　今は不自然なドッグスクエアがある辺りだったかな。

「目的を確認します。依い頼らい内容は各地で連れん鎖さ的てきに発生したゾンビパニックの根幹、墓前市での問題解決。及び深く関与するであろう呪グループの排除となります。あなたにはその第一陣として、菱ひし神がみ樒しきみの撃げき破はを特に優先していただきたい」

「うい」

「呪は真なる百鬼夜行リーダーを名乗り、我々の築いた組織の乗っ取りを標ひよう榜ぼうしています。それが現状のゾンビパニックとどう関係しているのかには謎なぞも残りますが……少なくとも、今の状況が長引けば日本という国家に壊かい滅めつ的てきなダメージが加わります。そうなる前に、迅速に決着をつけてください」

「必要な依頼料さえ支払ってくれるなら、何とでも」

　当然、パラシュートは上から下への一方通行。仮にしくじっても回収はしてもらえない。山の周りはゾンビだらけで、全方位死角なし。というか、加速度的にゾンビの数が増えてしまえば日本全国を覆おおい尽くす訳だから、もう『逃げる』って選択肢自体に意味がなくなる。

　それでも私達は降下作戦のため、お嬢ちゃんと別れて減圧装置のあるカーゴルームへ向かっていく。

　殊更に正義感とか復ふく讐しゆう心しんとかが渦巻いている訳じゃない。

　単純に、今まで命を賭かけなかった仕事の方が珍しいってだけの話。

　見る人が見ればゾンビパニックはこの世の終わりかもしれないけど、私にとっちゃ日常のちょっと先くらいでしかない。

「……、」

　と、足元を行くすねこすりが先ほどから押し黙だまっていた。

　こっちも、単にゾンビの群れへ投げ出されるのが怖いってだけじゃないでしょう。

「なあーに？　ひょっとして別れた奥さんの事でも考えてんの？」

「……お初はつのヤツは、てっきり狭い業界の闇やみに引きずり込まれたものだと思っていました。だから私は、ある日突然消えてしまった妻を追うために、自身も狭い業界へ飛び込んだ」

　ぽつりぽつりとすねこすりは答える。

「だけど、実際にはお初はつそのものが大きな闇やみでした。呪まじな様と手を組み、百鬼夜行の最深部と化して、ついにはこんな悪事に手を染めた！　だとしたら、私が為なすべき事はもう妻の救出ではありません。私は、たとえ刺し違えてでも……!!」

「うおりゃ」

　ぬいぐるみのようなその妖怪を軽く踏ふんづけてやると、キメ顔になりかけていたシリアス妖怪から『ぶぎゅう!!』という可愛かわいらしい声が洩もれてきた。

　そうそう。すねこすりはそうでないと。

「無害な妖怪が死神なんか気取りなさんな。罪の清算ならお嬢じようちゃんの領分だよ。私達たち、手足があれこれ悩むような事じゃない」

「ですけど私はあれの家族です!!　それならその責任は私が取らなくては……!!」

「そうやって私情を仕事より優先するのがアンタの流りゆう儀ぎか？　お嬢ちゃんはゾンビパニックを迅速に終結させろと依い頼らいしてきた。はっきり言うけど、私情でナイーブになってるヤツなんか連れて行く気はないよ。地味に仕事に差し支えるし」

「……、」

「それと、掌てのひら返して私情だらけのアンタに私情だらけの発破をかけてあげよう。ここんとこ、アンタの息子の儀ぎ助すけちゃんがお嬢ちゃんの傍そばに入り浸っているのは何でだと思う？」

「？　祝はふり様が、恐れ多くも儀助の面倒を見てくださっているのでは……？？？」

「違う。母ちゃんを助けてって毎日嘆願しているからだよ、お百度参りみたいにさ」

　いっそ、お嬢ちゃんも自分の両親とかち合うっていうんだから、それくらい素直に可愛らしいトコを見せてくれればやる気も出るのに。わざわざ辛気臭い喪服を着続けているのも『亡ぼう霊れい』が消えるまで喪は明けない、とでも頑なになっているのか。けどまあ、あっちについては必死に押し殺しているところが可愛いのか。

　さて。

　根本的に、そういう『優しいノイズ』を力に変えるのは私の領分じゃない。こっちはどこまでいっても憎まれ役。あくまでもドライに、デジタルに、確実に問題を解決する装置に徹てつするとしますか。
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　外はすでに真っ暗。

　一面の雪景色のせいで、純白で埋め尽くされた地面は距きよ離り感かんが摑つかみにくい。

　しかも峠道や山頂よりも、そこから外れた斜面にある地熱発電所の方が目立って目立って仕方がない。規模は小さいし、流は行やりの環かん境きようエネルギーだのスマート電源システムだのの実験用かな。分かってはいても、つい目を吸い寄せられて狙いがずれてしまいそう。

　着地早々足を折ってリタイヤなんて間抜けの極み、でも実際には戦場あるあるに数えられるくらいポピュラーなトラブル。私はすねこすりを抱えたまま、慎重に雪の上へと降りていく事にした。

　ちなみに関接補強装備に過ぎない『夜桜』に防寒性はない。人体改造した舞まいちゃんでなけりゃ耐えられない寒さだね。

　山頂。

　墓ぼ前ぜん市しの古い因習だと高度が上がるほど上流階級が暮らすとされてきたらしいけど、だとすると奇妙な位置にある奇妙なドッグスクエア。

　用済みとなったパラシュートを切り離はなし、足元の雪へすねこすりを下ろしてやりながら、私はこう尋ねた。

「さてすねこすりちゃん、百鬼夜行がゾンビをいくつか解析した結果、今回のゾンビパニックには火車って妖怪が深く関与しているらしい。火車ってなーんだ？」

「ええと、火に包まれた猫の妖怪でしたっけ？　確か、突風を起こして棺かん桶おけの蓋を飛ばし、罪人の死体をお葬式の会場やお墓の中から盗んでいくとか、死体の内臓を食べてしまうとか……」

「うん、それも伝承の一つ。だけど江戸時代とか後世になってからのものだね。一番古い伝承だと仏教における地獄の車。落ちるべき死者を地の底に連れ去る鬼の一種だなんて呼ばれている」

「あれ、ですが他にも何かあったような……？」

「まあ、火車ってのは時代を下ると化け猫の伝承とごちゃまぜになっちゃうからね。火車が近づくと死体が動く、なんて話もあるけど、こっちは化け猫の話と合流したもんだと思えば良い。それでもきちんと効果は発揮するんだろうけどさ」

　さて、呪まじなのイメージはどれかな。あいつはすねこすりのお初はつを『原初の闇やみ』に組み直して攻こう撃げきや防御に応用するらしいし、『いつの時代のイメージを使うか』なんてお手のものでしょ。きっと自転車のギアみたいに妖怪の力や特性を年代ごとに切り替えられる。

「……という事は、ゾンビパニックは『罪人の死体』に対応している訳ですか？」

「まあ、火車がどうやって死体を奪うのかにも諸説ある。妖怪が直接抱えて逃げるのか、あるいは火車が近づくと死体がひとりでに動き出すのか」

「後者だった場合、完全にゾンビそのものですよね」

「だけど死体から死体に伝染、増殖するなんて伝説はどこにもない」

「つまりそこをいじっていると？」

「そもそも、火車が操るのはただの死体じゃない。『罪人』の死体なんだよね。……でも、罪ってのは何なんだ？　墓前市、墓ぼ石せき山やま、『御み口くち様さま』。この地が中心になっている以上は、この地が深く関係しているはず。まずはその辺りの法則性を探りたいかな」

「そのために必要なのが」

「山頂のドッグスクエア。まるで『御み口くち様さま』の竪たて穴あなの番をするようなあの建物が一番クサい」

　暗い夜、切り裂くような風を受けて、静かに雪を踏ふみながら私達たちは壊こわれた柵を乗り越えて、いくつかの平屋の建物が密集する方へと近づいていく。

　見たところ、人間の見張りやセンサー、トラップなんかはなさそうね。

　適当に鍵かぎを壊して踏み込むと、がらんとした広い空間が待っていた。暖房設備はなく、照明もない。少し考え、ペンライトを点つけて周囲をぐるりと見回した。

「厩きゆう舎しや……でしょうかね」

「だね」

　中は奇き麗れいなもので、犬の糞ふんはもちろん、抜け毛の塊のようなものも見当たらない。獣けものの匂いもしない。本当に打ちっ放しのコンクリートでできた大きな枠組みと、動物を繫つなぐための鎖くさりや金具ばかりが並んでいた。

　すねこすりはペンライトの光の円を目で追い駆けながら、それぞれの房に掲げてあるネームプレートのようなものを読んでいた。

「じろう、はなこ、ほのか、ひとみ、たいち……。うーん、犬っていうよりも牛さんみたいな名前ですね」

「そだね」

　私はそう答えたけど、ペンライトの光を床の方へ落とした。

　そこにはギラリと輝かがやく銀色の金属が転がっている。




「でも、牛には手錠なんて掛けられないと思うけど？」




　すねこすりは、最初、ピクリとも動かなかった。

　やがて思い出したようにその小さな体が小刻みに震ふるえ、それから慌てたように辺り一面をぐるりと見返していた。

「まって、待ってください！　それじゃあ、まさか……ここで飼っていたのは……」

「うん」

「人間だったって言うんですか!?　あそこに掲げてあるネームプレート全部!!」

　さあて。

　一体どこから調達してきた人間だったのやら。
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　厩きゆう舎しやに限らず、ドッグスクエアの施設に人の気配は全くなかった。

　併設されていた従業員用の居住区に入ってみると、こちらも随分と埃ほこりを被かぶり、人の生活臭を感じられない。だけど主あるじの匂いを失った部屋の中に、いくつか気になる資料が眠っていた。

「ここ、分類上はドッグスクエアじゃなくて神社だったみたいだね。従業員は神職扱いだし、宗教法人に登録して毎年助成金を受け取っていたみたい」

「神社……？　一体、どんな神様を祀まつっているって言うんですか」

「そりゃもちろん、『御み口くち様さま』だよ」

　とんとん、と私は古い和紙を束ねた書物を指先で叩たたきながら、

「元々この山は休火山らしくてね、山頂から真下に馬鹿デカい竪たて穴あなが開いている。でもって大昔は飢き饉きんなんかで麓ふもとの集落が死体だらけになると、それを大穴に投げ込んで伝染病の流行を未然に防止していたらしい」

「……その大穴が、いつしか神格化されて？」

「大穴そのものが神様なのか、放り込まれた死者が恨みを持たないよう祀ったのかは曖あい昧まいだけどねー。だけど時代が下ると様子がおかしくなってくる。まだ生きている重傷者や、重罪人、政敵、そうした人達たちまで範はん囲いを拡大して大穴に放り込むようになっていったらしいね」

「社会の秩序を乱す者、足を引っ張る者、邪じや魔ま者もの、厄介者、一方的にそんな烙らく印いんを捺おされた人達……」

「身勝手な言い方をすれば、罪人」

　……火車の件と繫つながってきたかな。

　火車は罪人の死体を盗む。あるいは近づく事でひとりでに動かす。元々はそれだけなんだけど、『御口様』のルールじゃ放置された死体や致命傷を負った人間もまた一方的に罪人扱いされる。つまりゾンビに襲おそわれて致命傷を負うと、伝染、増殖するように『罪人』レッテルは増えていく……って感じかな。

「今でも信じられません。では、あの厩舎は何なんですか？　集落から弾はじかれた人を大穴へ放り込むサイクルだとしたら、人を捕まえて飼育する仕組みなんていらないはずでしょう」

　憤いきどおるというより、そんなアイデアを実行に移せる人間の頭の構造にうんざりしたような調子ですねこすりは言う。

　でも、元から四本足の妖怪であるすねこすりにとっても、やっぱり異常なビジョンに見えてくれているのかな？

「ありがちな話だよ。すねこすり、『生いけ贄にえのプロセス』って話は知ってる？」

「何ですか、その不気味な名前は」

「生いけ贄にえの儀ぎ式しきは世界中にあるけど、大体いくつか似たような段階を踏ふむって話」

　私はペンライト片手に指を立てて、

「最初の死者は偶発的であるケースが多い。日照り続きの中で誰だれかが倒れた。そうしたら雨が降ってきた。これは死人と雨に関係があるんじゃないか、ってね」

「……、」

「でもって次に、その現象を再現しようとする。人を殺して雨が降るかどうか確かめる。ここでも偶然が重なると、もう止まらない。因果関係ありとジャッジが下れば、後は毎年なり毎月なり人を殺して捧ささげるようになってしまう」

「それが、『御み口くち様さま』の件とどう繫つながっているって言うんですか？」

「あれだって贄の話でしょ。伝染病の蔓まん延えんを防ぐために死体を投げ込むって事は、逆に言えば死体さえ投げ込めば伝染病は流は行やらないって考えているんだから。これは次第に、死体を投げ込まないと大穴から疫病が噴ふき出す、とかいう話に繫がったっておかしくない。細菌学なんて言葉もない時代じゃ、こうした誤認は珍しくない。後年になってから投げ込む対象が拡大されたのだって、『死体を調達できないから生きている人間から罪人を選ばなくちゃ』って強迫観念が働いていた可能性は低くないんだし」

「じゃあ、厩きゆう舎しやの人達たちは……」

「生贄の儀式が慢性化してくると、群衆はこう考える。犠牲は必要だけど、自分達は選ばれたくない。でも儀式はないがしろにできない。……だから、贄を特別化するんだ。『高貴な身分の人ほど神様が喜ぶ』とか言って、自分達から切り離はなされた層に役割を押し付ける。俗世から切り離された場所で育て、知り合う機会もないから感情移入もせず、スムーズに赤の他人を捧げられる仕組みを作りたがる」

「あ」

「この『選ばれたくない』がもうちょっと進むと紙や木札とか、小麦やトウモロコシを練った人形とかで代用するようになるんだけど……『御口様』はまだそこまで進んでいなかったみたいだね。ドッグスクエアで人を飼って、必要な時に捧げていた。『自分達』は嫌だって考えから来る発想だから、ひょっとしたら旅行者なんかが集中的に狙われてきたのかもね」

　さらに調べてみると、餌えさの加工場の方でおかしなものを見つけた。

　全体的にはタイル張りの床にステンレスの作業台、さらには製材所なんかにある丸まる鋸のことか帯鋸、ミキサーなんだかディスポーザーなんだか分かりゃしない回転刃とかがどっさりある場所ね。……まあ実際に『何が』歯車やコンベアで運ばれて処理されてきたのかは想像しても楽しいビジョンじゃないけど、問題はその奥。

　分厚い鉄扉の向こうは地下深くへと伸びていく階段。出入口のてっぺん辺りには太い注し連め縄なわが張られちゃっているし。むわっとする土の匂いがここまで立ち込めてくる。

　極め付けに……あるなあ。

　百鬼夜行、いいやお嬢じようちゃんの血筋を証明する家紋ってヤツが、堂々と。

　直径三〇センチ、厚さは八センチはありそう。純金でできたそれが、注し連め縄なわのど真ん中にぶら下がっている。

「……、お初はつは」

　ぽつりとすねこすりは呟つぶやいていた。

「お初は、呪まじな様と組んで……このような事にまで手を染めていたというのですか」

「さあね」

　私は不確定な事実は肯定も否定もせず、しかしこれまで見てきた中で推測できる内容だけを話していく。

「でも案外、呪達たちはこの施設を稼か働どうさせていないかもよ」

「？」

「厩きゆう舎しやの方は人の匂いがしなかった。居住区の方も相当埃ほこりを被かぶっている。置かれていた雑誌やカレンダーを見る限り一〇年くらい前で日付の更新が止まっている。さて、このタイミングと言えば？」

「……陣じん内ない忍しのぶが、過去の中で呪様達に干渉してしまった頃ですよね？」

「火車を安置するためか、『御み口くち様さま』を利用するためか、あるいは単純に隠れ家が欲しかったのか。呪達がここに目をつけたのは事実だけど、日付の更新が止まっているのを見ると、元々の持ち主を排除してドッグスクエアを奪ったって可能性が出てくる」

「で、でも、そんなのはただの推測でしょう？」

「なら、推測を補強する面白い情報をもう一つ。すねこすり、さっきの資料の束を見る限り、ここの経営主の名前は須す藤どう太た市いちって言うらしい。どこかで覚えがない？」

「？」

「たいちって名前は、厩舎のネームプレートにあったと思うけど？」

　さて、神職を気取って人を攫さらって飼育し続けた誰だれかさんは、日本最大最強のオカルト組織を束ねていた長によって、どんな意い趣しゆ返がえしを受けたのやら。

　裏社会の人間ってそういうの好きだからなあ。練りに練ったと思うよ、きっと。

「じゃ、じゃあ、呪様の時代になってからは、『御口様』も健全化されていったって訳なんですか？」

「少なくとも、『生いけ贄にえのプロセス』については。人ひと身み御ご供くうを必要とせず、紙や小麦の人形で何とかできる時代へ進んだのかもしれないね」

　私は適当に肯定しつつ、

「……でも勘違いしちゃいけないよ。『生贄のプロセス』が進むって事は、それだけ儀ぎ式しきが洗練されるって話なんだから。でもってそいつを一〇年重ねた結果が、今の日本全国に広がりつつあるゾンビパニックに結びついている。健全化？　そうだよ。不完全な脅威は長い時間をかけて安定した兵器として完成したのさ」

　だから、ここから先に待っているのはドッグスクエアよりも深い闇やみ。

　この程度で驚おどろいているようじゃ心臓を鷲わし摑づかみにされかねないほどの。

　準備は良いかな、すねこすり。

　地の底で待っているのは掛け値なしの地獄巡り。それでも救いが欲しいなら、真実にすがる程度じゃ駄目だ。ずぶずぶの真実とやらから、自分の手で奥さんの手を摑んで引っ張り出すくらいの根性は見せてくれないとね？




　　　　　４




　ゴオ!!　と風が唸うなる。

　どこまでも続く巨大な竪たて穴あな。直径は二〇メートル以上、深さについては考えたくもない。しかも土や岩を掘って、大穴の周りにいくつもの建物や通路が複雑に伸びている。全体的にはスラム街みたいなみすぼらしい小屋の集合を、木板や竹で組んだ細い橋のような足場で立体的に繫つないでいる、って感じかな。

　向こうには隠すつもりもないのか、あっちこっちに百鬼夜行の、一〇〇〇年以上続く家紋が焼印の形で捺おされていた。

『御み口くち様さま』の中はぼんやりとしたオレンジ色の光に包まれていた。裸電球もあったし、蠟ろう燭そくや吊つり灯どう篭ろうなんかも並んでいる。灯篭の方は蠟燭じゃなくて、油皿に芯を浸した行灯あんどんみたいなタイプのようだけど。

　全体的には大穴を中心に、ぐるりと回る形で下りていく。まるでコイルやバネをなぞっているみたいな気分だ。

「……ここが、呪まじな様達たちの」

「隠れ家、秘密基地、ゾンビパニック研究所。まあ何でも良いけど」

　あちこち湿っているのは、すぐ近くに地下水脈や湧水でもあるからかな。

　単純な小屋や足場の他に、掘削工具も多い。シャベル、ツルハシ、ハンマーなんて手持ちのものから、ブルドーザーやパワーショベルといった重機まで無造作に放置してある。その辺の木箱に爆ばく薬やくらしき円筒容器が無造作に詰め込んであった。

　他に大勢部下がいたって雰囲気じゃないみたいだし、あの呪や樒しきみが頭にハチマキ巻いてせっせと洞窟を掘り進めていたって事になるのかね。誰だれだって苦労している訳だ。

「……いや、秘密基地を作る場合は地面を掘るよりも出てきた残土をどう処分するかの方が大変か。そこをきっちり処理しつつ、でも外の世界には情報一つ洩もらさずに一〇年秘密を守り続けたっていうんだから、やっぱり怪物は怪物かよ、うんざり」

「？」

　増改築をひたすら繰くり返し、乱暴に積んだコンテナのように部屋数の増えた小屋の群れ。その一つを覗のぞいてみると、木材を縦横に組んだ格子の向こうに畳たたみ敷じきの間が見えた。

「座ざ敷しき牢ろう、ですかね？」

「ふむ」

　私は竹の足場の手すりに引っ掛けてあった、ＩＣレコーダーを手に取った。これまた分かりやすい。親指で再生スイッチを押すと、掠かすれたノイズの向こうから呪まじなの声が聞こえてくる。

『……やはりいつ見ても、全盛期と呼ばれる時代の遺物は虫むし唾ずが走る。しかし彼らの足跡を追わなくては、失われた座敷童わらしの開発方法を得る事は叶かなわない……』

　声を聞きながら歩くと、一回り小さな座敷牢があった。さらに進むともう一回り、さらにさらに進むと、もう一回り、一回り、一回り、一回り……。

『もしも彼らが研究と称して座敷童を裸に剝むいて好き放題していたとしたら、まごう事なき外道だっただろう。しかし外道は外道なりに、欲情できる事で妖怪を自分達たちと同種に扱っている節がある。だけどあいつらは違う。ある意味において、単なる外道よりなお始末が悪い』

「ち、ちょっと待ってください。これって……!?」

　すねこすりが脅おびえた声を放つ。

　目の前にあるのは、もはや一抱え程度の箱でしかなかった。私が入ったら膝ひざを抱えたとしてもぎゅうぎゅうになるレベル。これ以上縮めたら全身の骨肉がバキボキ折れて肉の塊になりかねないレベル。

　でも。

　さらに。

『彼らはそもそも、妖怪を体と心を持つ存在だなどと認めていなかった。同じ言葉を話し、同じ考えで行動する彼らを、ただの現象として扱った』

　ころん、と。

　そんな音が似合ってしまいそうな、小箱。

　一辺はせいぜいが三〇センチ程度。バースデープレゼントに最適。

『やっている事は単純だ。まず座敷牢を用意し、行動の自由を奪う。次に少しずつ生活機能を欠いた檻おりへと移していく。食事のできない、睡眠の取れない、ろくに歩く事もできない、時間も分からない、狭すぎて体も収まらない……。そうして徐々に慣れさせていくと、妖怪は完全に体と心を失っていく。ただの溶けた現象へと戻っていく』

「ここに……何が詰め込まれていたって言うんですか……？」

　すねこすりは、ごくりと喉を鳴らして呟つぶやいていた。

　百鬼夜行が手を加えていた座敷童と言えば……やっぱり『あれ』しかないか。

　箱の表面は何かの数字を墨で塗り潰つぶし、その横に新しく『四〇式』と記されているし。

「だって、こんなの、だって!?　人の形をした妖怪がどこまで人の形を失えば、三〇センチの箱に収まるって言うんですか……!?」

　ここは呪まじなが膨ぼう大だいな資料と確かな技術によって再現させた、最盛期、数百年前の百鬼夜行の真しん髄ずいを網もう羅らする博物館。

　だけど拷問をテーマにした西欧の蠟ろう人形館と違って、過去の過ちを糾弾して自己を戒めるために正確な模型を作っている訳じゃない。

『ああ、何より虫むし唾ずが走るのはさ』

　吐き捨てるような声があった。

『こんなものを必要としなくてはならない、自分自身の不ふ甲が斐いなさにあるのかもしれないね』

「思ったよりもイカれたヤツだね」

　私はＩＣレコーダーを停止しながら総評した。

　上のドッグスクエアも含めて、無造作に資料が投げっ放しになっているのは管理不足でも何でもない。きっと懺ざん悔げか何かのつもりなんでしょ。誰だれに話すのかじゃない、胸の外に出力したって事に意味を見出している。王様の耳はロバの耳って感じかね。

「ようは、数百年前の拷問蠟人形館を作った上で俺様アレンジ加えて、自分の奥さんである白い座ざ敷しき童わらしをそのまんま放り込んだって訳でしょ？　で、めでたく三九式を超えた四〇式は完成した。人の皮でソファを作ってくつろいでいるようなもんなのかね」

「ま、呪様は一体何をしようとしているのでしょう……？」

「そればっかりはまだ何とも」

　この一〇年、呪と迷めいは死んで当然って顔でのうのうと回り続けた世界を眺めて、連中の何がどれだけぶっ壊こわれたのかは未知数。

　四〇式の件はもちろん、ゾンビパニックの方も狙いが読めない。

　お嬢じようちゃんの手から百鬼夜行を奪うにしては、どこかダイレクトな意思を感じない。

　というか、

「あらゆる運命を改変するに留とどまらず、全く新しい運命をゼロから構築する座敷童……。そんなものがあるなら、手法にこだわる必要なんかない。直接世界をいじって『自分が百鬼夜行のリーダーである』事にしてしまえば良いはずなのに……」

「で、では、四〇式……ええと、迷さんは完成しなかった、って事なんですかね？」

「あの呪が、そんな不手際で終わるようなヤツだと思う？」

　百鬼夜行極きよく製せい四〇式座敷童は完成した。いつでも使える立場にあるし、使用を躊躇ためらうような理由はない。にも拘かかわらず、呪達たちはその力を使ってチェックメイトを掛けてはこない。

　何な故ぜか？

「……いいや、違うのかな」

「？」

「ひょっとすると、もう使っているのか。百鬼夜行のリーダーに返り咲く。そんな理由を二の次にしなくちゃならないくらいのっぴきならない何かのために」

「それは、どういう……」

　すねこすりが言いかけた時だった。

　もそり、と。

　立体的に入り組んだ小屋の陰から、重たい体を引きずるようにして人ひと影かげが顔を出してきた。

　数は二つ。

　肩口、脇腹、太ふと股もも。あちこちの肉をごっそりと失った成れの果て。

「ひっ……!?」

　すねこすりが思わず甲高い声を出しそうになったのは、相手が噂うわさのゾンビだったから……だけじゃないでしょうね。

　ゾンビってのは必ず元となった人間がいる。

　でもって、私達たちの前に顔を出したそのゾンビ達の『正体』は……。

「内うち幕まく隼はやぶさに、菱ひし神がみ艶えん美び……。だって、え、だって、そんな……!?」

「いつもの嗅覚で事件の匂いを嗅ぎ取って、そのまんまリタイヤしたクチかね。まったくここまでくると救えない」

　ぼんやりとした瞳ひとみでこっちを……というか、まだ腐っていない生肉を捉え、ぎりぎりぎりぎりぎり、と首を回すゾンビ達。ズタボロの衣服。すっかり退色したバサバサの白髪に、赤と紫と斑まだらに濁にごった肌。だらりと舌を伸ばし、首をぐらぐらと揺らすそれらに、もはや生前の面影はない。

「冷静に言っている場合ですか!?　これ、どうするんです？　どうやって助けるんです!?」

「助けるって、どうやって？」

「な、あ？」

「助かるものなら助ける。そりゃまあ身内だし多少の融ゆう通ずうは利かせても良い。……だけど、ここまでいったらもうお手上げじゃない？　菱神舞まいは人体構造に手を加えある程度の修復や交換も可能だけど、流石さすがに脳まで腐敗した死者を救済できるほど便利な存在じゃあないんだよ」

「じ、じゃあ、どうするんですか……？」

「こうなったら手は一つしかない」

　五指を、握って開く。

　獣けものの爪を意識する。

「元が何であれ、敵として目の前に現れたのならやる事は単純よ。せめて身内の手で破は壊かいする、なんてセンチメンタルな寝言は言わない。ただ撃げき破はして先に進む」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ッッッ!!!???」

　それにしても、艶えん美び。

　アンタはそんなになっても『菱ひし神がみの女』を解放できなかったか。

　対人最強、同じ人間相手なら負け知らず。のちに最大最悪の殺人鬼となって刑事さんの前に立つ事になろうとも、解放さえしていれば『ひとまず』ゾンビの群れから彼を助けられたかもしれなかったのにね。

　いいや、そうなるくらいなら一緒に死を選んだってクチかもしれないけれど。

「きなよ、人間」

　虚むなしいね。

　哀しいではなく、虚しい。犠ぎ牲せいしかない世界での選択ってのはさ。

「惚ほれた男と一緒に埋めてやる。それで家族殺しの咎とがはチャラにしてくんないかな」

　咆ほう哮こうが返答した。

　向こうは二人一緒に、それこそ仲良くこっちへ突っ込んでくる。速度と膂りよ力りよくを考えると、ざっと三〇〇キロ台のグリズリー程度かな。普通の人間じゃあ為なす術すべもないだろうけど、私にとってはそうでもない。

　一いち撃げきで首を一つ刈り取り、返す刀でもう一つを切り飛ばす。

　正確にコースを思い描いたその瞬しゆん間かん。

　次なる動きがあった。




　ドゴァ!!　と。

　突如として、全力全開の怪物達たちに莫ばく大だいな力が加わり、崩れ落ちたのだ。




　誰だれかが触れた訳じゃない。

　まるで四方八方からの衝しよう撃げき波はで捻ねじ伏せられたかのような、あからさまな超常。

「やれやれ」

　頭上からの声。

　立体的に連結する木板や竹の足場の上に立つのは、不老のやり過ぎでかえって縮み過ぎたという伝説を持つあの女。少女の外観に不釣り合いな長い白髪の持ち主。巨大な花のように束ねた髪に、色を抜いた白の着物、帯の代わりに巻いた注し連め縄なわ。そして地面に突き刺さる禍まが々まがしいまでに輝かがやく黄金の三さん鈷こ杵しよ。

「己の弱さに起因した殺しの正当化はやめよと釘くぎを刺しておいたはずなんじゃがのう、末代」

「菱神、樒しきみ!?」

　言葉と同時だった。

　裸電球に、蠟ろう燭そく、吊つり灯どう篭ろう……。広大な地下空間を照らす、ありとあらゆる照明が一斉に消えていく。まるでスイッチを切るように、一切が漆黒に塗り潰つぶされる。

「……ッ!!　やると思ったよ!!」

　直前の記き憶おくを頼たよりに小屋の壁かべに立てかけてあったシャベルを摑つかんで振り回す。いつの間にか拾い上げていた三さん鈷こ杵しよと激突でもしたのか、オレンジ色の火花が激しく飛び散る。

　吊つり灯どう篭ろうの中に収まっていた油皿へと落ちたのか、ボッ!!　と勢い良く炎が噴ふき出す。

　ぐらりと揺れて地面に落ち、火と油が周りの小屋や座ざ敷しき牢ろうにまで移っていく。

　至近。紅ぐ蓮れんの炎に照らされた幼い顔と、正面から向かい合う。

　とっさにまだ足元にいやがった危機感の薄うすいすねこすりを踵かかとで後ろへ蹴け飛とばして遠ざける。菱ひし神がみ樒しきみは妖怪殺しの最古参にして最先端。相対すれば妖怪を殺さない方が難しいくらいなんだっつの！

　ばさりと樒の白髪が大きく広がる。

　気がつけばその着物の上も大きくはだけ、襦じゆ袢ばんと素の肩を見せつけている。

　毒の花はさらに危険な致死の実へと段階を超えていく。

「来ると思ったよ。だが末代如ごときが菱神筋の始祖に敵かなうとでも思うたか!?」

「待つと思ったよ。でも同じ手を使うロートルがいつでもてっぺんに立てると思ったか!?」

　それ以上は必要ない。

　これは始めから決まっていた戦い。だから予定調和の通りに二人の菱神は衝しよう突とつする。




　　　　　５




　百鬼夜行と青あお行灯あんどんグループがかち合った、その最さい終しゆう盤ばん。私は遭遇した菱神樒に何も持たない詐術の専門家と鼻で笑われ、手も足も出なかった。向こうは手加減した状態だったにも拘かかわらず、こっちは正味三分と保もたなかっただろう。

　でもそれは、樒の骨格や筋力が極端に強きよう靭じんだったから、じゃない。

「ふっ!!」

　大火の中。

　ぐわんと白の着物を纏まとう樒の腰が大きく回る。手にした黄金の三鈷杵が落雷のように落ちる。前後左右どこへ逃げてもさっきの艶美達みたいにねじ伏せられる。

　取るべき方法はそれじゃない。

　自分の体をいじくり回して、胸クソ悪い『菱神の男』側のテクノロジーまで持ち込んででも手に入れた膨ぼう大だいな膂りよ力りよくを駆使して、こちらからシャベルを勢い良く振り下ろす。

　ゴバッ!!　と。半ば強引に足元の地面を崩す。樒との間に亀裂を入れる。

　たったそれだけで、樒の攻こう撃げきは空振りに終わる。

「ほう？」

「アンタは戦を専門とする『菱ひし神がみの女』だ。いちいち一人一人照準してチマチマ倒すような攻こう撃げき手段は備えちゃいない!!」

「ならどうした!!」

　続けざまに振るわれる三さん鈷こ杵しよの先端を、シャベルの金属部分で受け止める。オレンジ色の火花を散らす。

　途端に、接触地点から木の柄を這はい上がるように、見えない何かがシャベル表面を埋め尽くそうとするのが分かった。

　慌てて手を離はなし、今度は木刀ほどもあるハンマーを摑つかみ取る。そのまま振り回して得体のしれない侵しん蝕しよくの進むシャベルを宙で粉砕する。

　バヂン!!　という弾はじけるような音が遅れて響ひびく。

「菱神樒しきみの術法は地形エフェクト。描画ソフトの塗り潰つぶしツールみたいなもんか。接触した点を基準にして面を冒して自らのフィールドに作り替え、その内部にある物体、現象、生命へ自在に干渉する攻撃手段。三鈷杵であるのを考えると、元ネタは弘こう法ぼう大だい師しの『飛ひ行ぎようの三さん鈷こ』かな。あれは確か総本山に適した立地を見定めるために投げ放った三鈷杵が高こう野や山さんに突き刺さったとかいう話だったけど!!」

　だから、地面に亀裂を入れてしまえば『塗り潰し』は寸断される。

　だから、地面に当たる前にシャベルを差し込めば『塗り潰し』の対象が変わる。

　自身の肉体を強化して妖怪と立ち向かう私と違って、標的の方を弱体化させる『殺す領域』を作る。

　確かに条件さえ整えば菱神樒は一撃で街や地方を塗り潰す。そこに立つ敵兵全てを瞬しゆん殺さつする。毎分六〇〇〇発のバルカン砲だろうが巡航ミサイルだろうが、向かってくるものは全て撃うち落とし、分解し、組み替えて、破裂させ、無力化する。一対多数の戦専門、正確に標的だけを狙う一対一の方がかえって難しいくらいの大火力。

　だけどこいつは死角なき不死の怪物なんかじゃない。

　対応さえ間違えなければ、瞬殺は避さけられる……!!

「何でも嘲あざけり見下す事でしか心を安定できないお主が良く調べたものよ。詐術の専門家が偽りより真実に活路を見るとは、よほどの屈辱だったのかえ？」

　無視して巨大なハンマーを投げつけた。

　横に回転しながら宙を進む鈍器に対し、しかし樒は回かい避ひの素振りも見せずに、

「……じゃが忘れたか？　『飛行の三鈷』は接触点を基準に面を塗り潰す。その対象が地面でなければならぬ理由などどこにある？」

「っ」

「そしてわしが治めるのは土地ではなく領土。すなわち面の直上たる領空にも支配は及ぶぞ？」

　ハンマーをぶん投げた直後の不自然な体勢から、無理矢理に跳ちよう躍やくへ移る。バキバキゴキゴキ!!　と全身の骨格が悲鳴を上げたが気にしてもいられない。ぎっちぎちのゴムやスプリングの塊みたいな『夜桜』カスタムに身を委ねる。

　何な故ぜならば。

　菱ひし神がみ樒しきみが手近な小屋の壁かべに三さん鈷こ杵しよを叩たたき込んだ瞬しゆん間かん。

　ゴンギン!!　という鈍い轟ごう音おんが炸さく裂れつした。宙を舞まっていたはずのハンマーが、強大な磁石に吸いつけられたように小屋の壁へ垂直に墜落した音だ。しかも石化までしていやがる。あの場に留とどまっていれば私もああなった。

　地面に打てば真上。

　壁に打てばその直上とはすなわち水平方向……真正面になる。

　まるで見えないスポットライトみたいな電磁波兵器で狙われるようなもの。

　でも『あれ』の正体は。

　そもそも何を起点にどうやって攻こう撃げきを通しているのかと言えば。

　土、地面、領土、いいや!!

「古今東西様々な宗教があるが、十中八九逃れられん概念がある」

　樒は宙を舞う私へゆらりと視線を投げかけながら、

「つまりは聖地。かの弘こう法ぼう大だい師しでさえ総本山の設立に対しては土地の選択から始めたように。そして人と大地を強く結びつける、一番強い力と言えば？」

　だだんっ！　と燃え盛る小屋の壁を右に左に複数回蹴けり、私はピンボールのように真上に逃げる。

「チッ、万有引力か!?」

「さよう。惑星は人間を引っ張ると同時に、人間もまた惑星を引っ張る。故に、聖地の中にわだかまる力は、末代自らが引き込み、その内部で炸裂させるのだ。……人の身では逃げられんよ、星の力からはな」

　とにかく宙を舞うしかない。膝ひざや腰も無事、『夜桜』スーツ様々だなこりゃ。やっぱ真っ向からの勝負じゃやりにくい。とにかく樒の『塗り潰つぶし』の範はん囲いから逃れ、拳銃でも何でも使って煙の奥から狙撃の機会を狙う方が得策か……!!

　と思っていると、地べたの樒は片手を腰に当ててこちらをひたりと見上げていた。

「聖地の直上から逃れれば安全を保てるとでも思うたか。じゃが忘れたのか末代よ」

「？」

「ここが地の底……全周を土で覆われた一個の空間に過ぎぬ事に」

「ッッッ!!!???」

　樒の手から例の三鈷杵は離はなれていた。

　その足元に投げ放たれ、突き刺さっていた。

　刹那。

　バッギン!!　という甲高い音。あっという間に広がっていく見えない『何か』。樒しきみの足元から始まり、辺りの壁かべを伝い、はるか頭上の闇やみの奥まで一いつ瞬しゆんで伸びていく樒の支配地域。まるで選択範はん囲いを間違えて一面を塗り潰つぶしてしまったようなその有り様。

　そして三六〇度全方位から。

　万有引力を利用して『私自らが星の災いを引き寄せる』とかいうムチャクチャな攻こう撃げきが一斉に迫り来る。

　お……、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　もはやなりふりなんて構っていられない。

　くノ一スーツの開いた胸元から人形を模した木札を取り出し、空間を引き裂くように一いつ閃せんする。その中から丈の短い着物を纏まとう自前の式神を強引に引きずり出す。

　式神『死出の竜姫』。

　私と背中合わせに寄り添う人造生命が『動き』の気配を見せた途端だった。

　ゴバッ!!　と、地下空間の一面に巨大な亀裂がいくつも走る。ダムが決けつ壊かいするように膨ぼう大だいな水が噴ふき出し、あれだけ強固だった岩がん盤ばんが丸ごと砕けていく。樒が埋め尽くしていた支配領土の布陣が亀裂に寸断され、ばらつきが生じる。

　さらに殺人的な水量は渦を巻き、龍りゆうに変じて樒へと直接殺到する。

「地下水脈にでも干渉したか」

　対して、菱ひし神がみ筋の始祖は足元の三さん鈷こ杵しよの飾り紐ひもを引っ張り、片手で摑つかむ。

　告げる。

「じゃがそんなものでわしを殺せるとでも思うたか？」




　音が。

　消えた。




　まず最初に、あれだけ猛威を振るった『死出の竜姫』の大洪水が、ものの一瞬で真っ白に氷結していた。菱神樒の領土。わずかに残っていた布陣の直上に踏ふみ込んだ水の龍を起点に、それこそ『塗り潰す』ようにして全ての水分子が連れん鎖さ的てきに凍りついていったのだ。

　崩れつつあった地下空間が、瞬間接着剤でもぶちまけられたように動きを止める。

　そして、そんな事にかまけている場合じゃなかった。

　ッッッドン!!!!!!　という爆ばく音おんを耳にした時には、三鈷杵を手に、菱神樒は鼻先五センチまで迫っていた。

　莫ばく大だいな脚力で自らの体を発射したと気づいた時には、次の行動が待っていた。

　まず始めに、『死出の竜姫』が樒しきみの足で蹴け飛とばされる。糸で吊つった二つの鉄球をぶつけるように運動エネルギーが移動し、まるで砲弾かミサイルのように式神の体が岩がん盤ばんに突き刺さった。息を吞のむ暇もない。空中でぐるりと身を翻ひるがえした樒の三さん鈷こ杵しよが、直接私の顔の真ん中を狙って振り下ろされ───!!

「……ッッッ!!!!!!」

　とっさにブーツから拳銃を抜いたが、三鈷杵によって銃身を砕かれる。そこに留とどまらず、私の体もまた空中から真下に広がる土の地面へと強引に叩たたき落とされていく。

「が……ァ、あ……!?」

　小屋の壁かべをぶち破り、適当に積まれていた木箱をバラバラに砕いて、私の体はゴロゴロと地面の上を転がされていた。

　体のダメージも、手札のストックも、二の次。

　まずい。この場所は決定的にまずい……!!

「そこは亀裂の中でも残ったわしの領土、三鈷杵が定めた聖地」

　バギン!!　と遅れて私の背骨の辺りから何かをねじ込まれた。頭の中身が風船みたいにパンパンに膨ふくらんでいき、凄すさまじい熱を帯びるような感覚と共に、前後左右どころか上下の区別さえつかなくなってきた。必死に手足を動かすが、立ち上がる事はおろか起き上がる事さえ叶かなわない。

　くそ、これは『原因不明の熱病』か。

　天罰やたたりの典型例の一つ。無ぶ遠えん慮りよに神域を冒す人間へと下される裁定。

「お主が入ってこぬのなら話は簡単じゃ。わしの手でぶち込めばよかろう」

　とん、という軽い音を立て、遅れて菱ひし神がみ樒が地に足を着ける。

　三鈷杵をバトンのように回し、こちらへとゆっくり歩いてくる。

　まずいな、頭の中が茹ゆだって、声が聞こえるのは分かるのに方向が摑つかめなくなってきてる……。

「……アンタ、そこまでの戦力を保有して、一体何をしようとしているのよ……？」

「分かるまい。呪まじなのヤツをイカれた国家の転てん覆ぷく者しやなどと評する者には。あやつはまともな神経を持った人間じゃよ。それ故に壊こわれていったとも言えるがのう」

「……、」

「結局、妻に娶めとり子を作ったところで、座ざ敷しき童わらしは座敷童でしかなかった。迷めいは家の繁はん栄えいという第一の目的から逃れられん。一方で呪は自分の才能に絶望していた。四〇式、肉体の改造。自分さえいなければ、迷もこんな提案はしなかっただろうと。他のレールに切り替えていたはずだと。じゃが条件は揃そろった。さらなる繁栄のため、状況が背中を押し、迷が手を取り、呪は地獄に落ちた。無理に振り切ればどうなっていたか？　簡単じゃ、座敷童は繁栄を望まぬ家からは自然と離はなれる。つまり呪を捨てる。個人の情動はどうあれ、種族としての性質でな。呪に選択の余地はなかった」

　だから、人に恋した座ざ敷しき童わらしは自ら身体からだを圧搾機に放り込んだ。

　それを最も嫌った男の手を振り払い、『最短の繁はん栄えい』を突きつけるために。

　血ち反へ吐どを吐くような、最悪のシアワセ。

　ただし、

「それは……呪まじなと四〇式の事情でしょ」

　ゆっくりと息を吐いて、私は朦もう朧ろうとする頭を振る。

「……呪達たちにどんな危機が迫っているか、あの怪物をして四〇式がなければどうにもならない危機とは何か。それが今のゾンビパニックとどう結びついているのか。気になる所ではあるけれど、今問題にしているのはそこじゃない。……そんな呪に従って、アンタは一体何を得る？　単に『菱ひし神がみの女』として成功を収めたいなら、こんな面倒事に付き合う必要はないはずよ……」

　質問に、回答はなかった。

　ただ、ぼやけた視界の中で、こちらを見下ろす白髪の女の口元が、微かすかに笑みの形を作ったような気がした。

　黄金の三さん鈷こ杵しよが、振り上げられる。

「眠れ末代、ただ個人が成功したかっただけの『菱神の女』よ」

「黙だまれババア。この一秒で私を殺せなかった時点で、アンタの敗北は決まったのよ」

「？」

　これはアンタの言う詐術じゃない。

　忘れたのか。

　辺り一面は地面に落ちた吊つり灯どう篭ろうの火が小屋や座敷牢ろうなんかに回って炎の海。

　そんでもって私は地面に叩たたきつけられた時に山積みにされていた木箱を派手に壊こわしていた。

　さて、ここに来る途中、似たような木箱の中に収まっていたものはなーんだ。




　答え、洞窟掘削用の爆ばく薬やく。




　ゴバッッッ!!!!!!　と、至近で耳をつんざくような轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はが炸さく裂れつした。ろくに動けない私と仁王立ちだった樒しきみは、二人いっしょくたになって吹き飛ばされる。重力の存在を無視して大きく宙へと投げ出される。

　ここはもうアンタの世界じゃない。

　その外に出た。

「おの、れ……!?」

　樒が身を振り回して三鈷杵を投げようとするが、もう遅い。

　それより先に空中で組みつき、その肩を摑つかむ。親指でもって細い鎖さ骨こつをなぞり、そのまま強く押し込む。乾いた音と共に砕く。

「が、ァァァああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　樒しきみの片腕が死ぬ。

　するりと三さん鈷こ杵しよが手を離はなれ、漆黒の大穴へと吞のみ込まれていく。

　私達たちもまた、遠く離れた別の小屋の屋根に墜つい落らくした。息が詰まるのも構わず、右手の指を二本立てる。もはや樒の支配地域を脱し、原因不明の熱病もない。組み伏せた私と、組み伏せられた樒。双方の腕が素早く交差し、互いの急所を狙って刺突が襲おそう。

　シュドッッッ!!　と空気が割れる。

　私の指が樒の喉に突き刺さり、樒の指はわずかに私のこめかみの横へ逸それた。

「がっ、ご……？」

　どこか驚おどろいたような顔で、樒は私を見上げていた。

　金魚のように口をパクパクさせ、気管がほとんど潰つぶれた状態で、なお声を絞り出す。

「お、ぬしは……」

「？」

「……ねがったことは、なかったのか。たったの一度でも……。所詮はこわす事しかできないと分かっていても、それでも……誰かのやくに立ってみたかったと……」

「ああ……」

　それが、菱ひし神がみ筋の始祖の願望だったのか。

　ただそれだけを渇望して、一千年もの時をかけて世界をさまよい続けてきたのか。

　けどさ、




「そんなもん、世界に産まれて最初の一年で諦あきらめたよ」




　刹那。

　カッ!!　と絶命しかかっていた樒の両目が、もう一度強く見開かれた。最後の最後、命乞いよりなお優先して、全身の筋肉を躍やく動どうさせる。逃げるためではない。体勢を立て直すためでもない。

　ここから殺す。

　目の前の標的、菱神舞まいを殺す。

　きっとそれが、誰だれかの役に立てると信じて。

『菱神の女』でありながら、広い世界の誰か一人にでも、ありがとうと言ってほしくて。

　だけどさ。

　故にこそ、なんだよ。婆さん。

　私が勝ったのは、私が『詐術の専門家』だったからじゃない。事前の準備が決め手になった訳でもない。

　もっと簡単な事。菱しき神がみの女は凶事を招く。

　樒しきみが役に立ちたいと願うほどに、

「だから私は死なないし」

「ッ!?」

「だからアンタは、人の役に立てない。永遠にね」

　これが始祖と末代の差。

　別にどちらが正しいかなんて話に意味はない。私は首に突き入れた二本の指をさらに深く潜もぐり込ませ、樒の気管はおろか首を貫き延えん髄ずいそのものの破は壊かいにかかる。

　ゴギュリ!!　という水っぽい音が炸さく裂れつする。

　勝者と敗者。

　残念ながら、私達たちの世界にはこれしかない。




　　　　　６




　菱神筋の始祖、菱神樒は活動を停止した。

　花は実となり、そして枯れて朽ち果てる。大きく白髪を広げたまま二度と動かない小さな体の上からごろりと横へ移動し、私は屋根の上を転がる。そのまま歯止めが効かなくなって、滑り落ちる形で屋根から土の地面へと落下していった。

「うっ、く……」

　両足の感覚がない。

　自ら爆ばく薬やくで吹っ飛ばした時に、骨をやったらしい。流石さすがに『夜桜』の補助でも駄目だったか。人体を修復するための『キット』が必要ね……。とりあえずスポイトで薬液を注入して骨を固めて、後は外から添え木で押さえ込めば何とか立てる、か……？

　そんな風に思っていた時だった。




「まいったな。こんな所で樒さんがやられてしまうだなんて」




　流石の私も、背筋が凍る。

　砕けた両足を動かす事もできず、這はいつくばったまま無理に頭を上げると、明治時代の肖像画みたいな礼服に片眼鏡を掛けた長髪の男がいた。そいつはすねこすりと同じ妖怪をペット愛好家のように腕の中に抱えていて、傍らには真っ白な浴衣を纏まとい、首からヘッドマウントディスプレイを下げ、顔の半分を薄うすいベールで隠す無機質な座ざ敷しき童わらしを従えていた。片眼鏡やベールのせいで分かりにくいが、二人とも目の色が違う。厳密には、人間と妖怪の眼球をそれぞれ交換しているのか。

　すねこすりのお初はつ。

　百鬼夜行極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらし・迷めい。

　そして、完全なる家紋を胸に掲げるあの男。

「呪まじな……!?」

「なまじ一千年も生きてきたものだから安心していたところもあったけど、やはり形あるものには終わりがあるという事だったのかな。盛者必衰なんてまさしく最低最悪の日本語だと思うんだけどさ、さて誰だれが否定してくれるのかね、この悪習」

　まずい。

　両足は『キット』があれば直せる見込みはある。だけどこいつらは絶対にそんな隙を与えない。個人で現百鬼夜行全体と拮きつ抗こうする絶大の術者に、世界の運命をゼロから作り出す四〇式座敷童。こんなのがまとめて向かってきたら、立ち上がる事もできない今の私じゃ勝ちの目なんかやってこない。

　じゃあどうする。他の誰かにすがってみるか？　すねこすりは論外として、『死出の竜姫』も樒しきみに吹き飛ばされてからどうなったか把握できていない。つまり私の手でコントロールできず、戦力外。

　何だ。

　つまり、何だ。

　……私は今、カンッペキに詰んでいるっていうのか……!?

「あ、んた……は……」

「うん？」

「何をしようとしている。いいや、何が起ころうとしている……。ゾンビパニックの目的が見えない。アンタは四〇式さえあれば、面倒な過程を無視してダイレクトに理想郷を作り出せるはず……。にも拘かかわらず四〇式を自じ儘ままに振るわないのは、もしかしたら……」

「そうやって会話で時間を引き延ばすのが、緊きん張ちょうの糸を緩ゆるませて隙を見出そうとするのが、『菱ひし神がみの女』のやり方だったっけね……」

「……もしかしたら、四〇式は出し惜しみしている訳じゃない。もうすでに、何か別の目的のために使っているのか？　それなら、アンタは何に四〇式を割いている。いいや、四〇式を使うだけじゃ解決の糸口が見えない『真の問題』ってのは一体……!?」

「まあ、火車を使った『パッケージ』……あなた達たちの言うゾンビパニックっていうのは、ちょっとした底上げなんだけどね」

　そこあげ？

　怪け訝げんな顔をする私に、呪は抱き上げたすねこすりのお初を撫なでながら言う。

「言うまでもないけど、すでに種は五つの地方一三の街に蒔まいている。時間の経過と共に飽和量を超えれば、あっという間に列島をゾンビの群れが覆おおい尽くすだろう。でも、一億五〇〇〇万人をゾンビにするのは下ごしらえでしかない」

　あっさりしたものだった。

　普通だったら一国が倒れるなんて耳にした時点で卒倒ものだろうけど、私達たちの見ている次元はそんな所にある訳じゃない。

「言うまでもないけど、人間はゾンビになれば強きよう靭じんな肉体を得る。そしてまだ目に見えて効果が出ている訳じゃないけれど、ゾンビは親から子へ、子から孫へ、二次的三次的に代を重ねて嚙かみ付いていくごとに、少しずつ理性を残した状態でゾンビになれるようになっていく。……やがては生前と変わらないくらいにね」

　日本国民総員の強靭化。

　加えて言うなら、火車の『パッケージ』の核を制御する事によって、自覚なきゾンビと化した国民の意思を一極管理できる仕組み作り。大多数の無害な民間人をプロの世界でも渡り歩けるようにまで底上げする方法論。

　まるで、それは。

「……どこかと戦争でもおっ始ぱじめようっていうの？」

「一対一の闘争を戦争と呼ぶのであれば、すでに一〇年前から続いているんだけどね」

　訳の分からない事を、呪まじなは言った。

　そこまでだった。

「それよりも、あなたは自分の処遇を心配した方が良いんじゃないかな」

　言葉と同時。

　ぼとり!!　と生々しい、柔らかい音が私の背中にのしかかった。すぐ近くの小屋の屋根から、何かが落ちてきた。そう考え、そして思い当たって、全身から汗が噴ふき出す。

　菱ひし神がみ、樒しきみ。

　ばさりと白髪を大きく広げ、着物から肩も大きく出した小柄な影かげ。

　いいや、死亡済みの変色した肉体が動いているって事は、つまり……!?

「あなたもここに来るまでに色々調べてきただろう。私があれこれ資料を放置してきたんだから。火車は罪人の死体に近づいて操り、『御み口くち様さま』の伝承では放置された死体や致命傷を負った重傷者などを罪人と称して大穴へ放り込んできた。疫病の蔓まん延えん防止と謳うたいながらね」

「くっ……」

「ならば、重要なのは生死の境だけであって、ゾンビに直接嚙かまれたという項目はさして重要じゃない。まあゾンビを経由しない場合は世代を重ねる事ができないから、理性の乏しいゾンビになってしまうんだけど。ああ、実を言うとね……子殺し、間引きの犠ぎ牲せい者しやの集合である座ざ敷しき童わらしもまた、突発的にゾンビの対象と化すリスクはあったんだ。私としては、理想通りの座敷童にしかなれなかった迷めいを見ていると、そうなるのも一つの結末かなとは思っていたんだけどさ。彼女は無事だった、まさに理想の通りに」

　だから。

　死因に関係なく、ただ死者がゾンビになるっていう事だとしたら。

　今の、菱ひし神がみ樒しきみは……。

「それに、ゾンビになったのは樒さんだけじゃない」

　のそり、と。

　建物の陰から、新たな脅威が二つ。

　菱神樒が撃げき破はされた事で戒めから解かれた、男女のゾンビ。

　バサバサの白髪に濁にごった瞳ひとみ、赤や紫で埋まった全身の肌。カーディガンやスラックスをずぶずぶの赤色に染めた刑事さんに、ツインテールが片方乱暴に解ほどけた妹……。

　まるで道を譲ゆずるように、呪まじなは横へ退いた。
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　笑みを含めて、彼は言う。

「それでは機会があったらまた会おう。その時、あなたが生きているか死んでいるかは分かりかねるがね」

　身動きの取れない生肉へ、格好の餌えさへ、複数の手が、口が、迫り来る。

　私にはどうする事もできない。

　どうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事もどうする事も

「うおおおおおおァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」













　　　第四章　チゾメノザシキワラシｂｙ？？？







　　　　　１（3rd person）




　時間はおよそ半日ほど戻る。

　場所は墓ぼ前ぜん市し、墓ぼ石せき山やまの中腹にある古い日本家屋。

　陣じん内ない忍しのぶと渚なぎさの前に現れた赤い浴衣の座ざ敷しき童わらし。子殺しや間引きで命を奪われた子供達たちの集合体としての側面を持つ彼女が、ゾンビという新しい顔を見せた、その時まで。




　　　　　２




　ぐる……という獣けものが唸うなるような声が聞こえた。

　ゆっくりと、本当にゆっくりと後ろを振り返ると、そこにいたのは真っ赤な浴衣を纏まとう座敷童。

　手にした高枝切りバサミをグシャリと握り潰つぶし、傍らに放り捨て、そして俺の顔をひたりと見据えてくる。

　髪は艶つややかな黒で、肌も水を弾はじくようだけど。

　どこか濁にごった。

　あちらこちらに散乱しているゾンビ達と全く同じ色をした、その瞳ひとみで。

　明らかに獲え物ものとして、俺の顔を捉えている。

「う」

　そこが限界だった。

　ぶるりとした本能的な震ふるえが背筋を駆け上がった途端、最後の理性が焼き切れた。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　絶叫し、襖ふすまをぶち破って逃げる。勢い余って転びそうになるのを必死に押さえつけ、広い広い畳たたみ敷じきの広間を走り抜ける。

　ズダン!!　という爆ばく音おんが真後ろから炸さく裂れつした。

　振り返り、目尻に涙すら浮かぶ。

　まさしく獣。完全に尊厳を失った赤い四し足そく獣じゆうが勢い良くこちらに向かって走ってくる。まるで山道で熊か何かに遭遇したかのような絶望感。あっという間に追い着かれ、伸び上がるように座ざ敷しき童わらしは再び二本足で立ち上がる。両の腕の自由を確保して、そして、

「ッッッ!!!???」

　意思を持って避よけたというより、腰が抜けて畳の上を転がった。

　だがそれが功を奏した。ブゥオン!!　という金属バットを振るよりも強烈な空気の音が全てを引き裂く。冗談抜きに、壁かべ際ぎわにあった四角い木の柱を割わり箸ばしみてえに砕いちまう。

「……、」

　ジロリと眼球が動き、俺の顔を捉えてくる。

　一発でももらったらおしまいだ。分かっているのに、もう尻しり餅もちをついたまま立ち上がる事もできねえ!!

「あ、あ、あ、あ、あ、あああああああああああああああああああああああああああ!?」

　座敷童の方を見たまま、背後へ後ずさるような格好で這はいずる。障子を突き破って板張りの廊下へ出る。ガシャン、と金属質な感触に背中を阻まれる。二歩、三歩と歩み寄った座敷童は、そこから一挙に砲弾のような勢いでこっちに向かって突っ込んできた。

　もはや一つ一つの状況を精査している余裕さえなかった。

　とにかく真横に向けてごろりと転がる。目の前の一いち撃げきを避け、一秒でも長く生きるために。

　その時だった。

　狙いを外した座敷童の体が、何かに激突した。いいや、すっぽりと収まった。それは廊下に並べてあった猟具の一つ、熊取り籠かご。ようは金属製の巨大なケージで、中に餌えさを入れて獣けものが潜もぐり込んできたところへギロチン状の扉を閉めて生け捕りにする罠わなだ。

　ガンゴンバギン!!　という激しい轟ごう音おんと共に重たい檻おりそのものが飛び跳ねる。その動きが弱まった瞬しゆん間かんを狙って、俺はようやく自分から熊取り籠へと飛びかかった。一辺一五〇センチくらいの四角い箱。その上部に取りついて、無理矢理にギロチン状の扉を摑つかむ。ガタゴトとレールを揺らした後、渾こん身しんの力を込めて叩たたき落とす。

　状況に気づいているのか、いないのか。

　座敷童はようやく扉の方に向かい、両手で摑んでガシャガシャと揺らしたが、熊取り籠が壊こわれる様子はなかった。

　……鹿や猪いのししじゃなくて、熊を想定した罠だったのは助かったな。それに、ゾンビ状態のこいつは助走をつければ柱だってへし折れるけど、狭い罠の中だと膂りよ力りよくも存分に扱えなくなる訳か。

「はあ……」

　やっとの事で重たい息を吐いて、ぺたりと廊下に尻餅をついた。

　このぐーたらめ、何が家人の幸福を守る三九式座敷童だ、やっぱり役に立たねえじゃねえか。自分が最大最悪のゾンビになってどうすんだ!!

　それにしても、と改めて眺める。こいつは普通の（？）ゾンビと違って髪や肌に変化はなさそうだな。物理無効の妖怪ベースってのも関係あんのか？

「忍しのぶちゃん……」

　と、ちょっと遅れて桜色したニットのワンピースと白いカーディガン、ピンで留める帽子と腰の後ろの尻尾アクセサリなんかを組み合わせたにゃんこナース渚なぎさのヤツがやってきた。例によってうっすらと微笑ほほえみ、片手には分厚い牛斬り包丁『腥なまぐさ』を提げたまま。

「……怪け我がとかなかった？」

「ああ……」

　一応そう答えるけど、状況はほとんど最悪に近い。

「ケータイショップのみんなは死んじまった。となると大人は誰だれもいないから、ダンプは宝の持ち腐れだ。しかも座ざ敷しき童わらしはこれだろ？　この後どうすりゃ良いってんだ……」

「それなんだけどね……」

　言って、渚は何かをこちらに投げてきた。

　香水の瓶。……そうか、野の崎ざき春はるのヤツが使っていた、『ゾンビに襲おそわれない腐敗臭』の。

「知り合いを使うのは心苦しいかもしれないけど、安全にゾンビを確保した今の内に試してみない……？　ぶっつけ本番の命いのち懸がけで嚙かまれるか嚙まれないかを確かめるのって怖いし。うふふ、またまた二人の共同作業……」

「そう、だな」

　たとえダンプが使えなくても、そもそもゾンビに狙われなくなれば怖いものなんかない。徒歩でも自由に移動できる。野崎春の香水が本当に効くのかどうか、はた迷惑な座敷童で実験してみるのは悪くねえ。

「使い方は普通の香水で良いの？　手首とか、首回りの血管にぐりぐり押し付けて……」

「ていうか、うえっ!?　普通に生ゴミ臭だぞこれ！　こんなの全身に振りかけるのか!?」

「それは、まあ……。ゾンビも食べる気がしなくなる匂いなんだし」

　ゾンビの群れもいなくなり、座敷童は生け捕りにした。

　当面の危機がなくなった事で、多少気が緩ゆるんでいたのかもしれねえ。現金なもので、知り合いが死亡した事より自分達たちが生き残れた事を喜んでいるのが良く分かる。やんややんやと言い合いながら、俺達は目に沁しみる刺激臭を体にこすりつけていく。

「うう……野崎からこんな匂いしてたっけ？」

「……あの人は元からゾンビに取り囲まれていたから、匂いなんて分からないよ」

　必要な準備を終えて、俺達は金属製のケージに閉じ込められた座敷童の方へ振り返る。

　さて、これでこいつが大人しくなってくれれば良いんだけど……。

「忍ちゃん……」

「……何だよ」

「めっちゃガシャンガシャン檻おりを揺らしているように見えるんだけど。どう考えても嚙む気まんまんだよね、これ……」

「あれえ!?　どうなっているんだ!!」

　野の崎ざき春はるはこれを使って、ゾンビの群れの中を自由に移動していた。イソギンチャクと共生している小魚のクマノミみてえに。渚なぎさと一緒にあれこれ試し、最後には直接自分の体に香水を噴ふきかけたりもしたが、やっぱり効果はなかった。赤い浴衣の妖怪からロックオンされっ放しだ。

「ひょっとしたら、この香水だけじゃなかったのかな……？」

「何かと混ぜて使うものだった、とか？」

　だとすればお手上げだ。彼女の巾着の中に他に目立った物はない。ドロドログチャグチャになった野の崎ざき春はるの残ざん骸がいを漁あされば別の瓶とかシートとか見つかるかもしれないけど、組み合わせや調合の比率が分からないんじゃどうにもならねえ。常に一対一で混ぜれば良いって話じゃないだろうし。これじゃ暗証番号の分からないキャッシュカードを拾ったようなもんじゃねえか。

「結局全身に腐敗臭を浴びただけかよ」

　苛いら立だち紛れに香水の瓶を適当に放り投げた。

　いよいよお手上げになってきたな。熊取り籠かごは生け捕りにした熊を安全に運ぶためか、小さな車輪や手押し車みたいなグリップが取りつけられている。でも、とびきり重たいこれを動かしながら外の山道を歩き通すのは流石さすがに危険過ぎる。平地の都市部ほどじゃないけど、こっちにだってゾンビが徘はい徊かいしているのは実証されてんだから。

　……表の道に停とめてあるダンプが使えれば大分楽になるんだけど、こっちは車どころかバイクの免許もねえからな。ただでさえ無む謀ぼうなのに、大型車、曲がりくねった細い山道、しかも雪まで降っている。下手に挑戦したら崖下に真っ逆さまの可能性もかなり高い。

「……忍しのぶちゃん」

「何だよ」

「何にしても、ちょっと休きゆう憩けいしようか。食べられるものがある内に食べておきたいし。ここ、普通の民家なら冷蔵庫の中身は無事よね。大丈夫。旦那様の胃袋は私が摑つかんじゃうから、くすくす……」

「食べるって……『あれ』を見た後にか？」

「あれって何？」

　けろりと言って、渚は台所の方へ向かってしまった。檻おりを挟んで座ざ敷しき童わらしと二人きりで向かい合う。押しても引いてもびくともしねえと学習したらしいぐーたら妖怪は、熊取り籠の格子をガジガジと歯で嚙かみ始めていた。

「よせ馬鹿。ったく、何でこんな事になっちまうんだかな……」

「がう」

「がうじゃねえよ。このまま首輪着けて飼っちまうぞ」

　そうこうしていると、再び渚が戻ってくる。両手で抱えているのは、いくつかの缶詰に、ペットボトルの水、菓子パン、パック詰めのハムやカマボコなどなど。もうここまで来ると、俺も人の家のものだからと遠えん慮りよするような気分は吹っ飛んでいた。

　壁かべを挟んだ別の部屋で待つ赤と黒の極彩色に、衣服にこびりついた生ゴミ臭。先の見えない状況に対するプレッシャー。何でもありで食欲はほとんどなかったけど、それでもスライスされたハムの端を小さく嚙かむ。たかだかハム一枚がいつまで経たってもなくならなかった。途中で我慢できなくなって、半分くらいになったハムを座ざ敷しき童わらしの檻おりの方へと投げる。

　座敷童はハムに興味を持って匂いを嗅ぎ、四つん這ばいのまま嚙み付こうとして上う手まくいかず、最後に指で摘まんで口に含んでいた。ただし食べるというより遊んでいるって感じで、ちゅぱちゅぱとハムをしゃぶって、嚙み締しめ、飽きてくると吐き出してしまう。

「肉なら何でも良いって訳じゃねえのか……」

「……そもそもこれ、『食べる』アクションなのかな。赤ちゃんなんかが気になるものは何でも口に入れるのと似たようなものかもしれないよ。ただ、引っ張ったり嚙み付いたりする力がとてつもないだけで。やだ、私ったら、赤ちゃんだなんて……」

　渚なぎさは正座を横に崩したような格好で廊下に座りながら、お上品な仕草で盗んだ菓子パンを頰ほお張っていた。食欲も旺盛で、どこまで行ってもこいつは通常運転らしい。

　ペットボトルの水で喉を潤うるおし、そして渚はこんな風に言ってきた。

「でね、忍しのぶちゃん……」

「うん？」

　何の気のない提案。

　だけど俺はすっかり忘れていた。今はゾンビの脅威に埋め尽くされた地獄のような世界を渡り歩いていて、しかも相手は『あの』渚だった事を。




「……その座敷童なんだけど、捨てる方法はどうしよっか？」




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　間違っていた。

　勘違いしていた。

　一いつ瞬しゆんにして柔らかい熱を冷たい隙間風が拭い去っていく。乾いたリアルが温かい錯さつ覚かくを消し飛ばしていく。和んでいる場合じゃなかった。休きゆう憩けいなんかしている余裕なんてなかった。問題なんて山積みで、しかもゾンビと同じくらい渚だって危険な存在だったじゃねえか!!

「待てよ、待て！　渚……何を、言っているんだ？」

「だって……」

　渚なぎさはなんて事のない声で言う。

　うっすらと微笑ほほえみながら、しかし感情の読めない瞳ひとみで檻おりを見ながら。

「……ゾンビになった人が回復したなんて話は聞かないし。それは妖怪さんであっても同じ事なんじゃないのかなあ？」

「……ッ!!」

「だとしたら、忍しのぶちゃんはどうするの……？　このまま一生、あの妖怪さんを檻の中で飼い続けていくつもり？　何かの拍子に管理を怠って嚙かみ付かれたら、そこから再びゾンビパニックが起きるかもしれないのに。まぁ妖怪さんを見る限り、単純に嚙むだけが増殖ルールって訳でもなさそうだけど、危ないのは同じだものね……。そもそも、私達たちはゾンビが何を食べているのかも分からない。ハムは食べないようだし、人間だって食料なのか、興味を持つものを口に含む赤ちゃんの理屈なのかも分かってない。……くすくす、赤ちゃん、か。でも持って帰ってどうするつもりなの？　干からびるのを待つ？」

　渚は、まるでメモに書いた箇条書きを一つ一つ読み進めていくような気軽さで、俺の魂をガリガリと削り取っていく。

「大体、熊取り籠かごだって経年劣化はする。いつかは檻から檻へ移し替えなくちゃならないけど、その時は最悪、全力全開のゾンビと対たい峙じしなくちゃいけないんだよ。忍ちゃんの手で、新しい檻に押し込める事はできるの……？」

　言っている事は分かる。

　分かるんだ、すごく分かる。

　でもさ、違うんだよ渚。分かるとか分からないとかそういう次元の話はしていないんだ！　だって、これは、そんな、捨てる？　持って帰る？　どうしてそんな話になったんだ!?

　生まれた時から、いいや、生まれる前から傍そばにいたかもしれねえんだ。

　ずっとずっと一緒だったんだ。

　胸板がムズムズする。包帯の感覚。そう、今朝だってあのぐーたらが珍しく手当てなんてしてくれて……。それがずっと続くと思うのは、そんなにおかしい事なのか!?

「忍ちゃん」

「……いやだ」

「忍ちゃん」

「絶対に嫌だ!!　だっ、大体、いくら渚だって妖怪は殺せないだろ？　あいつらは物理的な攻こう撃げきは一切受け付けないんだ。だからいくら馬鹿デカい牛斬り包丁を持っていたって……」

「……うん」

　渚は単純極まる動作で頷うなずいた直後。

　言った。

「そもそもゾンビを『殺す』っていうのも分かんないし……。今までバラバラにしてきたのもとりあえず動きは止まっているけど、本当に死んでいるか証明できないし。ましてベースは妖怪さんでしょう、私だって絶対そこから出したくない……。そこまで軽く見てないもの。でも、殺せないなら殺さなくても済む方法を探せば良いんだよ」

「何を……？」

「捨てる方法って言ったでしょう……。例えば檻おりごと土の中に埋めちゃうとか、上からセメントを流し込むとか。ここが海沿いなら船を借りて沖にドボンでも良かったかもね。殺せなくても、身動きを取れなくさせる方法なんて色々あるもの。檻にいる間は、手足が動かず嚙かみ付けなければ、何もできないんだから。そうでしょう、忍しのぶちゃん？　というか、どういう形で収めるにしても、最後はどこかに埋立地でも作るんじゃないかなって睨にらんでいるんだけど。書類上は霊れい園えんとか慰い霊れい地ちとか体裁整えてさ……」

「ッッッ!?」

　ふざけるな。

　ふざけんなよちくしょう！　埋立地？　体裁を整える？　そんなのは何の解決にもなってねえ。直接殺さなければ手が汚れる事もないなんて話じゃねえ！　だって、それだとゾンビは死ねないだろ。コンクリだか海の底だか知らねえが、座ざ敷しき童わらしはずっと生き埋めのまんまなんだろ!?　そのまま何百年？　何千年？　いつまで窒息し続ければ良いって言うんだ!!

「こいつは違う……」

「何が？」

「座敷童は座敷童なんだ!!　俺達たちが勝手にどうこう決めて良いものじゃねえ!!」

「かもしれないね」

　渚なぎさはゆったりと言ってのけた。

　少しでも、心にひびを入れられた感じがしない。湿ったスポンジを指で押すような……。

「……でも忍ちゃん、檻に入れて管理しているあなたにそれが言えるの？　妖怪さんに人権はないけどさ、自分の好みで飼育を続ける忍ちゃんは正しいの？　本当に私の目を見て、胸を張って断言できるの？」

「ッ」

「このまま何十年、何百年？　忍ちゃんの子供やお孫さんにも世話を頼たのむ気？　くす、忍ちゃんの子供かあ……。でもそれは本当に、妖怪さんにとって幸せな事なのかなあ……」

　渚の言っている事は、きっと全部正しい。

　俺には一つも反論なんかできねえ。

　でも、違うんだよ。

　正しいから残すとか正しくないから埋め立てるとか、そんなので決めてしまえるほど軽い存在じゃないんだ！　このぐーたら妖怪は!!

「忍ちゃん」

　まるで小さな子供に語って聞かせるような柔らかい声で、ゆっくりと渚なぎさは言った。

「私には忍しのぶちゃんの気持ちは良く分かるよ……」

「何が……お前に俺の何が分かるって言うんだ!?」

「昔、私の家でセントバーナードを飼っていたのは覚えている？」

　びくりと肩が震ふるえた。

　俺と座ざ敷しき童わらしの関係と同じく、渚が生まれる前から家にいたパートナー。そして年老いて苦しむだけだったその飼い犬は、誰だれの手で息の根を止められたのだったか……。

「誰だって、本当はお別れなんてしたくないの。終わりなんて考えたくないの。でも、そんな事を言っていられない場合だってあるの。……自分の人生を自分で制御できないっていうのは、苦しいんだよ。傍はたで見て可哀かわい想そうだとか限りある命だとか言って、その声から耳を塞ぐのは、無責任でしかないんだよ。忍ちゃん、今の妖怪さんが幸せだと思う？　本当に信じている？」

　やめろ。

「自分が誰だかも分からないで、檻おりの中に閉じ込められて、なんだかんだと文句を言いながらいの一番に助けたかった誰かに牙を剝むいて……。こんなのがあと何十年続くの？　もしも妖怪さんの管理を誤って忍ちゃんに嚙かみ付いて、忍ちゃんがゾンビになっちゃったら。ぼんやりとした自我でそれだけ理解しちゃったら、妖怪さんがどれだけ絶望するの。本当に辛つらいのはね、自分のせいで大切な人が傷つく事なんだ。私はよぉーく分かってる。そうなるくらいなら、永遠の窒息を味わってでもここで別れておきたいと考えるような心は持っていないのかな……」

　やめてくれ……ッ!!

「忍ちゃん。……だから言っているでしょう、私には忍ちゃんの気持ちが良く分かるって」

　牛斬り包丁『腥なまぐさ』。

　ギラリと輝かがやく分厚い刃に、少女の手が伸びる。

「たとえこれが一番合理的だからって、人の心が耐えられるとは限らない。だからね、忍ちゃん……。忍ちゃんにどうしてもできないって言うのなら、方法を考えよう？　手を汚すんじゃない、時間で檻が勝手に落ちる坂道を作るとか。穴掘りくらいならそんなに難しい事じゃないし、ひょっとしたら何十年後かに解決法が見つかって、掘り起こしてあげられるかも……」

「もうやめろォッッッ!!!???」

　絶叫で遮った。

　頭の中が真っ白になっていた。

　気がつけば、俺は廊下の壁かべに掛けてあった『何か』を摑つかんでいた。モップのような木の柄の先端に、黒ずんだ鋼でできた嘴くちばしに似たものをつけた、鉤かぎ付つき棒ぼう。茂みを切り開いて道を作ったり、火事の時に周りの家を崩して延焼を防ぐ時に使っていた古い道具だったはずだけど。

　そして。

『武器』を突き付けられた渚は。

　ひどく、本当にひどく。うっすらと冷酷に目を細めていた。

「……ふうん」

「あ、いや、違っ、なぎ───ッ」

　弁解の声は、目の前の少女に届かなかった。




　ズアッッッ!!　と。




　何かが、唸うなった。横殴りに、空気が裂けた。

　日本刀みてえに大きな牛斬り包丁。

　鉤かぎ付つき棒ぼうをとっさに構えたのは、意思の力でそうしたっていうより顔の前にボールが飛んできて身がすくんだっていう方が近い。そして直後の衝しよう撃げき。冗談抜きに、一発で親指がイカれたかと思った。筋肉っていうか、骨がずれるような鈍い痛みが突き抜ける。

「いっ、ぎ……!!」

　それでも、まだ鉤付き棒から手は離はなれない。

　骨が折れた訳じゃない。

　痛む腕を引きずるような格好で、ようやく後ろへ下がる。誘われた、これじゃ利き手封じ。殺す前の下した拵ごしらえ。渚なぎさと距きよ離りを取る。奇くしくも俺は座ざ敷しき童わらしを閉じ込めた熊取り籠かごを背にする形になった。

「忍しのぶちゃん、分かってる……？」

　奇妙に大きく目を見開いたまま、渚はゆらりと牛斬り包丁『腥なまぐさ』を揺らす。

　剣道や剣術からはかけ離れた、でもどこまでも恐ろしいその立ち居振る舞まい。三六〇度、何をどうやって突っ込んだところで真っ二つ以外の末路が見えない絶望の壁かべ。

「この環境で私を敵に回す意味が、本当に分かってる？」

「ッッッ!!!???」

　吞のまれるな。

　戦う前から臆おくするな。一〇〇・〇％の筋力を振るっても勝ち目のない相手に、脅おびえて萎縮した五〇％や六〇％で勝てるだなんて絶対に考えるな!!

　だって、こればかりは譲ゆずれねえ。

　ゾンビだろうが何だろうが、座敷童をここで諦あきらめるだなんて……!!　普通のゾンビと違って妖怪由来の場合は殺せるかどうか分からねえ相手だとか言って、まるで生ゴミか何かのように土の中へ生き埋めにして立ち去れだなんて、そんなの許せるか。妖怪は死なない、ゾンビは不死身。ひょっとしたら何十年後かに掘り起こせるかもしれない？　そんなの違う!!　そもそも『埋める』ってのが認められねえんだよ!!!!!!

　確かに、それは最も合理的な選択かもしれない。

　俺の気持ちにも配はい慮りよした末路を見せない優しい提案かもしれない。

　でも。

　だけど。

「……まだ分からねえじゃねえか」

「……忍しのぶちゃん？」

「このゾンビパニックは得体のしれない呪術だの謎なぞの病原菌だののせいじゃねえ。火車って妖怪が絡んでいるかもしれないんだ！　もしも誰だれかが仕組んだ『パッケージ』なら、そいつを解除すればみんなゾンビ状態から解放されるかもしれないだろ!!」

　必死に押し返そうとする俺の叫びに、しかし渚なぎさは無造作に一歩踏ふみ込んできた。

　馬鹿デカイ牛斬り包丁が。

　斜めの袈け裟さ切ぎりに、来る!!

「ごああっ!!」

　ビリビリと柄を摑つかむ手が痺しびれる。

　倒す、なんて考えられない。どうして受け止められたのかも奇跡に近い。

「口の利き方を教えてあげる……。動物の主従でもそうなんだ。家族はやっぱり大切だけど、締しめるべきところはきゅっと締めないと、おかしなピラミッド構造を自覚しちゃう子も多いもんね……？」

　いや、いいや、ひょっとしたら渚のヤツはわざと遊んでいるのかも。俺が受け止めているんじゃなくて、渚が俺の鉤かぎ付つき棒ぼうを狙って打ちよう擲ちやくしているんじゃ。そんな気さえしてくる。

「忍ちゃん」

「っ、いやだ」

「しのーぶちゃーん……？」

「嫌だ!!　絶対に嫌だ!!」

　手の痛みも布石。俺が怯ひるんだ隙に、渚が動く。尻尾が揺れる。ぶわりと牛斬り包丁が舞まい上がる。大上段。胴を危険にさらす代わりに、最も重さを活かせる流れ星みてえな一いち撃げき!?　と思った時には牛斬り包丁が振るわれ、倍近い衝しよう撃げきがまともに襲おそいかかってきた。その連打。鉤付き棒より先に、こっちの指が壊こわれちまいそうだ……!!　いくらやっても何をやっても、ジリジリと後ろへ下げられる。

　後ろはもう熊取り籠かごだ。

　ガシャンガチャン!!　と赤い浴衣のゾンビが格子を揺らす。これ以上下がったら背中を摑まれる。嚙かまれる。終わる。だからその前にギブアップしろと渚が迫る。『これ』は守るべき女性なんかじゃなくて、危険な敵だと認識しろって、無言の圧を掛けてくる!!

　でも。

　だけど!!

　何度でも言ってやる、でもって!!　馬鹿で、ぐーたらで、役に立たなくて、助けに来るつもりが最大最悪のゾンビに化けちまうようなヤツだけど、それでも!!

　こいつは、俺を助けるためにここまで来てくれたんだ。

　柄にもなくそんな事を考えなければ、こうはならなかったんだ。

　だから恩を仇あだでは返せない。したくねえ！　こんな所であっさり見捨てられるか!!

　首を落とした人はもうダメかもしれない。

　全身を貪り尽くされ、内臓を引きずり出された人は、ゾンビ状態から素の人間に戻ったってただ死んでいくだけかもしれない。

　だけど、座ざ敷しき童わらしには目立った傷はない。そりゃあ目は濁にごってるかもしれないけど、髪や肌だってこんなに瑞みず々みずしいんだ。もしもゾンビから元に戻す方法があれば、こいつは今まで通りのぐーたら妖怪としての生活を取り戻せるかもしれねえんだ。そうじゃねえのか!?

　もう嫌だ。

　命を諦あきらめ続けるだけの道なんて、俺はもう嫌だ!!

「は、はあ！　はあ、はああ……!!」

　そこまで考え、ふと思考が取り留めもない連想の域まで入った。

　そう、そうだ。

　改めて、渚なぎさの顔を見やる。

　ひょっとしたら、意識的であれ無意識的であれ、こいつがこんな強硬策を提案してきた理由っていうのは……。

「ゾンビは元に戻る。もしもそんな方法が見つかったら……」

「どうしたの、忍しのぶちゃん？　すごいねって言ってほしくなってきた？」

　……渚のこれまでの行動はどうなる。

　思い至って、音が消えた。

　間近の死が、素手で氷を摑つかみ続けた時みてえにじんわりとした温かさで埋まっていく。

　今までだって渚の言動は手放しで褒ほめられるものじゃなかった。でも極限の状況で一行の命を守ろうとした行為は、是か非かで言えば是だと思う。俺だって何度も助けてもらった。

　でも、それは『ゾンビになった人間はもう二度と元に戻らない。だから殺したって仕方がない』っていう大前提があっての話だ。

　もしも、戻せる方法があったとしたら。

　渚が殺してしまったのは、ゾンビではなく人の命だとしたら。

　渚はどうなる？　前代未聞のゾンビパニックなんてまともな裁判になるとは思えねえ。渚は未成年だから法律やプライバシー保護の点でも優遇してもらえるかもしれない。

　だけど。

　外から見た問題じゃない。渚自身の心は、渚自身の行いを許せるのか。

　だから。

　……渚なぎさとしては、ゾンビは元に戻らない方がありがたいんだ。

　そのためには、俺が座ざ敷しき童わらしを庇かばいながら行動するのは耐えられないんだ。『殺す』とは違う。恨みや嫌悪がある訳じゃない。ただ『捨てる』儀ぎ式しきをして、安心させてほしかったんだ。大丈夫だよって。俺はお前を認めているよって。

「なんてこった……」

「？」

　くしゃりと顔を歪ゆがめる俺に、渚はゆっくりと首を傾かしげていた。

　ギラリと光る馬鹿デカい牛斬り包丁を手にした、狂気の顔で。

　それでもまるで、いつか見たセントバーナードがじっと待機しているような。

　渚は勝手に動いて勝手にゾンビを倒していった。だけどその行為を吞のん気きに非難する資格が、助けられっ放しだった俺にはあるのか？　逆に言えば、俺が不ふ甲が斐いないばっかりに渚に『殺す役』を押し付け続けてきただけなんじゃねえのか？

　だからこれは、極限の選択。

　ゾンビと化した座敷童と、ゾンビを殺す渚。

　どちらかを選べば、どちらかを決定的に突き放す事になる、最初で最後の選択。

　どうして。

　都合の良い、みんなを選ぶっていう道はないんだろう。誰だれも傷つけず、誰も切り捨てず、どうしようもなく安っぽいハーレムを作るような道はないんだろう。

　もう一度、ボロボロになった鉤かぎ付つき棒ぼうを両手で構え直して、渚と向かい合う。熊に匹敵する膂りよ力りよくを持つゾンビの首さえ一いち撃げきで切り落とす、その牛斬り包丁。返答次第では、気分次第ではこの場でバラバラにされる事も頭に入れて。

　奥歯をきつく嚙かみ締しめる。

　強く目を閉じる。

　その上で。

　選ぶ。




「悪い、渚。俺にはどうしても、このぐーたら妖怪を見捨てられない……!!」




　言った。

　決定的な離り別べつ。

　だけど、駄目なんだ。

　俺には絶対に不可能なんだよ。

　甘ったれでも非現実的でも何でも良い。俺にはあいつを生き埋めにして、永遠に窒息させて、全部忘れて未来に進む選択肢なんて絶対に見えない。そんなのはもう生せい還かんでも何でもない。もしもそんな道を選んだら、いちいち首を吊つったり崖から飛んだりする必要なんかねえ。きっとただ黙だまって呼吸を止めて、そのまま死んでいくに決まってる……!!

　だから。

　だから……!!

　渚なぎさが迫る。ゆっくりと、ゆっくりと。もう自分の勝利を確信しているって顔で、後はどうやってギブアップさせようかって思案しているような調子で。日本刀みてえな牛斬り包丁の先端がゴリゴリと廊下の床板を削る。あれが、一度、跳ね上がれば。五体満足の俺の体はどこでも好きに切り飛ばされる。そうとは分かっていても、もう後ろへ下がる事もできない。そこは檻おり。鉄格子から伸びる、ゾンビとなった座ざ敷しき童わらしの手が届く危険域。前に進んでも後ろに下がっても、俺は死ぬ。

　その瞬しゆん間かん。

　灼しやく熱ねつの空白の中。

　それでも俺は、何な故ぜだかへらへら笑って生き残る道だけは拒絶していた。




「うん」




　と、そこで場違いに明るい声があった。

　一歩。たったの一歩。凶悪な牛斬り包丁『腥なまぐさ』を持つ渚は明確に後ろへ下がる。檻を背にして庇かばうような格好の俺から、距きよ離りを取る。

　明確な別れのサイン。

　でも、それでいて。

　幼おさな馴な染じみで元カノだったその少女は、何か眩まぶしいものを見るような目で、ボロボロになった俺の顔を眺めてこう言ったんだ。

　光の残ざん滓しのような透明な雫しずくを散らして。

　最後まで、『妖怪の側』に立ち続けた俺に向けて。
















「そんな忍しのぶちゃんだったから、私は大好きだったんだよ」
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　ダンプは使えねえ。馬鹿デカい牛斬り包丁を持った渚なぎさとは別れた。

　こっちにあるのは車輪付きとは言っても岩のように重たい熊取り籠かごと、何の役にも立ちゃしねえぐーたら妖怪だけ。これが重たすぎるせいで、他には何も持てなかった。鉤かぎ付つき棒ぼうも屋や敷しきに捨ててきたし。そもそも渚と違って、俺がゾンビに挑んでも返す刀で殺されるだけだ。

　どこにゾンビが潜ひそんでいるかも分からない表を歩くには最悪の環かん境きようだが、いつまでもあの民家に留とどまっているだけじゃ状況は好転しねえ。

　危険を承知で、檻おりの座敷童わらしと一緒に外へ出る。

　目指すは相変わらず山の山頂。正確には山頂にあるドッグスクエア。パラグライダーのユニット探しが第一だ。檻に入った座敷童をそのまま運べるものなのかは分からねえが、とにかくこいつを連れて最悪の街を抜け出す。その後は、まあ、考えなしだ。ひょっとしたら家の方にいるサキュバスとか青あお行灯あんどんとかがゾンビパニックの詳しい仕組みを解明してくれるかもしれないし、百鬼夜行に泣きついてみるって選択肢もある。

　できれば街でゾンビ発生の原因を完全に探って解決し、元気になった座敷童と一緒に脱出ってのが最良だ。でも街はとにかく広いし、そもそも火車の『パッケージ』の核ってのがほんとにこの街の中に安置してあるのかどうかも分かってねえ。闇やみ雲くもに動くより、まず脱出だ。背負っているのは俺の人生だけじゃない。一人で何でもできるなんて考えない方が良い。

「ははっ、最悪だ……最悪最悪」

　思わず呟つぶやいてしまう。

　頭で考えていたよりも長い間休きゆう憩けいしていたのか、表に出た時はもう辺りは薄うす暗ぐらくなっていた。雪が路面に積もり始めている。まだ真っ白にはなっていないけど、透明なシャーベットのようなものに覆おおわれつつあって、気を抜くと靴底が滑りそうだった。シンと静まり返った山道には、当たり前のように享受していた渚のぬくもりはもうない。彼女は彼女で、自分の道を進むために随分早くから行動し、立ち去っていたのだから。

　一方、檻の中の座敷童は吞のん気きなものだった。相変わらず熊取り籠の格子を両手で摑つかんでガシャガシャ揺さぶっている。本気で脱出したいというより、どこか音を鳴らして遊んでいるような印象があった。

「がーうー」

「うるせえな、いつゾンビが出てくるか分かんねえんだ。あんまり騒さわぐなよ」

　言っても聞きゃしねえ。

　まるででっかい乳母車でも押しているみてえな気分にさせられる。

　あんまりガシャガシャうるさいので、別のもので気を逸そらせないか試してみる。ハンカチを檻おりの中に入れると、指で摘まんで、両手で引っ張って、匂いを嗅いで、最後に四角い布の端を嚙かみやがった。上流階級のお嬢じよう様さまが悔しがっているのか。

　……でも、ハムの時といい、口に入るものなら使えるみたいだな。もちろん吞のみ込まれたら困るけど、いくつかストックしておいて損はないかもしれない。そう考えると、民家を出る前にあれこれ物色しておくべきだったかもと不ふ謹きん慎しんな後悔が頭をもたげる。

　とりあえず携帯電話を取り出して、メモ帳に『口に入るもの』とだけ書き込んでおく。

　と、今までハンカチに夢中だった座ざ敷しき童わらしが、熊取り籠かごの奥からこっちの電話に目をやっていた。右から左にゆっくりと振ってみると、がっつり視線がロックオンしているのが分かる。

「な、何だよ、やらないぞこれは」

「がう！」

「やらねえってば！　ああもう、大体お前の胸元にはもっとお高いスマホが収まってんだろ！　いやあれをガジガジやられても困るんだけど!!」

「がーうーがうがう!!」

　ああもううるせえな！　言葉で言っても伝わらねえし、このまま暴れさせると盛大に浴衣がはだけちまいそうだ。流石さすがに素っ裸のまま移動させる訳にもいかねえし、何か別の方法でスマホについて注目させりゃ良いのか？　ええと、普通の通話だのメールだのは使い物にならねえけど、ケータイとケータイで直接データをやり取りする方法があったよな。……ええと、大おお百足むかでの件で蘭らん園ぞの幸さちが……携帯電話とプリンタを無線で繫つなぐ……ダンプで紙かみ巻まきさん達たちとトランシーバー代わりに使っていた……そう……。

　できた!!

　試しに座敷童の胸元に収まっている（本来なら俺の）スマホに空メールを投げてみる。

　マナーモードだったのか、ブィンブィン!!　という小さなモーター音が響ひびき渡った。

　直後。

「にゃう!?」

　びくう！　と赤い浴衣の座敷童の肩が震ふるえた。……が、何だ。おい、ゾンビってのはここまで馬鹿なのか。どうして胸元のスマホに気がつかねえんだよ!?

　空メール空メール空メール!!

「にゃう！　ぎゃあ!?　にゃうにゃう!!」

　そのたびにビクビクしている座敷童だけど、やっぱり一向にスマホに気づく様子はねえ。うーむ、駄目か。けどそうだ、メールと通話で着信設定違ったはず。今度は通話の方に切り替えて、着信音を鳴らしてみる事にした。

　何の映画の主題歌だったか忘れたが、とにかく単調なメロディがスマホと繫がったヘッドフォンから音漏れした途端、

「ぎゃっ！　がうがう!!　がうー!!」

「うわ馬鹿ナニ興奮してんだテメェ!?」

　がっしゃんがっしゃん両手で檻おりを揺らし始める座ざ敷しき童わらしを見て、もっかい空メールをぶつけてみる。ブィンブィン！　という振動と共に再びぐーたら妖怪が肩をびくつかせ、長い黒髪を振って、恐る恐る辺りを見回していた。ん？　何かケータイが温かくなってるような……？

　うん、段々楽しくなってきたけど、ダメだよな。こんな事して笑ってちゃ。

　手の届かない想おもい人びとをゾンビ化して所有しようとしていた明あけ原はらさんは、こういう気持ちだったんだろうか。

　……だからダメだって忍しのぶ、動画はダメだ、ケータイを檻に向けんな！　確かに面白い、面白いよ。でもこれはきっと保存しちゃダメな部類のもんだ!!　のちに座敷童が正気に戻る事があったなら、そのまま頭から布団に潜もぐり込んで二度と出てこなくなるレベルだって!!

　と、そんなしょうもない事をしていた時だった。

　ガサリ、という音が聞こえてきた。

　真後ろから。

　木の枝から雪の塊が落ちるような。

　思わず振り返り、随分と暗くなってきたその先へと目をやって。

　それから凍りついた。




　向かってくるのはゾンビの群れ。

　ざっと見て二〇から三〇もの白髪に赤や紫の肌が、こちらに向けて山道を上って来ている。




「……ッ!?」

　まだ距きよ離りは遠い。明確に俺の存在は気づかれていないかもしれねえ。

　でもどっちみち時間の問題だ。

　熊取り籠かごのグリップを摑つかみ、何とかして移動のペースを上げる。でもどう考えたってゾンビ達たちの方が身軽だし、膂りよ力りよくも上だ。今のままじゃ追い着かれる。はあはあという自分自身の荒い吐息に気を急せかされる。熊取り籠の座敷童と目を合わせる。あの群れの中に投じる訳にはいかない。でも、だけど、実際問題どうする？　あれだけの数となると、日本刀みてえな牛斬り包丁を持った渚なぎさにだって対処できる数じゃない。俺なんかの手で蹴け散ちらせるとは思えねえ！　かと言って、こんなデカい檻を抱えて物陰でやり過ごすってのも非現実的だ。何しろこいつ、状況なんて考えないで格子をガシャガシャ揺らして音を出したりするし!!

　どうする。

　どうする。

　どうする。

「ちくしょうっっっ!!!!!!」

　叫んで、足を動かした。熊取り籠かごを動かすための車輪の横についていたストッパーを下ろすと、檻おりをそのままに、山道のガードレールを一人で飛び越える。坂道っていうよりほとんど崖みたいな所を転がって身を潜ひそめる。

　ザクザクざしざし!!　という足音は、すぐにでも表の道を埋め尽くしていく。

　ゾンビ達たちが、置き去りにされた熊取り籠へと迫っていく。

　どうする事もできなかった……！

　思わず斜面に手を這はわせ、赤ん坊の頭くらいはある石を引っこ抜く。あのゾンビの中の誰だれか一人でも檻を壊こわしにかかったら、もう良い。何があっても頭を叩たたき潰つぶすと心に誓う。

　その時を待つ。

　切り裂くような冬の風を受けて、でも顔一面には嫌な汗が噴ふき出していた。

　しかし、

「……？」

　いつまで経たっても、その時が来ねえ。

　というより、濁にごった瞳ひとみの群れは山道のど真ん中にある熊取り籠を避さけて、さっさと坂を上ってしまう。誰一人として目の前の無防備な座ざ敷しき童わらしにちょっかいを出す事なく、闇やみの奥へと消えてしまった。

　……、そうか。

　ゾンビは共食いをしねえ。まだ生きている人間ばかりを狙う。檻の中の座敷童は、あいつらにとって同類だったんだ。だから目の前にいたって素通りされた。

「でも」

　これ、ひょっとしたら……使えるんじゃねえか？
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　次に問題に差し掛かったのは、山頂まで後もう少しといった所だった。

　すでに辺りは完全に陽ひも落ち、真っ暗になっている。雪もさっきより激しくなっていて、山道は完全に白く埋め尽くされている。

　そんな中、まるでスイッチを切り忘れたように煌こう々こうと光を放っている施設があった。

　山中にあるガソリンスタンドだ。

「がう」

「うるさい、ちょっと黙だまってろ」

　……ガソリンスタンドの周りにいるのは、バサバサ白髪のゾンビ達。さっき俺がやり過ごしたのと同じかどうかは分からないけど、結構いる。サッカーチームが作れそうなくらいいる。はっきり言って強行突破しようとすれば間違いなくやられちまうだろうな。

　だけど。

　ガソリンスタンドからさらに山道を少し上った所に、トラクターが停とめてあった。あれのハンドブレーキを下ろして坂道を滑らせれば、かなりの数のゾンビを巻き込めるはずだ。扱い方次第では一網打尽にして、トラクターごと崖下に叩たたき落とせるかも……？

　当然、こんなのは車の鍵かぎを車内に閉じ込めているようなもんだ。赤や紫の群れを何とかしたいのに、トラクターがゾンビの向こうにあるんじゃ手出しはできねえ。

　普通なら。

「よし、よし……。スマホのカメラとリンクしたな」

　俺は自分のケータイに映る、座ざ敷しき童わらしの胸元目線の映像を眺めながら小さく頷うなずく。

　それから熊取り籠かごの中のぐーたら妖怪の目を見て提案する。

「良いか座敷童、お前ならゾンビの群れの中に入っても襲おそわれる事はない。だから坂道を上って、トラクターに辿たどり着いて、ハンドブレーキを下ろす。それだけやったらここに戻って檻おりに入る。オーケー？」

「がうがう!!　ぐるる……!!」

「ああ、言う事なんて聞かないのは分かってる。だから空メールと通話の着信音だ」

　ブィンブィンという振動とヘッドフォンの単調なメロディを交互にオンオフすると、赤い浴衣のグラマラスな妖怪は面白いくらいリアクションを返してくれた。野の崎ざき春はるが煙草タバコの吸殻と腐敗臭でゾンビ達たちを操ろうとしたのと同じ。アクセルとブレーキ、後はカメラ。細かいハンドルがないのが難点だけど、今は多くは望めないか。

「行くぞ座敷童！　パシフィックざし……パシフィックぐーた……ちくしょう語呂が合わねえ！　もういいや。座敷ロボ、出しゆつ撃げき!!」
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　檻の上へ身を乗り上げ、ギロチン状の扉を開け放つと、ケータイとスマホを連動してゾンビ状態の座敷童のコントロールに入る。最初、命令を無視してこっちに飛びかかってきそうになって心臓が潰つぶれるかと思ったが、空メール連打でマナーモードの振動を（巨乳の谷間で）誘発させると何な故ぜかすぐに大人しくなった。というか何かに脅おびえている。

　向きを変えて着信音を鳴らし、興奮状態で座敷童をゾンビの群れの方へ突撃させる。

　ああ、不ふ謹きん慎しんだけどちょっと面白くなってきたぞう!!

　ダメだよなあ！　こんな事してちゃ!!

　最初は遠目に観察していたけど、山の夜はとにかく暗い。ガソリンスタンドの方から溢あふれる光にも限界はある。携帯電話の画面を通してスマホのカメラ映像を見ながら、細かくアクセルとブレーキを駆使して座敷童の動きを調節。ゾンビの群れを越えて、その先の上り坂にあるトラクターまで到着させる。

　……さて、ハンドブレーキだ。

　車体の横から手を伸ばして……違う違う、それはシフトレバー。そっちはハンドル。差しっ放しのキーについてるストラップなんかに興味持つな!!　ハンドブレーキだって!!

　あれこれ試行錯さく誤ごしながら、どうにかこうにか座ざ敷しき童わらしのほっそりした手でハンドブレーキを動かす事に成功。

　ごろごろごろごろ……と巨大な車輪が動き、トラクターが坂道を下っていく。

　バサバサ白髪のゾンビには元々思考能力っつーか、回かい避ひ運動を取る気が全くなかったのか。まるでボウリングのピンのように、面白いほど簡単に巻き込まれていく。あれだけたくさんいたゾンビ達たちを一斉に巻き込んで、ガソリンスタンドの敷地を横断して、ガードレールを突き破り、崖下へと転がり落ちていった。

「パーフェクト!!　一〇〇点満点だインドア妖怪!!」

　檻おりの上から大声で呼びかけると、今さら新しん鮮せんな生肉の存在を思い出したように座敷童がこっちを見据えてきた。ズドドドドドドドド!!　と恐るべき勢いでこっちに突進してくる。

　俺はひらりと熊取り籠かごから下りると、ギロチン状の扉の反対側へと回り込んだ。

　まるでテレビ画面に激突する猫みたいに、座敷童は馬鹿正直一直線で飛びかかって……そのまんま熊取り籠の中へと身を投じてしまう。

　ガゴン!!　という痛そうな激突音にひとまず目を瞑つむり、檻の真上に再び身を乗り上げて、ギロチン状の扉を手動で強引に叩たたき落とす。一丁上がり。

「がうがう!!」

「お前、なんつーか……ゾンビにこんな事言うのもなんだけど、さてはほんとに馬鹿だろ？」

　段々慣れてきている自分にちょっと嫌気が差す。

　と、

「……？」

　また闇やみの奥からもそもそと蠢うごめく影かげを見つけた。ただし今度はゾンビほど動きがふらふらしていない。生存者の方か？　ゾンビがいなくなったのを見て、今まで『待ち』だった人達たちが動き出したのかもしれねえ。

　そこまで考えて、重大な事に気づいた。

　……座ざ敷しき童わらしはゾンビに属する。ゾンビの群れの中に投じても狙われない。でも、ゾンビを恐れる人間達の中に放り込んだら……？

　立場は完全に逆転する。今の座敷童を彼らに見せたら終わりだ。黒い髪や瑞みず々みずしい肌はイレギュラーだけど、でも一目で分かる。こいつはゾンビの側だって。

「ちくしょう、次から次へと!!」

　熊取り籠かごを両手で押して、急いでガソリンスタンドに向かっていく。建物はガラスが割れて雪が入り込んでいたけど、物資はほとんど残っていた。とりあえず何にでも使えるブルーシートを引っ張り出して、熊取り籠の上へばさりと被かぶせていく。

　すぐにでも、サバイバル雑誌で勉強しましたといった感じの野性味溢あふれる男達がガソリンスタンドの敷地に入ってきた。

「よお！　助かったよ。どんな方法使ったか知らないけど、アンタがあれをやってくれたんだろ？」

「お宅らは？」

「ここから離はなれた場所にある、スマート電源用の地熱発電所に勤めている職員だよ。アウトドアサークルの集まりでキャンプやってる最中に騒そう動どうに巻き込まれた。まあ、おかげでゾンビ発生時はもう市街地の外だったし、こうして家族とはぐれずに済んでいるがね」

　男は笑いながら、

「今はみんな、各々の家族と一緒にキャンプ場の方で息を潜ひそめて救助を待ってる感じだ。シーズンオフだから他に誰だれもいなくてさ、ゾンビもほとんどやってこない。ただどうしても火と食料が不足してね。アンタはどうする？　ついてくるか？」

「いや、こっちもこっちでやる事があるんだ」

「そうか」

　と、そこまで言って、おっさんはブルーシートの方へ目をやった。

「あの、それでこれは何なんだ？」

　ガシャン!!　と応じるように鉄格子が揺れた。

　この馬鹿!!

「……俺の家族だよ。ほんとは大人しいセントバーナードなんだけど、ゾンビの事で随分気が立っちまってさ。流石さすがに檻おりに入れて運ばないと危ないなって話になったんだ」

「そっか」

　ざざざざざ!!　というノイズが響ひびいたのはその時だった。

　オッサンの首から下げた災害用ラジオらしい。

「情報を仕入れれば少しは気分も落ち着くかと思ったけど、全然だったよ。もうあっちもこっちも混乱だらけだ」

「……あっちもこっちも？」

　胃袋に重たいものがのしかかる。何だ、この不気味な感じ……。

「何でも、ここの他にも全国一〇ヵ所以上の街でゾンビパニックが起きているらしい。でもってニュースじゃ大丈夫大丈夫大きな問題はありませんの繰くり返しばっかり」

「ここだけじゃ、ねえってのか……!?」

「最初の方はもっと緊きん迫ぱくしていたんだ。スタジオに警察が踏ふみ込むその瞬しゆん間かんまで真実の報道を続けるとか何とかさ。でも時間の経過と共にどんどん猫なで声になっていくアナウンスが気味悪いったらないよ。ああくそ、こいつに録音機能があれば良かったのに」

　サバイバルオッサンもうんざりしているようだった。

「そして、たまに混線する海外放送だと全く逆の事言っているんだ。もう旅行者は水際で食い止めるとか海路と空路を閉じて封じ込めにかかるとか。どっちも極端過ぎて何を信じて良いのか分かんないよ。早くネットが復旧してくれないもんかな、いやほんと」

　……この騒さわぎは、どこまで続くんだ？

　いいや、終息するのか？

　コップ一杯に満たした、表面張力ギリギリの水を連想する。あと一滴、たった一滴注いだら、全てが瓦解して溢あふれ出すような。街の中に満たされていた狂気と暴力が、一斉に列島中へ雪な崩だれ込むような。

　というか。

　状況が表面張力ギリギリだなんて、誰だれが決めた？

　こうしている今、とっくに破綻している可能性だってゼロじゃあないんじゃねえか……？

「……、」

「脅かしてしまったかな？　とにかくやれる事をやるしかないよ。そっちも、気が変わったらで良い。いつでもこっちに合流してくれよ。川沿いを歩けばキャンプ場があるはずだから」

「なあ！　余計なお世話かもしれないけど、ゾンビは匂いで獲え物ものを追い駆けるらしい。犬とか熊とかを相手にする気になって、足取りを消す方法を見つけられれば、生存の可能性は上がるかもしれねえぞ」

「ありがとう。お互い生きて街を出られたら、どっかで吞のむ……のはまずいか、高校生っぽいし。食事でもしようぜ」

　握手して、それから俺達たちは別れた。

　ガソリンスタンドで物色を続ける生存者達に背を向けて山頂を目指しながら、俺は思う。

　……パラグライダーについては言えなかった。

　無理もない、のかもしれねえ。そんな話になればあの男達は同行すると言い出すだろうし、長時間一緒にいれば座ざ敷しき童わらしの事を気づかれるリスクが高まる。それ以前に、数に限りがあるパラグライダーを巡って争奪戦になれば、よそ者の俺は真っ先に排除される。排除っていうのは、分かりやすく言えば人の手で殺されるって事。

　だから合理的で、効率的。

　親切なふりをして笑いかけ、命に関わる一番大事な事は隠して背を向ける。

　だけど……もしもあの人達が襲おそわれてゾンビの仲間入りを果たしたら、俺にはどんな責任が取れるっていうんだ……？
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　そうして、ようやく座敷童と二人で山頂のドッグスクエアまでやってきた。

　一面は真っ白な雪化粧。

　遠目に見てゾンビらしき人ひと影かげはいないのを確認してから、携帯電話のバックライトを使って辺りに光を投げかけてみる。

　ドッグランとして広大な立地を区切る木の柵に、いくつか密集している厩きゆう舎しやや餌えさの加工場。他にも居住区なんかもあるのか。雪の上にやたらと木の杭くいが飛び出ているのは、たくさんの犬を繫つなげておくためのものなのかも。

　ただし、

「パラグライダーは……どこだ？」

　こんな雪の日にエンジン付きのユニットを外へ放り出しておくものじゃないのかもしれない。焦る心を押さえつけ、とにかく建物の密集している方へ熊取り籠かごを押していく。

　噓うそだろ。

　冗談だろう。

　ドッグスクエアの建物には明かりがなく、ドアを叩たたいても人が応対してくれる様子もない。いくつか建物を覗のぞいてみたが、人間はおろか血統書付きの犬がいる様子もなかった。まるで、随分前に放棄されてそのまんまにされているような……。

　そしてパラグライダーのユニットなんてどこにもなかった。

　機材のレンタルなんかやってなかった？　それどころか、ドッグスクエアは随分前から使われていなくて、ここには趣しゆ味み人じんが自分で機材を持ち寄っていただけだった？

　だとしたら。

　俺はどうすれば良い？　大空から墓ぼ前ぜん市しを一気に脱出するプランが使えないとしたら、後はもう麓ふもとを強行突破するくらいしか道がない。流石さすがに人間としての俺とゾンビとしての座ざ敷しき童わらしを駆使したって、ゾンビ密集地帯の街中を突き抜けるのは不可能だ!!

　でも、それができないと救助待ちか？

　さっきガソリンスタンドで出会ったおっさん達たちみたいに、ひたすら息を潜ひそめてヘリか何かでやってくる救助隊を待ち続ける。

「ダメだ……」

　少し考えて、首を横に振る。

　……ゾンビになった座敷童の存在がある。警察、消防、自衛隊。誰だれがやってくるにしたって、人間サイドの救助チームは座敷童の同乗を認めない。あるいは例外があったとしたって、きっと研究サンプルとかそういう枠だ。引き離はなされちまうんじゃ意味がねえんだ!!

　自力での脱出も、救助を待つのも無理。

　本格的に、ここで詰みか……？　流石にこれ以上、まともな案は出てこねえぞ。

「……、」

　ふらふらと、建物の外へ出る。

　座敷童の入った熊取り籠かごを、屋内に置いたまま。

　どこへ行く事もできず、外がい壁へきに背中を預ける。そのままずるずると腰を落として雪の上へと座り込む。

　どんよりと分厚い雲に覆おおわれた夜空を見上げて、絶望的に呟つぶやく。

「何でだよ……」

　ダンプを使ってゾンビをたくさん押し潰つぶしてきた。ケータイショップの店員さん達は全滅した。助けにやってきた座敷童はゾンビ化して、その処遇を巡って幼おさな馴な染じみで元カノの渚なぎさとは決別した。今だって山頂を目指すために大量のゾンビをトラクターに巻き込み、罪もない生き残りを騙だまして、それでもようやくここまでやってきた。

　それなのに、これかよ。

　パラグライダーがないって何なんだよ!?

　そりゃあ、ここに来るまで根拠となるデータなんか何もなくて、行動の指針はほとんど憶おく測そくだった。山頂に行けばパラグライダーの機材がある、パラグライダーを使えば街の外まで出られる、墓前市の外にはゾンビはいない……そして何よりゾンビになった座敷童は元に戻せる。いいや、憶測っていうよりもほとんど希望に近かったかもしれなかった。

　だけど、死力を尽くしてここまで来たんだ。

　こんなに失ったんだ。

　だったら少しくらいご褒ほう美びがあっても良いじゃねえか。総スカンで一からやり直しって、そんなのアリなのかよお!!

「……、」

　意識がぐらぐらと揺れる。

　一番簡単な選択肢が脳裏をよぎる。

　……座ざ敷しき童わらしを諦あきらめて、一人で墓ぼ前ぜん市しからの脱出を考えれば良い。それなら、最低でも救助を待つコースに乗っかれる可能性は出てくる。

　でも、

「ダメなんだ……」

　呟つぶやく。

　ああ、どうしてこんな時に思い出しちまうんだ。

　普段はお姉さんぶっているグラマラスな座敷童が、案外簡単に泣き出すようなヤツだって事を。ネットが止まったり怒られてゲーム機を没収されたり……。他にも、俺がガキの頃にオモチャのロボットがぶっ壊こわれた時に、口ゲンカになって盛大にあのぐーたら妖怪を泣かした事があったっけか。

　思えば、あの頃からだったかな。

　いつでも一緒に風呂に入ったり、同じ布団で眠ったりしていたけど、少しずつ少しずつそういうのをやめていったのは。

　理由は、そう。

　あの口ゲンカの一件で、俺は『姉ちゃん』の意外な一面を見た。絶対に手が届かない、何があったって揺るがない存在だった『姉ちゃん』が、こんなガキの言葉で顔をくしゃくしゃにして大泣きするのがとにかく衝しよう撃げき的てきだったんだ。それまでの『姉ちゃん』の像が壊れちまうくらいに。

　つっても、別に失望したり幻滅した訳じゃねえ。

　むしろ、逆に……、

「そっか」

　ようやく、思い出した。

　気づいた事を、俺はそのまんま口に出して確認した。




「お前、女の子だったのか」




　相手は『姉ちゃん』なんて形のない存在じゃねえ。どんな関係だって築ける一個の存在。友達になったって良いし、親友になったって良いし、恋人になったって良い。そんな、最も近くにいる女の子。

　座敷童は間引きや口減らしで殺された幼子の集合体だって言われている。

　その割にゃあグラマラスなあの見た目はアンバランスに思えるかもしれねえけど、そこにだって意味があったかもしれなかったんだ。

　例えば、大きく育ちたかった、年上の姉ちゃんとして見てもらいたかった、そんな願望が集まってできた存在だったとか。

　だから俺の前では自身の理想通りの『姉ちゃん』を演じて。

　でもそんなのはふとしたきっかけでボロが出てしまうようなものでしかなくて。

　その本質は。

　どこにでもいる普通の女の子だとしたら。

　そんな風に思うようになったから、分かっちまったから、一緒に風呂に入ったり同じ布団で眠ったりってのができなくなっちまったんだったよな。

「はは……」

　現実から遊ゆう離りしていた逃とう避ひの思考。

　でも、そこからたった一つの答えを得た気がした。

　自分の顔を挟むようにして、両の掌てのひらを頰ほおへ叩たたきつける。

　パァン!!　という小気味の良い音と共に、本当にやるべき事を確認する。

　……だったら、なおさらあいつを見捨てられるか。座ざ敷しき童わらしは広い世界に放り出しても一人きりで君臨できる特別な存在なんかじゃない。辛つらい目に遭えば当たり前に泣いて当たり前に消え入るような女の子でしかねえんだ。いちいち考えるまでもねえ事だったじゃねえか。それが分かっているなら、もうゾンビで溢あふれた街になんか置いていけねえだろ。

　何としても。

　どんな手を使ってでも。

　必ずあいつをこの手で救ってみせる。

　それくらい言ってやらなきゃ、男じゃねえよな。
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　放棄されて久しいドッグスクエアには、パラグライダーのユニットは期待できねえ。

　脱出計画については一から組み直しになっちまったけど、いつまでも絶望なんかしていられない。せっかくここまでやってきたんだ。とにかくドッグスクエアの中をくまなく調べて、少しでも使えるものがないかを確認しないと。

「餌えさの加工場、か」

　今後どういう流れになるか分からないから、俺も渚なぎさみたいに武器を持つ必要があるかもしれない。そう思って中を調べてみたものの、実際には作業台とワンセットで固定された電動器具、といった趣おもむきで、とてもじゃないが二本の手で持ち運べるような規模じゃなかった。せめて包丁とかハサミとかはないのかなとあれこれ扉を開けていくと、その中で一つ、とんでもないものを見つけた。

　分厚い両開きの鉄扉を開けると、出入口の上部を注し連め縄なわで彩られた、地下へと繫つながる長い長い階段が待っていたんだ。

　そして青あお行灯あんどんとの戦いの時にも見た、百鬼夜行のあの印も。

　純金でできた大きな家紋が、注連縄の真ん中辺りからぶら下がっていた。

「……何なんだこりゃ」

「がう」

　ゾンビになった座ざ敷しき童わらしに聞いても仕方がねえ。

　あからさまに怪しいけど、こんなの調べても脱出ルートには繫がらないような気がする。山頂、洞窟、『御み口くち様さま』……と若干引っかかる所はあるが、『自分一人で何とかする』はもうやめた。仮に俺がここで倒れたら、檻おりの中の座敷童はどうなる？　とにかく二人で脱出するのが最優先。安全な場所まで逃げた後に、サキュバスとか青行灯とかの大物クラスの連中に話を聞いたり、百鬼夜行に協力を仰げば良い。その上で、こいつをゾンビから元に戻すのに墓ぼ前ぜん市しで何かする必要があると分かったら、ありったけの重装備で身を固めてもう一回墓前市に引き返せば良い。一発勝負で、俺の命どころか座敷童の運命まで勝手に賭かけなきゃならない理由なんか一個もねえんだ。

　と、そんな風に思って鉄扉を閉じようとした時だった。

　ガラガラガラ、という音が背後から迫ってきた。

「ん？　っておい!!」

　地じ盤ばん沈下でもあったのか、ほんのわずかに床が傾いていたらしい。離はなれた場所へ置いておいた車輪付きの熊取り籠かごがこっちに向かって突っ込んできてる、だと!?

　一いつ瞬しゆん、受け止めようかとも思った。

　でも冷静に考えたら無理だろこれ!?　だって二、三〇〇キロ台の熊を乗せて運ぶワゴンだぞ？　これ自体だって相当硬くて重たいはず。一定以上の速度がついたら『ぶつかる』じゃなくて『撥はねられる』になっちまう!!

　そんなこんなで、慌ててスッと横へ逃げた。

「がうー!!」

　檻の中の座敷童が格子を両手で摑つかんだまま、どこか恨みがましい目でこっちを睨にらんでいるような気がした。

　直後。




　熊取り籠が鉄扉の向こう、下り階段へと落ちていった。

　ガンゴンバンバギンガンドンゴンガシャン!!　という轟ごう音おんがいつまでも続いていった。




「あー……」

　完全に音が消えてから、闇やみの奥へ目をやった。

　あからさまに怪しい、注し連め縄なわ付きの地下への階段。できる事なら近づきたくなかった場所。

　うんざりしたように俺は言う。

「でも、こうなっちゃうと下に下りてあの馬鹿回収するしかねえよなあ……」
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　ちなみに階段は思ったよりもずっと長かった。

　最後の段まで下りてみると、横倒しになった熊取り籠かごと、どこか脅おびえたような目でこっちを睨にらんでいる座ざ敷しき童わらしが待っていた。

　ああ、焚たき火びをいじって火傷やけどをした野生動物が人間を信用しなくなったような、そんな目になってる……。

「がうがう!!　ぐるる……!!」

「悪い、悪かったよ座敷童。でもあれを押さえるのは無理だって」

　適当に謝りながら、何とかして倒れた檻おりを再び立て直す。そして来た道を振り返った。この階段を、檻を抱えて上るって、できるのか……？

　色々不安になるが、今はとにかく進める方に進んでみる事にした。ひょっとしたら別の出口なんかがあるかもしれねえし。

　地下空間はかなり広大だった。全体としては直径二〇メートル、深さは闇の奥に隠れて全く見えないほどの大きな竪たて穴あなを中心に、その周りにたくさんの小屋や竹の通路なんかを立体的に組み上げたような場所だった。木の壁かべなどには、例の百鬼夜行の印が焼印で捺おされている。裸電球や蠟ろう燭そく、行灯あんどん、吊つり灯どう篭ろうなんかもたくさんあって、ぼんやりとオレンジ色の光で満たされている。むっとするほどの土の匂いに混じって、機械油のそれも混じっていた。理由は単純で、

「パワーショベルにブルドーザー……。アームを付け替えたシールドマシンまであるな」

　いわゆる土木工事用の黄色い重機がゴロゴロ並べてある。

　相当手間のかかった空間なのは分かったんだけど、さて、これって何のために作られた場所なんだろう？

　大きなバネのような通路を、熊取り籠を押しながら少しずつ下っていく。

　ある程度進んでいくと、今までとは全く違う景色にぶつかる。というより、辺り一面の建物や通路が真っ黒に焼け落ちているのだ。おまけに崩落でもあったのか、あちこちの岩がん盤ばんが崩れている。

　一体ここで何があったんだろう。

　いくら広いとは言っても地下空間での火事だなんて……炎や熱より、煙とか酸欠とかが怖いけど。

「がう……」

「ん？　どうした座ざ敷しき童わらし？」

　見れば、熊取り籠かごの中の座敷童の様子がおかしい。

　檻おりの隅に座り込み、両手を黒髪の頭のてっぺんに置いて小さくなっていた。

　何だ、脅おびえている……？　単純に火が怖いって訳じゃなさそうだ。だとすると、一体何が原因なんだ。真っ黒に色を変えた柱なんかに目をやるけど、元がどんな小屋で何のために使われていたのかまでは流石さすがに分からねえ。

　どうしたもんかな、と黒焦げの廃材に指を這はわせて思案していると、角からひょこっとぬいぐるみみたいなのが顔を出した。

　いいや、小型犬に似た妖怪の……、

「あん？　すねこすりだったっけ？」

「何かと思えば陣じん内ない忍しのぶではないですか！　ハッ、今はそれどころじゃありません。隠れて、ちょっと真剣に隠れて！」

「？」

「もうすぐこっちにゾンビが来るんです！　ええと、ああもう、そっちの座敷童さんは……うわあー!!　こっちもこっちでゾンビー!?」

　いきなり出現しては勝手に小便ちびりそうになっている犬型妖怪をとりあえず片手で拾い上げる。座敷童はゾンビに見つかっても問題ないからひとまず檻ごと放置。でもってゾンビは匂いを頼たよりに獲え物ものを追い駆けるから……、

「おい、犬の嗅覚を基準にしてえんだけどよ！」

「誰だれが犬畜生ですか！　私はすねこすりという立派な妖怪で……ぎゅう!?」

　ダメだ役に立たねえ！

　兎とにも角かくにも、俺はすねこすりを抱えたまま真っ黒焦げに焼け落ちた小屋の跡地の方へと飛び込んだ。そのまま倒れ伏し、必死に息を潜ひそめる。

　炭の匂いってのは一種独特だ。これで連中の鼻を誤ご魔ま化かす事ができりゃ良いんだけど！

　ずるり……という湿った音が聞こえてきた。

　足音は、複数。

　こっちにはまともな武器がないし、そもそも渚なぎさみたいに一つの得物を駆使してバランスを崩してからのフルスイングで手足や首を切断するような腕もない。見つかったらおしまいだ。ろくに抵抗もできずに貪り食われるのがオチだ。

　息を止める。

　心臓の鼓動がいやに頭に響ひびく。

　ずるりべちゃりといくつもの足音が聞こえてくるのに、ちっともぬくもりみたいなものを感じない。一人きりのエレベーターに誰だれかが乗ってきた時みたいな、あの空気の変わる感じが全くない。

　そうして。

　ろくに首を回す事もできない俺の視界に、焼け落ちた建材の向こうで蠢うごめくゾンビ達たちが入り込んできた。

　その正体は……。

「……叔父、さん……？」

　そんな場合じゃないと分かっていても、思わず口の中で呟つぶやいてしまった。

　いいや、カーディガンとスラックスを着た刑事だけじゃねえ。

　サンタクロースをイメージしたズタボロの水着を着た菱ひし神がみ艶えん美び、両足をやられているのか二本の腕だけで土の上を這はいずり回っている菱神舞まい。白い着物を纏まとい、首をやられたらしく頭をぶらぶらと揺さぶり、長い白髪を広げているのは……いつか見た菱神樒しきみとかいうヤツか……？

　総じて言えるのは、バサバサの白髪に濁にごった瞳ひとみ、赤や紫に変色した肌。

　一体ここで何があった？

　どうして叔父さん達はこんな不気味な地下空洞にやってきて、挙げ句にゾンビになんかなっちまっているんだ!?　誰も彼もが田舎暮らしの俺よりずっと事件に触れてきたはずだろう。どうして、どうしてこんな風になっちまうんだ!!

　もう、訳が分からなかった。

　目の前の色を信じたくなかった。

「……陣じん内ないさん？」

　すねこすりが何か言っていたが、耳に入っていなかった。

　思わず、身を起こしてしまう。のろのろとそっちへ首を回す。合流すれば、得体のしれない蜃しん気き楼ろうを振り払って、目の前の光景が噓うそだと証明できたら……。

　さらに立ち上がろうとする俺の手の甲を、小さな妖怪が嚙かんだ。

「陣内忍しのぶ!!　やめなさい、あなたまで犠ぎ牲せいになるつもりですか!?」

　だって、あれは。

　あんなものは、あってはいけないはずだから。

「現実から目を背けても誰も救われません。あなたが倒れたら、お連れの座ざ敷しき童わらしはどうするつもりなのですか!?」

「───、」

　そこまで言われて。

　ようやく意識のピントが現実に合った。

　幸い、向こうはまだこっちには気づいていない。俺は思い出したように身を伏せる。

　そう、そうだ。

　どんなに世界が厳しくたって。目を覆おおうような光景ばかりが広がっていたって。

　渚なぎさと決別してまで選択したんだ。

　座ざ敷しき童わらしをこのまま放ほったらかしにしてリタイヤなんて、そんな結末で終わらせてたまるか！

　奥歯を嚙かみ締しめる。

　やり過ごすしかねえ。そう思っていた時だった。

「がう」

　ガシャンガシャン!!　という檻おりを揺さぶる音が俺の心臓を締しめつけてきた。

　あのぐーたら!!　なんか俺に恨みでもあんのか!?　やっぱり熊取り籠かごごと階段を転げ落ちた件か、根に持ってやがるのか!?　ゾンビの癖くせに生意気な!!

　ぎぎぎぎちぎちぎち、と叔父さんや菱ひし神がみ艶えん美びが無機質な動きで首を回す。

　その足が、止まる。

　倒れ伏したまま、呆あきれるほど軽い廃材にゆっくりと手を伸ばす。木材っていうより炭の塊で、軽く叩たたいただけでボッキリ折れちまいそうなくらい不安だった。

　が。

　二回、三回と外から檻を揺らす音は聞こえたものの、ゾンビ達たちの興味はそこまでだったらしい。特に焼け落ちた廃屋の方にまでは踏ふみ込んでこず、そのまま湿った足音を鳴らしてゆっくりと立ち去っていくのが分かった。

　それでもしばらく真っ黒な炭の中に身を沈め、ひたすら時間の経過を待ち続けた。

　冗談抜きに寿命を削っていると、心臓の異様な鼓動で理解する。

「……、行った、か？」

「みたいですね」

　恐る恐る呟つぶやいて、俺は炭の中から身を起こした。廃屋から表に出て首を巡らせてみるが、もう叔父さん達はどこにも見えねえ。

「一体何があったんだ、ここで」

「わ、私も全てを知っている訳ではないのですが、一度、お互いに情報を共有した方が良いと思います」
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　すねこすりが案内したのは無秩序に増改築を繰くり返した集合住宅みたいになった木造の小屋の群れの一つだった。ここにも百鬼夜行の印がある。熊取り籠を押して中に入ると、見知った顔が一人。

『死出の竜姫』。

　菱ひし神がみ舞まいの式神だったか。

　仰向けに寝かされているそいつはゾンビ化しているようには見えねえが、かと言って無事とも思えなかった。無機質な顔の表面には脂汗が浮かび、その色も蒼そう白はく。無理矢理に痛みを押さえつけているような感じだ。

　どうしてこんな事になったのか。

　それも含めて、俺とすねこすりはそれぞれ今までの経けい緯いを話し合った。

　すねこすりはこんな見た目でも百鬼夜行の正規メンバーで、その話の中には高校生の俺には簡単に理解できねえ部分も色々あった。それでも何とか頭の中で嚙かみ砕いて消化に努めていく。

「……冗談だろ、この件に呪まじなだの四〇式座ざ敷しき童わらしだのが絡んでいるって言うのか？」

　最初に出てきた感想はそれだった。

「彼らは最深部にいます。呪様は『何か』を止めるために四〇式を研究開発、及びゾンビパニックを実行に移したような事を匂わせていましたが、その『何か』は私達たちには分かりませんでした。いいえ、ひょっとしたら百鬼夜行の真の長を名乗り、国内最強の組織を簒さん奪だつしようとした事さえも『何か』に対抗するためかもしれませんが……」

「何だろうが同じだろ。空からＵＦＯが襲おそってきて、地球連合軍を作ろうって話になったとしたって、その連合軍がみんなを苦しめる独裁者になっちまったら何の意味もねえ。そんなもん人類を滅ぼす敵が二つに増えているだけだ」

　そう、もしも本当に呪達が意図してゾンビパニックを引き起こしたのなら、撃げき破は以外の選択肢なんかねえ。

　その上で重要になってくるのは、

「……火車と『御み口くち様さま』。やっぱりこの辺りがネックになってくるか」

　火車については中腹にあった屋や敷しきの中で渚なぎさのヤツとも話をしたけど、『御口様』の方は放ほったらかしだった。ここで詳しい情報を手に入れられたのは僥ぎよう倖こうだ。

　疫病の蔓まん延えん防止のため、飢き饉きんなんかでバタバタ人が倒れた時には身寄りのない死者を山の大穴に捨てていた件。それが拡大解釈されて、致命傷だけどまだ息のある重傷者、重罪人、派閥争いの敗者なんかをまとめて放り投げるように悪化していった件。『罪人』のレッテル、生いけ贄にえのプロセス。疫病防止のために死体を捨てる話から、死体を捨てれば疫病は出ない、死体を捨てなければ疫病が発生してしまう、とねじれた誤認が広がっていった件。

『罪人』の死体に近づいて動かす火車の性質と組み合わせると、確かにゾンビパニックの根幹を組み立てられそうだ。ただしこの場合、『ゾンビに嚙まれた』ってよりも『墓ぼ前ぜん市しで死亡、あるいは致命傷を負う事』がゾンビ化のトリガーになりそうだけど……。

　いいや、

「もう墓前市だけの話にゃ留とどまらねえって事だったよな……？」

「ええ。この墓前市を皮切りに、五つの地方にある複数の都市で同様のゾンビパニックが発生しています。警察や消防、自衛隊などが封ふう鎖さにかかっていますが、ゾンビの数が一定以上に増えれば飽和状態に入り……日本全国に蔓まん延えんしていくのだとか」

「しかもゾンビは代を経るごとに理性を残したままゾンビになっていく。しまいにゃ自分がゾンビである自覚を持たねえくらいになっていくって話だっけ」

　ゾンビを経由しないで死亡した人がゾンビになった場合、この『世代』ってのがあやふやになりそうだけど。

「呪まじな様の目的は日本国民総員の強きよう靭じん化か。完全に人と同じ理性を残しつつ、その肉体の強度を限界まで高める事にあるらしいのですが……」

　そんな美う味まい話信じられるか。

　絶対に何か裏がある。火車の『パッケージ』でゾンビ達たちの意思を集中管理するとか、気に喰くわないヤツは切り捨てて死体に戻せる生命のブレーカーがあるとか。

　そもそも、たとえ頭が残っていたって、ゾンビはゾンビだろ。進んでそんな状態になりたいヤツなんかいる訳ねえ。だからこそ呪だって日本全国の一斉襲しゆう撃げきなんて強引な手に出たんだ。馬鹿正直に提案したって誰だれも話に乗らないって分かっていたから。

「と、とにかく、全ての起点はこの墓ぼ前ぜん市しにあります。他の地方都市については、ネットワークで繫つながった子機に近い扱いでしょう。墓前市にある『パッケージ』の核さえ潰つぶせば、一連のゾンビパニックは解決するはずなんです」

　そう、それだ。

　今、俺が一番確認しておきたいのはそこなんだ。

「その解決ってのはどういう意味での解決だ？　これ以上ゾンビは増えない、ゾンビになった人達は元に戻る、元には戻るけどそれは死体に戻るって意味だった。……一口に解決って言っても色々あると思うけど」

「……、」

　すねこすりは黙だまって首を横に振った。

　まあ、天下の百鬼夜行だって全てを知っているって訳じゃねえか。最悪、事件を仕掛けた呪自身『解決パターンなんか想定していないから知らない』とか言い出す可能性もあるんだし。

　とはいえ、放っておいて得をする事は何もない。

　呪達はこの『御み口くち様さま』で目撃されている。施設の規模から考えても、おそらくここが全ての中心だろう。ひとまずはここに安置されている火車の『パッケージ』を解き明かす。その上で、どういう風にいじくればゾンビ化した座ざ敷しき童わらし達を救い出せるのか、応用編に結び付けていく……ってのが最善かもな。

「にしても……火車か」

　雪女や座敷童と比べると、ややマイナーな響ひびきのある妖怪だけど。

「炎に包まれた猫の妖怪だとか、罪人の魂を地獄の底へ運んでいく鬼の車だとか、色々言われている妖怪ですね。時代時代で伝承が変わっていくようですが」

「……そもそも、呪まじなはすねこすりのお初はつを真っ黒な闇やみに組み替えて攻こう撃げきや防御に応用するような術者だ。火車についても自在に操っているとしたら、車のギアを変えるみたいに時代時代の『火車』を適宜切り替えられるのかもな」

　お初、という言葉を聞いてすねこすりの体がピクリと震ふるえた。

　……？　同種の妖怪だし、何か通じるものでもあるっていうのかな。

「ちなみに罪人の魂を運ぶのは古い時代の『地獄の車』だけど、死体を盗む、死体が動くってのは新しい時代の『猫の妖怪』の話だ。単純にゾンビパニックを考えると、新しい時代の火車の方が重視されているかもしれねえぞ」

「ええと、だとすると……お葬式や墓場に現れては、強い突風を生み出して棺かん桶おけの蓋を跳ね上げ、罪人の死体を盗んでいく妖怪、って感じの話でしたよね」

「『死体を盗む』話関連はきっと『御み口くち様さま』の伝承と連結する事で完結してる。隙を突くとしたらきっとそこじゃねえ」

「？」

「呪としてもゾンビパニックはコントロールできるものでなくちゃならねえんだ。自分で撒まいたマルウェアに自分で感染しないように、自分で作った偽札を自分で摑つかまないように。だとすれば、見えてこないものが一つある。……呪はどうやって火車を押さえ込んでいるんだ？」

「言われてみれば……ゾンビを広げる方法についてはいくつか筋道が立ってきましたが、手綱を握る仕組みについては分からない事が多いですね。呪様自身が強大な術者ですので、向かってくるゾンビを全て蹴け散ちらせるとお考えなのかもしれませんが」

「ヤツの表向きの目的は日本国民総員の強きよう靭じん化かなのに？　自分で強化した兵隊を自分で殺しているんじゃ世話はねえ。何かあるぞ。でも、火車を押さえ込む記号ってなんかあったかな。ほら、ぬりかべは地面近くをホウキで払うと消えてしまうとか、雪女のお仲間は熱い風呂に入れると溶けちまうとか、タヌキの妖怪が変化した屋や敷しきは煙草タバコの灰を落とすと正体を出すとか、そういう感じの……」

　何だったかな。

　もう喉まで出かかっているのに、頭の中で答えが言語化してくれない。

　と、その時だった。

「……です……」

　床に寝かされていた『死出の竜姫』がポツリと口を挟んできた。

「守り刀です。後世の火車は遺体の傍そばに刃やいばを置いておくと、遺体を盗まずに逃げていく……といった伝承があったはず。地方によっては葬そう儀ぎの他に、棺桶の中にまで守り刀を収めて共に埋葬するバリエーションもあります……」

「それだな」
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　パチン、と俺は指を鳴らした。

　彼女の話を聞いて、すでに俺はいくつかの『伝承』と『風景』を『記号』によって連結させていた。もちろん得体のしれない占い師だの陰おん陽みよう師じだのじゃねえんだから、オカルトに対して確証なんかない。でも、きっとこの方向で詰めていくのが正解だ。

「『御み口くち様さま』だったんだ」

「はい？」

「火車を閉じ込めているものさ。でっかい大穴、直径二〇メートル、深さについては分かりゃしねえほど。なあすねこすり、これって何の記号だと思うよ？」

「ええと、地獄の門とかでしょうか……。火車は地獄の車とも言いますし」

「それも間違ってないと思う。火車って妖怪そのものを安置してあるのは最深部かもな」

　だけど、

「でも同時に、きっとこんな記号もわざと被かぶせてある。……棺かん桶おけだ。今でこそ細長くて四角い入れ物ってイメージだけど、あれって西洋由来のもんだろ。江戸時代とかの棺桶って、それこそ丸い桶じゃなかったっけか？」

「あ！」

「そして『御口様』はただの大穴じゃねえ。何百年もかけて色んな人達たちを投げ込んできた、特大の死が絡みついた大穴だ。棺桶の底に、死体が積み上げられている。火車は『死者に近づいて動かす』んだから、どうしても最初のプロセスで『死体のある棺かん桶おけに自ら飛び込む』必要が出てくる。そう、火車を誘い込むには、これほど恰かつ好こうの材料はねえんだよ」

「ですが……」

『死出の竜姫』が、寝かされたままわずかに首を動かす。

　こっちを見る。

「問題の『守り刀』はどこで出てくるのでしょう？」

「普通なら、火車がやってこないように『あらかじめ』守り刀を死体の傍そばに置いておくってのが正しい使い方だ」

　俺はそう答えた。

「……だけど、火車が巨大な棺桶に入った途端、蓋をするように上から守り刀で封をしたら？　火車は唯一の出口を失って、棺桶の底にわだかまるしかなくなるんじゃねえかな」

　そう。

　そして俺はきっと、もう『守り刀』をこの目で見ている。刀、刃やいば、刃物……。この『御み口くち様さま』に入ってから見たものと言えば、やっぱあれしかねえと思う。

　でも、そこから先は？

　山の中心核に閉じ込めた火車の力を、ヤツらはどうやって外へ溢あふれさせてやがる。それも支し離り滅めつ裂れつなんじゃない。日本全国を均等にゾンビで溢れさせるため、五つの地方一三の街に『狙って』妖怪の力を差し向けているとしたら……。

「待てよ」

「？」

「すねこすり。ゾンビパニックは全国の一三の街で同時発生しているって言ったよな。正確な名前は分かるか？」

「え、ええ。確か事前のブリーフィングによりますと、盆ぼん歌うた市し、散さん華げ市し、迎むかえ火ひ市し……」

「それに精しよう霊ろう市し、供く物もつ市しなんかも入っている、だろ？」

「ど、どうしてそれが？」

「渚なぎさ達たちとダンプで逃げている最中、燃えている横断幕を見たんだ。冬のお祭りが全国の提携都市で同時開催されるっていうヤツだった。だとすると話は早い。墓ぼ前ぜん市しと提携している一三の街でゾンビパニックが起きている。でもってそれらと『御口様』、火山の火口を繫つなぐエネルギーラインってのは」

　少し考え、やや強引であっても、仮説を並べる。

「……例えば、地熱発電とかどうだ？　この墓前市じゃ峠道から離はなれた場所に地熱発電所があるらしい。そこの職員達とも顔を合わせている。何でもスマート電源とかいうヤツだ。ネット回線を使って電気の生産と消費量をモニタリングして、最適の場所に最適なタイミングで電気を通すってヤツ。おそらく、提携都市とやらは互いの発電所や変電所を互いの街へ繫げていたんだ」

「ネット回線……って、普通の電話や通信は途絶しているのでは？」

「でも現に電気は生きてる。もしかしたらスマート電源の方も。一般のとは違う専用回線でも使っていたのか、インフラ情報は混雑中でも優先されるのか。ほら、災害時でも警察や消防のケータイは使えるようにさ」

　火車の潜ひそむ火口から湧き出る熱のエネルギーを蒸気に変えてタービンを回し、そこで電気を作って、ネット回線からの情報を軸にあちこちの街へ流していく。

　実際にどれほどの効果があったのかは未知数。ひょっとしたら、うちはエコのために頑張っているんですから予算をくださいと国や政府にお願いするためのパフォーマンスだったのかも。

　でもそんなのは、呪まじなや四〇式達たちにとってはどうでも良い。

　火山の一番底で、ぐつぐつ煮える火車の力を全国へ飛び火させられる『ライン』が張り巡らされているのならば、何だって。

「ゾンビパニックが『街単位』で広がっていた訳だ。ようは、スマート電源の管理区域を軸に、その場所で死亡した人間が火車や『御み口くち様さま』の手を借りてゾンビ化するって話だったんだから」

　多分、細かい数字や数式はさておいて、大枠ではこれで間違っていないと思う。逆に言えば、お手上げなんだ。これ以上進むなら、アセンブルした人間と同じ知性が必要になってくるはず。

　呪。

　旧百鬼夜行を束ねる本物の術者。

　あいつにしかできねえ、最大最悪の規模のゾンビパニック『パッケージ』。

「じゃ、じゃあ……」

「スマート電源はひとまず無視して良い。上を塞ぐ守り刀と、最深部に閉じ込められた火車か。この辺が『パッケージ』のアキレス腱けんになってるのは間違いなさそうだな。火口に閉じ込められた火車を何とかして解放すれば、墓ぼ前ぜん市しも、他の提携都市もゾンビパニックは終息するはず。オモチャから電池を外すようなもんさ」

　その上で。

　どっちに触れるにしても、絶対に避さけては通れない道が一つある。

「……『パッケージ』をどうするにせよ、御大層な計画を潰つぶしにかかれば呪達と激突する羽目になる。向こうだって黙だまって見ている事はねえだろ」

　あらゆる妖怪を分析、分解、再構築し、無害なすねこすりさえ極大の災厄として振り回す旧百鬼夜行リーダー・呪。

　そんな呪が徹てつ底てい的てきに改造した、運命を操る、生み出す、百鬼夜行極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらし・迷めい。

　……何だか知らねえがゾンビ化していた菱ひし神がみ樒しきみについては、ひとまず脇に置いて構わないとしても、それにしたって化け物揃ぞろいだ。

「彼らを同時に相手取るだなんて、そんな事が可能なんですか……？」

　すねこすりがごくりと喉を鳴らし、続いて『死出の竜姫』が冷静に分析結果を口にした。

「菱ひし神がみ舞まい相当の戦力をもってしても、完全な撃げき破はは確約できないレベルでした。本来の理想形では、搦からめ手ての名手である菱神樒しきみのみの撃破を担当し、続く呪まじな、四〇式、お初はつとの戦せん闘とうについては『五本指』の総員投入による飽和攻撃で押し流す手はずになっていたはずです」

「ですけど、正直……」

「そう、その理想形でさえ現百鬼夜行側の希望的観測が働いています。つまり、これでも駄目ならもうお手上げだ、という意味ですね」

　五本指。

『病びよう魔まの使し役えき者しや』と同格の人間側の怪物達たちが、五人も揃そろってようやく倒せるか否かのギリギリの位置に立てるレベル。

　ただの高校生に何ができる？

　他には無害な妖怪のすねこすり、半分以上死にかけている『死出の竜姫』、そんでもってケータイとスマホで操れるゾンビ化座ざ敷しき童わらしくらい。はっきり言うけどほとんど役に立たねえ。実質的に矢面に立てるのは俺しかいねえだろう。

　その上で。

　唯一、俺の方にチャンスがあるのなら……。

「呪も呪で、ただの高校生なんか気にも留めていないはずだ」

「だから油断を誘えるとでも？　あの呪様がですか!?　そんな馬鹿な。すでにゾンビパニックによって日本全国で老若男女、善悪好悪を問わず均等に多数の犠ぎ牲せい者しやを許容している方です。目的のために必要であれば赤子であっても全力で殺すはず。そのような手が通じるとは思えません！」

「そもそも……彼我の戦力差は甚大です。百の鬼を自在に変じて夜を行く、まさに真正の超越者。たとえ呪が油断し隙を見せたとしても、ほんの一％未満の力を振るっただけで生身の人体など粉々にできるでしょう。本気を出す、出さないなど呪にとって重要な項目ではないはずです……」

　分かってる。

　そんな事は分かってる。

　何しろ相手は旧百鬼夜行リーダー。『暗殺』の件で退くまでは日本最大最強のオカルト組織を一手に束ねていた極大の術者だ。挙げ句、俺が歴史を変えちまったせいで『暗殺』の一件は死んだふり作戦に切り替わり、その後の一〇年間、自分達の生存を現百鬼夜行から完全に隠しおおせた腕を持つ。俺自身が安易に『分かっている』と思っている事自体が全然『分かっていない』……そんなレベルの、巨大な山みてえな敵なんだろう。

　大きな竪たて穴あなには無数の掘削機械やら掘立小屋なんかがあって、シャベルやツルハシから小規模のシールドマシンに爆ばく薬やくまで揃そろっているけど、どれを摑つかんだって最深部で待つ涼しい笑みの呪まじなにかすり傷一つ浴びせられるとは思えねえ。

　まともにやっても勝てない。

　幼稚な搦からめ手てに頼たよったって笑顔で腹をぶち抜かれる。

　まさにどん詰まり。行き止まり。どんな車を選んでアクセルペダルを底まで踏ふみ込んだって、分厚いコンクリートの壁かべが相手じゃこっちがスクラップになるだけだ。

「だけど……それで良いんだ……」

「？」

　首をひねるすねこすり。

　俺は改めてみんなの方へ目をやった。

「火車の『パッケージ』を何とかするために、まずは呪を撃げき破はする。俺に手を貸してくれるか、すねこすり」

「……え、ええ。お初はつの件もありますが、それを含めても、呪様の凶行には終止符を打たねばなりません」

「『死出の竜姫』。そんな状態のアンタにも無茶を強いると思う。それでも協力してくれるか」

「はい。菱ひし神がみ舞まいが最期の瞬しゆん間かんに安直な救援を求めなかったのは、次に繫つなげるためだと判断しておりますので」

「それから座ざ敷しき童わらし。お前にも働いてもらうぞ」

　返事はなかった。

　ただガシャンガシャン!!　と熊取り籠かごの格子を揺さぶる音だけが返ってきた。

　……さて。

「それじゃあ始めるか。チャンスは一度だ、相当無茶な計画だと思うけど、とりあえずは俺の話を聞いてくれ」
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　必要な手はずは整えた。

　きっとこれが最後の戦いになる。

　そして激突までのわずかな間、俺はわがままを言って座敷童と二人きりにしてもらった。こうしている今も墓ぼ前ぜん市しだの他の地方都市だのではゾンビパニックが続いていて、この一分一秒を境に命を落としている人達たちだっているかもしれない。そう考えると吞のん気きを通り越して冒ぼう瀆とく的てきにさえ思えてくるけど、でも、どうしても通過しておかなくちゃならねえ事があったんだ。

「……なあ、座敷童」

　ぺたりと地面に座り込み、小屋の壁に背中を預けたまま、俺は熊取り籠へ目をやった。ゾンビになった座ざ敷しき童わらしは俺の顔も判別できねえのか、さっきから金属製の格子を両手で摑つかみ、さらには口まで使ってガジガジ嚙かみ付いていた。殺せるものなら、今この瞬しゆん間かんにだって嚙み殺そうとしているはずだ。

　かつての面おも影かげなんて、もうどこにもない。

　それでも確かに、生まれる前からずっと傍そばにいたパートナー。長い黒髪に瑞みず々みずしい肌の持ち主。当たり前のように一緒に風呂に入って同じ布団で寝ていたほど近しい存在。

　でも。

　だけど。

「俺はさ、お前の事が好きらしい」

　ポツリと、ついに言った。

　渚なぎさ辺りに聞かれたらバラバラにされそうな台詞せりふだったけど、でも止まらなかった。

「お前だってさ、言ってくれれば良かったんだよ。『姉ちゃん』なんて枠組みは幻で、本当はただの女の子だったんだよって。普通に恋をしても良かったんだよって。そう言ってくれりゃあ、絶対にもっと早く手を出してたよ。だってお前、美人じゃん？　顔については文句なし、おっぱいもでかくて腰回りもすごくて尻だって艶なまめかしくて、むしゃぶりつかねえ方がおかしいって。しかも歳は取らない、衰えない。生まれる前から一緒だったから互いの趣しゆ味みや好みは全部熟知しているし、何をやっても以心伝心。とっくの昔に良い所も悪い所も網もう羅らし尽くしているから失望や倦けん怠たい期きなんてのも出てこねえ。文句なしの超優良物件だろそんなの。……ったく、俺は今の今まで何をやってきたんだろうな。わざわざ外に飛び出して恋人探し回っていたのが馬鹿みてえだ。よりにもよって、お前がゾンビになっちまってから気づくとかさあ!!」

　これだけの地獄の中で。

　色々なものを切り捨てて、最後の最後に何を残したかったのか。

　たった一つのそれを目の当たりにして、ようやく気づかされた。

　ああ。

　俺は自分の命の行方なんかより、このぐーたら妖怪が笑ってくれる事を願っているんだなって。その根幹にあるのは疑似的な家族愛なんてものじゃなくて、もっとダイレクトな感情に基づくものだったんだって。

　座敷童が他の誰だれかに害されるのがどうしても許せない。

　座敷童を他の何より増して優先して扱いたい。

　他の誰も、こいつに指先一本触れるな。

　これは、俺のものだ。

　……別に小こ奇ぎ麗れいな言葉だけが頭の中に並ぶ訳じゃねえ。つーか、清せい濁だくで言えば濁の方が多分強い。口に出したら恥ずかしくなって死にたくなるような、それ。でも誰に偽る事もない俺の本音。考えてみりゃあ、思春期のガキがとびきり奇麗な女の子に向けてそんなドロドロした気持ちを抱く理由なんて、一個しかねえじゃねえか。

　そりゃ他の恋だの愛だのが長続きするはずねえよ。

　中学時代の渚なぎさがブチ切れて大おお鉈なたを手に追い駆け回してくる訳だよ。

「よお」

　俺は呟つぶやいて、ゆっくりと地面から腰を上げた。

「こんな状態のお前と約束を交わすなんて、どう考えたって姑こ息そくで卑ひ怯きようだとは思うんだけどさ」

　改めて、獣けものの檻おりと向かい合う。

　一歩踏ふみ出して、格子へと近づいていく。

「……もしも、呪まじな達たちの起こしたゾンビパニックに全部決着をつけられたら」

　正面に、立つ。

　熊を捕らえる事を念頭に置いた罠わなは、格子と格子の隙間も広い。座ざ敷しき童わらしの手なら伸びてしまうから、あまり近づくのは危険だ。

　そうと分かって、なお一歩。

　危険域へと自ら踏ふみ込む。

「……もしも、ゾンビになった人達を元に戻して、お前と一緒に家に帰る事ができたなら」

　格子を摑つかんでいるほっそりとした左右の手に重ねるように、俺は自分の掌てのひらを差し出していく。包み込み、ゆっくりと握り込む。

　まるでベッドに女の子の体を押し倒すような仕草。

　両の手を握り込み、そしてさらに顔を近づける。

　嚙かまれれば死ぬ。ゾンビになる。その程度のリスクは承知の上で。

　至近で、言った。




「その時は縁ゆかりって呼んでも良いか？　そんな夢を見るだけで、俺は最大最悪の化け物とでも戦えるんだ」
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　旧百鬼夜行リーダー。いいや、血統主義たる彼らのルールの中ではおそらく真なる当主とでも呼ぶべき存在。

　呪というその長髪に片眼鏡の青年は、傍らに互いの眼球を一つずつ交換した四〇式座敷童を侍はべらせ、その腕にすねこすりのお初はつを抱き上げたまま、『御み口くち様さま』の最深部に佇たたずんでいた。

　ごぼごぼと沸き立つ溶岩。

　猛烈な熱。濃のう密みつな硫化水素の匂い。常人であれば二〇分もいれば意識が混こん濁だくしてしまいそうな焦熱地獄において、彼は汗一つかいていなかった。

　すでにそれくらい、呪まじなという男の人間離ばなれは進んでいた。

　彼は彼で、間近の溶岩よりも先の見えない頭上へ目をやっていた。

　深しん淵えん。真なる闇やみの向こうから、まるで何者かの到来を待ちわびるように。

「……どうするのよ？」

「何がだい、お初はつさん」

「陣じん内ない忍しのぶとかいうガキはここまで来た。現百鬼夜行の最大戦力さえ届かなかった地の底へと。これがどういう意味かは分かっているんでしょうね」

「まあ、来るべき時に来るべき者がやって来るだろうさ。私だって座ざ敷しき童わらしの迷めいを従えているんだ。運命論については肯定するしかないよ」

「……、」

「それに、私はこれでも嬉うれしいんだ」

「三九式と共に歩むあの少年が、四〇式を従えるアンタとは違った道を行った事がかい？」

　お初の言葉に、しばし呪まじなは沈ちん黙もくした。

　答えられなかったのではない。彼女の放ったその言葉を、嚙かみ締しめていたのだ。

「……結局、私は迷を理想通りの座敷童にしかしてやれなかった」

　呪は、うっすらと笑う。

　傍らでピクリとも反応しない四〇式を微かすかに見やりながら。

「座敷童としての性質、本能、特性、まあ何でも良い。とにかく家の禍福に振り回される理ことわりから解き放ってあげたかったのに。人間も妖怪もない、種族やしがらみにも引き裂かれる事のない、私はただ一緒になりたかっただけだったのに。諸もろ々もろあって、結果はまさに正反対の極致へと突き進んでいった」

　その言葉を受けても、迷に反応はなかった。

　白い浴衣の座敷童は、座敷童として完かん璧ぺき過ぎた。そうなるように彼女が望み、呪が具体的な技術を与えたのだから。

「だからさ」

「……当たり前のように笑っていた、三九式と陣内忍の関係が眩まぶしかったと？」

「座敷童の件だけじゃない。妖怪を法で縛しばれば法が妖怪を守ってくれる、警察の手で妖怪を助けられるだなんて青かった美み島しま君まで焚たき付けて、散々奇き麗れいごとを言っておきながら、結局最後は組織に頼たよるしかなかった私の目には、皆で輪を作って笑い合う事で妖怪達たちとの交渉に望んだ彼の道は、そのことごとくが手に入れようとして手に入らなかったものだったよ」

　ゆっくりと。

　瞳ひとみを閉じて、呪は何かを思い浮かべているようだった。

　それは一〇年前に幼い少年が多くの妖怪達と笑い合っていたビジョンか。それとも今、極限の地獄の中でも座敷童を切り捨てる事なく庇かばい続けてきた一人の男の背中か。

「ああ、気づいているかい。陣じん内ない忍しのぶ君。……日本国内最強の組織を束ね、すでに失われた座ざ敷しき童わらしの技法を復古して、世界の運命すらも意のままにできる私はね。ただあなたのような男になりたいと憧あこがれて、こんな果てまで来てしまったんだよ」

　なりたかっただけで、なれない。

　叶かなわないからこそ、夜よ毎ごとの夢に見るほど焦がれる。

　呪まじな。その名の通りの道を極めた男に、しかしすねこすりのお初はつは言った。

「忘れるんじゃないよ」

「何がだい？」

「確かにアンタは全てを手に入れる事はできなかった。だけどボロボロになってでも前に進んだその背中についていく者だって、確かにいたって事をさ」

　不ふ貞て腐くされたようなその言葉に、呪は小さく笑った。

　その時だった。

　今の今まで置物のように沈ちん黙もくしていた四〇式座敷童が、ピクリと顔を上げた。

「分かってるよ、迷めい」

　告げて、呪もまた振り返る。視線を投げる。

　ただの湯気とは違う、極めて高温でかつ有毒の硫化水素を多く含む蒸気のカーテンの向こうから、人ひと影かげが一つ。

　どこに身を隠すでもない、臆おく病びように武器を抱えている訳でもない、他の妖怪達たちの背中に隠れるような事もしない。

　ただ、その身一つでやってきた少年が一人。

　技法を熟知しているが故に決して呪にはできない、無む謀ぼうな選択肢を選んだその男。

「ようこそ忍君。だがおしまいだ」

　ゆるりと呪は言い放った。

　そうしながら、抱き上げていたすねこすりのお初の額へと、立てた二本指を添える。

　対して、金髪に髪を染めた高校生の口が開く。

「そ」




　ズボアッッッ!!!!!!　と。

　言葉が始まる前に、呪の放った一いち撃げきが陣内忍の胸板をまとめてぶち抜いた。




　元々、すねこすりとは旅の夜道で足元の闇やみに何か潜ひそんでいるのではないか、という漠然とした恐怖心が固着した存在とされている。

　呪はすでに小型犬の形を取ったお初の体を再び原初の闇へと戻し、『死を感じさせる何か』に変換。さながら竜巻や巨大な牙のような形状に組み替えて、一挙に陣内忍の胴体を貫通させたのであった。

　かつて三九式座ざ敷しき童わらしに対して行われた、妖怪の肉体、精神、人格、尊厳の剝奪。妖怪をただ現象として貶おとしめる事で改造をしやすくする技法。

　誰だれよりも唾棄していながらも、類似する術法に命を預けるその合理性と効率性。

　これこそが呪まじな。

　真なる百鬼夜行の当主。

　怜れい悧り極まるその思考は、相手が素人であろうと、赤子であろうと、長年焦がれ続けた理想のあり方を体現した者であっても、合理と効率さえ満たされるのであれば容赦なく殺害する。ただの言葉の応酬すら許さず、慣らし運転も小手調べも必要とせず、最初の最初から最大最強の戦力でもって大人げなく標的を撃げき滅めつする。

　呪はこれしかできないのではない。

　相手を下に見て出し惜しみをした訳でもない。

　幾億幾兆もの殺害手段の中から、陣じん内ない忍しのぶ殺害に最も適したコストを支払っただけ。

　故にこそ、標的は一撃で即死した。

　そこに議論の入り込む余地などない。そんな甘さを許す百鬼夜行ではない。放たれたその一撃はバレーボールよりも巨大な風穴を空け、陣内忍の心臓と肺の片方を丸ごと抉えぐり取っている。

　だから。

　なのに。




　ズダンッッッ!!!!!!　と。

　その死をまるで無視して、陣内忍は砲弾のように前へ駆け抜けた。




「な、に？」

　呪は決して、陣内忍を侮っていた訳ではない。というより、彼には元々そのような感情が発はつ露ろする器官はない。どのような相手であっても最大出力で撃滅に向かい、合理と効率によって一〇〇・〇％確実に息の根を止める存在。だからこそ『呪』の文字を冠し、百鬼夜行の頂点に君臨していたのだから。

　であれば、息の根を止めたところまでは何の問題もなかったのだろう。

　問題となったのは、息の根を止めた『後』の話だったのだ。

　死亡した後、時間を空けてゆっくりと『変化』が起これば不意打ちにはならなかっただろうが、このケースは違う。

「ま、さか」

「呪!!　構えな、来るよ!!」

「まさかあなたは、自ら嚙まれてあらかじめゾンビになっていたとでも言うのか!?」

　今度は陣じん内ない忍しのぶの番。

　体勢を立て直すよりも早く、組みついたゾンビの口が呪まじなの肩口へ襲おそいかかる!!
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　殺される事はもう分かっていた。

　だから後は、どうやって殺されるのが最善かという話でしかなかった。

　それなら答えは決まっている。

　はっきり言って最低最悪の選択肢だろうけどさ。今の俺には、渚なぎさとセントバーナードの関係が、彼らが最期に交わした気持ちがちょっとだけ分かる。

　引導を渡した渚の想おもいが、じゃない。

　一番愛する者の手で殺してもらえた、セントバーナードの方の気持ちが、だ。

「あれは刺激的なキスだったよ、呪!!」

　ぞぶり!!　という気持ちの悪い感触が顎あごを伝わる。口の中いっぱいに鉄てつ錆さび臭い匂いが溢あふれ、ぶちぶちと繊せん維い質しつの千切れる音と共に、何か柔らかいものが呪の肩口から引き剝がされるのが良く分かる。腹の奥から猛烈に湧き上がる嘔おう吐と感かん。無理に逆らう事もせず、俺は顔を横に背けて自分が嚙かみ千切ったものを全て地面にぶちまけた。

「でもってゾンビは嚙まれてから……いいや、致命傷を負うなりくたばるなりした後、何分かは『なりかけ』の期間があったはずだ。自分の思考を留とどめておきながら、運動能力が向上する隙間の時。ああ、ああ、鳴なき砂すなの時もそうだった。元から髪を染めてりゃ、退色もバレにくいんだ。このタイミングなら、ただの高校生だってお前を出し抜ける!!　ただ殺される事を受け入れられればな!!」

「座ざ敷しき童わらしに、わざと嚙まれて……」

「お前に殺されるくらいなら、あいつに殺された方が幸せに決まってんだろ」

　そこまでが限界だった。

　轟ごう!!　と呪を中心に黒い竜巻が噴ふき上がる。ほとんど爆ばく発はつに近かった。ゾンビとしての膂りよ力りよくなんて関係ない。そのまま外側へ大きく弾はじかれ、吹き飛ばされて、胸に大穴の空いた俺の体は硬い岩がん盤ばんへと叩たたきつけられる。

　ずるずると、壁かべに投げつけた生肉が滑るような格好で、垂直に落ちていく。

　もう、これ以上は無理だ。

　開いた大穴からボトボトと嫌な音が溢あふれる。ゾンビになっても体に力が入らねえ。それに頭の方もぼうっとしてきた。自分の手を見ると、赤や紫の染みがじわりと浮かんでいる。そろそろ思考も壊こわれてくる頃かね……。

　だけど、成果はあったはずだ。

　壁かべ際ぎわで崩れ落ちたまま、視線を投げる。

「が、が」

　呪まじなの、右腕側の肩口から首元にかけての肉が、ごっそりと消えていた。鎖さ骨こつは砕け、首の血管も引き千切られて、恐ろしい量の鮮せん血けつが噴ふき出している。

「……火車の『パッケージ』を止めろ、呪」

　呂ろ律れつの回らなくなってきた舌で、それでも何とかして最後通つう牒ちようを突き付ける。

「日本全国を『理性を持ったゾンビ』で埋め尽くそうとしたお前だって、自分自身がゾンビになる事までは望んでいないだろう……？　しかも、この半端な段階で死ねばお前は『理性のないゾンビ』だ。何を計画していたとしたって、先には進めなくなる……」

　正直、噴ふん水すいのように血を流す呪には時間がなかったはずだ。

　保もっても数分あったかどうか。

　呪の長い髪もまた、バサバサに退色してきた。

「……、ふ」

　だけど、そいつは笑っていた。

　笑いながら、その闇やみを整える。黒い竜巻が生き物のように蠢うごめき、鎌かま首くびをもたげる大蛇のようにこちらへ狙いを定めてくる。

「なあ、陣じん内ない忍しのぶ君。あなたは、私の目的は私だとでも思っているのかい？」

「……？」

「あなたがそうして自分の命よりも座ざ敷しき童わらしの回復を願ったように、私は私でもっと優先すべきものがあったとは考えなかったのかい？　私達たちは、同じ座敷童を保有しているんだからさ」

「お前、まさ」

　戦せん闘とう続行。

　言葉が終わるより前に、いいや始まるより先に。呪の生み出した漆黒の大蛇が頭から俺の体を吞のみ込もうとする。

　その直前だった。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　勢い良く、天上から一〇トン以上の鋼の塊が呪の頭上へと落下してくる。




　絶大でオールラウンドな黒い闇が、その軌道を変える。呪の体を押し潰つぶそうとしていた超重量を苦も無く弾はじき飛ばす。

　ぐしゃぐしゃに潰れていたのは、黄色くペイントされた土木作業用のブルドーザーだった。

　呪はその一いち撃げきよりも、ブルドーザー『そのもの』に注視していた。

「なんて事だ……そうきたか!?」

「ああそうさ。譲ゆずれねえものがあるのはお互い様だ。俺は、何があっても、あいつを元の座ざ敷しき童わらしに戻す。俺の良く知るぐーたら妖怪に、ずっと昔からの姉ちゃんに、俺が惚ほれたあの女に！　お前が火車の『パッケージ』さえ解除してりゃあ、ここまで進む事もなかったんだ!!」

　笑う。

　笑う？

　俺は今、笑っていられているのかな……？

「火車は守り刀によって真上を塞がれ、棺かん桶おけの底に封じ込められてきた。この『御み口くち様さま』で代表される刃物って言ったらこれしかねえだろ！　洞窟を掘り進めるための掘削機械だ!!」

　何の意味もなく一人きりでお前の前に立つ訳ねえだろ。

　俺達たちは、最初から二手に分かれていたんだ。

　片方は呪まじな達の動きを封じる時間稼かせぎ。もう片方は一〇トン以上もの重さの『守り刀』を動かし、火車の『パッケージ』にダメージを与える係。

『上』の連中には、一定時間過ぎても座敷童がゾンビから元に戻らないようなら交渉決裂だから、真下に向けて攻こう撃げきを始めろって伝えてある。

　そう、ここは言ってみれば巨大なボイラー。そして守り刀は蒸気の力を適切に管理するための安全バルブみたいなものなんだ。無理に動かし、配置を変えて、奈落の底へ叩たたき落とせば、内圧を制御できずに爆ばく発はつしちまうんじゃねえのか!?

「まさか、あなたは……自らの命を捧ささげ、尊厳なきゾンビとなって、それでも、そこまでやっても、なお使い捨ての道具に徹てつする道を選んだとでも言うのか……!?」

「仕方がねえだろ、適材適所だ。俺の力じゃあたとえゾンビになったってブルドーザーだのショベルカーだのを叩き落とす事はできねえし」

　だからそっちは式神の『死出の竜姫』と、すねこすりの手で誘導されるＲＣモードのゾンビ座敷童に任せた。

　その代わりに、

「それに、惚ほれた女を傷つけやがったお前に一発くれてやる権利を譲ゆずってもらえたんだ！　だったらこんな道も悪くねえさ!!」

　そうこうしている間にも、次々と土木用の重機が投げ込まれてくる。別に呪や四〇式を正確に狙っている訳じゃない。むしろ、そっちの方が呪としては迎撃しやすかっただろう。

　この場合、向こうにとって一番怖いのは、

「う、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　呪が吼ほえる。

　お初はつから転じた黒い蛇が分化する。それこそ無限を思わせる数でもって撃うち落としにかかる。だけど、その行為に本質的な意味が伴っていないのは分かりきっているはずだ。俺達たちは超高出力のボイラーの安全弁を引き千切って投げ込んでいるに過ぎない。撃うち落とす撃ち落とさない以前に、引き千切った段階で火車の『パッケージ』にダメージを与えているんだから。

　さらに、極め付けとして。

　無限に等しい黒の蛇の隙間を潜くぐり、それでも重機のアームの先端に取りつけられたシールドマシンの一つが溶岩渦巻く地獄の底へと落ちていった。

　ドォッッッ!!!!!!　と。

　これまでとは違った空気の流れ、風が生じる。

「……守り刀の本来の使い方は、棺かん桶おけの蓋を閉ざす事じゃねえ。死者の傍らに置いて、火車を追い払うためのものだ」

『御み口くち様さま』の底。

　過去に多くの死者が投げ込まれ、数百年かけて醸じよう成せいされた死の坩堝るつぼ。

　その傍らに、突き刺す。

　掘削機械という名の、現代の守り刀を。

「頭の上は大きく開き、地の底には守り刀が突き刺さった。こんな状況で、お前達が安置していた火車が大人しく留とどまっているはずはねえよなあ!!」

　閃せん光こうがあった。

『御口様』の最深部、直径二〇メートルの大穴から生じたその光は、オレンジ色の溶岩の爆ばく発はつなどではなかった。

　そんな次元を超越していた。

　純白の閃光が全てを埋め尽くす。今の今まで押し込められていた何かが自由を得る。限界以上に引き絞った弓から矢が放たれるように、力強く。

　俺はようやく火車というものの正体を知った。

　炎に包まれた猫の妖怪。罪人の魂を引きずり込む地獄の車。

　最初の形は、きっと悪の側に属するものじゃなかったんだ。妖怪ですらなかったんだ。

　人の魂の裁定者。

　むしろ、罪を砕く神の側に近かった存在。

　天を貫く巨大なビーム兵器のような閃光が去った直後、めくれ上がるような破は壊かいが襲おそいかかってきた。感じとしては凄すさまじい烈風に近い。風、火車が棺桶の蓋を吹き飛ばす時に使うもの。岩がん盤ばんが崩れ、『御口様』に寄り添う小屋の群れが崩れ、足元さえもおぼつかなくなる。ぐらりと揺れたかと思ったら、足場全体が崩れて土砂崩れのように流れ出し、全てはオレンジ色に煮えたぎる火口に向けて突き進んでいった。

「……ッ!?」

　先に投げ込まれそうになっていた呪まじなの腕を、とっさに摑つかんでいた。

　途端に俺の口元から逆流するように、真っ赤な鮮せん血けつが溢あふれ出した。

　二人して、ずぶずぶの紫に染まっていく。

「……何のつもりかな？」

「火車が解放された事で『パッケージ』は崩れた。ゾンビパニックもおしまいだ。だけどお前にはまだ聞きたい事が残っている」

「どっちみち、ゾンビから人に戻ってもその大穴は塞がらない。あなたもまた、思い出したように死んでいくだけだというのに？」

「それなら、せめて気持ち良く死なせてくれよ」

　呪まじなは腕一本でぶら下がったまま、小さく笑っていた。

「何を聞きたい」

「お前は何でこんな事をした？　四〇式座ざ敷しき童わらしの開発、百鬼夜行の簒さん奪だつ、今度はゾンビパニックによる日本国民総員の強きよう靭じん化か。すねこすりのヤツは、アンタが『何か』に脅おびえていたと言っていた。そこまでやってみんなを強制的に一丸としなくちゃ勝てねえ『何か』を見据えていたんだろ。全てはその対抗策だって。ならそれは何だ!?」

「面白い話ではないさ」

「言えよ。お互いどうせこれが最期だろ」

「そしてあなたはもう見ているはずだ。世界の終わりに繫つながる、最大の邪悪を」

　……？

　意味が分からない俺に、呪のヤツはこう続けた。

「いいかい忍しのぶ君、一口に座敷童と言っても色々ある。その成り立ちからして、間引きや口減らしで殺された子供達たちの集合から、河かつ童ぱや貉むじなが変へん化げして人家に住みついたものまで様々。その上で特に重要視されるのが、座敷童の着ている装束の色だ」

「なん、だって？」

「通常、座敷童は白い着物を好む。これは常の状態で、その家に繁はん栄えいをもたらすとされる一般的な座敷童だね。だけど座敷童の伝承はそれだけじゃない。時にはその家の火事を予言したり、家を離はなれると同時に一族郎党が食中毒で全滅したなんて不気味な話も残っている」

　普通の座敷童は白い着物を着ている。

　でも、待ってくれ。

　俺の知っている座敷童はそうじゃねえ。婆ばあちゃんなんかの着せ替え人形にされている面もあるけど、あいつが好んで着ているのはいつだって……!!

「そう、赤い着物……チゾメノザシキワラシは不吉をもたらす。その家を去る時に、その家の破滅を予言する時には決まって赤い装束で現れるんだ」

　そして、

「あの座敷童はただの座敷童じゃない。三九式……かつて狂的な発想と確実な技術でもって徹てつ底てい的てきに出力を底上げされ、世界の運命を操るどころかゼロから作り直す事にさえ手が届く座ざ敷しき童わらしだ。もしも、彼女が『赤かった』としたら？　チゾメノザシキワラシの力はどこまで及ぶ。たった一つの家の没落どころじゃない、それこそ日本の枠組みを超えた世界全人類の運命にまで干渉して、その全てに破滅をもたらす恐れがあるんだよ」

「噓うそだ……」

　ぐらりと頭が揺らぐ。

　死が近づいているから、だけじゃねえ。

「そんなの信じられるか!!」

「どうして？」

「あいつが、あのぐーたら妖怪が過去の事件を何とかするために三九式を使っていたなら、たかだか一〇年の話だろ。あいつは一〇〇年以上前からあの屋敷に居着いていたはずだ。だったらもっと早く世界が壊こわれていないとおかしいじゃねえか！」

「つまりそれだけ、陣じん内ない酒造が繁はん盛じようしていたって事だよ。チゾメノザシキワラシの破滅の力を押し返すくらいに。これは純粋に誇っても良い。だけど、そんなのも永遠には保もたない。終わりはいつかやってくるのさ」

　呪まじなは紫に滲にじむ顔でくすりと笑いながら、

「こちらには四〇式座敷童があった。何な故ぜ、我々がその力を使ってチェックメイトを決めなかったと思う？　三九式がもたらす破滅の運命に抗あらがうため、四〇式は最大出力で対応するしかなかったからさ。彼女がゾンビパニック防止に三九式を消費すれば、その間に迷めいの四〇式で抑え込めた。だけどまさかゾンビになって理性を全部かなぐり捨てるとはね。これは『縁ゆかり』の悪意じゃない。三九式の操る破滅の運命がそこまでえげつなかったと見るべきだ」

　呪達たちは、俺が一〇年前の過去を改ざんしたのをきっかけに『暗殺』を逃れ、おかしな道に突き進んだと思っていた。

「理論上は勝てるはずだった。でも駄目だった。条理を覆くつがえし道理を引っ込めるほどの力。三九式はピーキーで不安定な代わりに、一律安定の四〇式の出力を飛び越える瞬しゆん間かんがある。つまり、私達じゃあ彼女のもたらす破滅を完全には抑え込めなかった。だから負けたのさ」

　でも、あの時起きたのはそれだけじゃねえ。

　三九式……うちのぐーたら妖怪がその力を失わないで済むように、俺が事件を解決した。つまり三九式の力は残った。あそこで体構造が破は壊かいされ、座敷童が座敷童としての力を使えなくなってしまえば、世界は安定していたかもしれなかったのに……。

　呪達は、すぐにでもその問題に気づいた。

　だから一〇年かけて潜せん伏ぷくし、自分の最も愛する座敷童・迷を四〇式に作り替え、様々な手段を使って世界の破滅に抗おうとした。

　たった一つの脅威。

　チゾメノザシキワラシから全てを、人間も妖怪も守るために。

「……あなたは勝って、私達たちを下した。これも三九式の破滅の力を抑えきれなかったせいかもしれないけど、結果は結果だ。だから受け止めろ。チゾメノザシキワラシを解き放ってしまった、その事実を。そこから生じる真なる破滅を」

「俺は、もう死ぬ。最後の最後に摑つかんだ真実が、こんなものだって言うのか……!?」

「だから、一つだけ嫌がらせをしてあげよう」

　言った呪まじなの胸の辺りに、小さな光が生じた。

　何かしらの超常……いや、人為的なら術法か？

「……今回の件は、本来の運命なら死ぬべきだった私達が、一〇年かけて歴史を騙だまし続けてきた結果起こしたものだった。逆に言えば、歴史が正しい形に修正されれば私達が起こした悲劇は帳消しにされる。厳密にはそんな簡単な話じゃないんだけど、私の術法でそうなるように強引に捻ねじ曲げてあげよう。まあ嫁の力も借りた共同作業になるけどね」

「呪……？」

「つまり、あなたは自分の力でゾンビから人間に戻り、人間としての傷は私の消失に伴う歴史の修正によって治してしまう。それで君は生き残れるさ、チゾメノザシキワラシが闊かつ歩ぽする世界の中でね」

「待てよ、ならお前達はどうする!?」

「すねこすりのお初はつさんと、嫁の迷めいは共に妖怪だ。元から超常の存在であるから、歴史や運命からの干渉に対する耐久力がある。樒しきみさんは五分五分かな、でも元から生きる伝説みたいな人だったし、死の運命を逃れられるか試してみる価値はあると思う。この状況で一番不自然なのは、『ただの人間』でありながら運命に抗あらがって生き続けた私なんだ。だから最も弱い所に歴史の歪ひずみを集約させた上で、わざと修正させる。それなら犠ぎ牲せいになるのは私一人だけで、他のみんなまで巻き込まれる事はないさ」

「そういう事を言っているんじゃねえ!!」

「ここで比べるのは可哀想だが、たとえ警察庁の美み島しま君でも駄目だろう。今の祝はふりにも。表と裏、どちらにも勝ち目はない。あなただけだ。きっとあなただけが、三九式を搭載したチゾメノザシキワラシを止められる。この私を排したんだ、その力でもって世界を守れ。私の眩まばゆい英雄様」

　轟ごう!!　と黒い渦が小型犬の妖怪へと形を整えていった。

　すねこすりのお初だったか。

「アンタ、最初からこうなる事が分かっていたんじゃないでしょうね……？」

「そこまで達観していないさ。本当に忍しのぶ君の狙いは読めなかったし、三九式を抑え込めなかったのも単なる落ち度だ。まあ、どちらが勝っても希望を持てる結末になるように調整しておきたかった、っていう事までは否定しないけど」

　そして百鬼夜行極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらしは、こんな時も一言も発しなかった。

　いいや、できないように改造されたのか。

　顔を半分隠す薄うすいベールに、首から下げたヘッドマウントディスプレイ。何よりも、平常運転の象徴である、そこから抜け出す事のできない、白い着物の座ざ敷しき童わらし。

　表情一つ変えない、変える事を許されない己の伴侶へチラリと目をやり、呪まじなは言う。

「だからあなたに、私の名前の通りに呪いを一つだけ埋め込んであげよう」

「何を……」

「妻と娘を頼たのむ。真っ当な道に戻してくれなんて言わない。せめて百鬼夜行の君臨する狭い業界の中で笑って生きていけるくらいには面倒を見てやってくれ。手前勝手だが、こっちは三九式と共に歩むあなたの夢を守るために歴史の歯車にすり潰つぶされると言っているんだ。あなたは、どんな妖怪とだって仲良くなれる。それくらいは願ったって良いだろう？」

　ぞくりと、背筋に何かが走り抜けた。

　具体的に何が、って説明できるもんじゃねえ。だけど呪の笑みからは、見えない何かがじくりと滲にじみ出ているようだった。ゾンビ化の紫とも違う、透明な何か。

　あるいは、それを死相って呼ぶのかもしれねえけど。

「ふざけんな……」

　何でも良い。どんな暴論でも構わない。

　呪の顔いっぱいに広がっているこいつは、絶対に振り払わなくちゃならねえもんだ！

「これだけの事をしておいて自分の都合で勝手に消えるっていうのか!?　そんなのただの勝ち逃げだろ！　格好良く死のうとしてんじゃねえ、惨めに生きて償つぐなえよ!!　絶対に許さねえからな、俺はテメェを裁きの場所まで引っ立てる！　何があってもだ!!」

　やっと、呪って男が少しだけ分かってきた。

　互いの眼球を交換したのは、不気味な利害や思想があっての話じゃねえ。座敷童は家の盛衰に合わせて居着いたり離はなれたりする。それを何とかしたくて、永遠の繫つながりが欲しくて、当たり前の家族になりたくて……だから指輪を交換するように、自分達たちの体の一部を交わしただけだったんだ。

　こいつは俺と同じ。

　世界を敵に回してでも、ホレた座オ敷ン童ナと一緒に幸せを摑つかみたかった男の、なれのはて。

　歴史から取り残された、生ける屍しかばね。

　それなのに、やっと理解できたのに、

「後は、そうだね。あの子にメッセージを頼たのむよ。結局、一度も誕生日を祝ってやれなくて済まなかったって。でも私達は、私と迷めいは、一日だって君の顔を忘れた事はなかった。君は私達の一番の宝物だったって……」

「呪ッッッ!!!!!!」

「ああ、奇き麗れいな光だ」

　最初、呪まじなが何を言っているか分からなかった。

　だけど、




「そうか。火車とは罪人の魂を正しく地獄へ送る車の事だったね」




　ゴォ!!　と。

　一度は地上へ解き放たれた眩まばゆい光が、再び天空から大穴へと舞まい戻ってきた。本来の役割をまっとうするべく、牙を剝むく。その閃せん光こうは全てを吞のみ込み、俺の手から呪の手を強引に引き剝がし、大罪人で家族想おもいだった男を溶岩溢あふれる地の底へと連れ去っていく。

　光が消えた時、俺はゾンビではなく人間だった。

　胸板に空いた大穴は奇き麗れいさっぱりなくなっていて、死者から生者に戻っていた。

　仇きゆう敵てきの排除。

　歴史の修正、ゾンビパニックの終わり、この上ないハッピーエンド。




　なのにどこか、やっぱり。

　俺の胸には、見えない穴が空いているような気がした。













　　　終　章







『夜桜』スーツを纏まとう菱ひし神がみ舞まいが『御み口くち様さま』を上って山頂のドッグスクエアまで出ると、深夜の雪山に大型の輸送ヘリが何機も着陸していた。

　その内の一つ。

　多数の護衛に囲まれた一〇歳程度の喪服の少女、祝はふりがこんな風に話しかけてくる。

「終わりましたか」

「一応菱神樒しきみは自前で撃げき破はしたけどね、結局解決したのは私じゃなかった」

　吐き捨てるように答え、舞は舞で質問を放つ。

「『外』の様子はどうなってる？」

「報告通りです。墓ぼ前ぜん市しを中心として全国各地の地方都市で展開されていたゾンビパニックは、全く同じ時刻を境にピタリと終息しました。主だった被害はなく、ゾンビやゾンビによって殺害された人々も回復しています」

「でも、こうして共通の認識を持てる通り、私達たちはゾンビパニックの記き憶おくを保持している」

「……多くの一般市民にとって、ゾンビパニックは漠然と発生して漠然と終息したものでしかなく、当面は社会不安が持続するでしょう。しかもこれについては真実を公表する事も難しい。百鬼夜行の技術が振り込め詐欺のように蔓まん延えんされては困りますからね」

「つーか、ゾンビになった田た中なかさんを人間だった山やま田ださんがぶっ殺した記憶も継続なんだよね？　法的には裁けなくてもあっちこっちで人間関係ギッチギチになるんじゃないかなあ」

「それよりも、社会不安を利用した大規模な詐欺グループやカルトなどの台頭の方が懸け念ねんされています。そうなった場合は……」

「はいよ。別料金で勘定してくれれば迅速に火消しに走りましょう」

　そんな風に言い合う菱神舞や祝から少し離はなれた所では、真っ白な雪を踏ふみしめながらすねこすりのお初はつが辺りを見回していた。

　絶望的なゾンビパニックがもたらすチリチリとした緊きん張ちようは完全にゆるみ、あっちもこっちも呪まじなのいない百鬼夜行が塗り潰つぶしているその景色。

　それらを眺めて、ああ、本当に終わったんだなと、お初は考えていた。

　一つの時代の、その終しゆう焉えん。

「お初!!」

　似たような見た目の、小型犬に似た妖怪が走り寄ってきた。

　だがお初は拒絶するように、毅き然ぜんと言い放つ。

「命乞いなんてするとでも思っているの？」

「っ」

「あたしは真なる百鬼夜行！　呪まじなと共に一つの時代を築いた暗くら闇やみの輩ともがらなり!!　敗者の務めとしていかなる咎とがもこの身に受けよう。どこへなりとも連れていき、愉悦と共にこの首を落とせ!!　勝者はあたしの屍しかばねの上に新たな時代を築くが良い!!」

　合流はすれど迎合はしない。

　交渉は望まず誇りと共に裁きを受ける。

　そんな鋼の意思の持ち主を前にして。

「うっ」

　すねこすりは、

「ううううううう!!　うううううううううううううううううううううううううううう!!」

　ぎゅっと目を瞑つむり、それでも抑えきれずにボロボロと透明な涙をこぼし始めた。

　呆あきれたようにお初はつは息を吐く。

「死を覚悟した伴侶を前に、そんな惨めな顔しかできないのかしら」

「知らない。そんなの知らない!!」

　ぶんぶんと首を振って、すねこすりは大声で被かぶせた。

「確かにあなた達たちのやった事は許せない。己が目的のために祝はふり様に唾を吐き、多くの罪なき人を巻き込んで、この国の転てん覆ぷくまで謀はかった。あなた達は滅ぼされて当然の存在で、このような結末に導けた私達は祝杯でも挙げるべきなのかもしれない」

　でも、とすねこすりは言った。

　それまでの全てを否定するために。




「でも、あなたが生きていてくれて良かった……!!　それ以外に何もないんです!!」




　お初は、それ以上余計な事は言わなかった。

　束つかの間ま、目を細めて。長い間離はなれ離ばなれだった二匹の妖怪は、たった一度だけ再び身を寄せ合った。

「……お嬢じようちゃんもあれくらい素直になれば良いんじゃないの？」

　菱ひし神がみ舞まいが言うと、祝は眉をひそめた。

「何がでしょう？」

「お初が呪に帯同していたのは、致命誘発体みたいな力を持たない、無害で非力な妖怪が人間に狩られるのを防ぐ仕組みを作るのに百鬼夜行のトップとパイプを築く必要を感じたからだった。つまり、夫と息子を守るためだったのさ」

「？　それが私の件とどう関係していると？」

「さて問題。呪まじなと迷めいの目的は何だったでしょう」

「ですから、報告にあった通り、百鬼夜行試製三九式座ざ敷しき童わらし……いえ、チゾメノザシキワラシがもたらす世界的な災厄を未然に防ごうとしていたのでしょう」

「それは手段であって目的じゃなーい」

　舞まいは簡単な調子で否定した。

「チゾメノザシキワラシの件は確かに大きな問題の一つだった。でも、呪側には別の懸け念ねんがあった。ただでさえ座敷童ってのは禍福のバランスが激しい、崩しやすい、不安定な妖怪だよ。しかも呪や迷は、純粋な座敷童よりもっと繊せん細さいでデリケートな個体の存在を知っていた」

「まさか……」

「人間と座敷童のハーフ、祝はふり。アンタは存在そのものが前代未聞で、幸運を招くのか不吉を呼び込むのか、誰だれにも分からなかった。アンタがチゾメノザシキワラシになるか、あるいはもっとヤバい別の何かになるか。そんな可能性だってゼロじゃなかった。対抗するための方法は一つ。自分達たちが唾棄した最盛期の百鬼夜行の技術を掘り返してでも、妻の体に手を付けてでも、徹てつ底てい的てきに座敷童という種族の詳細を解き明かす事。これしかなかった。もしもそうなった時にだって、命を奪わずに無害な存在に組み替えられないものか、とかね」

「……、」

「呪の願う百鬼夜行とは、人間と妖怪が共存できる組織だったらしい。そういう意味では、ヤツらにとってはチゾメノザシキワラシさえサンプルとして有用で、何より、人間と妖怪のハーフであるお嬢じようちゃんが幸せな道を歩けるか否かを組織の評価に、世界の道標にしていたはず。だからこそ白と赤、二つの側面から座敷童を暴く事で、極限のイレギュラーである人間とのハーフの仕組みにも迫れないか、そんな事を考えていた」

　祝は、わずかに黙だまっていた。

　やがて彼女はゆっくりと首を横に振る。

「憶おく測そくです。彼らはただ冷酷なシステムでしかなかった。そのような個人の情が存在したなどと、どこに根拠があるのですか」

「迷」

「？」

「何だって自分の嫁にそんな意味深な名前を付けたんだと思ってんの。……白と赤、二つの座敷童の間で迷走する覚悟を決めていた。最後の最後には、家族三人で笑って暮らせる未来を目指すために。だから苦難の道の妻が迷で、ゴールのアンタが祝なのよ」

　今度こそ。

　祝と名付けられた一人ぼっちの少女は、言葉を繫つなげずに沈ちん黙もくしてしまった。

　だが、それも長くは続かない。




　祝はふりが再び口を開いたからではない。雪を踏ふんで、新たな足音の主がこちらへ近づいてきたからだ。

「陣じん内ない忍しのぶ……」

　それに、真っ赤な浴衣の座ざ敷しき童わらし。

　百鬼夜行試製三九式。いいや、チゾメノザシキワラシ。

「私達たちから逃げる意図はなかったのですか？」

「何度もそう思った。でもって、何をやっても最後には捕まるビジョンしか浮かばなかった」

　疲れたように彼は息を吐いてから、そして付け足した。

　祝に、いいや彼女の『喪服』に目をやり、くしゃりと顔を歪ゆがめて。

「……それに呪まじなの野郎から最期に頼たのまれた。妻と娘を頼むってな。黙だまって背を向けるのは筋が通らねえ」

「……、」

　最期に、と忍は言っていた。

　自分の最大の天敵であり、そして父親だったあの男。詳しい説明は受けなくても、もう二度と会う事はないのだなと、一〇歳の少女はそう結論付けた。

　金髪の高校生もこう言った。

　頭を下げながら。

「……悪かった」

「あなたが謝るような事ではありません。全国規模のゾンビパニックを終息させ、かつ、表の世界を歩くあなた自身が生せい還かんしただけでも僥ぎよう倖こうです」

「そうそう」

　と、気軽に横よこ槍やりを入れたのは菱ひし神がみ舞まいだ。

「それに、陣内忍は何もできなかった訳じゃない。呪の件は間に合わなかったかもしれないけど、母親の方はギリギリで引き止めている」

「？」

「座敷童は家につく。呪って主が消えたんじゃ、四〇式だってどこかにふらりと消える可能性もあった。……それが、そうはなってない。きっと、陣内忍の保有する妖怪に好かれる体質とやらで放浪を食い止めてんのね。だから、今ならお嬢じようちゃんにも再接続のチャンスがある」

　彼女が親指で指し示した方を、祝は振り返った。

　その、先に。

　真っ白な雪の中に佇たたずむ、もっともっと純白の妖怪がいた。理想通りの座敷童。ただ設定された家人を守るだけの存在。グラマラスな妖怪にはそれしかできなかったが、でも、それでももう少女は一人ぼっちではなかった。

「……、」
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　交こう錯さくする視線。

　菱ひし神がみ舞まいは陣じん内ない忍しのぶの肩に手を置き、三九式を伴ってその場を立ち去る。

　母と娘の二人きりにする。

　最後に舞は思う。

（……菱神樒しきみだけは、見つからずじまいか）

　今も現百鬼夜行が『御み口くち様さま』や墓ぼ前ぜん市し周辺を捜索しているようだが、きっともう見つからないだろうと舞は考えていた。

　菱神筋の始祖。

　誰だれよりも破は壊かいを得意とし何よりも恐怖されながら、一度でも誰かの役に立って感謝されたいという叶かなわぬ願いのためだけに、一千年もの間ひたすら現世にしがみつき続けたあの女。

　きっとあいつは、これからも闇やみから闇へ渡っていくのだろう、とだけ舞は思った。







　被疑者は死亡。

　山頂のドッグスクエアで行われてきたのは、古い因習に基づき生いけ贄にえの儀ぎ式しきに模倣した連続殺人事件であり、今まで行方不明となった人々が監かん禁きん、拘束されていたと思おぼしき痕跡を発見。至急、詳細な確認を要よう請せいする。

　内うち幕まく隼はやぶさがノートパソコンを使って報告書をメール送信していると、遠くから若い男がゆるりと近づいてくるところだった。

　隼はノートパソコンを閉じて、立ち上がる。

「こんな時間にすみません」

「良いんだよ、賓ひん客かく室しつに閉じこもっていてもつまらないし。それよりこの雪だと、今日はもう飛行機も飛ばないだろう。どうだい、必要なら菱ひし神がみ系のホテルに連絡を入れて部屋を空けさせるけど？　どの道、僕にも必要なプロセスだ。もののついでと思ってくれて構わないが」

「いえ、ここで雑魚寝して朝を待ちます。そういう節約術は慣れていますから」

「そうかい」

　くすりと笑って着流しの男は目を細めた。

　菱神恭きよう。

　日本最大クラスの総合商社、菱神グループの主要経営陣の一人。『菱神の男』と呼ばれるカテゴリの一角。本家継承順位の第三位。

　欠航が相次いでどん詰まりになった深夜の地方空港のロビーなどにいて良い人間ではない。それが一般人には利用資格の有無はおろか存在すら知らされていない豪ごう奢しやな賓客室であったとしても。というより、この男が望みさえすれば今すぐにでも滑走路を全て除雪して無理矢理にでも尾び翼よくに菱神紋を掲げたチャーター機を飛ばすよう、空港職員が死にもの狂いで作業を始めるはずだ。

「君の話は聞いているよ。一度、純粋に話をしてみたかったんだ」

「光栄です」

「そうかしこまらなくたって良い。君は公務員、一般経済活動から外れた税金でご飯を食べている身の上なんだから。経済界の世話になっている訳ではないだろう？　納税は権利ではなく義務なんだしさ」

　恭は簡単な調子で、

「君が対応しているのは、そう、艶えん美びだったかな。対人専門の『菱神の女』。その才能が開花すれば地球人口が四分の一ほど消失するかもしれない大物だ。何やら、温暖化やエネルギー問題の解決のため開花を望む一派もあるようだけど、君が良く抑えてくれている。『菱神本家』としてはこういう台詞せりふは憚はばかるべきかもしれないけれど、個人としては尊敬に値するね」

「……、」

「たまたまこちらに寄ったからアポを取ってみた、という訳でもないんだろう？　初対面の男に相談したい事とは何かな。それが常識的に判断できるレベルであれば応じよう」

「ええ」

　内幕隼は一度だけ肩をすくめた。

　ゆっくりと息を吸って、そして言う。

「菱ひし神がみ恭きようさん。本当は、こんな事を言うのは警察官としてあるまじき発言なのかもしれないのですが」

「何だい。艶えん美びの処遇について限界でも生じたのかな。そういう話であれば、常識的な範はん囲いで自然に引き離はなすよう力添えをする事もできるが？」

「いいえ、そうではなく」

　本当に。

　白旗を揚げるように、刑事は言った。




「今すぐアンタをぶん殴りたい。そういう話をしているんだ、クソ野郎」




　菱神恭は、虚を突かれたような顔になった。

　直後に、ゴン!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつする。着流しの男の体が大きく床へ投げ出される。それを見下ろしている内うち幕まく隼はやぶさは顔をしかめていた。ガラスでできた自分の骨格が反動で砕けてしまったかのように。

　刑事としての、自分の生き様全部を否定する事をやった。

　それを理解して、なお彼は踏ふみ込んだ。

「……どうしてなんだ」

「何がだい？」

「どうしてそこまで持って！　抱えて!!　満たされるどころか溢あふれるくらい多くの幸福を当たり前のように享受していながら!!　それを艶美達たちに渡してやれないんだ!?」

「君は……『菱神の」

「知ってる」

　遮るように隼は言った。

「『菱神の男』だの『菱神の女』だの、アンタ達のルールは知ってる！　そして根拠はないけどきっとある側面では正解なんだろう。艶美は……いいや、舞まいとか、樒しきみとか言われている人達だって、喜劇より悲劇を生む側の人間なんだろう」

「……、」

「確かに彼女達は怪物だ」

　内幕隼は、奥歯を嚙かみ締しめながら声を絞り出した。

「でも、艶美達を怪物に仕立て上げたのはアンタ達だろう!!　アンタ達がほんの少しでも手を差し伸べていれば、生まれてきた赤ん坊を抱き上げてあやすくらいの優しさがあれば！　あんな事にはならなかっただろう!!　その『菱神の男』が、『菱神の女』を嘲あざけるのか？　一方的に傷つけられて、それでも暗くら闇やみの中を脅おびえて進む彼女達を！　ただ気味悪がって排斥するのがアンタの言う常識か!?」

　言葉はそこまでだった。

　さらに鈍い音が連続した。

　ただし内うち幕まく隼はやぶさが菱ひし神がみ恭きようへ拳を振り落とした音ではない。

　逆に。

　カーディガンを着た刑事の胴体のあちこちに、鈍い衝しよう撃げきが突き抜けた大だい音おん響きようだった。

　ドン!!　ゴンガン!!　という轟ごう音おんは、もはやそれ自体が爆ばく発はつじみていた。

「ごっ」

　内幕隼には、何が起きたか分からなかった。

　胃袋、ではない。肺、とも違う。とにかく体の中から得体のしれない何かが逆流する感覚だけが伝わってくる。

「っぶ」

　衝撃が複数の内臓を同時に痙けい攣れん、蠕ぜん動どうさせ、足腰から力が抜ける。すとんと床へ崩れ落ちる隼は、ようやくゆっくりと起き上がった菱神恭の周囲に、全身各部の関節を特異なスーツで覆おおった複数の若い女性達たちが佇たたずんでいるのを目撃した。

　まるで虚空から現れ、流線形のレーザービームのように拳を叩たたき込んできた兵隊達。光の筋の色は赤、青、黄の三種。

　菱神舞まいと同様、くノ一を模したかのようなその格好。

　右腕のプロテクターに掲げられたのは、菱神紋と……その上に重ねられた、彼女達の『銘』か。

「な、ん……ま、さか……ひしがみの、おんな……？」

「まさかそんな。いくら何でもそこまで常識を欠いた選択はしないよ」

　菱神恭は腫れ始めた頰ほおの調子を片手で確かめながら、あくまでも涼しい顔で答える。

「ただし、彼女達の性質を一部、人為的に植えつけたりはしたけどね。『菱神の女』ではないが、『菱神の女』と同等の事ができる。もちろんレベルは少し劣るけど、人の手を離はなれる事がない。髪や瞳ひとみの色が狂っているのは『妖怪の薬』を使った弊へい害がいだったかな、その上で白髪に退色した部分もあるのは何でだっけ。ここが僕達の『常識』の及ぶ、ギリギリ最後の限界線といったところさ」

「……、」

　隼は口を開こうとした。

　だが思考がまとまらない。倒れたままぼんやりとした視線を投げる隼に、菱神恭はあくまでも涼しい顔でこんな風に質問してきた。

「なあ、君は『菱神の女』をどうしたいと思っているんだい？」

　不思議と。

　その一いつ瞬しゆんだけ、隼の思考はスッと一点に集約された。

　クリアな頭で彼は答えていた。

「……しあわせになってほしい。いいや、しあわせにしたい……」

　動くかどうかも分からない喉を、唇を使って、どうにかして言葉を絞り出す。

「あんな女の子が……何に脅おびえる必要もない、何に強がる必要もない、何に傷つく必要もない……。そんな当たり前の人生を送ってほしい。硬く縮こまるんじゃない、伸び伸びと笑って生きてほしい。その当たり前を奪おうとする者全てと戦うのが、俺の役目だ……」

　そこが限界だった。

　細い糸が切れるように、彼の意識が弾はじける。

　落ちる。

　全てを手にした着流しの男は、しばしの間、口に含んだ珈琲コーヒーの味を楽しむように目を瞑つむる。

「恭きよう様」

「何だい、贅ぜい」

「どうして初しよ撃げきを自ら受けたのですか。もう少し早く我々に行動の自由を与えてくだされば、それは被る必要のなかった痛みでしょう」

「いやあ」

　と、菱ひし神がみ恭は再び目を開けると、楽しそうに笑う。

　贅、蒐あかね、爛らん。居並ぶ絶世の兵器達たちを軽く見回しながら、

「確かに僕達は常識的にしか動けない。世の流れがとことん残酷な方へ進んでしまえば、そのように染まっていくしかない。どこまで行っても『菱神の男』ってのはそういうものなのさ。僕達が『菱神の女』を毛嫌いしているのもまた、そういう世相を反映しての事に過ぎないんだ」

「……、」

「でもさ、面白そうじゃないか。彼のような若者がこの国の、いいや世界の常識を担ってくれるようになれば、僕達だって愉快痛快な毎日を送れるようになるんじゃないかなあって。艶えん美びや舞まいのために怒り、全ての菱神のために立ち上がってくれる。そんな『常識』がさ」

　贅と呼ばれた女は異を唱えなかった。

　忠犬のように佇たたずむ美女達に取り囲まれたまま、着流しの青年はゆっくりと息を吐く。

「彼については丁重に扱ってくれたまえ。あくまでも常識的に、心地の良い朝を迎えられるようにね」

「了解しました。警視庁には？」

「連絡なんてする訳がないだろう。そんなつまらない事で、素晴らしき常識の芽を摘んでどうするんだい。そもそも起きた事件を示談で済ませるのは別に常識から外れた行動でもないし」

「では、その方向で」

「……それにしても、彼は気づいているのかね。ある人を幸せにしたい、それを邪じや魔まする者全てと戦うのが俺の役目だ。なんというか、今のやり取りは世間一般の常識と照らし合わせると、お宅の娘さんを僕にくださいと誤解されても仕方がないっていう事にさ」

「僭せん越えつですが、事の重大さに気づいていないから面白いのでは？」

「ハハッ！　常識を愛するこの僕がユニークな意見で噴ふき出すとはね!!」







　上下線合わせて一日五本。

　絶望的なダイヤの最終列車に乗って、陣じん内ない忍しのぶと座ざ敷しき童わらしは誰だれもいない車両で肩を寄せ合って座席に腰掛けていた。

　呪まじなの語っていたチゾメノザシキワラシの話が本当なら、忍達たちがそのまま解放される保障はなかった。むしろ社会の敵として葬られる可能性もあった。だが、実際にはそうはなっていない。人間と妖怪の共存という呪の抱いた想おもいは祝はふりに引き継がれ、百鬼夜行という組織も少しずつ変わっていくのかもしれない。

「いやはや参ったね」

「何が？」

「……よもや、ゾンビになってた頃の出来事をお前がきっちり覚えていた件についてだよ。極限状況とはいえ色々叫び過ぎてちょっと死にたい気持ちなんだが……」

「ええ、ええ。人を檻おりに入れて見世物のように表を引きずり回したり、齧かじりかけのハムとかハンカチ食べさせたり、ケータイとスマホを使って遠隔操作したり、挙げ句は檻に入れたまま下り階段から転落なんていうのもあったよねえ、忍……？」

「お待ちなさい座敷童、これは列車のマナーの問題です！　揺れる車両内でのパイルドライバーはダメだってー!!」

　あわやプロレス技の餌え食じきになりかけた忍は必死の抵抗を試みる。

　が、座敷童も座敷童で本気ではないらしい。唇を尖とがらせながら彼女は言う。

　二人して元の座席に戻りながらも、

「でも忍。冷静になってみるとこれってちょっと因果がおかしくないかしら」

「あん？」

「確かに『お姉ちゃん』なんていうのは私がそうでありたかった幻想だったのかもしれない。私の正体はどこにでもいる普通の女の子で、上も下もなく忍と同じ位置に立つ未熟な魂でしかなかったのかもしれない」

　言いながら。

　隣となりに座る少年の手をそっと握り、座敷童はこう続けた。

「ただこれって、私は小娘らしく恋をしても良いけれど、別にあなた限定で恋をする必要性は特にないんじゃないかしら」

「馬鹿だねお前、まさか世の中の色恋沙汰が赤い糸だとか運命の恋人だとかを頼たよりにくっつくもんだと思ってんのか？　実際の恋愛なんて十中八九、その時のノリと雰囲気と押しの一手で雪な崩だれ込んでくっついちまうもんだろうが。つまり何が言いてえかって言うとだな、先に唾つけたヤツの勝ちだ。んなもん俺が一番乗りに決まってんだろ」

「……私は一度、真っ黒になった忍しのぶの心を洗せん濯たくしたい」

「お前がオボコ過ぎるんだ」
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　呆あきれたように言って。

　しかし、陣じん内ない忍は掌てのひらを返すようにこう笑った。




「まあ、残る一割がどうなのかは知らねえがな、縁ゆかり」
















　チゾメノザシキワラシの話が本当なら、間もなく世界は終わる。

　青あお行灯あんどんグループの戦争や呪まじなのゾンビパニックが噓うそのような、本物の大災禍が襲おそいかかってくる。世界の全てを焼き尽くす絶望的な未来がやってくる。

　この後待つのは彼と彼女の、必然の戦い。

　でも。

　だけど。

　今この時だけは、彼らだって幸せな恋人同士でいても良いはずだ。













　　　あとがき







　そんな訳で八冊目。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　八冊、八冊かー……。何気にこのシリーズも物量が膨ふくらんできましたな。でも、何でしょう。作業的には倍くらいやっているような気がしないでもないのですが。しみじみすると共に、今回のテーマを発表します。ずばりラブ線!!　主に忍しのぶ周りが顕けん著ちよだったりしますが、でもそれ以外の部分でもあっちこっちに色恋沙汰を絡めてみました。

　一口に恋愛なんて言っても決して小こ奇ぎ麗れいで幸せなものだけとは限らず、ある章では人殺しの動機となっていたり、別の章では二人の少女のどちらを選んでどちらを切り捨てるかといった決別の儀ぎ式しきとしてひょっこり顔を出しています。なんていうか、こう、清も濁だくも全部ひっくるめたラブ成分徹てつ底てい的てきにやっちまおうぜ!!　という感じのてんこ盛りでございます。

　今回は忍から座ざ敷しき童わらしへの想おもいを再確認するような大枠を用意していますが、座敷童から忍への想いはもうこの段階に来たらわざわざ語るまでもないよなあ、という訳で大幅に説明を省いています。他のシリーズと違ってヒロインと『出会い』『育む』部分を全く必要としない忍と縁ゆかりの関係性は私が描いてきた作品群の中でも結構異質な部類で、『お互いがお互いを好きだと自覚すれば、その瞬しゆん間かんにゴールしていた』というとんでもないチェックメイト状態から物語が始まっています。

　そしてほろ苦くも甘酸っぱいラブ線をメインテーマに据えたにも拘かかわらず、何な故ぜだか出てきた物語は全編ゾンビ地獄。ここに、インテリビレッジらしい極大のねじれが発生しています。

　個人的には、ゾンビ系の胆きもは、

『ゾンビは何故発生したのか』

『どうしたらゾンビパニックを克服した事になるのか』

　の二点に集約され、過程については『もしもこんなトコに放り込まれたら、俺だったらこうするぜ！』『私はこっち行ってみるよ！』というワクワク感が大切なのかなあ、と。普通のアクション映画と違って主人公というよりは絶望的な世界観そのものへ没入し、比較的イメージの中で『自分』が自由に動き回るような印象があります。皆様はいかがでしょう？

　そんなこんなで、インテリビレッジならではのゾンビものに挑戦してみました。楽しんでいただけたのなら幸いです。




　一章について。

　まずは作品世界内のゾンビパニックの基本ルールを説明するための章です。さて、危険を承知で身軽な徒歩か、渋滞に捕まるかもしれないけど分厚いダンプか。皆さんだったら移動手段はどちらを選びます？

　ゾンビの強さはグリズリーくらいを想定。既存の生き物と比較すると分かりやすい反面、怪物としての恐ろしさが欠けるかな……とも考えましたが、グリズリー級のバケモンが一〇人一〇〇人と走って向かってきたら十分に悪夢だよ、と思い直して押し切ってみました。シャベル一本あればグリズリーとも戦える渚なぎさも渚で立派な化け物です。

　黒幕の動機については怒ど涛とうのラブ線。

　ゾンビはどうやって敵味方を識別しているのか、的確に獲え物ものを追い駆けているのかの部分にもちょっと言及して、逆手に取っています。




　二章について。

　ここではいったん時間経過を挟んで、ゾンビパニックが小康状態になった墓ぼ前ぜん市しを舞ぶ台たいにして、『ほんとにゾンビはいたのか？　怖いのは人間じゃなくて？』と疑わせるようなストーリーにしてみました。

　渚の歪ゆがみについては『人間関係の超簡略化』という柱を軸にキャラクターを作っています。ヤンデレターゲットとして狙われ続けた忍しのぶとは違い、『それ以外』の枠として扱われた隼はやぶさや艶えん美びの視点から、改めて彼女の個性を見出していただけますと。

　四章での忍との決別を読んでからこの二章を読み返すと、渚視点での行動理由が明らかになって、また違った印象を見出せるかもしれません。

　それと、渚の言葉からゾンビの目的は『生者を食べる事』ではなく『赤ちゃんのように興味を持ったものを追い、口に含んで確認する事』だったというのも明らかに。

　……ちなみに渚が壊こわれた理由は、元々の資質、セントバーナードの件の他に、中学時代付き合っていた頃に実は忍の気持ちが（彼自身は無自覚に）座ざ敷しき童わらしへ向いていた事を知ってしまったから、という理由の複合になっております。やっぱり刺されても文句は言えないかな。




　三章について。

　おそらく元から超人の舞まいがゾンビの群れと戦っても魅み力りよくは引き出せないな、と思いまして。いきなりパラシュートで最深部にショートカット。同じ『菱ひし神がみの女』である菱神樒しきみとの戦いに集中させる事にしました。関連して、この辺りから舞台を街から竪たて穴あなに切り替える事で、西洋風ゾンビパニックから和風ホラーの匂い（例えばねっとりした祭さい祀しなど）を漂わせています。

　また、『舞のストーリー』らしく、一章では希望や大脱出の象徴だったドッグスクエアの真実、ドロドロとした伝承などを調べていく事で、それまでの価値観をガラッと変える役割も与えています。

　一から三章はみんな絶望エンドですが、彼女については『死出の竜姫』を出したら一〇割負けるという基本ルールに則のつとって、中でもとんでもない『敗北』が待ち構えています……。




　四章について。

　一～三章までの様々なルールを駆使した応用編。特に熊用の罠わなでゾンビ座ざ敷しき童わらしを捕まえて連れ回したり、ケータイとスマホを駆使してゾンビ座敷童を遠隔コントロールしたり、ゾンビの群れにはゾンビ座敷童を、人間の集団には人間の忍しのぶを、と切り替えて対応した辺りなどは、前述の『俺だったらこうするぜ！』『私はこっち！』感の演出にできたかなあ、と思うのですが、ジャッジは皆様にお任せします。

　視点はほとんど忍中心でしたが、何気に内うち幕まく隼はやぶさ、菱ひし神がみ艶えん美び、菱神舞まいと主要人物のほとんどがゾンビ化してのオールスター出演を果たしています。このお話のラストでは忍自身もわざと嚙かまれてゾンビ化していたため、すねこすりを除き主人公勢は全員ゾンビの餌え食じきになってしまった訳ですね。……そう考えるとすねこすりの生存能力は何気に凄すごいのかも？　伊だ達てに百鬼夜行の正規要員じゃないという事なのかもしれません。

　ＶＳ呪まじなについては、高校生の忍が長期対決を挑むのは違うな、と思い、いっそ『忍が最初の一言を言う前に瞬しゆん殺さつ』という展開を組んでみました。前口上を切って攻こう撃げきするのはバトル系ではご法度ですが、このシリーズは厳密にはバトル系とは言い難いお話ですので（では何系なのかと問われるとこれまた即答しがたいのですが）ご了承いただけますと。

　この章では、忍と縁ゆかりはもちろん、呪と迷めいもまたラブ線に従って命を懸かけています。それぞれの愛とは何か、『座敷童』と共に生きた男達たちの恋愛観の違いなどを想像していただくのもまた一興かと。







　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回の胆きもは何と言っても主要キャラクターのビフォアとアフターなのでは？　衣替えどころじゃないお手間をおかけしてしまったかもしれませんが、お付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。徹てつ底てい的てきにラブ線、徹底的にゾンビ。かなり両極端なものを融ゆう合ごうさせてみました。でも極限状況で最後の最後に人の心を動かすのって、意外にそんなものなんじゃないかなあとも思うのですが、いかがでしたでしょうか。




　では、今回はこの辺りで。




　何気に火車は七巻にも出ているのですよ


鎌かま池ち和かず馬ま　　　
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鎌かま池ち和かず馬ま

どこぞの天井をパシャリ。一体何のためのもので、どこに繋がっているのか。見たところ取っ手もないようだけど、そもそもどうやって開けるのか。色々と想像が止まりません。
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イラスト／真ま早はや

渚みたいな子がまともにヒロインやれる作品……

それがインテリ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし⑧








鎌かま池ち和かず馬ま
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